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は じ め に 
 

平成 21年度に、新総合計画「おだわらＴＲＹプラン」と対を

なして本市のまちづくりを進めるために、「地域別計画」が策定

されました。 

この冊子は、当時の 25 地区の自治会連合会の区域ごとに策定

した「地域別計画」を、現在の 26 の各地区の地域コミュニティ

組織ごとに見直した改定版です。 

今回、①策定から6年が経過したこと、②現在の自治会連合会

区域すべての地区において地域の課題を解決する地域コミュニ

ティ組織が設立されたこと、③平成 29 年度がおだわらＴＲＹプ

ランの後期基本計画の初年度であること、という点から、現状と

平成21年度の計画を照らし合わせながら見直しを行いました。 

見直しの中では、地域の「誇れること」、「困ったこと」、「でき

ることから始められること」について、地域の皆様で1年以上に

わたり話し合いを重ね、改定いたしました。 

なお、富士見地区は、下府中地区から平成 25 年度に分離・  

独立したため、下府中地区の内容を修正して別に編集し、キャッ

チフレーズ等は新たに作成しております。 

また、各地区の地勢や特色は、前回策定時の冊子に掲載されて

おりますので、合わせてご覧ください。 
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※平成21年度の地域別計画では地区の設立順でしたが、今回はエリア順に 

変更となっております。 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 緑地区 ～ 

緑地区まちづくり委員会 

最後に検討します。キーワード（アンケートより） 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 
 

 

 

1 健康・福祉        なかよしこよし 人に優しいまちづくり  

 

2 防災・防犯・交通安全    お互いに声を掛け合えるまちづくり 

安全安心なまちをつくりましょう 
 

3 環境                       グリーンの多い クリーンなまちづくり  

ごみのないきれいなまちをつくりましょう 
 

4 コミュニティ            自治会が笑顔を守るまちづくり      

ふれあいの輪をもっと広げていきましょう 
 

5 子育て・教育            三世代が学び合えるまちづくり 

                                 地域が子どもを育てていきます 
 

6 特色あるまちづくり  歴史を守るまちづくり 

            自治会と商店が交流を持ちましょう 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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１ 健康・福祉 

【めざす姿】 

なかよしこよし 人に優しいまちづくり 
★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪情報共有・連携≫ 

◆少子高齢化や人口減少が進むととも

に、地域に無関心な人が増えてきてお

り、どうやって支えあうかが課題とな

っています。 

 

◆各団体では、様々な活動が実施されて

いますが、地域内での情報共有がなさ

れていません。自治会と社会福祉協議

会の連携が不十分に感じることもあり

ます。 

 

 

 

 

 

・社会福祉協議会、民生委員、ともしび会

などによる月 1 回の一人暮らし高齢者へ

の配食サービスや在宅福祉サービス、一

人暮らし高齢者のリスト作成などを行

い、高齢者を支える活動を引き続き実施

していきます。緑地区としては見守り活

動などに力を入れており、今の活動を続

けて、地域の人達と共に声掛けをしてい

きます。 

 

・各団体の長との交流を継続し、各団体間

の連絡を密にしていきます。また、会合

などに参加して得た情報を共有していき

ます。 

≪高齢者と子どもの交流≫ 

★敬老会行事は高齢者の交流の場となっ

ており、子ども会から歌のプレゼント

をしています。 

 

◆夏祭り、ハロウィンなど、イベントに

参加することによって交流を図ってい

ますが、お手伝いの人材の確保が課題

です。 

 

・敬老会で子どもが小田原囃子の演奏や

歌、落語を発表するなど交流は続いてい

るので、今後もお年寄りに喜ばれる演目

を検討していきます。高齢者と子どもと

の交流を中心に世代間交流を実施してい

きます。 

 

・老人会と子ども会の交流を行っているの

で、今の状況を継続していけるようにし

ます。 

≪ラジオ体操≫ 

★ラジオ体操を実施しているのは 1 箇所

ですが、継続されています。 

 

・第 1 区の子ども会が実施している夏休み

のラジオ体操を継続していきます。 
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２ 防災・防犯・交通安全  

【めざす姿】 

お互いに声を掛け合えるまちづくり  
安全安心なまちをつくりましょう 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪防災≫ 

◆年に 1 回防災訓練を行っていますが、

参加者は固定されており、災害に対す

る備えが十分とはいえません。 

 

◆高齢化が進んでいるほか、通勤、通

学、買い物客などの流入人口が多い地

域のため、災害時に対応できるか不安

です。 

 

◆自治会区域と小学校学区が異なるた

め、避難場所が 2 つに分かれてしまい

ます。 

 

・緑地区、新玉地区防災訓練などを通じ

て、防災に対する意識を高め、災害時に

対応できる体制をつくっていきます。 

 

・年に一度でも訓練をしておけば、いざと

いう時に役立つと考え、防災については

自治会の会合などで常に話題にあげ、参

加協力し、多くの方に呼びかけていきま

す。 

 

・災害時要援護者を地域で支えていくた

め、行事を通じての交流を継続するとと

もに、ネックとなっている個人情報の取

扱いについて検討していきます。 

 

・回覧などでより多くの住民へ防災訓練の

参加を呼びかけるとともに、就業者、来

訪者、観光客など住民以外の防災対策を

検討していきます。 

 

・若年層の無関心が目立つため、呼びかけ

を継続し、青少年がボランティアとし

て、救援活動などに参加するような意識

づくりをしていきます。 
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★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪防犯・交通安全≫ 

◆うらちょう商店街が再結成され、防犯

カメラが設置されました。 

 

◆竹の花ではアーケード撤去により歩道

が暗くなり、防犯に対して不安があり

ます。 

 

◆地域の安全を守るため、中学・高校の

近くは明るくし、週 1 回や月 1 回など

登下校時のパトロールや見守りが行わ

れている地域がありますが、地区全体

に広がっていません。 

 

 

 

★交通指導員による交通安全の講習会を

年 1 回程度行っています。 

 

★町内歳末夜警は以前より減りました

が、第 5 区自治会など継続されている

地域もあります。 

 

★商店街の客引き行為に対しては地区全

体で対策に取り組んでいます。 

 

・商店街と地域が協力して防犯カメラを設

置することで明るい環境を確保していま

すが、さらなる防犯カメラの設置を考え

ていきます。 

 

・老人会や子ども会（特に朝）などのパト

ロールを継続、強化していくとともに、

各組織で行われているパトロールなどの

情報交換会を警察と共に定期的に行いま

す。 

 

・自治会、青少年健全育成会、消防団第１

分団などによる防犯パトロールやＰＴＡ

役員、老人会による登下校時見守り活

動、交通指導員による交差点監視、地域

の高齢者による児童の登下校時における

清掃活動を継続し、地域の安全を守って

いきます。また、小学生の通学路に立っ

ての声かけ運動を推進していきます。 

 

・駅前という特殊な地域性を考慮した指導

員による年１回程度の交通安全教室を継

続し、充実していくことを検討します。 
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３ 環境 

【めざす姿】   

グリーンの多い クリーンなまちづくり  
ごみのないきれいなまちをつくりましょう 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪環境整備≫ 

★近くには海や山があり、空気がきれい

で、春になるとお城周辺の桜に誘われ

多くの人で賑わう地域です。また、行

事の開催が多く、多数の買物客、観光

客の方々が訪れる地域です。 

 

◆北條五代祭り、ツーデーマーチの前に

は三の丸小学校と城山中学校の児童・

生徒がイベント実施範囲の清掃をして

くれていますが、大人を取り込むこと

が課題です。 

 

 

 

 

 

 

・学校行事でのごみ拾い、地域住民による

美化清掃、駅前や海岸の清掃活動、ごみ

集積場の管理、環境美化推進による落書

き消しなど、各種団体や個人での清掃活

動を継続実施し、一人ひとりが意識を持

ってまちをきれいにすることで、良好な

生活環境を保持していきます。 

 

・観光都市、また市街地としての自覚を持

ち、環境に対して積極的にＰＲしていき

ます。 

 

・城山地区では年 2 回道端の花を植えるな

ど、緑化に対する意識を高めていきま

す。また、錦通りでは街路樹が植えられ

る計画があるので関心を持っていきま

す。 

≪タバコ≫ 

◆指定喫煙所があり、歩きタバコが禁止

され、道路でのポイ捨てがなくなった

一方で、信号の待ち時間のタバコのま

とめ捨てがあります。 

 

 

 

 

・必要と思われる場所に灰皿、ごみ箱など

の設置をしていますが、設置がない場所

や、灰皿が破損している場所があるので

補充を図っていきます。また、設置場所

については観光客などからの見た目にも

配慮し、検討していきます。 

 

・道路を綺麗にすることにより、信号待ち

時間のタバコのまとめ捨てがされない環

境作りにつとめていきます。 
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★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪ごみ出し、ペットの糞≫ 

★ごみ集積場は周辺住民が清掃してお

り、ほうきも要望があれば自治会で用

意しています。 

 

◆他地区からの投棄、指定外のごみを置

いていくということが目立ちます。 

 

◆ペットの糞の放置は看板設置により、

大分改善されてきた一方で、現状とし

ては多い場所もあります。 

 

◆防犯カメラは有効なので設置したくて

も、費用負担がネックになり実施に進

めないこともあります。 

 

 

・飲食店などが多いことから、ごみの管理

不十分が目立つので、ネットの確保をし

ていきます。また、生ごみはごみバケツ

に入れて捨てるなど、地域の特性にあっ

たごみ出しに関するルールづくりを検討

していきます。 

 

・各自が収集日の朝にごみ出しをすること

と、網をしっかりかけることでずいぶん

よくなると思うので推進していきます。

一方で、道路にネットがあるのはあまり

美しくはないという意見もあります。 

 

・ペットの糞の始末をしない人や野良猫な

どにえさを与えている人に対し、環境パ

トロールの中で注意していきます。 

 

・商店街で設置している防犯カメラが、落

書きやごみの持込などの抑止力となって

います。不法投棄が多い場所には注意看

板を立て、ごみを捨てにくい環境を作っ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12



４ コミュニティ  

【めざす姿】   

自治会が笑顔を守るまちづくり  
ふれあいの輪をもっと広げていきましょう 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 
≪地域交流≫ 

★神社の祭典や健民祭、子ども会行事が

盛んで、団結力のある地域です。松原

神社、大稲荷神社の祭典やしろやま商

店会の夏祭りでは子ども神輿を出して

木遣りを打つなど、祭典を子どもも大

人も楽しんでおり、神輿を担ぐ人が多

く、関心度が強くなりました。 

 

◆世帯数の減少や少子化、核家族化に加

え、ライフスタイルの変化や価値観の

多様化により、地域に無関心な人が増

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・松原神社、大稲荷神社の祭典をはじめ、

夏祭り、稲荷講、風の盆踊り、氷彫刻技

術コンクール、ハロウィン、クリスマ

ス、どんど焼き、節分、朝市、公民館活

動などを自治会、商店会、青年部、子ど

も会の参加により充実した自治会活動を

展開しているので、このまま続けていき

ます。 

 

・木遣りにはより多くの子どもが参加する

ように楽しいお神輿にしていきます。 

 

・夏祭り、ハロウィン等、自治会、商店

会、子ども会と協力し、行灯を作って盛

り上げているので、町内全員に参加を促

していきます。 

 
・自治会行事を盛り上げるため、自治会に

おいて地区ごとの年間カレンダーを作り

情報を共有していきます。また、学校に

対し地域行事への配慮や協力を求めてい

きます。 

 

・まちづくり委員会で発行している地域イ

ベントカレンダーを活用していきます。 

 

・回覧板での参加を促し、地域の横のつな

がりをつくり、楽しい行事に参加するよ

う声かけをしていきます。 
≪担い手≫ 

◆例年開催している行事に関しては、協

力者がいますが、自治会や各種団体の

組員などの人材の高齢化や不足が見ら

れ、参加者が少なく、担い手不足が問

題となっており、こうした活動をさら

に盛り上げていくことが難しくなって

きています。 

 

 

・自治会運営の担い手を増やすため、マン

ション建設時に自治会（特に防災時）の

必要性を説明し、人数は少ないが入会し

ていただいているので、今後も声掛けを

して、加入を勧めていきます。 

 

・担い手の高齢化が目立ち、地域活動の担

い手不足が顕著となることが想定される

ため、若い人の参加を促し、人材確保を

考えていきます。 
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５ 子育て・教育 

【めざす姿】  

三世代が学び合えるまちづくり 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪教育機関≫ 

★幼稚園、小学校、中学校、高校、大

学、専門学校と全て揃っており、ま

た、学校間や地域との連携がとれてい

る文教地区です。 

 

◆学校教育にスクールボランティア、図

書ボランティアなどの形で協力してい

ますが、地域の人がどのような知識や

技能をもっているのか十分に把握でき

ていません。 

・城山中学校のバザーではクイズを行うな

ど、教職員も協力して、来場者を楽しま

せる工夫をしています。盛んなＰＴＡ活

動をより一層充実させるため、バザーを

しながら借り物競争や宝物探しをあわせ

て行うなど、さらにひと工夫入れた活動

が展開できないか検討していきます。 

 

・育成会と協力し、地域密着型の活動を進

めていきます。 
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【めざす姿】  

地域が子どもを育てていきます 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪子ども会≫ 

★お祭、健民祭等を通し、地域、家庭、

学校の連携が非常に良くとれていま

す。また、自治会、商店会、子ども会

が一つにまとまっており、住民間の声

かけができている地域です。 

 

◆子ども会は 8 自治会中 4 自治会が休会

中です。 

 

★5 区子ども会では新入生、卒業生歓送

迎会等の行事を保護者だけではなく、

自治会回覧して一般参加を求めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自治会や子ども会によるバザーやキャン

プ、ハロウィンなどのイベントを通じ

て、子どもと地域との交流を推進してい

きます。学校などへ協力参加のお願いも

継続していきます。竹花自治会では作品

展やハロウィンなどで子どもを巻き込む

ことに成功しているので、ノウハウを緑

地区全体に広められるようにしていきま

す。 

 

・竹の花は商店街でありながら住居併用な

ので子ども会が充実していますが、他の

地域でも地域住民が共に子どもを見守る

活動をしていくことで、子ども会の必要

性について再構築していきます。 

 

・子ども会の活動内容を見直し、加入の促

進、合同での活動、合併を検討し、子ど

も会の魅力を高め、子ども会を残せるよ

う検討していきます。行事に対しては青

少年育成会、社協、体振などが連絡し合

い、少人数の子ども会でも行事に参加で

きるのではないかと考えます。 

 

・小学校卒業と同時に地域とのつながりが

薄れてしまうため、5 区で行っている中学

生も含めた子ども会を他地区においても

実施することを検討していきます。ま

た、子どもと大人の中間の人（中学生な

ど）をつなぐには松原神社、大稲荷神社

の祭典が有効と考えます。 
≪未就学児≫ 

★主任児童委員では未就学児支援のため

の子育てひろば「みどりっこ」を 3 区

公民館で月 1 回行っており、親同士の

交流の場にもなっています。 

 

◆地区全体としては未就学児の支援が不

十分に感じます。 

 

・緑地区内に住む子ども達だけではなく、

親の仕事の関係などで緑地区に通ってき

ている子ども達の支援を検討していきま

す。 
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６ 特色あるまちづくり 

【めざす姿】  

歴史を守るまちづくり 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

★富士、箱根、伊豆交流圏の玄関口、神

奈川県西部地域の中核的な交流拠点で

ある小田原駅が存在しています。 

 

◆小田原城をはじめとした観光資源が豊

富で老舗が多く点在していますが、時

代の流れにより、商店街の活力が失わ

れつつあります。 

・北條五代祭り、夏祭りなどへの参加を継

続し、観光資源を活かした行事を地域で

盛り上げ、地域の良さをアピールしてい

きます。 

 

・地域の人に知られていない地域資産をマ

ップにし、子どもたちによる「まちなか

探検隊」を実施したり、「ウォークラリ

ー」を実施したり、ツーデーマーチのチ

ェックポイントに活用してもらうよう関

係機関に要請するなど、地域の資産をよ

り多くの人に発信していきます。マップ

などをより多くの場所に置いてもらえる

ように検討します。 

 

・まだ知られていない宝（歴史や文化遺

産）を把握し後世に伝承するため、専門

家などのアドバイスをいただきながら歴

史認識を高めていきます。 

 

・空き店舗の利用や空地に緑化を進めるこ

とにより、気軽に座ったり話をしたりす

る場所の設置が一部商店街で実施され、

改善されている所もあるので、引き続き

検討していきます。 

 

・道路や公共施設についての意見交換の場

をもつことを検討していきます。 

 

・定住人口を増やす努力をし、活力あるま

ちづくりに取り組んでいきます。 
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【めざす姿】  

自治会と商店が交流を持ちましょう 

★誇れるもの ◆困ったこと できることから始めよう 

≪商店会≫ 

★商店街で行われている「秋の収穫祭お

だわらハロウィン IN 竹の花」は、竹

の花商店街のみのイベントから近隣の

商店街へと広がりを見せており、約

3,000 人もの人が参加するイベント

で、多くの親子に楽しまれており、他

地域の人も多く訪れています。 

 

◆10 年前には銀座通りと竹の花合同で

「小田原知って帖」という冊子を作成

しましたが、地域にあまり浸透してお

らず、うまく活用されていないのが現

状です。 

 

・ハロウィンや夏祭りを継続的に実施し、

自治会と商店会などが一体となり、地域

の一大イベント化に向けて協力し合って

まちづくりをしていきます。 

 

・小田原駅前に商店街マップを設置するな

ど、商店街を更に盛上げていけるよう検

討していきます。 

 

・以前、商店街の店先に椅子を置くことを

お願いし、少しずつ増えていますが、十

分ではないので、さらに椅子を置くこと

を検討するとともに、老朽化しているも

のは新しくすることを検討します。 

≪高齢者との関わり≫ 

◆社会との接点が少ないひとり暮らしの

高齢者が増えており、活動はしていま

すが、住居が高台にある場合など、外

に出てくることが難しく、地域の課題

となっています。 

 

・高齢者の持っている特技を地域にどのよ

うに活かしていきたいか確認し、自治会

と商店会などが連携して活躍の場を作

り、高齢者の話す機会や交流を促し、呼

びかけをしていきます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（緑地区） 
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平成 28 年 6 月 5 日   地域別計画の見直しについて説明し、見直しシートを配布 

 

平成 28 年 9 月 5 日 ・ 11 月 10 日 ・ 1 月 12 日  

                地域別計画の見直し（案）を元に意見交換 

 

平成 29 年 3 月 13 日  地域別計画平成 28 年度改定（案）の承認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑地区まちづくり委員会 

委員長 

 髙梨 保夫  銀座自治会長（緑地区自治会連合会長） 

 

委員 

 伊東 秀敏  第 1 区自治会長 

 栗田 康宏  駅前第 2 区自治会長（小田原駅前東通り商店会長） 

 松下 弘   第 3 区自治会長 

 土谷 正光  浦町自治会長 

 染野 耐   第 4 区自治会長 

 一寸木 吉久 第 5 区自治会長（緑地区体育振興会長） 

 髙橋 正   竹花自治会長 

 山口 正隆  緑地区社会福祉協議会長（民生委員） 

 池田 法枝  緑地区民生委員児童委員協議会（主任児童委員） 

 岸 廣久   緑地区体育振興会 会計 

 西島 摩瑳顕 緑地区青少年育成協議会長 

 池谷 めぐみ 第 1 区子ども会長 

 坂本 茂   第 5 区子ども会長 

 藤井 香大  うらちょう商店街会長 

 磯崎 和彦  おだわら竹の花商店会長 

 古川 孝昭  小田原錦通り商店街協同組合 理事長 

 小林 鐡夫  ダイヤ街商店会長 

平井 義人  ほっとファイブタウン（中央通り商店会・緑一番街商店会・

小田原銀座商店会・大工町商店会）代表 

澤田 君雄  しろやま商店会長 

佐々木 康之 防災リーダー（三の丸小学校区） 

守屋 富雄  防災リーダー（新玉小学校区） 

石井 いく子 緑地区ともしび会長 

平井 恵   緑地区健康おだわら普及員 

浅岡 綽   緑地区老人クラブ連合会長 

平成２９月３月作成 

緑地区まちづくり委員会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 新玉地区 ～ 

新玉地区まちづくり委員会 
 

ーワード（ア 

深めよう!！  安心、安全、地域のふれあい 
みんなでつくろう誇りのもてるまちづくり 

 

 

 

１ 健康・福祉 

高齢者や子どもが健康で、ふれあい・コミュニケーションのあるまち 

２ 防災・防犯 

地域全体で顔が見え、安心・安全なまちづくり 

３ 生活・環境 

地域住民が良かったと誇りを持てる住環境の優れたまち 

４ 文化・教育 

和気あいあい、イベントを通じて地域のつながりを深める 

 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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１ 健康・福祉 

【めざす姿】 

高齢者や子どもが健康で、 
ふれあい・コミュニケーションのあるまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

新玉地区においても、少子

高齢化や人口減少は進んでお

り、高齢者が健康を維持し、

いきいきと暮らすことが必要

になっています。 

また、休憩場所やトイレが

少ないため、散歩するときに

不便だと感じることがありま

す。 

＊各種団体が協力し、ウォーキングや健康体操への参

加を呼びかけ、高齢者の健康づくりを推進していき

ます。 

＊地区内における休憩場所の確保には、学校で使わな

くなった椅子を再利用するなどの工夫をし、同時に

バリアフリー化や公園の必要性も検討し、住民が住

みやすい新玉地区を目指していきます。 

子どもから高齢者までがふ

れあう場や憩える場が必要で

す。 

 

＊子ども会と老人会が協力して、地域の子どもと高齢

者がふれあえる行事を行うなどの検討を行っていき

ます。 

＊子どもから高齢者にも参加しやすい行事を回覧で呼

びかけるなど、健康づくりとふれあいの機会づくり

を継続していきます。実施にあたっては、開催場所

を各自治会において持ち回りで行うなど、参加しや

すい方法を検討しています。 

平成２６年度から毎月第３

火曜日（８月は除く）に、お

ひさま広場が開催され、子育

てに関わる方の憩いの場にな

っていますが、新玉地区では

新生児や乳幼児が少ないのが

現状です。 

＊新玉地区まちづくり委員会でも、乳幼児がいる家庭

におひさま広場への参加を呼びかけるなど、参加者

が増えるための工夫をしていきます。 

地域の行事の中で、健康チ

ェックや健康相談、健康体操

などの健康増進のための活動

を実施しています。 

 

＊新玉スポーツフェスティバルのミニミニ健康デーで

実施している、健康相談や健康体操を継続して行

い、より多くの方に参加してもらうために小学校と

も協力し、さらなるＰＲ活動を行っていきます。 

＊隣近所で、声かけや誘い合い、新玉地区住民の健康

増進を目指していきます。 

＊地域の病院の先生など、専門家に健康相談やアドバ

イスを継続して行ってもらえるように声掛けを継続

して行っていきます。 

22



高齢者が楽しく、元気に暮

らせるよう、高齢者同士の交

流を促進するなど、地域全体

で支援する必要があります。 

＊敬老会、誕生会、手芸教室、健康体操など、高齢者

の交流や健康づくりのための活動を継続していきま

す。 

定年年齢の引き上げや働く

方も多いので、老人会の加入

者が減少しています。 

また、老人会では多くの事

業を実施していますが、地域

の高齢者への周知ができてい

ないのが現状です。 

＊老人会への加入者を増やすため、自治会としても回

覧等で住民への情報提供を行い、老人会の主体的な

取り組みに協力していきます。 

行政や地域の要請により、

民生委員児童委員の活動が多

種多様になり、負担が増加し

てしまっています。 

＊民生委員児童委員の業務について、地域のボランテ

ィアに協力を要請するなど、負担が偏らないように

検討をしていきます。 

＊個人情報については、個人情報取り扱いのための勉

強会を定期的に実施していきます。 

 

２ 防災・防犯 

【めざす姿】 

地域全体で顔が見え、安心・安全なまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地域の防災組織はあります

が、役割が明確化されていな

いのが現状です。実際に災害

が発生したときに活動ができ

るような組織と役割分担が必

要です。 

＊防災訓練を各自治会単位で実施し、より小さい単

位での訓練を行うことで、一人ひとりの防災意識

を高めていきます。 

＊新玉小学校学区広域避難所運営委員会を中心に、

震災を想定したＨＵＧ(避難所運営ゲーム)等を行

い、広域避難所開設を想定した訓練の計画をして

いきます。 

地域の防災訓練では、広域

避難所運営委員会と自治会役

員が中心に訓練を行っている

ため、参加者は増加傾向で

す。 

＊訓練は、同じ内容の繰り返しにならないよう、新

玉小学校区広域避難所運営委員会で見直しを行っ

ていきます。 

住民のコミュニケーション

が不足しており、世帯構成が

わからない家庭も増えていま

す。 

＊個人情報の取り扱いについて理解を得るととも

に、地域の防災訓練で行っている、安否確認訓練

などを継続していき、地域のコミュニケーション

の強化と地域内の世帯構成の把握に努めていきま

す。 
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３ 生活・環境 

【めざす姿】 

地域住民が良かったと誇りを持てる住環境の優れたまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

新玉地区は海岸に近いた

め、津波等の自然災害に見舞

われる可能性があります。 

＊津波避難経路図の更新や防災チラシの配布を継続

し、災害が起きた時の行動を地域住民に周知して

いきます。 

＊防災訓練の内容に風水害に対する訓練を取り入れ

ることを検討していきます。 

交番がなくなり治安の面で

不安であるとともに、街灯が

少ないところもあり、夜にな

ると怖さを感じます。 

＊防犯灯設置箇所を自治会で協議し、市の制度を活

用して設置し、地域内の危険箇所を減らしていき

ます。 

新玉地区まちづくり委員会

として、自治会ごとに歳末夜

警パトロールを実施しまし

た。 

＊毎月１回実施している夜間の防犯パトロール、自

治会ごとに実施する家屋密集地における歳末夜警

パトロール、自治会の会合帰りにおける周辺の見

廻りなどの防犯活動を継続していきます。 

新玉地区青少年健全育成協

議会は、ＰＴＡと協力し「愛

のパトロール」を月２回実施

しているほか、特別集中指導

も実施し、防犯や青少年の非

行防止に貢献しています。 

＊パトロールやミニ集会などの行事は参加しやすい

日時を検討し、役員や参加者の負担を軽減してい

きます。 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

まちをきれいに保つため、

環境美化委員による清掃活動

を実施しています。 

＊環境美化推進員によるごみステーションの清掃活

動や、ごみ袋に名前を書くようにするなど、環境

美化への取り組みを継続して行っていきます。 

ごみ出しのルールを守り、

まちをきれいに保つ必要があ

ります。 

＊ごみの分別方法を守らない人や、夜間にごみを出

す人がいるので、ごみ出しのルールの啓発を継続

して行います。 

＊小学校等とも協力し、ごみ拾いや花壇をつくるな

ど地区の環境の整備を検討していきます。 
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４ 文化・教育 

 【めざす姿】 

和気あいあい、イベントを通じて地域のつながりを深める 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

新玉スポーツフェスティバ

ルや５月に実施されている各

神社のお祭りは、新玉地区の

一大イベントであり、そのよ

うな伝統ある行事を通じて、

地域の連携が図られていま

す。 

＊今後も各行事や各神社のお祭りに、より多くの地

域住民に参加してもらえるように各種団体でも参

加や周知などの協力をしていきます。 

新玉スポーツフェスティバ

ルでは、競技のルールやプロ

グラムを工夫し、子どもから

高齢者までの多くの方が参加

できるようになっています。 

＊新玉スポーツフェスティバルを今後も継続していく

とともに、地域をよりもりあげるイベントにするた

め、今後も学校と地域が協力し、行事内容の見直し

を行っていきます。 

新玉小学校の行事に地域住

民が積極的に協力していま

す。 

＊今後も新玉小学校と各種団体が連携をとり、お互

いに協力していきます。 

 

新玉体育協会が中心とな

り、ペタンクやインディア

カ、グラウンドゴルフなどの

競技や、新玉スポーツフェス

ティバル、小田原市市民総合

体育大会などのスポーツ活動

を行い、「スポーツを通して

明るく豊かな社会の形成」を

目指しています。 

＊今後も新玉体育協会では、地域住民の需要や声に

合わせて各行事の内容を検討していき、新玉地区

のスポーツ推進に努めていきます。 
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各種イベントや夏祭りなど

は、子どもと保護者の参加が

多く、その他の住民の参加は

少なくなっています。 

自治会や子ども会に加入し

ていない世帯の子どもは、地

域の行事に参加できないこと

があります。 

子ども会や老人会は会員数

が減少傾向にあり、休会して

いる地区もあります。 

＊各種行事への子どもの参加者を増やすために、子

ども会が無い地区へも声掛けを行うなど、コミュ

ニケーションをとっていきます。 

＊各行事のルールや運営方法を見直すなど、できる

だけ多くの方が参加できるような環境をつくって

いきます。 

＊自治会未加入世帯に自治会への加入を促す方法を

検討していきます。 

＊自治会や子ども会に加入していない世帯の子ども

も地域の行事に参加できるような体制を検討して

いきます。 

＊各行事を通して地域を知ってもらい、地域のつな

がりを深め、子ども会や老人会などの各種団体へ

の入会者を増やす取組をしていきます。 

新玉小学校区青少年健全育

成協議会では、ミニ集会開催

時に様々な団体の方を講師に

迎えて講演会を開催したり、

各種地域のイベントに参加す

るなど、地域とのつながりを

大切にしています。 

＊青少年の健やかな育ちや非行防止の観点から、青

少年健全育成協議会の活動を今後も継続していき

ます。 

＊自治会などの各団体が連携し、地域ぐるみで青少

年の健全育成に取り組んでいきます。 

 

新玉小学校では、校庭の芝

生化に取り組んでおり、芝生

の維持管理に地域住民が参加

しています。 

＊校庭の芝生については、地域の方の協力とスポー

ツチームに使用後の水撒きをしてもらうなど、地

域全体で維持管理を行っていきます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（新玉地区） 
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新玉地区まちづくり委員会 
委員長 

 飯田 和男 （新玉地区自治会連合会会長・第１１区自治会会長） 
 
副委員長 
 鳥居 泰一郎（新玉地区社会福祉協議会会長） 

 波多野 明夫（第１２区防災リーダー） 
 

委員 
 市川 幸男  （台宿自治会会長） 

 吉村 順一   （大工町自治会会長） 

 井島 幸男   （第９区自治会会長） 

 土屋 裕利  （第１０区自治会会長） 

 西山 洋一   （第１２区自治会会長） 

 池田 尚文   （第１３区自治会会長） 

 山崎 純一   （新宿自治会会長） 

 中島 秀子  （新玉地区民生委員児童委員協議会会長） 

 村山 京子  （第１４区民生委員） 

 山崎 由起子 （主任児童委員） 

 長谷部 寛子 （主任児童委員） 

 森田 高一  （小田原市消防団第１分団 団長） 

 高井 周作   （小田原市消防団第１分団 副団長) 

 アダムス 澄子 （新玉地区青少年健全育成協議会会長） 

 川口 幸男  （新玉地区体育協会会長） 

 戸村 昭一   （第１１区防災リーダー） 

 長澤 貴   （新玉小学校 校長） 

 遠藤 清子  （新玉小学校 教頭） 

 米山 満彦  （新玉小学校ＰＴＡ） 

 

  

 

平成２９年３月 作成 

新玉地区まちづくり委員会の検討経過 

  

平成２８年度 

日付 会議名 内容 

８月４日 第２回まちづくり委員会 ・地域別計画の見直しの説明 

１１月９日 第３回まちづくり委員会 
・地域別計画の見直し結果（案）を提示 

・修正等の確認 

１月１９日 第４回まちづくり委員会 
・地域別計画平成２８年度改定（案）を提示 

・修正等の確認 

３月８日 第５回まちづくり委員会 ・地域別計画平成２８年度改定の承認 

 

 

 

平成２７年度 

日付 会議名 内容 

７月２２日 第２回まちづくり委員会 
・地域課題の振り返りについて（地域別計画の

見直しの説明） 

１０月２日 第３回まちづくり委員会 ・地域課題の振り返りについて（福祉・健康） 

２月９日 第４回まちづくり委員会 ・地域課題の振り返りについて（防災・防犯） 

３月２日 第５回まちづくり委員会 ・地域課題の振り返り（生活・環境/文化・教育） 

 

 

※平成２９年３月現在 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 万年地区 ～ 

万年地区まちづくり実行委員会 

 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 

旧き良き伝統のまち 萬年 
 

 

1 健康・福祉  お年寄りが一人でも元気で安心して暮らせるまち 

子どもたちが地域に見守られて明るく育つまち 

2 防災・防犯 防災対策が万全で、誰もが安心して住めるまち 

犯罪のない、安全で、明るいまち 

3 生 活 環 境   だれもが住みやすい環境をめざすまち 

4 文化・教育   地域の歴史を掘り起こし、伝えていくまち 

子どもの交流が広がるまち 

5 特色ある地域づくり  人とのつながり・ふれあいを大切にするまち 

伝統行事を大切に守って、引き継いでいくまち 

地区活動を活発にする組織づくりができるまち 

  

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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1 健康・福祉 

【めざす姿】 

お年寄りが一人でも元気で安心して暮らせるまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★民生委員、社協、自治会が連携して見守

りをしている。 

★近所同士で見守りができている。 

★緊急時に使える安否確認名簿を作成して

いる。 

◆マンションに住む高齢者の見守りが難し

い。 

◆一人暮らしの高齢者の把握は、自治会長、

民生委員に任せっきりになっている。 

・マンションに住む高齢者にも、行事等への参加

を促し、顔の見える関係を築いていきます。 

・個人情報の扱い方についての勉強会をもつな

ど、名簿等の扱いを活用する方法を模索してい

きます。 

★老人会が自治会からの委託事業に取り組

んでいる地域もあり、絆を深めている。 

★公民館や神社、商店街の縁台等に、高齢

者が集まって、会話を楽しんでいる。 

★社協主催で、地域のつどいやサロンを開

催し、参加を呼び掛けている。 

◆行事に参加する高齢者が固定化されてい

る。 

◆老人会の会員が減少している。 

・公民館を定期的に開放するなど、お年寄りが外

に出て、色々な人と会話を楽しむことができる

場所をつくっていきます。公民館のない地区で

は、万年地区内で協力していきます。 

・高齢者が楽しめる老人会になるよう、組織の充

実をめざしていきます。 

・行事に高齢者にも足を運んでもらえるよう、老

人会会員に夏祭り等の食券を配るなど、工夫を

続けていきます。 

・老人会の行事に子ども会、青年会、商店会が携

わることによって、地域のつながりをさらに強

化していきます。 

 

【めざす姿】 

子どもたちが地域に見守られて明るく育つまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★登校時のパトロールや交通安全指導を行

っている。 

・子ども会と協力をし、地域で子どもを育てる意

識を醸成していきます。 
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◆核家族化が進み、子どもの数が減少して

いる。 

◆子どもの数の減少により、将来の地域運

営に不安を感じる。 

◆地域行事を通じて、子どもたちとの交流

を図っているが、子どもたちもスポーツ

や習い事で忙しくなってきている。 

・引き続き、地域行事を通じて、子どもたちとの

交流を図っていきます。 

・もちつきや世代間交流等の年間行事を子どもが

引き継ぎ、運営していけるような環境づくりに

取り組みます。 

・スポーツ団体や小中学校と調整し、子どもたち

が地域行事に参加できるようにしていきます。 

・各種団体と情報交換を密にし、連携を強化して

いきます。 

 

2 防災・防犯  

【めざす姿】 

防災対策が万全で、誰もが安心して住めるまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★自主防災組織の防災計画や組織図を作成

している。 

★行事等で炊き出しを行っている。 

★自治会の防災費や市の補助金により、防

災資機材の充実を図っている。 

◆住宅が密集していて、火事や天災等の災

害時の対応に不安を感じている。 

◆自治会単位での訓練を実施していない地

区が多い。 

・自治会単位で隣近所の方々と連携して、消火器 

や防災資機材の確認等、自主防災組織でできる 

ような訓練を実施していきます。 

・自主防災組織の防災計画を広く周知し、個々の 

役割に応じた訓練を実施します。 

◆広域避難所開設訓練に参加しているが、

参加者が固定化されている。 

・炊き出し訓練、ＡＥＤの扱い方、一人暮らしの 

高齢者の方の誘導訓練等のほか、災害時に実際 

にボランティア活動に携わった方々を招いて 

話を聴くなど、工夫した訓練を行っていきま 

す。 
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★日ごろから助け合いの意識は高い。 

◆一人暮らしの高齢者が多く、いつ災害が

起きるかと不安な日々を送っている。 

・日ごろからの隣近所の声かけ、お互いの助け合

いの意識づくりを続けていき、マンション住民

とも連携し、災害時に役立つ名簿を作成してい

きます。 

・緊急時のために、自治会長や防災リーダー、民

生委員の連絡先が記載されたステッカー等の

作成・配布を考えていきます。 

・各組内での連携強化や、青年会・子ども会等の

各種団体や、マンションに協力を依頼し、コミ

ュニケーションを図っていきます。 

◆海が近いため、津波対策は万全なのかと

不安を感じている。 

★高い建物を津波避難場所として開放して

もらえるような対策を講じている。 

・防災訓練に、津波による浸水の被害を想定し 

 たものを盛り込むようにしていきます。 

・津波避難ビルの周知をしていきます。 

 

【めざす姿】 

犯罪のない、安全で、明るいまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★隣近所のつながりを大切にしている地域

なので、防犯等に役立っている。 

★防犯灯がついているため、犯罪が少なく、

安心して生活ができている。 

★万年地区で一体となり、月に 1 回、防犯

パトロールを行っている。 

・防犯パトロールを継続し、住民がより一層安 

心して生活ができるように努めていきます。 

・あいさつ運動の回数を増やすことによって、 

お年寄りから子どもまでが気軽にあいさつを

かわすことができる明るい地域をめざしてい

きます。 
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3 生活環境  

【めざす姿】 

だれもが住みやすい環境をめざすまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★地域全体が清潔に保たれている。 

★万年地区全体で、国道花壇一斉清掃を行

っている。 

・一斉清掃を今後も続けていきます。また、各家

庭に呼びかけを行い、普段からきれいなまちを

維持していきます。 

★海・山に囲まれ、自然豊かで、気候が温

暖な地域である。 

★毎年 7月に、海岸一斉清掃を行っている。 

・海岸清掃をこれからも継続し、海岸の美化活動

に努めていきます。また、子ども会にも協力を

促し、子どもの参加を増やしていきます。 

◆海岸や歩道に、犬のフンが目立つ。 

・犬のフンは飼い主がきちんと始末する、釣り人

もゴミをきちんと持ち帰るなどのことを、地区

以外の人へも啓発する方法を考えていきます。 

◆若者が深夜に海岸で打ち上げ花火をして

おり、迷惑をしている。 

・「小田原市きれいなまちと良好な生活環境をつ

くる条例」に基づき、深夜の打ち上げ花火を禁

止する看板を、海岸入口や公園に設置していき

ます。 

◆子どもの集まれる公園や、幼児の遊び場

が少ない。 

・地区内にある公園で、草刈りや花壇の充実等を

行い、使いやすい公園づくりに努めていきま

す。 

◆草花がとても好きな方が多く、花も色々

植えられているが、樹木が少ない地域で

ある。 

・住民の協力を得ながら、各家庭の玄関先に草花

のプランターを置くなど、心が和む環境づくり

に取り組んでいきます。 

・地域のフラワーサークル等と協力し、万年を花

いっぱいに彩っていきます。 
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4 文化・教育 

【めざす姿】 

地域の歴史を掘り起こし、伝えていくまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

★小田原城等の歴史的建造物が近くにあ

り、地域にも旧東海道のなごりを感じさ

せる風情やまちなみ等が残っているとこ

ろが特色である。 

★北條稲荷神社、古新宿龍宮神社、袖ヶ浦

地蔵尊、北條稲荷神社蛙石等がある。 

★川崎長太郎や北村透谷の生誕地であり、

記念碑が建立されている。 

・古くからの資料を掘り起こし、学習会を開くな

どして、一人ひとりが万年の歴史について知

り、後世に伝えていけるよう努めていきます。 

・お年寄りから地域の歴史について話を聞くこと

によって、埋もれている資産を掘り起こし、広

く住民に知らせていきます。 

・地域にある歴史資産のマップを作成するなど、

広報に努めていきます。 

・自治会で祭礼や掃除等を行っていますが、さら

に多くの住民に声かけをして、大切な資産を守

っていきます。 

 

【めざす姿】 

子どもの交流が広がるまち 

★誇れること、◆困っていること できることから始めよう 

◆子どもの数がだんだん減少している中

で、子ども会の存続が困難になってくる

のではないかと懸念している。 

・子ども会をいくつか統合するなど、子ども会の

組織のあり方や行事の見直し等を検討してい

きます。 

・中学生まで対象を広げるなどして、子ども会へ

の参加者を増やしていきます。 
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5 特色ある地域づくり 

【めざす姿】 

人とのつながり・ふれあいを大切にするまち 

★誇れるもの、◆困っていること できることから始めよう 

★年間を通じて、お祭り等の行事が盛んで

あり、世代を問わず交流がある。 

◆結婚等で若い人の他地区への流出が多

く、住民の高齢化が進んでいる。 

・青年会と積極的に交流し、地域活動に若い人の

意見を取り込むなど、万年に若い人が留まり、

また、戻ってくるような魅力あるまちづくりに

努めていきます。 

★互助の精神が旺盛で、隣近所のつきあい

を大切にする風土が根付いている。 

◆高齢化と住民の減少、マンション住民は

地域活動に無関心等の課題がある。 

◆行事への参加者が減ってきている。 

・隣近所のつながりがより一層密になり、お互い

に助け合える地域にするために、自治会・老人

会・青年会・子ども会・婦人部等各種団体の横

のつながりができ、一体感が持てるよう活動の

情報の共有に努めていきます。 

・隣近所で声かけを行い、地域活動への参加を促

す努力をしていきます。 

★年 1 回、自治会連合会であいさつ運動を

実施している。 

・あいさつ運動等を通じて、みなが気軽に声をか

け合える明るい地域づくりに取り組んでいき

ます。 

◆商店街では、店を閉める人が多くなり、

人通りも少なく、活気がなくなっている。 

◆近所にスーパーもなく、日用品も買うこ

とができなくなっている。 

◆若者は車でまとめ買いができるが、お年

寄りにとっては買い物が不便である。 

・商店街を活気づけるため、青物町商店街で市（い

ち）のようなイベントを継続していきます。 

・一人暮らしの高齢者に対しては、月に 1～2 回

程度、民生委員が家庭訪問を行うなかで、買い

物等に困っている方に声かけを行うなど、民生

委員や自治会が協力して、地域の中でできる対

策を考えていきます。 

・移動販売や通信販売、買い物代行等の便利なサ

ービスの情報を、高齢者に周知していきます。 
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【めざす姿】 

伝統行事を大切に守って、引き継いでいくまち 

★誇れるもの、◆困っていること できることから始めよう 

★1 月の新年交賀会、2月の初午祭、3月の

おしんこ祭り、5月の松原神社祭礼、8月

の夏祭り、9 月の敬老会や運動会等多く

の伝統行事がある。 

◆多くの伝統行事を行っているが、最近で

は盛り上がりに欠けるものもある。 

・多くの方に参加してもらい、行事を盛り上げら

れる工夫をしていきます。 

・地域活動が活発になればなるほど、推進する役

員が大変になることが予想されるため、役員等

の負担が大きくならないよう、協力体制の強化

を図っていきます。 

★お祭りが好きな地域であり、特に氏神様

のお祭りが盛大に開催されている。 

★松原神社の祭礼においては、多くの住民

が参加して、お祭りを盛り上げている。 

◆松原神社祭礼の神輿の担ぎ手が減少して

いる傾向にある。 

・住民に対して、これまで以上にお祭りをＰＲす

ることにより、若い参加者を募っていきます。 

 

【めざす姿】 

地区活動を活発にする組織づくりができるまち 

★誇れるもの、◆困っていること できることから始めよう 

★年間を通して、色々な行事を自治会が中

心となり、老人会、婦人部、子ども会が

協力して進めている。 

★青年会が活躍し、お祭りやかまぼこ通り

商店街の活性化を図っている。 

◆若者が減少しているので、行事の際の負

担が大きくなっている。 

・青年会、子ども会と連携し、若者が積極的に活

動に参加できるような仕組みを考えていきま

す。 

・高齢者から若者までがお互いに協力し合える体

制をつくっていきます。 

・地域の各種団体に入っていない方へも呼びかけ

て、協力をお願いしていきます。 

◆自治会等の役員選出が年々困難になって

きている。 

◆自治会の役員が高齢化している。 

・現役世代や性別に関係なく地区の役員が務まる

ような組織づくりをめざしていきます。 

・行事の担当は当番制とするなど、自治会の役員

以外の住民が参加するような仕組みを広げて

いきます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（万年地区） 
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平成 28 年 4 月 13 日   地域別計画の見直しの方法について意見交換 

6 月 9 日   各委員に見直し用記入用紙を配布 

 8 月 9 日   地域別計画の見直し（健康・福祉） 

10 月 7 日   地域別計画の見直し（防災・防犯、生活環境） 

12 月 8 日   地域別計画の見直し（文化・教育、特色ある地域づくり） 

平成 29 年 2 月 8 日   地域別計画改定版（案）の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万年地区まちづくり実行委員会（見直し検討会） 

委員長 

加藤 芳永 （万年地区自治会連合会長・第 18区髙梨町自治会長） 

副委員長 

岩本 辰男 （第 16 区自治会長） 

会計 

 小髙 伯夫 （第 19区自治会長） 

監事 

 泰田 幸枝 （万年地区民生委員児童委員協議会長） 

 宮本 純  （万年地区社会福祉協議会長・民生委員） 

委員 

栢沼 正直 （第 15 区自治会長） 

萩原 敏行 （第 17 区自治会長） 

秋鹿 浩史 （第 20 区－1自治会長） 

前田 誠  （第 20 区－2青物町自治会長） 

冨金原 須美子 （青少年育成推進員） 

松本 健一 （万年地区体育振興会長） 

松本 幸江 （健康おだわら普及員） 

安藤 範子 （健康おだわら普及員） 

加藤 俊雄 （防犯指導員・第 19区公民館長） 

大木 孝史 （少年補導員） 

松下 善彦 （消防団第 1分団） 

横原 浩二 （第 15 区防災リーダー） 

田代 昌之 （第 16 区防災リーダー） 

村越 昇  （第 17 区防災リーダー） 

山本 正  （第 18 区髙梨町防災リーダー） 

松井 雄二 （第 19 区防災リーダー） 

入野 浩一 （第 20 区－1防災リーダー） 

若林 寧人 （第 20 区－2青物町防災リーダー） 

石内 啓司 （第 15 区公民館長） 

柏木 傑  （第 16 区公民館長） 

小林 章男 （第 17 区公民館長） 

桜木 斉  （第 18 区髙梨町公民館長） 

廣澤 吉美 （第 20 区－2青物町公民館長） 

石田 富代 （万年地区ボランティア代表） 

平成 29 年 2 月作成 

万年地区まちづくり実行委員会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 幸地区 ～ 

幸地区まちづくり委員会 

 

 
いつまでもこれからも住み続けたい、 

だれもが安心して暮らせる自然と歴史文化が調和したまち 

 
 

１ 防災       いざというときに助け合いができるまち 

 

２ 防犯         向こう３軒両隣 声掛け合って  

安全で安心して住める明るいまち 

 

３ 健康・福祉      両隣が顔見知りで、お互い助け合いながら、 

地域でお年寄りを見守るまち 

 

４ 生活・環境      清掃活動を通して地域資産を守っていこう 

 

５ 文化・教育      伝統行事を守るまち 

地域が学校の行事に協力するまち

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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１ 防災 

【めざす姿】いざというときに助け合いができるまち 

困ったこと できることから始めよう 
 

 災害に対する関心が薄く、防災対策

への意識が低いため、防災訓練の参

加率が上がりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防災訓練の内容はマンネリ化し、実

践的ではないため、役に立つか不安

です。 

 

 

  

【日頃から住民へ防災対策を周知】 

 防災勉強会を開催し、防災意識の向上を図る場

を設け、既存の広報物や防災関連資料を生かし

ながら防災対策を周知していきます。 

 

 自主防災組織の備蓄は役員や組長までの最低限

である現状を伝え、地域住民へは各自備蓄をす

るよう周知していきます。 

 

 

【実践的な防災訓練と参加率の向上に向けて】 

 防災訓練内容のバリエーションを増やすこと

で、参加者の意識向上を図るとともに、参加率

向上を目指します。 

 

 自治会未加入者に対しても防災訓練のお知らせ

をすることで、地域全体で防災への意識向上に

繋げます。 

 

 

 災害時における共助の重要性が認

識されておらず、個人情報保護の

観点から、各地区で世帯構成等を

把握しにくい状況です。 

 

 自治会未加入者が増え、自治会を

通じて周知している様々な情報

が、地区の全ての世帯に行き渡ら

なくなっています。 

 

【各世帯の人数把握・個人情報保護法の理解】 

 災害時における安否確認に役立てるため、事前

に世帯人数の把握につとめます。 

  

 

 

 実施に向け、個人情報保護法に関して正しい知

識を身に付け、自主防災組織が地域住民に世帯

情報を管理することへの協力を促します。 
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２ 防犯 

【めざす姿】向こう３軒両隣 声掛け合って  

安全で安心して住める明るいまち 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 
 

 近年、一人暮らしの高齢者が多くな

っているため、窃盗や高齢者を狙っ

た詐欺などが増えています。そのた

め、住民一人ひとりが防犯意識を強

く持つことが必要です。 

【防犯意識の向上に向けて】 

 警察と協力し、定期的にパトロールや民生委

員による高齢者宅の各戸訪問をしながら注意

喚起を行っています。 

 

 引き続き、これらの活動を実施し、地域全体

で防犯対策をしていることを広めていくこと

で、住民の防犯対策への意識の醸成を図りま

す。 

 

 

 空き家が増えていることもあり、防

犯対策や火災予防運動として消防団

や各種団体がパトロール活動をして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【空き家の防犯対策・火災予防対策】 

 引き続き、各地区のペースで定期的にパトロ

ール活動を実施していくほか、火事が起こり

やすい歳末は消防団第２分団と連携しながら

パトロールと火災予防運動を行っていきま

す。 

 

 

 子どもたちが安心して通学できるよ

う、毎月1日に子どもを見守る運

動・あいさつ運動をしていますが、

交通ルールを守らない自転車が増え

ており、危険です。 

 

【子どもたちの安全対策・交通マナー対策】 

 見守り・あいさつ運動は、毎月子ども達と顔を

合わせる貴重な機会であり、活動を続けながら

子ども達が安心して登校できるよう、顔見知り

の関係を築いていきます。 

 

 また、交通安全対策上、危険な行為が見受けら

れた場合は、警察など関係機関と協力し、注意

喚起に努めていきます。 
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３ 健康・福祉 

【めざす姿】両隣が顔見知りで、お互い助け合いながら、 

地域でお年寄りを見守るまち 
困ったこと できることから始めよう 

 

 地域別計画策定以降、民生委員・主

任児童委員の11人全員で幸地区内の

高齢者宅を戸別訪問し、見守ってい

ます。また、75歳以下の方について

も、日々歩き回りながら状況把握に

努めています。 

 

 民生委員1人につき、3名のボランテ

ィアさんがついて協力しているほ

か、自治会では組長に対して、日頃

から組内に目を向けるよう周知して

おり、地域全体で要配慮者のフォロ

ー体制を整えています。 

 

【地域全体での見守り活動】 

 引き続き、民生委員主任児童委員をはじめ、住

民一人ひとりが日頃から周囲に目を向けること

で、ささやかに見守り活動を続けていきます。 

 

 

 見守り活動として、住民同士が交

流するサロン会を開催している自

治会もありますが、参加者同士の

誘い合いがなく、持続的に人数が

集まりにくい状況になっていま

す。 

 

 

【サロン活動の充実化】 

 サロン活動を始めている地区は、一人でも参加

しやすいよう、医師や保健師などによる講演な

ど、プログラム構成を検討し、多くの方が興味

を持てるサロン会を検討していきます。 

 

 

 災害時の対策として、民生委員と

自治会で要配慮者情報を共有する

体制づくりを整えています。ま

た、自治会では、過去に会員名簿

を作成したことがありますが、個

人情報保護の問題等から更新がさ

れていません。 

【災害時対応時に向けた検証と対策】 

 防災訓練などの機会を通して、実際に安否確認

が行えるか検証していきます。このような活動

を踏まえて、幸地区としての日頃からの対応策

も検討していきます。 
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 子ども会などの地域活動に、退会や

最初から入会しない家庭が増えてい

ます。さらに、少子化の影響もあ

り、子ども会などの運営に支障をき

たしています。 

【子ども会加入促進活動・子ども会運営について

の検討】 

 幸地区まちづくり委員会では、平成 27年度に自

治会・子ども会の活動について紹介したパンフ

レットを作成し、三の丸小学校を通して配布し

ました。今後も、各自治会や子ども会の加入促

進活動にパンフレットを利用していきます。 

 

 また、地域内に子どもが減少している現状を踏

まえ、各自治会で従来のスタイルにとらわれず

に「子ども会と中学会の統合」や、「活動行事

の見直し」などを通して、子ども会役員が運営

しやすい方法を検討していきます。 

 

４ 生活・環境 

【めざす姿】清掃活動を通して地域資産を守っていこう 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 
 

 

 地域の誇りである御幸の浜に捨てら

れたゴミは年々減少していますが、

海岸の環境美化保全のために、今後

も定期的に清掃活動をしていく必要

があります。 

 

 お堀端周辺は落ち葉やタバコの吸い

殻があり、環境美化対策が必要で

す。 

【各種団体が働きかけ合いながら、清掃活動を継

続的に実施】 

 御幸の浜の海岸清掃は幸地区内に限らず、地域

外の団体も実施しており、年間 10回以上、清

掃活動が実施されています。今後も、各種団体

が引き続き実施していくことで、継続的に海岸

の環境美化保全に努めていきます。 

 

 また、お堀端周辺など地域内の環境美化活動は

自治会をはじめ、小学校や各企業が定期的に清

掃活動を行っています。今後も、それぞれのペ

ースで美化活動を続けていきながら住み良いま

ちづくりを進めていきます。 
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５ 文化・教育 

【めざす姿】伝統行事を守るまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 
 幸には、計4基（21区、22区、23

区、24区）も山車がありますが、組

立に費用がかかることもあり、すべ

ての山車を毎年動かすことができま

せん。 
 
 ５月にお祭りの時期になると、子ど

もたちは地域の人からお囃子を教え

てもらっています。しかし、子ども

の数も、教え手も少なくなってきて

おり、地域全体で継承方法を考えて

いく必要があります。 

【地域全体で継承活動に取り組む】 

 お囃子の練習は、地域と子ども達とのコミュニ

ケーションの醸成と文化の伝承に寄与している

ので、これからも続けていきます。 
 
 
 

 そのためには小学生に限らず、中学生になって

もお囃子活動に関われるシステムづくりや、大

人も同様に参加できる体制を構築することで、

後継者育成に力を注いでいきます。 

 

 

【めざす姿】地域が学校の行事に協力するまち 

誇れるもの できることから始めよう 
 

 三の丸小学校ＰＴＡ主催により、毎

年１０月に開催している「わくわく

フェスタ（バザー）」は、地域と学

校が一緒に盛り上がる一大イベント

となっています。 
 

 子どもたちは老人クラブ連合会の

方々から、竹とんぼづくりや昔の遊

びを教えてもらい、ものづくりの大

切さや伝統を楽しみながら学んでい

ます。 

【世代間交流事業を通じた伝承活動】 

 「わくわくフェスタ」では、老人クラブ連合会

ほか地域の方々の協力を得ながら、今後も竹と

んぼづくりや昔遊びを子ども達に伝承していき

ます。また、日頃から子どもの見守り運動やあ

いさつ運動も継続することにより、子ども達と

のつながりが更に密になるよう努めていきま

す。 
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幸地区における世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幸地区 高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※住民基本台帳による 4月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（幸地区） 
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                              平成 29年 3月末時点 
 

委 員 長 瀬 戸   充 幸地区自治会連合会 会長・第 27区自治会 会長 

副委員長 山 口 芳 司 第 24区自治会 会長 

会 計 桑 原 義 樹 第 21区自治会 会長・幸地区社会福祉協議会 会長 

監 事 瀬 戸 裕 一 第 26区自治会 会長 

委 員 大 矢 紀 一 第 22区自治会 会長 

委 員 栗 山 茂 男 第 23区自治会 会長・幸地区体育振興会 理事長 

委 員 渡 辺 光 男 第 25区自治会 会長  

委 員 田 近 公 榮 幸地区民生委員・児童委員協議会 会長 

委 員 朝 見 健 夫 幸地区老人クラブ連合会 会長 

委 員 西 村 彰 博 三の丸小学校 教頭 

委 員 村 越 亜由美 三の丸学区連合子ども会  

委 員 小 西 里 奈 三の丸小学校ＰＴＡ 

委 員 山 口 み ほ 第 21区子ども会 会長 

委 員 梶 原 里 美 第 21区子ども会 会長補佐 

委 員 西 島 寿 代 第 24区子ども会 会長 

委 員 笠 井 美 紀 第 24区子ども会 副会長 

委 員 岡 﨑 麻 子 第 25区子ども会 会長 

委 員 梶   かおり 第 25区子ども会 副会長 

委 員 松 岡 成 美 第 27区子ども会 会長 

委 員 天 野 葉 月 第 27区子ども会 副会長 

委 員 田 中 里 枝 第 27区子ども会 副会長 

 

 
 

平成 28年 6月 9日 総会  
 

地域別計画の見直し方法について協議 

平成 28年 8月 30日 定例会 
 

防災分野の見直し（協議） 

平成 28年 10月 26日 定例会 
 

防犯/生活・環境分野の見直し（協議） 

平成 29年 1月 24日 定例会 
 

健康・福祉/文化・教育分野の見直し（協議） 
 

平成 29年 3月 14日 定例会 
 

最終調整・承認 

 

幸地区まちづくり委員会 

平成 29年 3月作成 

幸地区まちづくり委員会での検討経過 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 十字地区 ～ 

 
 

 

十字地区まちづくり委員会 
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歴史と文化のいぶきの中で 
 みんなで創ろう豊かなまちを 
 
 

 

1 福祉・健康 

子どもとお年寄りがふれあうまちづくり 

2 防災  

お年寄りから子どもまでのコミュニケーションが地域の 

連携を強くし災害に強いまちづくりをめざす 

3 防犯 

近隣住民相互のコミュニケーションを図ることで、 

犯罪のないまちづくり 

4 交通安全 

皆で見守る安全なまちづくりをめざす 

5 生活・環境 

花と緑の十字まち 

6 文化・教育 

地域にねざした交流の場と青少年の育成 

見て・聞いて・話して育てる文化のまち 

7 特色ある地域づくり 

みんなが参加して活気あるまちづくり 

 

 

 

 

地域のキャッチフレーズ  

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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1 福祉・健康 

【めざす姿】 

子どもとお年寄りがふれあうまちづくり 
 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

高齢者の増加は今後益々顕

著に現れる状況にあることか

ら、高齢者の健康増進、体力

づくり、心の健康と安らぎを

維持していく活動を進めてい

く必要があります。 

健康づくりの推進のために

は、行事に参加しやすい環境

をつくることが大切であり、

楽しく運動ができる軽度のス

ポーツを広めていく必要があ

ります。 

高齢者筋力向上トレーニン

グ事業は自主活動である筋ト

レ教室に移り、活動が継続し

ています。 

子どもとお年寄りが安心し

て暮らせる安全ネットワーク

を仕組むことが課題です。 

・高齢者を含め健康で楽しく参加できる体制づくり

を進め、自宅に引きこもるのではなく、楽しく気

軽に参加できるよう、ゲートボール、ペタンク、

グランドゴルフ等の軽度のスポーツを導入し広め

ていきます。 

・各自治会で様々な健康づくりの活動を行ってお

り、十字地区全体で行っている「十字ふれあいサ

ロン」では「いきいき健康事業」と連携した企画

を取り入れています。地域全体で支えあう意識を

高めるため、地域での行事のお知らせや「声か

け」を心がけ、十字全体で行えて、様々な世代が

参加でき、交流でき、また、担当者のみに負担増

加にならないよう、検討していきます。 

・また、高齢者の方が何を望んでいるかを調査し、

参加者が増加するようにしていきます。 

・「幼稚園児と高齢者との世代間交流」を今後も継

続していきます。また、筋トレ教室を持続できる

ように支援していきます。 

・一人の高齢者を複数の眼で見守るようにします。 

・「生活応援」型の活動について検討します。 
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大人の子どもに対する認知

度は高い地域ですが、少子高

齢化が進む中、老人会や子ど

も会活動の参加が減少してお

り、高齢者・子どもとの交流

の機会など地域住民のふれあ

いが少なくなってきているの

で、各団体で様々な工夫をし

ています。 

ただ、各団体、独自の行事

等をこなすのが精一杯だった

り、単独の行事が出来なくな

ってきたりしています。 

子ども会を構成する人数が集

まらず、休止となる地区も出

てきました。 

・敬老会に子ども会が参加し、手紙やプレゼントを

交換したり、舞台で歌などを披露しています。子

どもの負担が大きくなっているので、今後実施内

容を検討していきます。 

・健民祭の種目に高齢者が参加しやすいものを引き

続き取り入れるほか、十字全体で子どもと高齢者

のふれあう行事を検討していきます。 

・毎年恒例の餅つきでは、子どもと高齢者がふれあ

っており今後も継続していきます。 

・一人暮らしの高齢者へ、つきたての餅を子どもた

ちと一緒に配るなど交流の機会を増やしていきま

す。 

・小田原小唄を知らない子どもが多いので、歌や踊

りを高齢者が子どもへ教える機会をつくり、子ど

もたちへの伝承を通じ、高齢者とのふれあいを促

進します。 

・子ども会参加を親がためらう理由を考え、子ども

だけでも子ども会に参加できる仕組みを作り、高

齢者を含む大人がサポートをする体制など、体制

を検討します。 

 また、子ども会の行事で、子ども会単独ではなく

地区全体の活動で支えていけるものがないか、検

討します。 

・高齢者が子ども達に教えたり、ふれあえる機会が

多くなるよう、あいさつや、公民館の開放など取

組を検討します。 

 

2 防災  

【めざす姿】 

お年寄りから子どもまでのコミュニケーションが地域の 

連携を強くし災害に強いまちづくりをめざす 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

災害は実際に起こって初め

て、その重大さに驚きます。 

地域防災訓練への参加者数か

らも防災意識が高いとは言え

ず、地震や津波への備えは実

際のところ不十分と思われま

す。 

先ずは、防災訓練等に参加

することにより危機意識を共

有することが必要です。 

また、防災訓練に高齢者、

一人暮らしの方々の参加が少

ないため、場所、規模及び実

施回数を検討する必要があり

・防災へのさらなる意識向上や防災訓練など、災害

への普段の備えを充実させるため、自治会や十字

地区防災訓練によるきめ細かい活動を実施してい

きます。 

・他地区との合同訓練等大規模訓練は現状通り継続

し、自治会ごとなどでの小規模・少人数での訓練

も実施していきます。 

・防災訓練の内容は、段階を踏んで訓練難易度を上

げるなど工夫をしていきます。 

・防災訓練に地域全員の参加を求めてきて、増加傾

向にあります。幅広い世代の参加のため、今後も

輪番制も採用していくよう検討します。参加者

は、組長だけでなく、各組２名程度の参加をする

よう心がけていきます。 
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ます。 ・高齢者に対し、家具転倒防止の必要性について理

解を求めるための啓発を行い、補助的ボランティ

アを行っていきます。 

各自治会で住民台帳や安否

確認名簿を作成したので大規

模災害時における住民の安否

確認の体制を今後整えていく

必要があります。 

また、地域への帰属意識は

年々低下していますが、防災

に対する自治会へ依存する個

人の意識は年々高まっていま

す。 

・災害時の近隣住民の安否確認のためには、隣近所

の状況の把握が必要であることから、日頃から隣

近所（組内）のコミュニケーションを図っていき

ます。また、自治会ごとに名簿を作成・更新し、

安否確認方法を確立させ、災害時の安否確認に活

かします。 

  

3 防犯 

【めざす姿】 

近隣住民相互のコミュニケーションを図ることで、 

犯罪のないまちづくり 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

他人、他家への関心が薄

く、地域の安全への気遣いが

希薄になっています。 

空き家や空き家同然となっ

た家屋が増え、また、空き巣

がこの地区でも散発している

ことから、防犯に対する住民

や空き家物権管理者の意識向

上を図るための情報連絡を密

にする必要があります。 

また、年に数件小学生や中

学生に不審者からの声かけが

あります。 

・近隣住民や空き家物権管理者との関係をより密に

し、日ごろからの情報交換を図っていきます。 

・小学生の登下校時に合わせ、犬の散歩や掃除など

屋外活動を行い、不審者の情報共有も行うこと

で、子どもの安全を見守っていきます。併せてあ

いさつを交わすことにより、地域での交流を図っ

ていきます。 

・犯罪抑止として、各家庭の玄関灯をつけるよう呼

びかけていきます。 

・子ども 110 番や商店街の駆け込み避難場所を継続

していきます。 

・防犯灯の設置要望箇所の吸い上げ・検討をし、自

治会長につなぎます。 

 

 

 

 

 

 

51



4 交通安全 

【めざす姿】 

皆で見守る安全なまちづくりをめざす 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

毎月初めに国道１号交差点

をはじめ通学路での挨拶運動

を実施しています。 

早川口の交差点や箱根口交

差点は、交通量が多く、横断

歩道を渡るのに不安や恐怖を

感じるため、交通安全の確保

が必要になっています。 

また、子どもの通学途中の

事故を防止するため住民参加

も必要となっています。 

・国道１号交差点をはじめ通学路での挨拶運動を継

続・改善するとともに、危険箇所を見直し他の場

所での実施について検討していきます。 

・地域児童の遊び場である公園が人目につきにくい

場所もあり、また、通学時の児童の安全を確保す

る必要があることから、保護者が責任をもって見

守ることが第一ですが、地域住民も子どもの安全

に気配りをする心がけが重要です。 

・カーブミラーの設置要望箇所の吸い上げ・検討を

し、自治会長につなぎます。 

 

5 生活・環境 

【めざす姿】 

花と緑の十字まち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

道路、公園等公共の場の美

化活動を自治会の役員や組

長、老人会、青年会、子ども

会等が行っています。 

・地域住民による美化活動を継続するとともに、マ

ンションの住人や転入者にも声をかけ、参加者を

増やし、良好な住環境を保っていきます。 

・地区全体で清掃活動を行う清掃の日を設けること

を検討し、地域ぐるみで取り組む意識を高めてい

きます 

ペット（犬）の飼い主のマ

ナーが良くなり、道路の排泄

物の路上への放置やポイ捨て

がほとんど無くなりました。 

海岸の排泄物の放置はまだ

見受けられます。 

・自治会の回覧により啓発を行い、飼い主のマナー

意識の向上を図ります。 

・市から啓発のための看板を貸与してもらい、地区

内に設置し注意喚起を行います。 

分別の住民意識は高いので

すが、ごみの散乱と不法占住

者の増加が美観を損ない、海

という大きな自然の宝庫が生

かされていません。 

・美しい海岸線を取り戻し、豊かな海の自然に接す

るまちとなるため、海岸清掃の実施回数を増や

し、ごみのない海岸を目指します。 
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6 文化・教育 

【めざす姿】 

地域にねざした交流の場と青少年の育成 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

中学生や高校生の地域との

縦、横のつながりが希薄にな

っています。 

中高生の豊かな心を育むた

め、家庭・地域・学校が連携

し、学校生活を含む生活実態

を把握するとともに、青少年

育成のための基盤をつくるこ

とが必要になっています。 

・地域でのふれあいを深めるため、健民祭、バスケ

ット大会、ボウリング大会、ハイキング、防災訓

練などの地域行事に中高生も参加できるよう、学

校に協力を求めるなど、多方面、広域的に呼びか

けていきます。特に、ボウリング大会の参加が多

いので、このような気軽に楽しめる行事も取り入

れていきます。 

・地域行事の実施結果を回覧するなど、行事のＰＲ

にも努めていきます。 

・居神神社、松原神社の例大祭、小田原囃子の継承

等の伝統行事にも参加を呼びかけていきます。 

・松原神社の木遣り指導は、中高生が中心に行って

おり、今後も各世代に受け継いでいき、世代間交

流を図ります。 

・地域の伝統行事と伝承されてきたものを大切に守

り今後の地域づくりに役立てていきます。 

・成人の日に若者に贈り物と手紙を添えるなどし

て、地域の一員としての自覚を促し、地域活動へ

の積極参加を呼びかけていきます。 

中高生を取り巻く環境は

年々変化しており、対応が追

いついていません。 

・青少年健全育成会によるパトロール（毎月１回）

を引き続き実施し、青少年の健全育成と非行防止

の啓発に努めます。 
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【めざす姿】 

見て・聞いて・話して育てる文化のまち 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

居神神社、山角天神社、我

が国の水道施設の中では初期

の頃の水道といわれる小田原

用水など多くの歴史的・文化

的資産及び人車・軽便鉄道の

小田原駅跡や個人が所有する

静山荘、由緒ある茶室、養生

館跡、滄浪閣跡など大正～昭

和初期の歴史的に誇れる資産

が数多く存在しています。 

地域に誇りと愛着を持つた

めに、これら資産を認識する

ことが必要です。 

お城南通り商店会は「さつ

き祭り」のイベントを通じ地

域の歴史的・文化的資産の掘

り起こしを続けてきて、地域

の交流拠点として「十字町ヒ

ストリア」を開設しました。 

・地域には、歴史的・文化的資産が多数存在してお

り、これらの財産を地域住民も誇りを持っていま

す。子ども達や地域住民にさらに周知するため、

歴史的建造物や史跡等をテーマとした「ウォーキ

ングマップ」を作成します。 

・ウォーキングコースは、テーマや年齢等を考慮に

入れて設定していきます。 

・大正～昭和初期の時代の建造物、洋風な建物をリ

ストアップし、「ウォーキングマップ」に取り入

れ周知していきます。 

・地域住民により、西海子小路の落葉ひろいを実施

していますが、今後は、早川口遺構の掃除（草刈

等）を行政と協力して実施していくよう検討しま

す。 

・自治会や十字地区まちづくり委員会とヒストリア

運営委員会が協力し取組を検討します。 

 

こうした取り組みを通じ、歴史的・文化的資産や街

並みを大切に守り・保存し、活用していく意識を高

めていきます。 

 

7 特色ある地域づくり 

【めざす姿】 

みんなが参加して活気あるまちづくり 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

地域全体（連合）で実施す

る行事が少なくなってきてお

り、参加は積極的ですが、参

加者は固定化しています。 

神社例大祭の自治会神輿の

担ぎ手も年々減少していま

す。 

各自治会では、納涼祭や餅

つき大会等老若男女のコミュ

ニケーションづくりを行って

います。 

・地域全体で実施している、健民祭、あかりの祭典

（自治会神輿パレード）を今後も継続していきま

す。引っ越してきた方や若い世代に行事を理解し

てもらい、参加を促すように広報強化などをして

いきます。 

・納涼祭やどんど焼きを地域全体で実施するよう検

討し、地域内のコミュニケーションを図っていき

ます。 

・子どもたちには、大人が規範を示すことが必要で

あるため、地域全体で実施できるスポーツイベン

トなど魅力ある行事を開催し、大人と子どものつ

ながりを深めていくよう少子化の現代にあった行

事を検討していきます。 

・自治会内で取り組まれている居神神社例大祭、夏

祭り、健民祭、どんど焼きを今後も継続していき

ます。 
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穏やかな気風で近所、町内

づきあいができていますが、

自治会役員等の担い手がいな

くなり、ボランティアも限界

が生じています。 

また、老人会、婦人会、青

年（中・高校生）会などの組

織が消滅して自治会役員に負

担をがかかっている地区もあ

りますが、ここ数年メンバー

の増加が見られる青年会もあ

ります。老人会・婦人会・青

年会等の組織の中に趣味のグ

ループなどがあり、横断的に

集まり活動しています。 

また、新しく引っ越してき

た方の参加が少ないように感

じます。 

現在、団塊の世代が地域の

役職を担っており、今後担い

手が不足することが予想され

ます。 

子ども会は少子化のあおり

をまともに受けています。 

・老人会、婦人会、青年会などの地域活動は横のつ

ながりをもつことが必要なので、世代間交流とし

てグラウンドゴルフを実施しています。地域の人

たちが集まり、連携をとって活動できる場につい

て検討していきます。新しく引っ越してきた方が

参加しやすいよう、勧誘など見直します。 

・若い人たちにも地域活動に参加してもらう必要が

あります。自治会の持ち回りでスポーツ大会等を

開催するなど世代間交流の推進について検討して

いきます。 

・子ども会について、小学生の参加が低下している

ので、有効な方策を検討するとともに、夏祭り、

どんど焼き、防災訓練など地域全体の活動の中に

取り込んでいくことを検討します。 

・婦人会のメンバーの半数が子ども会と兼ねている

ので、婦人会と子ども会を分ける必要があるの

か、体制の見直しを行います。 

55



 

 

 

人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（十字地区） 
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会議名 日にち 内容 

第 1 回十字地区 

まちづくり委員会 

(総会) 

6 月 8 日（水） 

地域別計画の見直しについて、十字地区

まちづくり委員会で見直していくことと

なった。 

第 2 回十字地区 

まちづくり委員会 
8 月 9 日（火） 

委員等に説明、記入用紙を配布。また、

委員以外にも各地区 3 団体ずつ配布。 

 
9 月 7 日（水） 記入用紙の回収 

第 3 回十字地区 

まちづくり委員会 
10 月 6 日（木） 

内容の修正・追加をした十字地区地域別

計画を委員が確認・意見交換 

第 4 回十字地区 

まちづくり委員会 
11 月 10 日（木） 

内容の修正・追加をした十字地区地域別

計画を委員が確認・意見交換 

第 5 回十字地区 

まちづくり委員会 
12 月 8 日（木） 

内容の修正・追加をした十字地区地域別

計画を委員が確認・意見交換・承認 

第 6 回十字地区 

まちづくり委員会 
2 月 7 日（火） 完成版の配布 

 

 

  

  

 

平成２８年度十字地区まちづくり委員会での検討経過 
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                               平成 28 年 11 月現在 

役  職 氏   名 地 域 役 職 

委 員 長 山﨑 時子 
十字地区自治会連合会長 

第 32 区自治会長 

副委員長 小西 正人 第 29 区自治会長 

副委員長 佐野 朝幸 第 30 区自治会長 

副委員長 満谷 裕公 第 31 区自治会長 

会  計（～28.10） 小峯 正嗣 第 28 区自治会長 

会  計（28.11～） 

委  員 
中村 弘毅 第 28 区副自治会長 

委  員 杉山  実 第 28 区副自治会長 

監  事 片野 昭幸 第 29 区副自治会長 

委  員 森田 正文 第 30 区副自治会長 

監  事 千住  功 第 31 区副自治会長 

委  員 斉藤健一郎 第 32 区副自治会長 

委  員 邨山  泰 第 28 区防災リーダー 

委  員 植村 洋一 第 29 区防災リーダー 

委  員 杉崎 大輔 第 30 区防災リーダー 

委  員 高橋 俊明 第 31 区防災リーダー 

委  員 柏木 隆良 
第 32 区防災リーダー 

消防第 2 分団（第 32 区選出） 

委  員 柳田 洋和 消防第 2 分団（第 28 区選出） 

委  員 和田 紘明 消防第 2 分団分団長（第 29 区選出） 

委  員 金子 雅史 消防第 2 分団（第 30 区選出） 

委  員 小林 正行 消防第 2 分団（第 30 区選出） 

委  員 神永  勉 消防第 2 分団（第 30 区選出） 

委  員 安藤 啓一 地区社会福祉協議会長 

委  員 五十嵐 博 地区民生委員児童委員協議会長 

協力 

十字地区ボランティア会 田中 啓子 第 29 区自治会 堀内 貞治 

第 29 区婦人会 野村真理子 第 29 区誠友会 西田 徹二 

第 29 区友和会 辻  喜治 十字地区青少年健全育成会 平井 良一 

第 32 区さいかち子ども会 浅井  景 第 32 区睦和会 古川 淳二 
 

 十字地区まちづくり委員会 

平成 29 年 2 月 作成 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 片浦地区 ～ 
 

片浦地区まちづくり委員会 

 

最後に検討します。キーワード（アンケートより） 

海と山・四季の香り漂う 片浦 
 

 

 

１ 福祉健康     地域の支えあいでお年寄りも子どもも安心し

て暮らせるまち 

２ 防災・防犯    地域の力で安全に暮らせるまち 

３ 環境       美しい自然のあるまち 

４ 文化教育     歴史資産・郷土芸能が息づくまち 

５ 子育て青少年   地域と学校・地域と子どもの絆がつよいまち 

６ 地域振興・広報  山、海の恵みを生かした、片浦ブランドのあ

るまち 

７ 地域振興     絆を大切にするまち 

 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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１ 福祉健康 
【めざす姿】 

地域の支えあいでお年寄りも子どもも安心して暮らせるまち  

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  子どもが少なく、お年寄りが増

える中、空き家の利活用により、

新たに移住した方が、地域コミュ

ニティとの交流を求めていること

から、お年寄りがお年寄りを支え

るだけとは違う新たな形での支え

あいを構築していく必要がありま

す。 

 

・少子高齢化が進む片浦は、益々増えるお

年寄りの触れ合いの機会を確保する為、

敬老会やお茶飲み会、お花見、地域触れ

合い訪問事業を継続するとともに、会の

活動を楽しくするよう会員以外の者も協

力していきます。 

・片浦プロジェクト（※）や個々の事業所

も活動していますが、昔からの祭典等昔

からある行事に高齢者も興味を示して、

参加してもらう仕組みを作っていきま

す。 

・お年寄りが安心して住むことができる片

浦にするため、若者に限らず、中年から

高齢者に至るまで、地域全体で協力して

支えていけるようにします。具体的に、

お手伝い、手助けの仕組みの方策とし

て、新しく移住してきた方と、既存の地

域コミュニティとを上手くつなげ、お互

いが支えあう地域に育てていったり、既

存の保存会や実行委員会等がそれぞれ役

割分担して、参加しやすい枠組みができ

るよう検討していきます。 

・地域マルシェや駅カフェ、小規模保育、

地域の高齢者の居場所作り等ができるよ

う空き家バンクやＮＰＯの立上げを検討

していきます。 

※片浦プロジェクトとは・・・ 

「片浦食とエネルギーの地産地消プロジェクト」の略。地域住民が主体となり、“集落、

世代、生業等の枠をこえ出会い交流できる場”になることを目的に、平成２３年１１月

に立ち上げた団体。キッチンガーデン（旧片浦中学校での食育や農体験）、片浦電力

（小型太陽光パネル発電システムの製作・設置）、かたうら森 labo（耕作放棄地の開

墾）、片浦植物蒸留所（地域の廃棄する植物を有効利用したアロマウォーターの製作）、

あおぞらカフェと星空上映会等の活動を実施している。 
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２ 防災・防犯 
【めざす姿】 

地域の力で安全に暮らせるまち 

 

 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  海に面し、傾斜地の多い片浦は、

災害時は土砂崩れ等で道路・線路

が寸断され、孤立してしまう恐れ

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地区内で昼間に若い人が働いて

いる会社等との合同訓練等、昼間

に災害が発生したときの新たな対

応方法が必要となっています。 

  ＪＲの駅滞留者対策についても

東日本大震災の経験から、市の防

災対策課やＪＲとの検討が必要だ

と感じています。 

・災害時に孤立する恐れがある片浦は、住

民の防災に対する意識が高く、また、地

域のつながりも強いため、災害時の安否

確認も難しくありませんが、地震災害時

における黄色いタオルによる安否確認訓

練や、風水害時における電話回線による

災害情報の配信制度を地区ごとに取りま

とめました。また、防災訓練の実施方法

を各地区の一時避難場所で行う等、片浦

地区の地域特性を踏まえた上で、自主防

災組織の活動の充実を図りながら、被害

縮小に向けて取り組んでいきます。 

・「互助」の観点から、災害時は、隣近所

との連携が非常に大切となってくるの

で、地域行事や日常生活を通じて、片浦

の強みでもあるご近所との結びつきを今

後も強めていくように努めていきます。 

 

・昼間には地域内に若者が少ないので、消

防団ＯＢ等の経験者の協力や、地区内で

昼間に若い人が働いている会社等との合

同訓練等、新たな対応方法を検討してい

ます。 

 

 

 

・防犯カメラを自治会連合会で平成２９年

１月より順次、地区内に設置していきま

す。 
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３ 環境 
【めざす姿】 

美しい自然のあるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  片浦は、恵まれた自然環境があ

り、景色はとても良いのですが、

その反面、地形的に傾斜地で坂

道、階段が多いため、地区内に高

齢者が増えてきている状況では、

徒歩または自転車での外出にはと

ても労力を要します。路線バスも

走っていますが、土日は運行して

おらず、また平日も便数が少ない

ため不便で、車がないと生活でき

ない状況であるため、地域ブラン

ドを保ちつつ、地元の強みを生か

した交通手段の充実を図る必要が

あります。 

 

  鳥獣被害等、野生動物による農

作物への被害が絶えず、また、坂

道や急傾斜地が多く、車を運転で

きない高齢者には負担となる地形

ですが、山と海に囲まれた自然が

あり、東洋のリビエラと言われる

ほどの景観を楽しめます。 

・豊かな自然環境とその恵みを受けた特産

物として、片浦植物蒸留所で蒸留ツアー

を実施したり、片浦ウォーキングトレイ

ル、リゾート地に訪れる者との交流を活

かして、地域の活性化を図ります。 

・また、樹木や花を植栽し、片浦ウォーキ

ングトレイルのコースをより楽しめるよ

う地域で工夫する一方、行政にも整備し

てもらえるよう働き掛けていきます。 

・現在も、海岸清掃・美化運動・草刈・ホ

タルの育成等、片浦地区の自然を守る活

動が多数行われています。 

 

 

 

・一方、鳥獣被害は年々悪化しており、市

民視点での親子対象のワークショップの

開催、猟師や博物館学芸員の協力によ

り、イノシシやサル等の鳥獣対策の勉強

を始め、今後もこの活動を衰退させず、

維持させていきます。 
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４ 文化教育 
【めざす姿】 

歴史資産・郷土芸能が息づくまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  片浦は、数多く残る歴史資産

等、魅力ある地域資源を有してい

ます。 

・正八幡神社祭典、子之神社祭典、大美和

神社祭典、寺山神社祭典、釈迦堂花祭り

等の片浦の祭りは地域に人が集うコミュ

ニティの原点となるものとして、守り続

けていきます。 

・懐かしの片浦映像を製作し、旧片浦中学

校の星空上映会で上映し、若い人に関心

を持ってもらうよう働き掛けを行うこと

等で、次世代まで継承していきます。 

・鹿島踊りや福踊り等の地域固有の伝統芸

能は片浦の宝であり、また、佐奈田霊社

や文三堂等片浦に数多く残る歴史資産を

地域の、特に若い人が知り、来訪者に伝

えられるようにすることで、こうした資

産を守り、地域活性化につなげていきま

す。 
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５ 子育て青少年 
【めざす姿】 

地域と学校・地域と子どもの絆がつよいまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  片浦は、学校と地域だけでなく、

地域と子どものつながりが強い地域

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  少子化により、平成２２年３月に

片浦中学校が閉校し、平成２４年度

に片浦小学校が小規模特認校となっ

たことにより児童の数も増え、ま

た、片浦プロジェクトの活動によ

り、片浦小学校を核としたつながり

は増す一方、子ども達が城山中学校

に通学しているので、中学生と地元

との関わりが途絶え、顔が良く分か

らず声がかけにくく、こうしたつな

がりがなくなってしまうことが心配

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・片浦は、子ども会のバス遠足をはじ

め、清掃活動や防災訓練等の地域活動

への小中学生の参加を通じて、地域と

子どものつながりをさらに強めていき

ます。 

・片浦小学校をわがまちの学校としての

想いをもって、地域の障がい者施設や

各地で活躍する片浦小学校の金管バン

ド活動を応援するとともに、片浦小学

校運動会と健民祭の合同開催を続ける

ことで、学校と地域のつながりを強め

ていきます。 

 

・小規模特認校となりましたが、あいさ

つをする習慣が減ってきているため、

あいさつ運動を続けることで、地域全

体に目が行き届き、地域のつながりが

強いという片浦の良い点を守っていき

ます。 

・片浦プロジェクトを中心に、地域の子

ども達と大人が、地域の様々な資源と

触れ合い、時にうまく使いながら、楽

しい時間を過ごすことによって、子ど

も達にとってかけがえのない居場所を

さらに作っていきます。 

・地域と城山中学校が連携を深めていけ

るように、城山中学校に働き掛けを行

っていくとともに、ＰＴＡバザー等に

卒業生が集まる等、中学生を含めた地

域活動を充実することで、地域と中学

生のつながりを紡いでいきます。 
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  ＰＴＡ役員の担い手も減ってお

り、また、子どもが学校を卒業して

から退職するまでの間が、地域活動

から離れてしまうことが多いです。 

・「おやじの会」が平成２１年度にでき

ましたが、その後の活動が分からない

ため活動を見えるように盛り上げてい

き、また、小規模特認校の「卒業生の

会」や保護者がＯＢ会に入れるように

していくことにより、地区行事の担い

手を増やす仕組みづくりをしていきま

す。また、常日頃から、声掛けだけで

なく、顔の見えるお付き合いをして、

子どもが学校を卒業しても、地域活動

から離れないようにします。他地区か

ら片浦小学校への通学が可能となり、

小規模特認校となりましたが、さら

に、開かれた小学校となるよう、今後

も検討を続けていきます。 
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６ 地域振興・広報 
【めざす姿】 

山、海の恵みを生かした、片浦ブランドのあるまち 

 

 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  海や山に囲まれた環境を活かし、

農作物や海産物等の特産物が多いで

す。 

 

 

 

 

 

 

  空き家バンク事業等による移住希

望者の中には、農園付きを希望する

方も多く、既存の地域コミュニティ

への協力やつながりを志向する方も

多いことから、農業者・漁業者・林

業者の従事数の減少に伴う後継者不

足の解消や耕作放棄地の増加や森林

の荒廃を解決するため、両者を上手

につなげることが課題となっていま

す。 

・片浦地区まちづくり委員会等で片浦ブラ

ンドについて非農家・非漁業の人々も交

えた話し合いの場を創設し、例えば、片

浦レモン等をもっと広く開放するよう検

討します。 

・片浦地区まちづくり委員会等で片浦ブラ

ンドのＨＰを開設し、広く情報を発信し

ます。 

 

・農家以外の人に農作業を手伝ってもらえ

る仕組みは、小規模特認校となったこと

や片浦プロジェクトの空き畑の活用によ

り、学校農園に農家の方が指導しに来て

くれる等、農産物を使って、学校と地域

とのつながりをさらに強化していきま

す。 
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７ 地域振興 
【めざす姿】 

絆を大切にするまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  各種地域活動が盛んで住民同士

のつながりが強く、顔の見える関

係を築いています。 

  市内で少子高齢化、人口減少が

著しい地域ですが、地域でまとま

る意識が高く、地域と学校のつな

がり、また、地域住民同士のつな

がりが強く、地域活動も盛んで参

加率も高い地域です。 

  少子化や若者の転出で、活動の

担い手となる者が減りつつありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  片浦は全域市街化調整区域で、

土地利用に大幅な制限がかかって

いるため、地区の若い人が土地に

残らず少子高齢化が進行する一方

でした。土地利用の制限は、景観

を残していく上で、必要な制限で

もありますが、依然として、少子

高齢化は進んでいることから、市

街化調整区域に関しては、大胆な

施策が望まれます。 

・どんど焼きや山の講、戦没者等に対する

墓参や慰霊祭等、先祖や自然を敬う活

動、また、各種公民館活動や地域活動を

大切にしていきます。 

・例えば、平成２８年度から祖先や自然を

敬う「聞き書き」を始めています。 

・地域の様々な活動を地域全体で取り組

み、参加者を増やして、絆を維持してい

きます。 

・地域での活動に参加していない人が参加

できるような仕組みを作っていく一方、

住民一人ひとりが地域のために自分の時

間等を割く努力をしてもらえるように呼

び掛けていきます。 

・健民祭や片浦地区球技大会、元旦健康ジ

ョギング等の従来からの地域の行事や太

陽光パネルエネルギー100%の星空上映会

等の新たな片浦の風物詩を通して、片浦

の人たちの持つ優しい気持ちと団結力を

守っていきます。 

 

・空き家バンク事業等により、移住希望者

が増え、地域が活気づいてきており、さ

らに地域マルシェや駅カフェ、小規模保

育等ができるよう推進していきます。 
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  独身の方の割合が多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  10 年後、50 年後の片浦地域がど

うなっているのか心配です。 

・地域主催のお見合い等も企画していきま

す。小規模特認校のコーディネーターが

地区のボランティア活動の担い手の発

掘・育成に努めていきます。 

 

・片浦地区まちづくり委員会は、さらに地

域内各種団体との情報交換と連帯を強め

ます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（片浦地区） 
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平成 28 年 5 月 26 日  地域別計画の見直し方法について、まちづくり委員会で協議 

・各委員に記入用紙を配布 

平成 28 年 8 月 25 日  各委員より提出された用紙を基に、地域別計画の見直しを協議 

平成 28 年 12 月 14 日  引き続き、地域別計画の見直しを協議 

平成 29 年  3 月 10 日  引き続き、地域別計画の見直しを協議し、承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片浦地区まちづくり委員会における検討経過 

片浦地区まちづくり委員会 

委 員 長 

 廣 井 博 直  （片浦地区自治会連合会会長・根府川自治会会長） 

 

副委員長 

 矢 郷 昌 行  （石橋自治会会長） 

 廣 石 計 典  （米神自治会会長） 

 高 橋 照 治  （江之浦自治会会長） 

 

会  計 

 廣 井 隆 史   

 

監  事 

 鈴 木 伸 幸   

 松 本 利 洋   

 

委  員 

 鈴 木 篤 史   

 高 橋 径 行   

 佐久間 孝 子   

 廣 井 弘 義   

 鈴 木 一 正   

 内 田 裕 介   

 帰 山 寧 子   

 鈴 木 敦 子   

 瀬 戸 ひふ美   

 松 本 勝 蔵   

 宮 本 多喜子  （片浦地区老人クラブ連合会会長） 

 

平成２９年３月作成 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 早川地区 ～ 

早川地区まちづくり委員会 

 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 

自然
海 ・ 山 ・ 川

の恵みを大切に！！ わがふるさと早川 

 

 

 

1 防災分科会 みんなでつくる防災の早川 

2 交通安全・防犯分科会 地域総ぐるみで行う交通安全・防犯活動 

3 健康・福祉分科会 老いも若きも健康づくりで生き生きと！  

4 地域交流分科会 みんなが笑顔で暮らせるまち 

5 広報分科会 地域内の活動を多くの人が知っているまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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1  防災分科会 

【めざす姿】 

みんなでつくる防災の早川 

 誇れること 困っていること できることから始めよう 

防

災

活

動 

・消防かわら版の発行 
（年 2 回） 

 
・まちづくり委員会の広報紙やほかの地域内

の広報紙とタイアップするなど、工夫しな

がら継続する。 

・非常持出品リストの

作成、全戸配布 
（平成 26 年度） 

・非常持出品を準備

している家庭が少

ない。 

・非常持出品を各家庭で用意するよう、働き

かかけする。 

・各自主防災組織で、

防災倉庫の中身の

点検、補充を実施 

・地域住民に知らせ

る必要がある。 

・防災に取り組んでいることをアピールす

る。 
・防災訓練で、防災倉庫の中身を知らせる。 

・工夫した防災訓練の

実施 
・訓練への参加者の

伸びが少ない。 
・訓練内容の工夫を続ける。 
・参加の呼びかけを積極的に行う。 

防

災

マ

ニ

ュ

ア

ル 

・早川地区自主防災 
組織防災計画の見

直しを実施（平成

26 年度） 

・地域住民への周知

が不十分である。 

・地域住民に周知すべきものを抜粋して、一

般家庭用「お茶の間防災マニュアル」を作

成する。 

・活用ができるか心

配である。 

・お茶の間防災マニュアルを作成する中で、

元の防災計画に改善すべき点があればチ

ェックをしておき、数年後、そのチェック

を基に、改訂を行う。 

・地域住民が興味を

示さない。 

・お茶の間防災マニュアルに、家族で決めた

ことを記入できる欄を設け、「わが家の防

災行動」について、話し合ってもらう。 
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2  交通安全・防犯分科会 

 【めざす姿】 

地域総ぐるみで行う交通安全・防犯活動 

 誇れること 困っていること できることから始めよう 

交

通

安

全 

・早川小学校通学路の点

検の実施 

・観光客やそれに伴う交

通量が多く、危険であ

る。 

・危険箇所の情報を収集し、早川小学

校交通安全対策協議会へ提供する。 

・一時停止線がないような危険箇所に 

ついては、警察への要望を出してい

くとともに、看板の設置など、地域

でできることを考える。 

・自転車の交通マナーが 

悪い。 

・イベントでチラシを配ることや、警

察に講話をしてもらうことで、交通

マナーの向上の啓発活動を実施す

る。 

・小中学生のうちから、意識づけをす

る。 

・自転車利用者や自動車

による送り迎えが多

く、早川駅前のロータ

リーが危険である。 

・生活に支障のない範囲での安全対策

を考える。 

防

犯 

・犯罪が少なく安全 

・昔と比べると、近所付

き合いや人間関係が薄

くなりつつある。 

・地域に配布した腕章があまり活用さ

れていないので、活用していく方法

を考える。 

・不審者情報などを保護

者に伝えたいとき、手

段が限られている。 

・不審者情報などを、保護者へ有効に  

伝達する方法を考える。 

・各団体で、あいさつ運

動や見守り活動を実

施 

・各組織が熱心に活動し

ているが、同じような

活動を各組織で個々

に行っている。 

・それぞれの団体のあいさつ運動の日

程を集計し、地域へ浸透させる方法

を考える。 
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3 健康・福祉分科会  

【めざす姿】 

老いも若きも健康づくりで生き生きと！ 

 誇れること 困っていること できることから始めよう 

地
域
福
祉
推
進
体
制
に
つ
い
て 

・地域の各団体の関係性が

良好 

・それぞれの組織がしっか

りしており、民生委員、

在宅福祉サービスチーム

（きずなチーム）、早川地

区地域福祉コーディネー

ター会が連携できる体制

が出来きつつある 

・担い手が不足している。 

・若い人がいない。 

・後継者が育っておらず、

将来的に体制の維持が困

難である。 

・早川地区社会福祉協議会

の活動が地域住民にあま

り知られていない。また、

負担が偏っている。 

・担い手（地域福祉コーディネ

ーター、ボランティアなど）

の発掘、育成をする。 

・少しでも関わってもらう人を

増やす。 

・地域住民に今の活動内容を浸

透させるよう、宣伝をする。 

見

守

り

活

動 

・民生委員、在宅福祉サー

ビスチーム（きずなチー

ム）からの見守り、声か

けを実施 

・一人暮らし、老老介護、

引きこもりの高齢者が増

加している。 
・自治会未加入者の見守り

が困難である。  

・民生委員、在宅福祉サービス

チーム（きずなチーム）、「はや

か輪みんなでささえ隊」（早川

地区地域福祉コーディネータ

ー会）が一体となって、地域で

見守りを実施する。（新しい方

法で無理の ない情報交換会

をする。） 

・同世代同士でも、隣近所でお

互いに 見守る環境をつく

る。 
・自治会未加入者同士で助け合

っている場合もあり、そこか

ら繋げる方法を検討する。 
・緊急時の連絡方法を検討し、

確立する。（できる地区からモ

デル的にスタートする。） 
・合図やルールをつくる。 
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サ

ロ

ン

活

動 

・「はやか輪みんなでささ

え隊」（早川地区地域福

祉コーディネーター会）

で、月 1回、サロン活動

を実施 

・地域福祉コーディネータ

ーが少なく、ひとりの負担

が大きい。 

・参加状況や様子など、民生委

員をはじめ地域と情報共有す

る。 
・参加者の要望を吸い上げ、活動

に活かす。まずは、要望として

あがっている、無理のないウォ

ーキングを実施する。 

生

活

支

援 

・「はやか輪みんなでささ

え隊」（早川地区地域福

祉コーディネーター会）

で、日常生活を送る上で

ちょっと困っている方

のお手伝いを実施 

・地域福祉コーディネータ

ー、隊員が不足している。 

・ささえ隊員の人数に地域

格差がある。 

・民生委員、在宅福祉サービス

チーム （きずなチーム）から

困っている方へ、「はやか輪み

んなでささえ隊」を紹介する。 
・買い物の対策を考える。 
・隊員の募集を図る。 

健

康

増

進 

・健康おだわら普及員が、

区民体育祭で、血圧・健

康チェックを開催 

・健康おだわら普及員で、

ウォーキング、健康教

室、料理教室を開催 

・筋トレやリズム会など、

サークル活動が盛んで

ある 

・健康の維持について対応

が必要である。 

・筋トレやリズム会がある

が、定員超過で困ってい

る。（特に筋トレは定数満

員で待ちが出ている。） 

・行事を回覧で周知するが、

人が集まらない。 

・区民体育祭での血圧・健康チ

ェックを継続する。 

・ウォーキング、健康講座、料

理教室などを継続していく。 

・健康を保つための方法や、健

康の相談の窓口を定期的に回

覧板などでお知らせする。 

・リズム会のようなサークルを

増やす。 

・行事の周知は、チラシを手渡

しで配布するなど、顔と顔の

関係を重視して 配布する。 

・サロンや行事などへ、外へ出

るよう促す。 

老

人

ク

ラ

ブ 

・清掃活動や植栽を実施 

・広報紙を発行 

・新規加入者が少ない。 

・役員の負担が大きい。 

・各団体との情報共有をする。 

・地区内の様々な行事を、老人

クラブ会員へ周知する。 
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4 地域交流分科会 

【めざす姿】 

みんなが笑顔で暮らせるまち 

 誇れること 困っていること できることから始めよう 

環

境 

・ごみ出しルールについて、

徐々に改善 

・自治会未加入者へのルール

の徹底ができていない。 

・早川地区を通過する際に、

ごみを捨てて行く他地区

の人がいる。 

・ごみステーションごとに管

理者を決める。決め方につ

いては自治会へ任せる。 

・自治会未加入者へごみカレ

ンダーを配布し、自治会加

入を呼びかける。 

・青少年健全育成連絡協議

会で、6 月に早川駅前清

掃、9月に早川全域で早川

クリーン作戦（ごみ拾い

運動）を実施 

・老人会やボランティアク

ラブによる花壇の植栽な

どの美化活動が活発 

・自治会や漁業関係者で港

の清掃活動を実施 

・夏季になると海岸にＢＢＱ

のごみが散乱している。 

・清掃活動や花壇の植栽を継

続。 

・環境パトロールの実施。 

・防犯カメラの設置。（ダミー

や看板だけでも） 

・西部漁港事務所、小田原市

漁業協同組合へ申し出る。 

郷

土 

・海や山、漁業・農業・加

工業、工芸など多彩な自

然環境及び社会環境であ

る 

・地域の人に地域の自然など

を理解・体験してもらいた

い。 

・地域の歴史に詳しい方に講

師なってもらい、歴史を伝

える。 

・公民館の出前講座を継続す

る。 

・天然記念物の早川ビラン

ジュや石垣山一夜城（国

指定史跡）、早川石丁場な

どの歴史的資産が豊富で

ある 
・公民館主催でウォーキン

グを実施 

・地域教育の推進をし、  

地域に対する愛着を育み

たい。 
・早川～片浦のウォーキング

トレイルコースがあるが、

早川地区の人にはあまり

知られていない。 

・ウォーキングトレイルコー

スを活用する。 

・歴史的資産などに簡単な説

明を書いたものを掲示す

る。 
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子

ど

も 

・ぽっかぽか会、あゆっこ

ルーム、陽だまりサロンの

3 つの子育てサークルが

あり、小学校や保育園と連

携しながら、運営している 

・イベントの内容によって

は、昔に比べると、参加者

が減っている。 
・スタッフへの負担が大き

い。 

・活動を継続しながら、より  

多くの人に利用してもらう

よう、声かけを積極的に行

う。 

・参加者の中からお手伝いを 

してもらうように体制をつ

くる。 

・夏のキャンプやボウリン

グ大会などの行事が盛ん

に行われ、子ども会の活

動が充実 
・早川おやじの会一寸奉仕、

早川スクールコミュニテ

ィ実行委員会で子ども向

けの行事を実施 
・早川小学校は、校舎の一

部や 校庭が開放されて

おり、地域と密着した学

校となっている 

・地域に住んでいる子どもが

少ない。 
・単位子ども会の存続が厳し

い。 
・役員のなり手がいない。 
・参加者が少ない。 
・資金が少ない。 

・子ども向けの行事を継続す

る。また、内容や開催時期

を工夫し、参加者を増やす。 

・合併も視野に入れ、単位子

ども会のあり方や体制を考

えていく。 

交

流 

・自治会、民生委員、青少

年健全育成連絡協議会

が、それぞれ あいさつ運

動を実施 

・自治会未加入者が多い。 
・あいさつ運動を継続する。 

・自治会加入促進活動を考え

る。 

・地域行事が盛んで、地域

交流の場をつくっている 
・火を囲んで、地域の人か

ら子どもたちへ、昔話な

どを伝える「火がたり」

を実施 
・早川クリーン作戦、防災

訓練に、中学生が部活や授

業で参加 

・地域行事への参加者は年々

減っている。 
・中学生の参加が少ない。 

・行事がかぶらないように、  

行事の調整会議を行う。 

・誰でも参加しやすいよう、  

体育振興会では区民体育祭

の種目を検討する。 

・火がたりに、より多くの人

を巻き込む。 

・より多くの中学生が地域行

事に参加できるよう、中学

校と連携する。 

 

77



5 広報分科会 

【めざす姿】 

地域内の活動を多くの人が知っているまち 

 誇れること 困っていること できることから始めよう 

広

報

活 

動 

・早川地区まちづくり委

員会の活動や所属団体

のお知らせなどを載せ

た、早川ふれあい通信

を発行 

・回覧版だけでは見ない

人もいる。 

・早川ふれあい通信の作成を続ける。 

・より多くの住民に早川地区の活動を 

周知するため、ホームページの活用

を考える。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（早川地区） 
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平成 28 年 7 月各分科会会議  地域別計画の見直しの方法について説明、各委員に見直し用記入用紙を配布 

8 月～平成 29 年 2 月各分科会会議  地域別計画の見直し 

平成 29 年 3 月 17 日  地域別計画改定版（案）の承認 

 

 

 

平成 29 年 3 月作成 

 

平成 29年 3月作成 

 

＜役員会＞＜広報分科会＞ 

委 員 長 大坪 孝壽 （早川地区自治会連合会長・木地挽自治会長・防犯指導員） 

副委員長 石川 孝史 （早稲田自治会長） 

副委員長・防災分科会長 小倉 一己 （木地挽自治会防災リーダー） 

会    計 日下部 幸高（東組自治会長） 

監    事  國見 光範 （西組自治会長） 

監    事・健康・福祉分科会長 青木 祐伸 （早川地区社会福祉協議会長・早川地区民生委員児童委員協議会長） 

書   記・地域交流分科会長・広報分科会長 富樫 栄広 （早川青少年健全育成連絡協議会長） 

書   記 相原 淳男 （早川地域福祉コーディネーター会副会長） 

理    事  浦井 康雄 （向口自治会長） 

理   事 加藤 敬典 （中組自治会長） 

理   事  鈴木 健一郎（早川スクールコミュニティ実行委員会代表） 

交通安全・防犯分科会長 鈴木 雄一 （少年補導員・地域交通安全活動推進員） 

 

＜防災分科会＞                 

分 科 会 長 小倉 一己 （木地挽自治会防災リーダー） 

副分科会長 小長谷 孝  （消防団第 4分団長） 

委      員 舟山 良輔 （早稲田自治会防災リーダー） 

委      員 鈴木 裕  （向口自治会防災リーダー） 

委      員 青木 孝夫 （西組自治会防災リーダー） 

委      員 大津 裕之 （中組自治会防災リーダー） 

委      員 鈴木 義之 （東組自治会防災リーダー） 

委      員 日下部 幸高（東組自治会長） 

委      員 加藤 敬典 （中組自治会長） 

 

＜交通安全・防犯分科会＞ 

分 科 会 長 鈴木 雄一 （少年補導員・地域交通安全活動推進員） 

副分科会長 土谷 隆之 （青少年健全育成推進員） 

委      員 加藤 輝利  （交通安全指導員） 

委   員  菅野 淳子  （城南中学校ＰＴＡ郊外委員） 

委   員 田中 修   （城南中学校長） 

委   員 大坪 孝壽 （早川地区自治会連合会長・木地挽自治会長・防犯指導員） 

委   員  浦井 康雄  （向口自治会長） 

協   力 早川小学校安全指導担当教諭 

協   力 早川駅前交番 

早川地区まちづくり委員会（見直し検討会） 

早川地区まちづくり委員会における検討経過 
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＜健康・福祉分科会＞ 

分 科 会 長  青木 祐伸  （早川地区社会福祉協議会長・早川地区民生委員児童委員協議会長 ） 

副分科会長  相原 淳男  （早川地域福祉コーディネーター会副会長） 

委      員 伊藤 初恵  （早川地区民生委員児童委員協議会副会長）※1 

委   員  大野 秀樹  （早川地区民生委員児童委員協議会会計）※1 

委   員 小野 利枝  （早川地区民生委員児童委員協議会副会長）※2 

委   員  真田 久美子（健康おだわら普及員） 

委   員  秋山 和雄  （早川地区老人クラブ連合会長） 

委   員 石川 孝史  （早稲田自治会長） 

協   力 加藤 大   （第一地区地域包括支援センター） 

協   力 山田 菊代  （小田原市社会福祉協議会） 
※1 平成 28年 11月で任期満了 

※2 平成 28年 12月より就任 

 

＜地域交流分科会＞ 

分 科 会 長 富樫 栄広  （早川青少年健全育成連絡協議会長） 

副分科会長 鈴木 健一郎（早川スクールコミュニティ実行委員会代表） 

委   員 八幡 史郎 （早川学区連合子ども会長） 

委   員 前多 俊幸  （おやじの会一寸奉仕代表） 

委   員 青木 昭宏 （早川体育振興会長） 

委   員 下田 節    （早川小学校ＰＴＡ会長） 

委   員 古川 みどり（早川小学校教頭） 

委   員 青木 勝  （環境美化推進員） 

委   員 相原 久花 （主任児童委員） 

委   員 佐藤 直美 （主任児童委員） 

委   員 國見 光範 （西組自治会長） 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 
～ 大窪地区 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大窪地区まちづくり実行委員会 
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歴史と文化遺産が薫り、自然と環境に恵まれたまち 大窪 
 

 

 

１ 生活・環境 

２ 教育・文化 

３ 健康・福祉 

４ 文化・特色ある地域づくり 

５ 防犯・防災・交通安全 

 

 
１ 生活・環境  
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 

 大窪地区は初夏になると入

生田、風祭でホタルが舞っ

ているところを見ることが

できます。生息域が減りつ

つあるホタルを地域全体で

保護していきたいです。地

域住民とホタルが共存でき

る豊かな環境づくりを目指

します。 

 

 河川や用水路をはじめ、公

園や公共施設など、地域の

生活環境を汚さないように

する必要があります。 

 公園や道路の動物の糞は減

り、少しずつ良くなってい

ますが、マナーの徹底が必

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 ニホンザル、イノシシなど

が増え、定住化しており、

大きな問題となっていま

す。 

 

 川掃除のときに、ホタルの生息地の部分は土を

残すなど、皆でホタルを守ろうという共通の意

識が大窪地区全体に芽生えるよう、また、場所

を特定して保護したらどうかなどホタルの保護

の方法などを話し合う場を作っていきます。 

 ホタルを子ども達の情操教育などに生かしてい

きます。 

 

 

 

 育成会が企画するクリーン作戦には、自治会、

小中学生・教職員、小中学校ＰＴＡ、子ども

会、老人会等も参加し、町をきれいにしていま

す。 

 ボランティア会では公園等の美化清掃、植栽を

実施しています。 

 地域の美化清掃を各区老人会が定期的に実施し

ています。 

 各家庭の家の回りの清掃が進んでいますが、

個々人の更なる環境意識の向上に向け、啓発を

進めていきます。 

 今後も継続し地域が一体となって環境保全に努

めていきます。 

 ごみのポイ捨てなどが多いところは、看板を設

置するなどして、啓発を図っていきます。 

 

 自治会が、市や県と協議をしながら進めていき

ます。 

地域のキャッチフレーズ  

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 

●…特色 ◆…課題 ➢…取り組むこと 
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２ 教育・文化 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 

 大窪地区では、自治会や育

成会、民生委員児童委員協

議会、大窪小学校、城南中

学校等であいさつ運動をし

ているので、子ども達への

あいさつ、声かけは定着し

ていますが、日常生活の中

でも、気軽にあいさつがで

きる地域にしていきたいで

す。 

 

 大窪地区は、誇れる歴史や

文化人にゆかりのある地域

ですので、掘りおこしをし

て、住民に広く伝える必要

があります。 

 

 今後ともあいさつ運動を続け、気軽にあいさつ

ができる環境づくりに努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校と地域が相互に協力して、子どもだけでな

く大人にも地域の歴史やゆかりの文化人のこと

について勉強会や研修会などで伝えていき、郷

土愛を育んでいき、活動につなげていきます。 

 作成したウォーキングマップを活用し、ウォー

キングを実施し、住民や子ども達に、誇れる歴

史や文化人のいた大窪地区の魅力を伝えていき

ます。また、ウォーキングマップは随時改善し

ていきます。 

 歴史や文化人を次世代に伝えていくため、子ど

もとの共催事案を検討していきます。 

 

 

 

３ 健康・福祉 
 

誇れるもの できることから始めよう 

 

 社会福祉協議会や体育振興

会などでは、高齢の夫婦、

独居者、障がい者、転入者

の見守り不足の解消や引き

こもり防止、交流を促すた

めの活動を数多く行ってい

ます。 

 

 隣組との付き合い方を考え、福祉関係者のみな

らず、見守りできる体制を整えていきます。 

 大窪地区社会福祉協議会と体育振興会が実施し

ている年３回のグランドゴルフには、９０人以

上の参加者がありますが、広報活動を工夫する

ことで更に参加者を増やし、今後も高齢者が参

加できる活動を続けていきます。 

 筋力トレーニング、頭の体操、サロン活動（囲

碁、将棋）、栄養教室、いきいき健康教室等、

現在も定期的に行っているが、より参加者が増

えるように広報活動にも力を入れていきます。 
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４ 文化・特色ある地域づくり 
 

誇れること できることから始めよう 

 

 大窪地区には各所に歴史と

文化、自然があり、四季を

通じて、市内外から多数の

来訪者があります。 

 

 

 

 小学校ＰＴＡ、自治会、老

人会など地域の方々と学校

が協力し、児童、保護者、

地域の方と触れ合う「ふれ

あい広場 IN 大窪」を小学

校で開催し、地域交流の場

になっています。 

 

 秋の交流会が行われていま

すが、地域全体の文化祭と

して、地域の連携を深めて

さらに盛り上げています。 

 

 道標の案内を設置し、お寺のスタンプラリール

ートを設定すれば、元気な高齢者の訪問が期待

されます。 

 作成したウォーキングマップを駅に置き、地区

を訪れる方々などに誇れる歴史や文化人のいた

大窪地区の魅力を伝えていきます。 

 

 「ふれあい広場 IN 大窪」は更に充実させ、地

域交流の場として定着させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 秋の交流会を地域全体の文化祭として行うに

は、大掛かりになり、何をするかなど解決すべ

き問題があります。地域が連携する１つの手段

として、大窪地区全体でどう関わっていったら

よいかを今後の検討課題として、地域で話し合

いを行います。 

 

 
 
５ 防犯・防災・交通安全  
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 

 防災についてのより多くの取

組が必要です。 

 

 防災訓練は会場の都合で参加

者数が限られてしまいます。

また、一部の住民の防災訓練

への参加意識が低いです。 

 中学生が三角巾の使い方を教

える側として防災訓練へ参加

し、役割を担っています。 

 

 

 地域住民の安心、安全、特に

災害時要援護者への対策が求

められています。 

 

 

 スクールボランティア・コ

ーディネーター及び自治会

 

 大規模災害に備え、いざという時の対策など、広

く地域の方に知らせていきます。 

 

 総合防災訓練のみでなく、三角巾の使い方・救命

講習などを含めて、単位自治会ごとに防災訓練を

行っていますが、更に多くの幅広い世代の人に参

加してもらい、意識を啓発し、地域防災の力を高

めていきます。 

 

 

 

 

 中学生、若者、消防団による支援活動も検討・実

施していきます。 

 救命講習を更に地区住民に広く伝える様な仕組み

をつくっていきます。 

 

 児童の登下校時の安全、防犯のため特定の人に限

らず地域の人に見守りの参加を呼びかけ、見守り
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が保護者及び地域の方に呼

び掛け、児童の登下校の際

に多くの方々の見守りがあ

りますが、児童の登下校時

の見守り活動団体の中に

は、活動の継続が困難とな

っている団体もあり、見守

り活動を継続していくため

の仕組が必要となっていま

す。 

 

 高齢者や弱者の防犯対策が求

められています。 

 古民家の空き家が近年増えて

きていて、防犯、防災上の不

安があります。 

 依然としてオレオレ詐欺が減

少していません。 

 

 

 

 児童が通学に電車を使用する

地区については、電車を降り

た後の見守りが足りていない

状況もあります。 

 

への参加者を増やすことや、学校安全委員会で児

童の登下校時の安全について年２回検討をしてい

ますが、今後も活動を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童や高齢者等を対象に詐欺や犯罪防止の講習会

を継続します。 

 育成会、防犯部で子ども達の見守りのための地域

パトロールを諸団体協力のもと、毎月行っていま

すが、今後も活動を継続します。 

 地域の行事や犯罪発生時にはパトロールを強化し

ます。 

 オレオレ詐欺を防ぐため、今後も啓発していきま

す。 

 

 電車を降りた後の見守りについては、地域で見守

りを行っていきます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（大窪地区） 
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会議名 日にち 内容 

総会 5月 25日（水） 
地域別計画の見直しについて、大窪地区まちづく

り実行委員会で見直していくこととなった。 

第 2回役員会 7月 14日（木）  地域政策課から各役員に説明 

第 2回全体会 8月 4日（木） 委員等に説明、記入用紙を配布 

 8月～9 月 各委員が記入用紙⇒回収し地域政策課で集約 

第 3回役員会 9月 23日（金） 
各委員からの意見の取りまとめ方、見直し案提示

方法、今後の進め方について合意 

 10月 5日（水） 見直し案を各委員へ郵送 

第 3回全体会 10月 14日（金） 

内容の修正・追加をした大窪地区地域別計画を委

員が確認・意見交換 

⇒意見を基に修正・追加 

第 4回役員会 11月 24日（木） 大窪地区地域別計画の役員見直し案作成 

第 4回全体会 12月 14日（水） 

大窪地区地域別計画の役員見直し案を委員が確

認・意見交換 

⇒意見を基に修正・追加 

第 5回役員会 1月 19日（木） 修正した大窪地区地域別計画を確認 

第 5回全体会 1月 25日（水） 大窪地区地域別計画を委員が承認 

大窪地区まちづくり実行委員会での検討経過 
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平成 28年 11月現在  

委員会役職 氏 名 地 域 役 職 

委 員 長 野崎  忠 
第 59区自治会会長 

大窪地区自治会連合会会長 

副委員長 石幡 保雄 第 61区自治会会長 

副委員長 秋山  健 大窪地区青少年健全育成連絡協議会幹事 

副委員長 田島 昭子 大窪地区民生委員児童委員協議会会長 

副委員長 山田 信子 大窪地区主任児童委員 

会  計 秋山 道江 健康おだわら普及員代表 

監  事 津田 好一 第 58区自治会前会長 

監  事 風間 孝男 第 60区自治会会長 

委  員 下川  泉 
第 58区自治会会長 

大窪地区社会福祉協議会会長 

委  員 服部 泰一 第 62区自治会会長 

委  員 山田 養一 第 63区入生田自治会会長 

委  員 秋山 眞一 第 64区自治会会長 

委  員 若林 秀行 大窪地区体育振興会会長 

委  員 立川 公一 大窪地区青少年健全育成連絡協議会会長 

委  員 川向 良江 大窪地区民生委員児童委員協議会副会長 

委  員 川向由起子 大窪地区主任児童委員 

委  員 中島 静子 大窪地区ボランティア代表 

委  員 鈴木 幸一 大窪地区老人クラブ会長 

委  員 大木 秀夫 板橋商店会会長 

委  員 竹内 雅彦 大窪小学校校長 

委  員 田中  修 城南中学校校長 

委  員 大木 富男 大窪小学校ＰＴＡ会長 

委  員 太野 智子 城南中学校ＰＴＡ副会長 

委  員 秋山 晃志 消防団第６分団副分団長 

委  員 高橋 晃一 消防団第７分団分団長 

委  員 外山 亘美 大窪地区防犯指導員 

委  員 服部  茂 大窪地区防犯連絡会会長 

委  員 松本 丙一 大窪地区交通安全協会会長 

委  員 秋山 裕介 大窪学区連合子ども会会長 

 

 大窪地区まちづくり実行委員会 
 

平成 29 年 2月 作成 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 山王網一色地区 ～ 

山王網一色まちづくり委員会  

 

潮騒の香る地域づくり 
 

 
 

１ 環境 

地域内がきれいで環境がしっかりと整備された「まち」 

 

２ 防災 

日ごろの備えを充実させ、災害時に誰もがリーダーになれる「まち」 

 
３ 防犯 

犯罪ゼロの安全・安心の「まち」 

 

４ 地域振興 

地域の人達が交流を深めふれあい活気に満ちた明るい「まち」 

 

５ 健康・福祉 

心身ともに健康で、安心して過ごせる「まち」 

 

６ 文化・教育・子ども 

地域と学校が協力し、文化・子どもを育む「まち」 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと）  ～ できることから始めよう ～  
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１ 環境  

【めざす姿】地域内がきれいで環境がしっかりと整備された「まち」  

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【清掃活動】 

・山王川・久野川清掃、クリーンさかわ、山王海

岸の清掃、酒匂川河口の清掃といった清掃活動

は定期的に継続して取り組めており、小中高校

生も積極的に参加していて活気があります。し

かし、全体的に地域の役員が中心となっており、

参加者が固定されています。 

 

・小学校においてもＰＴＡ、自治会の協力を得て

海岸清掃を実施しています。 

 

・公園・児童遊園地、神社の清掃は老人会が月 1

回計画的に行っています。（参加率は 30～40％） 

 

・各清掃活動を継続するとともに、役

員以外の参加者拡大のため、各団体

からの呼びかけを強化するととも

に、早めに日程等を連絡する（1 か

月前）など情報提供の工夫を検討し

ていきます。 

 

・近隣企業を巻き込んだ清掃活動を検

討していきます。 

 

・海釣りに来る人など地域に訪れる人

達のマナー喚起を考えていきます。 

 

【ごみ出し】 

・全体として自治会加入者は分別のルールの徹底

ができていますが、未加入者の中には不徹底の

方もいます。 

 

・アパートの独身者がごみの分別ができていませ

ん。自分が誤った出し方をしているという認識

が薄い人も居るようです。 

 

・国道沿いでは車で置いていく人もいて困ってい

ます。 

 

・地域全体でごみの分別の徹底を呼び

かけるとともに、単身者世帯アパー

トの分別不徹底に関してはアパート

管理会社に連絡していきます。 

 

・ごみ置き場にブルーシートをかけ、

重石で押さえることで荒らされにく

くなった場所もあるので、参考にし

ながら良い方法は地域に広めていき

ます。 
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２ 防災  

【めざす姿】日ごろの備えを充実させ、災害時に誰もがリーダーになれる「まち」  

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【防災訓練】 

・まちづくり委員会が「防災」をテーマに取り上

げて、地域の役員を中心に取組が進み、防災訓

練を実行する中で、安否確認訓練等が地域に広

まりつつありますが、全体としてはまだまだで

す。 

 

・毎年視点を変えて訓練に取り組んでいますが、

参加者が毎回同じ人で、少なく、アピールの

仕方に問題があります。特に、高齢者（75 歳

以上）の参加者が少なく、若い人は自治会に加

入していないため、連絡が行きません。 

 

・組長会議を行い、組長は必ず参加するように

指導しています。 

 

・山王松原は防災行政無線が聞きづらいため、

携帯電話やスマートフォン等で情報を聞いて

います。 

 

・毎年の訓練の中の反省点や他事例を参

考にしながら訓練内容を検証してい

きます。また、課題を明確にし、訓練

に反映させて参加率の低い地域、年齢

層へのアプローチを行い、参加者の拡

大を検討していきます。 

 

・合同でなくても日ごろから避難訓練を

していれば、いつしか自ら行動するよ

うになると考え、取り組みます。 

 

・海岸で釣りや遊んでいる人達は情報が

入らないため、海岸で防災行政無線が

聞けるように検討していきます。 

【広域避難所】 

・年 1回広域避難所運営委員会の開催に合わせて

体制のチェック、防災倉庫の確認を行っていま

す。 

 

・高齢者の広域避難所までの参加者が少なく、

高齢者の参加ができるように内容の検討が必

要です。 

 

・広域避難所の運営訓練（ＨＵＧ訓練）等、

関係者が集まって、より具体的な訓練に

取り組むとともに、他事例を検証し、体

制を見直していきます。 

 

・まちづくり委員会の活動と一体となっ

て運営できるよう、地域政策課、防災

対策課、ボランティア活動を推進して

いる方々との連携方法を考えていきま

す。 
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3 防犯  

【めざす姿】犯罪ゼロの安全・安心の「まち」 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【防犯活動】 

・70 区は毎月 1度地域内パトロールを実施して

います。 

 

・各団体の地域内での定期的なパトロールに加

え、健全育成会や育成推進員によるパトロー

ルも適宜実施されており、徘徊している児

童・生徒もほとんど見受けられていません。 

 

・山王小学校では児童の下校時刻の表を配って

おり、老人会、婦人会をはじめとした地域の

方々が意識して子ども達の登下校時の見守り

を行っています。 

 

・近年、子どもが巻き込まれる事件も多

くなっているので、各団体の地域内で

の定期的なパトロールの継続、強化に

努めていきます。また、地域全体で意

識した登下校時の見守りを継続して

いきます。 

【あいさつ】 

・学校での指導ができていることから、通学路

で登下校時に児童・生徒からあいさつされ、

また、必ず声をかけると反応するので、登下

校時のあいさつの習慣化がされつつありま

す。 

 

 

 

・学校等で引き続き指導を行い、大人も

含め、地域の方すべてがあいさつでき

るように取り組んでいきます。 

 

・大人からも積極的に子ども達にあいさ

つしていきます。 

 【防犯灯】 

・防犯灯の整備は自治会から市へ申請しており、

計画的に対応している一方、まだ本当に必要

なところが整備できていません。 

 

・不良器具がある場合は電気店に依頼して修理

を行っています。 

 

・今後も地域内の要望を吸い上げ、計画

的な防犯灯の増設申請を行っていき

ます。 

【避難マップ】 

・地震時の避難マップは配布されていますが、作

成して終わっているのが現状です。 

 

・マップ通り避難できるか、小中学生達

と避難経路を歩くなどの検証、実際の

避難を想定した訓練を検討していき

ます。 
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【東町交番】 

・東町交番の警察官は町内パトロールの同行や

祭典、行事で連携するなど、よく地域を巡視

してくれています。ただ、夜間は警察官が三

の丸交番にいますが、地域であまり認識され

ておらず、緊急時の対応に困る場合がありま

す。 

 

 

 

 

・引き続きパトロールへの同行、祭典な

どへの参加をお願いするとともに、夜

間の非行発見時の対応などについて、

より連携を強化していきます。 

 

4 地域振興   

【めざす姿】地域の人達が交流を深めふれあい活気に満ちた明るい「まち」 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【各団体・イベント運営】 

・各団体主催のイベントが多くあり、また、「肝

だめし」などの新しい取組を開催して、参加

者が増えているイベントがある一方、少子高

齢化の影響で、全体的には参加者が少なくな

っています。また、どのイベントも参加者の

顔ぶれは同じで役員中心、一般の方が少ない

状況です。 

 

・自治会、老人クラブ、婦人会、子ども会は会

員が減り、組織によっては、存続自体が難し

い状況です。 

 

・老人会は 70代が入らず、子ども会は子どもが

高学年になると保護者が役員の負担を避ける

ために辞める人が多くいます。また、スポー

ツ団体の活動に熱心な場合が多く、特に高学

年の子どもの参加が少ない状況です。 

 

・管理会社に委託されているマンションやアパ

ートは、自治会加入を入居条件にしている物

件もありますが、現状の姿が適切かは疑問で

す。 

 

 

 

・従前イベントの踏襲ではなく、時代に

合ったイベント運営を行っていきま

す。 

 

・山王 70 区等、活動体制が組織化され

た地域を参考に、地区全体に地域住民

の交流の場を広げ、交流する企画の発

信力の強化と交流後の結果や成果の

発信をしていきます。 

 

・自治会や子ども会への加入、未加入を

問わず、子ども対象の行事を企画し、

自治会のＰＲをしていきます。 

 

・ＳＮＳ等を活用した案内、誰でも通り

すがりに見ることのできる掲示板な

どをもっと活用して、イベントの案

内、困りごと相談先の案内を行うな

ど、情報の周知方法を検討します。 

 

・老人クラブや子ども会は、専門のコー

ディネーターが企画することを検討

します。 
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・各団体の年間行事カレンダーやイベントごと

の案内は、自治会未加入者（特にアパート）

への配布ができないため、新たな人を引き込

む活動を行えず、うまく活用されていません。 

 

・役員は大変というイメージがあり、受け手が

なかなか見つからず、1人の任期の長期化、複

数の役員を兼ねている場合が多くあります。

また、山王松原は軒数が少なく、高齢化が進

んでいて役員になり手がいません。その中で

も、青少年健全育成会では、役員の改選がス

ムーズに行われています。 

 

・助け合い募金などは回覧板等でお願いし、組

長が頑張って集金していますが、組長になり

たくない原因の一つとなっており、年々参加

が減っています。（日赤社資、共同募金等） 

 

・自分達の生活サイクルを壊したくないと思う

家庭が増えています。 

 

・網一色では「四季を楽しむ会」といった任意

組織で交流を行っていますが、交流の場はあ

っても、情報を知っている人、参加者の偏り

が課題です。 

 

・老人会では体力向上、ボケ防止のために、ゴ

ルフやカラオケに取り組んでいます。 

・各種団体の組織の必要性を提示し、実

情を説明、声掛けする等、新規加入者

の増加につなげていきます。また、役

員の負担が重くなりすぎないよう、自

治会や老人クラブ、子ども会などが合

併するなど、組織の再編を行い、持続

可能な組織の運営方法を検討してい

きます。（山王松原は、学区と広域避

難所が新玉小学校で、特に若い人達の

意識が新玉小学区であるため、山王小

学校区との交流が少ない。） 

 

・役員は、早い段階から後任を育成する

など、後任者を見つけられるよう取り

組んでいきます。 

 

・各種募金など地区内の居住者からの協

力をどう進めていくべきか考えてい

きます。 

【祭典行事】 

・祭典行事には、地域内外からの協力者が多く、

地域内ではでオシメ作り、オシメ張りなど協

力してくれますが、祭典行事の盛り上がりは、

以前より減少しており、大きな神輿が担げま

せん。参加者も同じ顔ぶれで、町内だけの取

組では無理で、マンネリ化が懸念されていま

す。 

 

・自治会の合併、合同開催を考えるとと

もに、費用の徴収方法、神社の近代化

など、現代に合った運営方法を探りな

がら、各団体を通じて祭典行事の盛り

上げを行っていきます。 

 

・若い人、子どもへの参加の呼びかけを

考え、参加者の拡大を行います。 
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5 健康・福祉   

【めざす姿】心身ともに健康で、安心して過ごせる「まち」 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【敬老会・サロン・訪問活動など】 

・毎年、各自治会体単位で敬老祝賀会を開催し

ていますが、対象者増加による開催場所の確

保や予算内でのやりくりが課題となっていま

す。また、開催には婦人会や小田原東高校等

の協力があり、地域でより良いものにしてい

こうと取り組んでいます。 

 

・高齢者の引きこもり防止を目的にしたきずな

チームによるサロン活動（お茶を飲みながら

交流）、筋力アップトレーニングは定期的（毎

週火曜日）、継続的に行い、地域で回覧・通知

をしていますが、参加してほしい方々の参加

が少ない状況にあります。 

 

・対象者の増加に備え、自治会合同での

敬老祝賀会の開催も視野に検討してい

きます。 

 

・自治会、各団体とともに数回の会議を開

いてより良い敬老祝賀会にしようとして

いきます。 

 

・本当に参加してほしい方々に参加いた

だけるように各団体を通じて通知する

等、工夫し、活動を継続していきます。 

【健康普及活動】 

・健康おだわら普及員と連携し、健康相談・健

康祭・ミニミニ健康デー等を開催し、住民の

健康増進を図っていますが、参加者が集まり

ません。 

 

・バザー等、人が集まるイベントと一緒

に実施する活動を継続し、参加者を増

やしていきます。 

【訪問活動】 

・老人クラブの友愛活動や婦人会、きずなチー

ムが独居の高齢者、昼間一人になる高齢者へ

の弁当を届ける活動を行っており、喜ばれて

います。しかし、活動の中心者は全員ボラン

ティアであり、このまま対象者が増えると継

続が困難になることが予想されます。 

 

・老人クラブ、婦人会、きずなチームの

三者が情報を共有した上で連携し、今

後も活動を継続していきます。 
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【健民祭・スポーツフェスティバル】 

・健民祭を毎年 1回開催していますが、一般の

参加者が少なく、減少傾向にあります。（特

に子ども）また、地区毎でまとまっている訳

ではないので、一部の交流でとどまってしま

います。 

 

・山王松原は新玉地区スポーツフェスティバル

に学校行事の一環として参加しています。 

 

・毎年 1回開催し、区民の健康づくりと

区民交流の機会にするため、各団体を

通じ、参加者の拡大やアピール方法を

もう少し考えます。 

 

・交流を進めるための取組を検討します。 

 

【福祉関連事業施設】 

・地域包括支援センターとの連携のため、2 か

月に一度、センターの職員を招いて学習し、

福祉についての理解を深め、活動の充実を図

っています。（民生委員） 

 

・地域内の福祉関係事業施設について、規模・

活動等が地域の方々や施設間でもあまり知

られていません。 

 

・活動を継続し、参加者の拡大を図りま

す。 

 

・非常に大切なことなので、老人会に働

きかけや、老人会の会合に職員を招い

て学習する等、取り組みます。 

 

・福祉関係事業施設をイラストマップの

ような分かりやすく見やすい資料とし

て地域住民に分かるよう、掲示する等、

検討していきます。 

【広報誌】 

・社協からは年 2回（11月・3 月）の広報を自

治会加入全世帯と学校施設へ、老人会からは

月 1 回の広報を会員全員に発行しています

が、読み手の反応があまりありません。 

 

・配布物が多く、配布作業は各役員の負担にも

なり、読み手側の情報過多も心配されます。 

 

・紙面レイアウトを含め、情報過多とな

らないよう、対応を検討していきます。

また、配布作業の負担を考えて精査し

て配布していきます。 
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6 文化・教育・子ども  

【めざす姿】地域と学校が協力し、文化・子どもを育む「まち」 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【情報共有】 

・地区内の情報伝達に支障はきたしていません

が、社会の仕組の変化とともに隣組の絆が弱

まってきていると感じられています。 

 

・家族の年齢構成が近い世帯同士、各団体でＳ

ＮＳ等を利用した情報交換ができています

が、高齢者世帯との交流が課題です。 

 

・団体未加入者や独居の高齢者等、情報が

届きにくい方への情報伝達は各団体共通

のマニュアルを作成する等、方法を工夫

していきます。 

 

・防災の安否確認訓練等を通じ、隣組の

絆を深めていきます。 

 

・全体を通して、自治会や子ども会に加

入する方が減っているとともに、イベ

ントごとの通知が未加入者へは行きわ

たっていないので、ＳＮＳ等を使って

の案内（例えば山王網一色地区でフェ

イスブック登録等）を行い、新しい加

入者への呼びかけにもつなげていきま

す。 

 

・文章、回覧物等での情報伝達を継続す

るとともに、自治会総連合のＨＰに自

治会やまちづくり委員会の情報を掲載

できることがあまり知られていないの

で、ＰＲしていきます。 

【地域の歴史】 

・網一色地区においては、公民館の活動として

歴史資産の活用を検討しています。 

 

・山王公民館では常時、網一色公民館ではフェ

スティバルの際に昔の郷土の風景等の写真

を展示しています。 

 

・写真を地域の方に見ていただく機会を

作る（地域全体で古写真の収集をする）

など更なる事業展開を検討していきま

す。 

 

・地域の希望がある場合は山王小学校内

での古い写真の展示、公開を検討して

いきます。 
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【見守り・ボランティア】 

・学校へのサポートは登下校時のパトロール、

スクールボランティア（学習・環境施設の整

備・行事への付き添い等）といった各活動が

定着してきており、地域、学校、保護者が一

体となって子どもを見守っています。しか

し、地域の方々が協力しやすい環境の整備は

まだ不十分です。 

 

・登下校時の安全パトロールは保護者が中心で

行っています。しかし、若い人は皆、仕事が

あるので協力は簡単ではありません。 

 

・全員が気持ちよく登校でき、朝のあい

さつができる体制を推進するととも

に、地域の方々が無理のない範囲で協

力しやすい環境づくりに取り組んでい

きます。 

 

・山王小学区は交通量が多い国道と狭い

路地が複雑に交差しているため、登下

校時の安全パトロールを地域の方にお

願いしていきます。 

 

【児童遊園地・公園】 

・児童遊園地・公園は地域での子どもの身近で

大切な遊び場になっており、見守り、遊具の

点検・増設に心がけ、子どもの安全・成長に

役立っています。また、地域の方々に温かく

見守っていただいています。 

 

・若い人は皆、仕事があるので協力は簡単では

ない状況ですが、遊具の点検などは自治会や

保護者が実施しており、よくやっています。 

 

・地域での維持管理を継続するとともに、

公共施設の使い方について、学校・家

庭・地域が共通理解を持ちながら子ど

も達に指導していきます。 

【学校】 

・防災訓練などで小・中・高の各学校と連携を

取っています。また、学校では児童生徒が地

域防災に関心を持つよう、指導しています。 

 

・小田原東高校は山王小学校及び白鷗中学校と

連携した行事を実施していますが、地域の

方々には小田原東高校との関わりがあるこ

とをあまり知られていません。 

 

・今後も児童生徒達に地域防災をきっか

けとして、地域行事にも興味を持って

もらえるようにしていきます。また、

学校との関わりを地域に知ってもらえ

るような工夫をしていきます。 

 

・高校生を地域の指導者として呼ぶ機会

を持つことを検討していきます。 

 

・先生、ＰＴＡに負担がかかり過ぎない

ような活動の実施が必要です。 
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人口と世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（山王網一色地区） 
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平成 28年 5月 24日         地域別計画の見直しについて説明、 

各委員に見直しシートを配布 

 

9月 27 日  bグループ       見直し（案）を基に意見交換 

 

11月 25 日 abグループ   見直し（案）を基に意見交換 

 

平成 29年 2月 10日         全体承認 

 

平成２９年２月作成 

 

 

 

 

委員長 

譲 原 平 海  山王 70区自治会・自治会長 

 

委員 

黒 澤 朝 光  山王松原自治会・自治会長 

瀬 戸  晃   山王西自治会・自治会長 

森    正   山王東自治会・自治会長 

常 盤 一 郎  網一色自治会・自治会長 

黒 澤 泰 雄  山王松原自治会・防災リーダー 

湯 川 孝 一  山王西自治会・防災リーダー 

川 口 功 一  網一色自治会・防災リーダー 

勝 村 光 伸  消防団第 3分団・分団長 

小 島 多津子  山王網一色地区連合婦人会・会長 

湯 川 貴 裕  山王小学校地区青少年健全育成協議会・会長 

山 口  繁   山王網一色地区老人クラブ連合会・会長 

岩 田 隆 一  山王網一色地区社会福祉協議会・会長 

椎 野 泰 幸  山王網一色地区民生委員児童委員協議会・民生委員 

柴 田 千賀子  山王網一色地区民生委員児童委員協議会・主任児童委員 

松 下 静 江  山王網一色地区連合ボランティア会・会長 

佐 藤 正 幸  山王小学校ＰＴＡ・会長 

荻 野 淳 一  山王小学校・校長 

伊 東 宏 幸  白鷗中学校・校長 

塩 原 正 美  小田原総合ビジネス高等学校・校長 

毛 利 佳 子  障がい者サポートセンター・センター長 

望 月 直 洋  社会福祉法人小田原 支援センター小田原アシスト・理事長 

古 木 映 里  ＮＰＯ法人 障がい者地域作業所ゆう・所長 

杉 山 孝 光  網一色自治会・前防災リーダー 

山王網一色まちづくり委員会における検討経過 

山王網一色まちづくり委員会 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 足柄地区 ～ 

足柄地区まちづくり委員会 

 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 

住んでみたい 住んでよかった 足柄 
 

 

1 地域振興等  気軽に声かけ合える、安心して住みやすいまち 

子どもから高齢者まで元気で交流が盛んなまち 

2  生活環境等    地域の人々の環境意識が昔の酒匂川・山王川清流を呼びもどす 

ごみが落ちていない地域を目指して活動するまち 

高齢者が地域の子どもとふれあう元気なまち 

お互いの健康状態を知っているまち 

地域に子どもの声がこだまするまち 

3 防災防犯等   地域で支えあい築く安心 

声かけあって明るいまちづくり 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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1 地域振興等 

【めざす姿】 

気軽に声かけ合える、安心して住みやすいまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

＜住民の交流＞ 

◆自治会連合会の中でも、山王川を境に、住民の

生活環境が異なっています。古くからの住宅地

においても、住民の生活スタイルや意識の変化

に伴い、地域のつながりが希薄になっています。 

◆新たに転入してきた住民や若い世代は、隣近所

や地域の高齢者とのつながりや交流があまりな

いようです。 

◆自治会を通じて、健民祭等さまざまな行事への

声かけを行っていますが、年々、参加者が減少

するとともに、固定化されてしまっており、地

域活動が形骸化しています。 

●多くの団体が協力し、町田小学校で盛大な敬老

会を行っています。 

・一人ひとりの声かけは非常に大切なこと

です。自治会連合会では、年 1回のあい

さつ運動を実施していますので、これか

らも続けていきます。 

・あいさつは顔見知りになるきっかけにな

ります。登下校の見守り活動やパトロー

ル、清掃活動の際、顔を合わせたらあい

さつをするよう心がけていきます。そし

て、子どもたちにもあいさつの大切さを

教えていきます。 

・毎年実施している、健民祭や神社のお祭

り等には、隣近所での声かけや宣伝を積

極的に行い、参加者を増やすよう努めて

いきます。 

・行事の中で子育て家庭が興味を持つよう

な催しの開催や、青壮年部へ協力を依頼

し、若者が地域活動へ参加するきっかけ

を作っていきます。 

＜自治会＞ 

◆数年で転居することが多い住民は、自治会活動

に関心がないことが多く、足柄地区に限ったこ

とではありませんが、自治会未加入世帯が増加

しています。 

◆自治会や各種団体の役員は精一杯活動してお

り、これ以上の負担は難しくなっています。 

◆地区には若い世代も住んでいますが、生活のリ

ズムが高齢者と合わないことも多く、地域活動

へ参加することができません。 

◆自治会だけでなく、各種団体においても、役員

の世代交代ができていないため、担い手が不足

しています。 

・地域のつながりを深めていくために、住

民が顔を合わせる機会を増やすよう努

めていきます。 

・お祭りや各種行事の参加を呼びかける声

かけは、今後も継続していきます。 

・高齢者が昔遊びを子どもに教えるなど、

世代間交流ができる場をつくっていき

ます。 

・子ども会の保護者に参加を依頼するな

ど、若い人たちが地域を盛り上げるよう

な仕掛けづくりに取り組み、少しずつ世

代交代を図っていきます。 
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＜子ども会＞ 

●子ども会と自治会とで連携がとれています。 

◆親が役員を受けたくないために、子ども会をや

めてしまう家庭もあります。 

●各地区の子ども会が太鼓の練習をがんばってお

り、お祭りで披露しています。 

・今後も双方で無理なく、活動を続けてい

きます。 

・役割を分担し、一人ひとりの負担の軽減

や、スポーツ団体との日程調整を行いな

がら、加入しやすい状況をつくっていき

ます。 

 

【めざす姿】 

子どもから高齢者まで元気で交流が盛んなまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●毎年 7 月の最終週に、各地区一斉に、夏祭りが

開催されます。 

●夏祭りのときには、外から子どもや孫が戻って

きて、地域はとても賑やかになります。また、

子どもたちはあちこちの会場をかけもちして遊

ぶことができ、地域の交流も生まれています。 

・夏祭りの開催によって、小さな単位での

交流が促進され、結束が強くなることか

ら、今後も続け、更なる住民交流を図っ

ていきます。 

・準備の際、ボランティアを募集するなど

して、若者の参加を促していきます。 

●各地でグランドゴルフを実施しており、最近は

他地区からの参加者も少しずつですが、増えて

います。 

●34 区では、お祭りやバーベキュー、夜警等、青

年部での活動が活発で、男性の交流が盛んです。 

●地域の中学生が健民祭に参加しています。 

◆地区全体の行事は、健民祭や防災訓練くらいし

かなく、大人同士の結びつきが少ない地域です。 

・各地で行わせているグランドゴルフを、

広く周知して、地区全体の行事として実

施することを検討していきます。 

・回覧や社協だよりを活用し、行事のお知

らせや結果の広報に努めていきます。 

●町田小学校の花をいっぱいにする運動で、まち

がきれいになったと感じています。 

・花を植えることは、防犯に役に立ち、ま

た、更なる地域住民の交流にもつながる

ことから、花をいっぱいにする活動を地

域に広げていきます。 

●36 区は公民館活動が、セントラルハイツはサー

クル活動が盛んです。 

・現在、実施している公民館活動やサーク

ル活動の情報を、地区住民に広く提供す

ることにより、地域のつながりを密にし

ていきます。 

◆地域内には、神社や寺、史跡がたくさんありま

すが、住民の中には知らない人もいます。 

・地域の資産を後世に伝えていく方法を検

討していきます。 
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◆子育て中の若いお母さんは隣人との付き合いが

あまりありません。 

●月 1 回のにこにこ広場（子育て支援のボランテ

ィア）を開催しており、若いお母さんの交流と

憩いの場となっています。 

・にこにこ広場を広く周知し、参加者を増

やしていく方法を検討していきます。 

 

2 生活環境等 

【めざす姿】 

地域の人々の環境意識が昔の酒匂川・山王川清流を呼びもどす  

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●山王川や酒匂川の清掃に地区住民が積極的に参

加しています。 

・河川の清掃活動は今後も続けながら、参

加者を増やす工夫をしていきます。 

・毎年、山王川の清掃前に、草刈りを実施

しており、今後も継続します。 

 

【めざす姿】 

ごみが落ちていない地域を目指して活動するまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●足柄地区全体でいっせい清掃日を設け、道路、

公民館、公園、神社の境内等のごみ拾いや草む

しりを行っています。 

◆近い時期に同じ場所の清掃を行っていることが

あります。 

・今後も活動を続け、参加者を増やし、地

域の方の交流を図りながら、モラルの向

上に努めていきます。 

・清掃活動の情報共有を行い、有効な活動

の方法を考えていきます。 

◆ごみステーションに捨てられているごみの中

に、分別が出来ていないものや収集日でないも

のを捨てている人がいて、モラルの低い人が見

受けられます。 

・ルール違反に対して、お互いに注意する

よう心がけ、また、定期的にパトロール

することを考えていきます。 

◆子どもに手本をしめす親も環境美化に対するモ

ラルが低下している人もいるので、子どもに悪

影響を与えることが懸念されます。 

・親子の参加する行事等で、ごみ出しルー

ルや、ポイ捨て禁止について伝えるよう

に心がけ、親子ともに環境美化に対する

意識を芽生えさせていきます。 

106



【めざす姿】 

高齢者が地域の子どもとふれあう元気なまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●高齢者の健康管理は、老人会で指定医を設ける

ことやウォーキング、毎週水曜日に町田公民館

で体操を行うなど、健康維持・増進に気をつけ

ています。 
●36 区では、夏休みに町田小学校グラウンドで朝

のラジオ体操を実施しています。 
◆ウォーキング大会等は高齢者のコミュニケーシ

ョンの形成にもつながっていますが、高齢者は

軽い運動でも負担になるのか継続して参加する

人は少数です。 
●コミュニケーション形成の場として、老人会が

開催している行事への参加者が多く、必要不可

欠なものとなっています。 

・老人会の行事や、ウォーキング、体操等、

すでにある行事を活用し、コミュニケー

ション形成の場をつくっていきます。 

・指定医を設けることで未病の段階 で予

防できるよう心がけて行きます。 

・老人会の活動に限らず、行事の    内容

によって、参加者が増えます。例えば、

日帰り旅行等は定員を超えることもあ

りますので、行事の内容を工夫しながら

活動の継続と充実に努めます。 

●町田小学校では、ペットボトルキャップ、廃油、

ベルマーク、プルタブを集めています。集まっ

たペットボトルキャップは、車椅子に換え、老

人ホームに寄付しています。 

・小学校へ回収ボックスを設置する など、

より多くの方からペットボトルキャッ

プの回収ができるような工夫をしてい

きます。 

●毎年、老人ホームに小学生、美術部や科学部の

中学生が訪問し、交流をしています。終了後、

食事会を兼ねて、公民館で子どもたちから感想

を聞いています。 

・老人ホーム訪問等の世代間交流を 継続

するように努めながら、高齢者と子ども

が接する機会を増やすため、小学生に竹

とんぼやコマ等の昔遊びを教え、中学生

には昔の経験を話す機会を設けるよう

に努めます。 

●足柄地区地域福祉コーディネーター会が、「あし

がらスマイルの会」を立ち上げ、生活する上で

困りごとがある方を対象に、ごみ出し等の生活

支援サービスを行っています。 

●ザ・ビック小田原寿町店にて、黄色いレシート

キャンペーンを行っています。 

・「あしがらスマイルの会」を周知し、活

動を広めていきます。 
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【めざす姿】 

お互いの健康状態を知っているまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●健康維持・増進を考えるきっかけになるように、

健民祭を開催し、それにあわせて会場で健康教

室等を行っています。 
◆健民祭に参加する人が減ってきているので、寂

しくなり、せっかく行っている健康教室を利用

しない人がいます。 
◆健民祭が地区対抗で優勝することが目的になっ

ていて、レクリエーションとしての目的が薄く、

運動の苦手な人が参加しづらい状況です。 
●健康や体力増進のためグラウンドゴルフ、ソフ

トボール大会、ウォーキング大会等のスポーツ

行事を開催しています。 

・健民祭への参加者を増やすため、行事の

意義や目的を伝えながら、お互いに参加

を呼びかける声かけを行い、新旧住民の

つながりもつくっていきます。 

・子どもや孫が健民祭の種目に出場すれ

ば、親や高齢者が観戦に来ます。そこで

世代間交流が生まれるので、子どもが参

加しやすい工夫を行っています。 

・健民祭を、学校と連携する体制を考えて

いきます。 

・健民祭の会場で行っている健康教室をＰ

Ｒし、利用してもらえように努めます。 

・健民祭の種目の変更等は負担になります

が、もう少し参加しやすい種目に変更す

ることを検討していきます。 

 

【めざす姿】 

地域に子どもの声がこだまするまち 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

◆友達同士外で遊ぶことは、将来、人と人のコミ

ュニケーションを取る方法を学ぶ良い機会なの

で、子ども達が外で遊べる環境づくりが必要で

す。 
◆少子化の影響もありますが、地区の活動に参加

する子どもが減っています。 
●毎年秋に、世代間交流として、小学生の芋ほり

体験を実施しています。  

・子どもたちに地区活動に参加してもらえ

るよう、子ども会や学校に協力を依頼し

ていきます。 
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3 防災防犯等 

【めざす姿】 

地域で支えあい築く安心 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

◆地域内には、酒匂川や山王川があり、地震や台

風、集中豪雨等による河川の氾濫、津波等が心

配です。 

◆自治会を中心に、防災訓練を行っています。し

かし、防災訓練は、回覧板で周知し、参加を募

っていますが、毎年同じ人が参加することが多

く、人数も減ってきています。 

◆日頃から防災に関する情報に接する機会も少な

く、住民の災害に対する意識が低下しています。 

・小学校単位での防災訓練を継続していき

ます。 

・防災訓練の内容を見直し、更なる充実を

図ることで、災害時に対応できる訓練に

していきます。 

・回覧や社協だより等を利用して、災害へ

の備えを周知したり、各単位自治会で防

災マップの作成を通じて危険箇所の認

識を深めたり、講演会の実施や行政の出

前講座を活用するなど、防災情報に触れ

る機会を増やし、一人ひとりの防災意識

の向上に努めていきます。 

・単位自治会で、防災訓練の実施や、防災

用具の点検および拡充を行っていきま

す。 

・発災時には、中学生が大きな力になりま

す。実践に近い体験の場を用意すること

で、中学生の防災への意識を高めていき

ます。まずは、子ども会のＯＢ・ＯＧへ

声をかけていきます。 

◆地域の中のコミュニケーションが十分とはいえ

ず、発災したときに、お互いが助け合うことが

できるか不安です。 

◆小学校の学区と自治会の区域が違うため、親子

で広域避難所も異なり、発災時に避難しづらい

こと等の問題があります。 

・地域での活動を通じて声をかけ、あいさ

つを交わし、自治会未加入者へコミュニ

ケーションの必要性や自治会で行って

いる活動を伝え、お互いが助け合える関

係を作っていきます。 

・組長会議や防災訓練の際に、小さな単位

で住民が話し合う場を設け、避難方法や

声かけ等について確認していくことを

検討します。 
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【めざす姿】 

声かけあって明るいまちづくり 

●誇れるもの・◆困ったこと できることから始めよう 

●防犯灯の故障時には、市へすみやかに連絡を

しています。 

◆痴漢や悪質な犯罪等に対する不安がありま

す。 

◆夏休み、中高生が夜に騒いだり、たばこを吸

ったりしています。 

●行政と連携した防犯パトロール、啓発活動実施

しています。 

●地域ぐるみで、登下校時の見守り活動を実施し

ています。 

・パトロールを継続し、地域で起きた犯

罪や中高生の情報を共有、回覧で素早

く周知し、また防犯教室の開催等を行

っていきます。 

・子どもが安心して通学できるよう、登

下校時の見守り活動を継続し、学校と

連携しながら活動の充実を図ってい

きます。 

・見守り活動の時にあいさつ運動も合わ

せて行い、地域の絆を強めます。また、

子ども 110番に協力していただける方

を増やし、年数が経過したステッカー

は新たなものに交換し、犯罪が発生し

にくいまちづくりを行っていきます。 

◆地域内で交通事故が発生し、住民が被害者と

なるケースがあります。 

◆自転車の乗り方等交通ルールを守らない人が

います。 

◆夜間に見えづらい服装でウォーキングをして

いる人が増えています。 

・交通安全教室等を通じて、正しい交通

ルールとマナーを身につけ、交通事故

の被害にあう人が減るよう活動を継

続していきます。 

・子どもが交通事故の被害にあわないよ

う、登下校時の見守り活動を継続して

いきます。 

・交通事故が発生している箇所を回覧等

で周知して、注意を促していきます。 

・夜間ウォーキングをする際には、反射

板等を身に付けて歩くよう呼びかけ

ていきます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（足柄地区） 
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平成 28 年  4 月 14 日  地域別計画の見直しの方法について意見交換 

平成 28 年  7 月 11 日  各委員に見直し用記入用紙を配布 

平成 28 年 11 月 10 日  地域別計画の見直し 

平成 29 年  2 月  7 日  地域別計画改定版（案）の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足柄地区まちづくり委員会（見直し検討会） 

委員長 

柳下 登  （足柄地区自治会連合会長・第 37区自治会長） 

副委員長 

萩原 一夫 （足柄地区自治会連合会副会長・第 35区自治会長） 

曽我 和夫 （足柄地区自治会連合会副会長・第 36区自治会長） 

会計 

 松本 昇  （第 37区環境美化推進員） 

監事 

 佐藤 豊  （第 33区自治会長） 

委員 

北舘 時雄 （セントラルハイツ自治会長） 

高橋 一雄 （第 34 区自治会長） 

梶川 真紀 （足柄地区自治会連合会会計） 

山田 敏夫 （足柄地区社会福祉協議会長） 

瀬戸 昌子 （足柄地区民生委員児童委員協議会長） 

出野 正一 （町田小学校区青少年育成協議会長） 

二見 マリ子 （足柄地区ボランティア会長） 

髙橋 末哲 （町田小学校ＰＴＡ会長） 

岩本 千依 （町田学区連合子ども会長） 

加藤 宏  （第 33 区環境美化推進員） 

菅野 裕二 （セントラルハイツ環境美化推進員） 

古賀 正美 （第 34 区環境美化推進員） 

額田 節子 （第 35 区環境美化推進員） 

根上 寿雄 （第 36 区環境美化推進員） 

平成 29 年 2 月作成 

足柄地区まちづく委員会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 芦子地区 ～ 

芦子地区コミュニティ委員会 

 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 

人と伝統と発展が融和するまち 芦子 
 

 

1 特色あるまちづくり 

2 伝統や絆のあるまちづくり 

3 “和”がある福祉のまちづくり 

4 絆による安住のまちづくり 

5 子どもを守るまちづくり 

 

 

 

 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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1 特色あるまちづくり 

★誇れること・◆困っていること できることから始めよう 

★地区内には、神社や寺院が多くあります。

また、北条時代に築かれた総構の一部とし

ての空掘や城下張出（国指定史跡）等もあ

ります。 

★市役所や合同庁舎等の官庁街であるととも

に、神奈川県西のみならず、箱根や伊豆の

玄関口としての小田原駅西口に隣接してい

ます。 

・伝統を継承しながら、通勤者の増加等、地域

の変化にも対応し、顔のわかる地域を目指し

ます。 

★小田原駅西口広場、公民館、公園、道路等

へ花植えを行い、その管理と清掃を行って

います。 

★神社の清掃を行い、山王川・久野川清掃へ

参加をしています。 

★けやき通りの落ち葉拾いをしています。 

・清掃活動を続け、きれいなまちを維持し、駅

を利用する人へも潤いを与えていきます。 

◆行事への子どもの参加が減少しています。 
・子ども会やスポーツ団体、小中学校と連携し

て、子どもの参加を促していきます。 

 

2 伝統や絆のあるまちづくり 

★誇れること・◆困っていること できることから始めよう 

★大稲荷神社は毎年5月に、仙狐稲荷神社や市

方神社、池上稲荷神社は、毎年秋に祭礼が行

われており、山車や神輿が出ます。 

★神社や寺院の例大祭や、どんど焼、節分、初

詣等の伝統行事、夏祭、区民体育祭、公民館

祭で、地域住民のとの融和を図っています。 

★行事や祭事等に協力し合い、地域の交流は良

好です。 

★家族バーベキュー大会や、家族レクレーショ

ン大会を実施して、地域内の親睦と絆を深め

ています。 

・伝統行事やレクレーション大会は、地域のコ

ミュニケーションの場として大切なので、関

係団体と協力して、続けていきます。 

・公民館を活用し、地域のコミュニケーション

を図る方法を検討していきます。 

・子どものいない世帯でも参加しやすいよう工

夫をし、新規居住者にも積極的に声かけを行

っていきます。 
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★川口広蔵が進めて造られた荻窪用水は、荻窪

をはじめとした農業の集落が栄えました。今

でもその功績をちなんで春秋の墓参と戦没

者の慰霊祭を行っています。 

・用水の支流は、荻窪用水がある限り、地域の

生活水路網として保全していくよう努めま

す。 

★小学生を対象に陶芸教室や球技大会を毎年

実施し、作品は子どもフェスティバルで出

店しています。 

★祭礼万灯絵を製作し、祭りの賑わいに花を

添えています。 

・今後も継続し、子どもたちのふれあいとコミ

ュニケーションの醸成、地域行事への愛着を

育んでいきます。 

◆マンションや一人暮らし用のアパートが増

えており、町内の一体感が醸成し難くなって

います。また、誰が住んでいるのかわらかな

いようになっています。 
◆子ども会の加入率が低下しています。 

・自治会や子ども会への加入促進の声かけを定

期的に行っていきます。 

・特に新規住宅、アパート等への入会勧誘を積

極的に行っていきます。 

・マンション等の経営者や不動産会社を通じ

て、自治会加入を進めていきます。 

・公民館活動を通して、子どもたちとのコミュ

ニケーションを図っていきます。 

◆高齢化、単身世帯の増加により、活動が鈍く

なっています。 

・自治会便りを発行し、自治会の情報や会員の

声を伝えることで、会員に対する活動への理

解を図っていきます。 

・行事は年々充実しているので、各種行事への

参加意識を高めてもらうよう、働きかけをし

ていきます。 

 

～参加しよう！地域のお祭り（芦子小学校区）～ 

寺町 

1 月 15 日 

どんど焼 

仙狐稲荷神社 

7 月第 4 土曜 

夏祭 

小田原ガス駐車場 

10 月上旬 

例大祭 

仙狐稲荷神社 

2 月 11 日 

初午祭 

仙狐稲荷神社 

 

荻窪 

1 月 14 日 

どんど焼 

荻窪公民館 

お盆前の土曜 

夏祭 

荻窪公園 

10 月 10 日前の土日 

例大祭 

市方神社 

2 月 24 日 

小祭 

市方神社 
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谷津 

1 月 14 日 

どんど焼 

大稲荷神社 

※入谷津は城山第一公園 

2 月 3 日 

節分祭 

大稲荷神社 

5 月 4、5 日 

例大祭 

大稲荷神社 

7 月第 4 土曜 

夏祭 

高長寺 

 

池上 

1 月 1 日 

初詣 

稲荷神社 

1 月第 2 土曜 

どんど焼 

道祖神前 

2 月 11 日 

初午祭 

稲荷神社 

8 月第 1 土曜 

夏祭 

眼蔵寺 

10 月第 2 土日 

例大祭 

稲荷神社 

宮本 

1 月第 2 土曜前後 

どんど焼 

宮本公民館 

8 月初旬 

納涼祭 

宮本公民館 

10 月第 2 土日 

例大祭 

神山神社 

  

小田原 

サニー 

タウン 

1 月第 2 土曜前後 

どんど焼 

サニータウン内 

8 月 

納涼祭 

サニータウン内 

   

 

3 “和”がある福祉のまちづくり 

★誇れること・◆困っていること できることから始めよう 

◆高齢者や一人暮らしが多くなっています。 

★いきいき健康教室、敬老会、シルバースポー

ツ大会、ふれあい健康フェスティバル、世代

間交流ウォーキングを行っています。 

★月2回の寝たきり老人訪問や年5回の昼食会

等により、一人暮らし高齢者の安否を確認

し、高齢者を地域で支えていきます。 

◆様々な行事を行っているが、参加者が固定し

ています。 

・こうした活動を通して、地域のつながりを高

めながら、高齢者も安心して暮らすことがで

きるまちづくりに取り組んでいきます。 

★区民体育祭やグラウンドゴルフ大会、子ども

駅伝大会等を行っています。 

・こうした活動を続けることで、住民の各世代

における健康増進とコミュニティの育成を

図っていきます。 

★老人会は、芦子小学校で子どもたちに昔遊び

を教えています。 

★子ども会と老人会が協力して、けやき通りの

清掃を行っています。 

・子どもたちと交流することで、高齢者に生き

がいを持ってもらうだけでなく、高齢者と子

どもとのコミュニケーションの醸成や子ど

もが身近な遊びの楽しさを伝えていきます。 
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★子ども会では、夏休みにラジオ体操を行っ

ています。 

・ラジオ体操を継続し、参加する子どもたちの

健康づくりや生活習慣の維持だけでなく、子

ども同士のコミュニケーションの醸成に努

めていきます。 

・子どもたちにラジオ体操を覚えてもらうため

に、体験する機会を作っていきます。 

★区民体育祭には、芦子地区の子ども会だけで

なく、久野地区の子ども会も参加していま

す。 

・芦子小学校を通したつながりを大切に、地域

を越えた連携を図っています。 

★各地区で老人会が、行事や交流の場を作って

います。例えば、ペタンク、バス旅行、講話

会、会合のあとに唱歌を歌うなど、様々な行

事を行っています。 

・今後も、活動を通じて親睦を深めていきます。 

・また、サロン活動として、参加者を募ること

を考えていきます。 

★定期的にあいさつ運動を実施しています。 

・住民が気軽にあいさつできるような地域づく

りをめざして、あいさつ運動を続けていきま

す。 

 

4 絆による安住のまちづくり 

★誇れること・◆困っていること できることから始めよう 

★毎年、芦子地区自治会連合会で、防災訓練を

実施しています。久野地区の宮本自治会、小

田原サニータウン自治会も参加しています。 
◆防災訓練は、参加者が少ないことが課題とな

っています。 

・参加を増やすために、お知らせや訓練内容の

工夫に努めます。 

◆防災に対する意識が低下しています。 
◆過去の大災害を経験した人がほとんど居な

くなってしまいました。 

・お祭り等の行事で、防災資器材の展示を行っ

ていきます。 

・防災教室を開催しています。 

・災害の状況を掘り起こして次につなげる必要

があります。 
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・単位自治会で防災訓練を実施している地区も

あり、続けていきます。 

◆関東大震災級の災害時には、道路が狭く、避

難や救助への影響や高台にある住宅の崩落

が心配されています。 

・引き続き、芦子地区自治会連合会での防災訓

練をはじめ、消防団による火災予防運動や日

常の訓練等を通して、住民の防災への意識と

地域防災力を高め、いざというときに助け合

うことができる地域づくりに取り組んでい

きます。 

・発災時に直ちに使用できるように、防災倉庫

内の点検をし、備品の充実を図っていきま

す。 

・坂道が多い地区では、訓練の工夫を考えてい

きます。 

◆高齢者が増加している中で個人情報保護等

の問題もあるが、情報の共有化が必要です。 

◆災害時に要援護者への伝達方法がなく、心配

です。 

・災害が起きたときに、お互いが助け合うこと

ができるように、敬老会等の交流の場を提供

しながら、隣近所でのコミュニケーションを

充実していきます。 

・組長、班長による事前の連絡網をしっかり作

っていきます。 

◆官公庁に近く、道幅が狭く、一方通行道路等

による交通渋滞が多いので、交通の安全が確

保されていません。 

◆自転車の危険運転が目立ちます。 

★自転車の交通ルール改正に伴い、警察による

チリリンスクールを開催しました。 

・事故多発地帯について、地域に注意を促すと

ともに、改善を図るように市へ働きかけを行

っていきます。 

★自治会管理の防犯灯について、保守・点検を

行っています。 

・引き続き、保守・点検を行い、夜間の安全を

確保していきます。 
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5 子どもを守るまちづくり 

★誇れること・◆困っていること できることから始めよう 

◆子どもが犯罪に巻き込まれないように、地域

で見守る目を強化する必要があります。 

★自治会ごとの防犯パトロールや青少年育成

推進協議会の地区パトロールを実施してい

ます。 

★青少年健全育成協議会では、地域特別街頭指

導を行って、子どもたちの健全な育成を見守

っています。 

★月初め、小学生の通学時間に、ボランティア、

自治会、民生委員で、あいさつ・見送り運動

を実施し、子どもだけでなく、通勤の大人に

も声をかけています。 

・パトロールを継続し、子どもを見守る目によ

って、犯罪を未然に防ぎ、子どもたちを地域

で守っていきます。 

★通学路安全マップを作成し、芦子小学校新1

年生に配布しています。 

★通学路を点検し、白線やグリーンベルトの設

置等、道路の改善要望を行っています。 

・引き続き、マップの配布や点検を行い、子ど

もたちが安全に通学できるような環境づく

りを行っていきます。 

◆子どもが集まって遊べる場所が少ないと感

じます。 

・まずは、今ある公園を使いやすく整備してい

くことを検討します。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（芦子地区） 
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平成 28 年  5 月 26 日  地域別計画の見直しの方法について意見交換 

各委員に見直し用記入用紙を配布 

  7 月 12 日  地域別計画の見直し（第 1 回） 

 9 月 12 日  地域別計画の見直し（第 2 回） 

11 月 21 日  地域別計画の見直し（第 3 回） 

平成 29 年  1 月 23 日  地位別計画の見直し（第 4 回） 

  2 月 18 日  地域別計画改定版（案）の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦子地区コミュニティ委員会（見直し検討会）                                      

委員長 

市川 勇  （芦子地区自治会連合会長・池上自治会長） 

副委員長 

金子 和充 （寺町自治会長） 

会計 

 橋口 綾子 （防犯ボランティア保護者チーム） 

監事 

 田嶋 邦典 （荻窪自治会長） 

 岡田 健  （芦子地区民生委員児童委員協議会長） 

委員 

八田 迪男 （入谷津自治会長） 

礒崎 透  （上谷津自治会長） 

村野 芳一 （中谷津自治会長） 

佐久間 悦夫（下谷津自治会長） 

中島 妃砂美（主任児童委員 ※平成 28年 11月任期満了） 

杉﨑 貴世 （主任児童委員） 

穂坂 理弘 （芦子地区老人クラブ連合会長） 

村田 智子 （谷津地区青少年健全育成会長） 

小野 雄二 （青少年育成推進員） 

田邨 由香 （芦子学区連合子ども会長） 

原田 春男 （芦子小学校防犯ボランティア子ども見守り隊・会長） 

大貫 幸江 （健康おだわら普及員） 

安藤 泰俊 （芦子小学校ＰＴＡ会長） 

北村 祥子 （芦子小学校・教頭） 

故・渡邉 久江（芦子交通安全母の会・会長） 

準委員 

 湯川 増夫 （宮本自治会長） 

 西山 康隆 （小田原サニータウン自治会長） 

平成 29年 2月作成 

芦子地区コミュニティ委員会における検討経過      
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 二川地区 ～ 

二川地区まちづくり推進委員会 

 

伝統が息づき、交流と活力のあるまち 二川 

 

 

１ 防災      防災対策の確立 

２ 防犯・交通安全 日常が安全なまち 

３ 高齢者・健康・福祉・子育て 

 地域の支えで安心して暮らせるまち 

４ 身近な環境   みんながルールを守りきれいなまち 

５ 伝統・文化   歴史資産・郷土芸能を継承できるまち 

６ 青少年育成   地域の交流で子どもを育てるまち 

７ 地域振興    顔の見える関係づくりで地域活動が活発なまち 

 

 

   

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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１ 防災 

【めざす姿】 

防災対策の確立 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 住民は、災害に対してどれ程関心

を持っているのか、また今の体制

で対応できているのか疑問。 

＊ 東日本大震災後も防災訓練に参加は少

ない。参加者の増加も必要だが、災害

が起きた時の体制・準備づくりが大

切。 

 大災害が発生した時に、各家庭で

各種備えが十分できているか心

配。 

＊ 公共の支援が受けられると考えられる

までの３日間の備えを各家庭に準備し

てもらえるようＰＲしていく。 

 大災害が発生した時に、地区とし

ての各種備えが十分できているか

心配。 

 

＊ 地震・津波・風水害などの対応備えを

検討していく。 

＊ 水害、津波時の一時避難場所の再確認

をする。 

＊ 津波災害を想定した一時避難場所の見

直しを検討し、津波災害時の避難行動

や避難ルートについて検討していく。 

 山王川・久野川があり、狩川、酒

匂川の合流地点も近く、氾濫など

の水害対策が必要。 

＊ 浸水予想地区及び水深を明確化して、

避難方法などを提供していく。 

 

 災害時における一人暮らし高齢者

や障害者などの要援護者をどのよ

うに助けて避難をさせるのか。 

 

＊ 風水害時における災害時要援護者の対

応方法を検討し災害を最小限にしてい

く。現実として、大地震などの災害時

に要援護者を救助は難しい。 

 
 広域避難所の規模など本当に十分

か。 

＊ 大災害が発生した時、現在の広域避難

所で本当に対応できるか検討する。 

＊ 広域避難所に備蓄されている防災備品

で不足しているものを検討する。 

 

できたこと・できていること・誇れるもの 

・ 東日本大震災の反省から、一時避難場所の見直しを行い、第４４区及びグリーン

タウンは多古公民館に変更した。最悪の場合は、一時的に白山中学校も利用でき

ます。 

・ 防災訓練や防犯パトロールには、地元消防団も参加しています。 

124



２ 防犯・交通安全 

【めざす姿】 

日常が安全なまち 

 

できたこと・できていること・誇れるもの 

・ 足柄駅や白山中学校周辺に外灯が少なかったが、足柄駅前と白山神社、白山中学

校内に防犯灯を設置しました。 

・ 第４４区では、年５回の防犯パトロールを、白山中学校、消防団第９分団、足柄

交番の協力も得て実施し、関係部門に要望し対応してもらっています。 

・ 足柄交番には年間を通じて、パトロール結果を自治会長に報告していただいてい

ます。 

・ 登下校時の横断歩道などで安全パトロールについて、小学校から要請を受け高齢

者を中心に登下校時に交差点で見守りを行ってもらっています。 

・ 大雄山線の井細田駅の踏切に、歩行者用の道路が平成２７年度に整備され、スム

ーズに歩けるようになりました。 

 

３ 高齢者・健康・福祉・子育て 

【めざす姿】 

地域の支えで安心して暮らせるまち 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 地域内では夜間暗い所がまだあ

る。 

 

 

＊ 防犯灯は、自治会から市へと移管した

ので、必要な箇所があれば市へ要請

し、設置していく。 

 地域内には、道幅が狭い踏切が多

いため、慢性的な渋滞が起き、子

どもや高齢者の交通安全面が必

要。 

＊ 警察に一時停止の取り締まりなどの協

力を要請していく。 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 高齢化が進み、一人暮らしの高齢者

が増え、民生委員やボランティアク

ラブだけでは対応が不可能なため、

地域住民の協力で地域で支えていく

必要がある。 

 

＊ 二川地区まちづくり推進委員会から発

足した、ささえあう二川「ちゅうりっ

ぷの会」が平成２８年度に活動を開始

したので、高齢者などのちょっとした

困りごとのお手伝いをしていく。 
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できたこと・できていること・誇れるもの 

・ 多古親老会は、平成２７年に会員の募集も行い約１５０名の会員で、入湯会や旅

行、サロン会、神社清掃、草花植樹など多くの活動を行っています。 

・ 民生委員のふれあい訪問など、一人暮らしの高齢者への訪問をしています。 

・ 多古公民館では、リズム体操が毎週行われまた、白山エコーのコーラスや白扇会

の日本舞踊、華道教室なども定期的に行われています。 

・ 公園の遊具などに子ども達が乗って遊んでいる姿をよく見ます。 

・ 健康おだわら普及員だよりを通じて健康に対する関心を高めています。 

・ 毎月１回（第３木曜日）に民生委員・児童委員主催により多古公民館で、キリン

さんの会による子育て支援活動など、育児に関する悩みを気軽に相談できる機会

と子育て中の保護者同士の交流を図る機会を地域で確保しています。 

 

４ 身近な環境 
【めざす姿】 

みんながルールを守りきれいなまち 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 ごみをネットの中に入れないの

で、カラスがごみを散らかすこ

と、地区外の通りがかりの人が捨

てて行くこと、出す曜日を間違え

ている人がいることなどのごみ出

しのルールをどう指導していく

か。 

＊ ごみの収集日は、カレンダーを見れば

分かるので、自治会の回覧を通じて自

己責任の徹底を呼びかけるとともに、

自治会未加入者に対しても分かるよう

ごみステーションに啓発看板を設置し

ていく。 

 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 健康づくりのための活動やスポーツ

の祭典が少なく、住民が身体を動か

す場や機会を増やしてほしい。 

 

 

＊ 体育協会や健康おだわら普及員でも取

り組んで活動しているが、参加者が少

ない。ＰＲの方法など改善を検討す

る。地域で行っているサークル活動も

ＰＲしていく。 

 健民祭では、役員以外の一般の方や

子どもの参加が少ない。 

＊ 健民祭もマンネリ感があり、体育協会

に内容の検討を依頼していく。 

 公園は人目も少なく、空き缶やたば

この吸殻などが落ちているなど、子

どもが安心して遊ぶ場所も少ないの

で、管理方法の検討が必要。 

＊ 公園内に捨てられているごみは、各自

治会単位で清掃や花の植栽などをし

て、環境づくりをしていく。 
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 地域内のコンビニ付近では、袋や

空の容器が捨てられていることが

あり、地域のコンビニでもルール

啓発が必要。 

＊ コンビニに、清掃を依頼する。 

 

 

 

 たばこのポイ捨てが多い場所があ

り、人によっては週２～３回掃除

しているが、車からのポイ捨ても

含み、マナーが良くならない。 

 

 犬の糞が道端に落ちていることが

あり、飼い主へのルール啓発が必

要。 

＊ 以前より良くなっているが、たばこがポ

イ捨てされるような場所や犬の糞が置き

去りにされる場所のような、問題がある

場所には、啓発看板を設置していくとと

もに、自治会の回覧でもマナーの遵守を

啓発していく。 

 

できたこと・できていること・誇れるもの 

・ ごみの分別のルールは、地区によってはしっかりと守られ、以前よりも身につい

て守られています。 

・ たばこやごみのポイ捨ては、以前より少なくなっています。 

・ 犬の糞が放置されたままでしたが、最近は飼い主のマナーが守られています。 

・ 第４４区の上多古公園や中央公園（白山神社境内）は多古親老会が、井細田八幡

神社は老人クラブや氏子会が、第４３区の第１足柄公園も、それぞれ清掃活動を

行い、空き缶やたばこの吸い殻もなく、きれいに維持されています。 

 

５ 伝統・文化 

【めざす姿】 

歴史資産・郷土芸能を継承できるまち 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 若い世代の参加や、祭りの神輿を担

う子どもが少なく継承も難しくなっ

てきており、対策を練る必要があ

る。 

 

＊ 神社の祭礼などは、昔からいる人だけが

参加するのではなく、若い世代も含めて

誰でも気軽に参加できる雰囲気づくりを

していく。各地区の行事にできるだけ二

川地区の他地区からも参加できないか検

討していく。 
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 お囃子の練習場所やどんな人がやっ

ているのか周知されておらず、やり

たい人はどこの誰に聞いたら良いの

か分からない。 

＊ 多古公民館で、毎週日曜日の午後やって

いるお囃子の練習に、二川地区の他地区

からも参加できないか検討する。 

 

できたこと・できていること・誇れるもの 

・ 白山神社や井細田八幡神社、足下地蔵尊のお祭りは、子どもからお年よりまで住

民が一堂に集い交流することができる大切な場になっています。 

・ 第４４区（グリーンタウンも参加）で道祖神は、２か所で行われ自治会も参加し

て毎年賑やかになっています。 

・ 白山神社の祭典では公民館が協力し、多古公民館の夏祭りには自治会が協力して

います。祭典では抽選会を実施し、抽選会には毎年５００人以上の方が足を運ん

でいます。多古公民館の夏祭りには、自治会が流しソーメンを出店し、子ども達

の楽しみになっています。 

・ お祭りで奉納される小田原囃子は県指定無形民俗文化財に指定されており、全国

こども民俗芸能大会に関東地区代表として出場するとともに、他市との交流会も

行い、自治会も支援するなどして、伝統や文化を継承しています。 

・ 二川地区最後の第４４区のなかよし子ども会は少人数になったためなくなりまし

たが、公民館の組織に入れ、キャンプなどは公民館活動の一環として行っていま

す。 

・ 多古公民館活動は、文化部、ふれあい事業部、青年部の部門からなり、館長を中

心とした夏祭りや文化祭などの地域活動が活発に行われており、公民館活動を通

じて、子どもや女性、高齢者など、世代間を超えた交流を促しています。 

 

６ 青少年育成 

【めざす姿】 

地域の交流で子どもを育てるまち 

困ったこと（課題点） できることから始めよう（解決策） 

 あいさつを日常生活で定着させる方

法を検討する必要がある。 

 

＊ 大人も子どももあいさつができている

地域にするため、各団体のつながりを

持ち、先ずは役員同士があいさつする

ことから始めよう。 

 足柄学区児童育成連絡会は形式的で

あまり有効に機能していない。 

＊ 青少年育成協議会やＰＴＡなどの団体

をはじめ地域の各種団体が連携してい

く。 
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できたこと・できていること・誇れるもの 

・ 白山中のさわやかなあいさつ運動や足柄小の登下校時では、児童や生徒は気持ち

よくしっかりとあいさつができています。 

・ 児童や生徒の問題を学校の問題だけにせず、地域の問題として捉えるため、足柄

小学校、白山中学校の様子がわかる発行物「足柄小だより」「白山便り」を回覧

したり、参観日などで大まかなことは見えています。「キリンさんの会」は、継

続して行われています。 

 

７ 地域振興 

【めざす姿】 

顔の見える関係づくりで地域活動が活発なまち 

困ったこと（課題） できることから始めよう（解決策） 

 各種団体の地域活動は総会や回覧な

どで周知しているが、参加者が少な

く、地域活動の継続が厳しい。 

 

 

 

二川地区まちづくり推進委員会で、二

川地区の各団体の行事予定を作成した

ので、これを元に団体間の協力共催が

できるようにＰＲしていく。地域住民

にも知ってもらい参加を促すように働

きかけていく。 

 地域住民の高齢化や役員の負担増で

役員の担い手不足を解決する方法が

必要。 

＊ 団体間の協力と地域活動に、一人ひと

りができることから参加できるような

活動を増やすことで、地域活動の担い

手を増やしていく。 

 

＊ 住民が有する経験や知識を、発揮でき

るよう個々の住民の知識や経験を知る

ことも検討していく。例えば、参加し

てもらえる人材の募集をする方法など 

 コンビニや大型店舗が多い中、商店

が徐々に減少してきており、まちに

活気がなくなる恐れがあり、商店の

あり方を検討する必要がある。 

 

 高齢化の中、買い物に不便を感じて

いる。 

＊ 商店街の紹介も含め、高齢化が進む

中、近くで利用できる店の紹介など、

高齢者が利用できないか検討してい

く。 

＊  
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 商店街の活性化は難しい問題で、維

持していくことが限界だが、商店街

の問題を共有する必要がある。 

＊ 現在検討中の「自治会カードおだわ

ら」を利用して商店街の協力をお願い

していく。 

注記：「自治会カードおだわら」は小田原市

自治会総連合が、自治会加入家庭に

発行予定。 

 

できたこと・できていること・誇れるもの 

・ コンビニは、高齢者から見ると近くにあり、ある程度の物が購入でき便利で安心

して生活できるという点でみると、大いに貢献しています。 

・ 扇町の商工会の「まいど扇町」は地元の商店の材料を使って、総菜や弁当などの

配達を行っていて、良い取組です。できれば、買い物の配達もできるようになる

ともっと存在感が出てきます。 

・ 公民館活動では、子ども会の班長のご主人などに呼び掛け、参加者や担い手を増

やしています。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

※住民基本台帳による４月１日の推計人口を基に算出 

参考資料（二川地区） 
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平成２８年 ２月２７日  地域別計画にある課題等に対する現状等を各委員から意見出し 

・各委員に記入用紙を配布 

平成２８年 ６月２７日  地域別計画の見直しの途中経過の報告 

平成２９年 １月１２日  地域別計画（案）（平成２８年度改定）の提示 

                  ・内容を確認し、修正等の検討 

平成２９年 ３月 ７日   地域別計画の見直し 

                  ・修正等の報告 

平成２９年 ３月３１日  地域別計画（平成２８年度改定）の承認 

二川地区まちづくり推進委員会（見直し検討会） 

委員長 

土屋 桂一郎（二川地区自治会連合会会長・第４４区自治会会長） 

 

副委員長 

長井 和子 （二川地区民生委員児童委員協議会会長） 

世古 智也 （二川地区社会福祉協議会会長・小田原グリーンタウン自治会会長） 

 

会計 

 門松  清 （第４３区自治会会長） 

 

理事 

 金田 恭嗣 （前小田原グリーンタウン自治会会長） 

 

監事 

 中戸川 孝 （井細田一区自治会会長） 

 大野 博子 （二川地区ボランティアクラブ会長） 

 

委員 

磯崎 英里 （二川地区主任児童委員） 

秋山 正徳 （民生委員 井細田一区） 

永田 久美子（民生委員 ４３区－２） 

星崎 いくみ（民生委員 ４４区－２） 

寺澤 民雄 （民生委員 小田原グリーンタウン） 

黄金井 豊 （足柄小学校ＰＴＡ会長） 

鈴木 伸好 （足柄学区児童育成連絡会会長） 

岩瀬 勇人 （扇町商工振興会会長） 

平成２９年３月作成 

二川地区まちづくり推進委員会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 久野地区 ～ 

久野地区各種団体代表者会 

 

子育てにやさしい久野 

 

 

１ 安全・安心なまちづくり (防災・防犯分野) 

  ・遠くの親戚より近くの他人 普段のお付き合いが災害時に威力を発揮するまち 

 ・昔ながらの近所付き合いを思い出して、御近所を気にかける安心なまち 

・歩行者、自転車・自動車の運転者が、お互いの立場を理解し、交通マナーを守

るまち 

２ 地域で子どもを育むまちづくり (文化・教育分野) 

・子ども同士のふれあいが豊かなまち 
・地域で子どもを見守るまち 
・心身ともに健康な子どもを地域で育てよう 

・自然環境と文化・歴史の中で子どもが健やかに成長するまち 

３ 健やかで安心して暮らせるまちづくり (健康・福祉分野) 

・健康で長生きできるお年寄りが多いまち 

・地域内の連携でこれからの生き方を話し合おう 

４ 美しく、伝統ある久野を次代に繋ぐまちづくり(環境・地域振興分野) 

・今ある自然を守り、訪れる人が感動できるまち 

・美しい久野をつくるため、自然や里地里山を守り育てるまち 

・お祭り、囃子太鼓など、地域文化を絶やさず継続できるまち 

５ 地域のきずなを活かしたまちづくり (総務分野) 

・人の心のあり方やつながりを大切にするまち 

・久野地区全世帯を対象とした地域づくりをめざす 

(1) 自治会加入への取組み 

(2) 役員の負担軽減と担い手育成 

(3) 地域活動の参加者を増やす取組み 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと）～できることから始めよう～ 
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１ 安全・安心なまちづくり 

【めざす姿】 

 遠くの親戚より近くの他人 普段のお付き合いが 

災害時に威力を発揮するまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

久野は、自治会連合会単位や小学校単位

（広域避難所開設訓練）だけでなく、自治

会ごとの防災訓練も実施されるなど、防災

活動に対して地域住民が協力的です。また、

月１回消火栓の位置等の確認や、安否確認

をしている自治会もあるなど、防災への意

識が高い地域です。 

 多くの自治会では、防災訓練の際、隣３

軒が声をかけ、まとまって集合する独自の

取組みを行っています。 

－ 課 題 － 

自主防災組織（自治会）ごとに防災計画

書はあるものの、住民が広くその内容を認

識していないことが課題となっています。 

また、久野の一部地域は、土砂崩れなど

の災害も考えられるので訓練体制の強化が

必要です。 

 

 

 各自治会単位で行っている防災訓練を

継続しつつ、訓練内容の見直しと更な

る充実を図ることで、各家庭の防災意

識の向上を図っていきます。また、防

災訓練には自治会単位で参加者を選出

して自治会員全員が認識して活動する

ようにしていきます。 

 防災意識啓発のため、引き続き消防分

団による火災予防運動や巡回等、民生

委員児童委員協議会による火災防止チ

ラシの配布を行っていきます。 

 子どもを守るため、学校と協力して防

災訓練の実施に向けた協議を行ってい

きます。 

 防災リーダーは、現在、自主防災組織

に一人ずつしか置かれていません。発

災時には、小さい単位での活動も重要

なので、組単位での防災リーダーの担

い手づくりを検討していきます。 

 更なる防災意識の向上のために防災訓

練や日常の防災に対するアンケートを

行うとともに、参加者増を目指して防

災訓練と他のイベントとの併催を検討

していきます。 

 自主防災組織、防災本部長、副部長、

防災リーダー等の任務内容を明確化

し、災害時に実際に活動ができるよう

にしていきます。 
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【めざす姿】 

 昔ながらの近所付き合いを思い出して、 

御近所を気にかける安心なまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

地域の深いつながりで、近所付き合いが

自然に防犯につながっています。また、登

下校時の防犯パトロールや各種団体が協力

して行う、年２回の防犯パトロールで声掛

けと防犯啓発用のチラシ配りを行う等、防

犯活動は充実しています。 

毎月実施される久野地区自治会連合会定

例会では、駐在の方から月ごとの事件発生

件数や内容についての説明があり、各自治

会に注意を促しています。 

－ 課 題 － 

 地区内に街灯が少なく、また人通りの少

ない道や不審者などがいることもあり、子

どもが事件に巻き込まれることが心配され

ます。 

 犯罪を未然に防ぐために、子どもや高齢

者は地域で守るという住民一人ひとりの防

犯意識を高める必要があります。 

 犯罪を未然に防ぐために行われてい

る、白山中学校ＰＴＡのあいさつ運動

を継続していきます。また、久野地区

全体としての声かけ、あいさつ運動を

励行するとともに、地域コミュニティ

の強化に取り組み、防犯力の向上に努

めていきます。 

 民生委員児童委員協議会では、振り込

め詐欺防止チラシの作成と配布を行

い、組長会では、特に年金支給の際に

気を付けてもらうように高齢者に注意

喚起を行っています。こうした活動を

継続することで、振り込め詐欺による

高齢者への被害防止に努めていきま

す。 

 各種祭典、運動会などのイベントが開

催されるときには、愛のパトロールや

運動会パトロールなどの見守り活動を

行っています。また、自治会連合防犯

活動協議会主催の防犯パトロールや交

通安全協会久野支部の街頭監視パトロ

ール、夜間監視パトロールが実施され

ています。こうした活動を継続するこ

とで、小さな犯罪の芽を摘み、犯罪防

止に努めていきます。 

 

【めざす姿】 

歩行者、自転車・自動車の運転者が、お互いの立場を理解し、 

交通マナーを守るまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

交通安全協会久野支部があり、久野の主

な行事が開催されるときには、交通整理を

 交通安全母の会による毎月１日の学童

通学の見守り活動や交通安全部会によ

る夜間ホタル作戦を行うなど、交通事
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誇れること・困ったこと できることから始めよう 

行うなど、交通安全活動が充実しています。 

また、交通安全キャンペーンや久野地区

内の道路交通標識点検を行っているなど、

交通安全に対する意識を高く持っていま

す。 

－ 課 題 － 

路上駐車が多く、ルールを守らない運転

が見受けられるなど、交通マナーが低下し

ています。 

久野地区は道路幅が狭く街灯も少ないの

で、暗い所が多いのが現状です。「自分の身

は自分で守る」など、個人個人の意識レベ

ルを上げる必要があります。 

 

故から子どもを守るための活動を行っ

ています。こうした活動を今後も継続

するとともに、交通安全意識の向上を

図るための新たなイベントを検討して

いきます。 

 歩行者、自転車・自動車の運転手がお

互いの立場を理解して、交通マナーを

守るように、交通安全協会久野支部と

交通安全母の会が協力して、大人から

子どもまでを対象とした交通安全教室

の開催を検討していきます。 

 交通安全母の会と交通安全協会久野支

部は、交通安全運動についての情報交

換や協力体制を整えていきます。 

 交通安全の意識の更なる向上のため、

交通安全母の会と交通部会会員を中心

に、久野地区全体の意識と知識の向上

を図ります。 

 

２ 地域で子どもを育むまちづくり 

【めざす姿】 

 子ども同士のふれあいが豊かなまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 久野は、小田原こどもの森公園わんぱく

らんどや県立おだわら諏訪の原公園を有

し、子どもたちが遊び、ふれあう環境が整

っています。また、地域のつながりが強く、

親と子のつどいや久野っ子ハイキング、ふ

れあいまつりなどへの住民の積極的な参加

や協力もあり、人と人とのふれあいを通し

て、優しくて素直な久野っ子が育まれてい

ます。 

 子ども会のない地区では、祭典の際に自

治会が主体となって、子ども神輿の巡行を

しています。 

 

 世代間や世代を越えた交流を促すた

め、世代間交流事業や久野っ子ハイキ

ング、久野っ子フェスティバル、ふれ

あい祭り、親と子の集い、里山親子そ

ばづくり体験塾を行っています。こう

した活動を続けることで、子ども同士

のふれあいを豊かにしていきます。 

 子どもを対象にした事業については、

子ども自らが企画や準備をする取組み

や、学区が混在している自治会が連携

することによって、組織にとらわれな

い仕組みをつくるなど、多くの子ども

たちが集まり、楽しむことができるよ

うなイベントとなるように工夫をして
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誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 課 題 － 

少子化や教育・スポーツ環境の変化、価

値観の多様化などによって、子ども会の加

入率が低下しています。また、自治会内に

学区が混在し、複数の子ども会があるため、

子どもが行事に参加しづらくなっていま

す。 

学生が参加できるイベントが少なくなっ

ています。 

子ども会の運営については、保護者、役

員の負担が大きいことや地域差があり、う

まく運営できていないところがあります。 

いきます。 

 子ども会同士が合同でイベントを行う

など、子どもや保護者に負担感なく参

加することができるような仕組みを検

討していきます。 

 子ども会の運営については、子育てを

終えた世代が子ども会活動をサポート

するなどの仕組み作りを検討していき

ます。 

 ジュニアリーダーを活用しながら、い

ろいろな世代の人が参加できるイベン

トの開催を検討していきます。 

 

【めざす姿】 

 地域で子どもを見守るまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

子どもの登下校のときに、地域の多くの

人や、駐在さんが子どもたちを見守ってく

れています。また、学校から子どもたちの

下校時間のお知らせがあるなど、学校と連

携して、子どもたちの見守り活動を行って

います。 

久野小学校では、木曜日の放課後に、「久

野っ子のあそびば」（市の地域の見守り拠点

づくり事業）が開設され、放課後の子ども

の居場所として見守りが行われています。

そこでは、挨拶や昔の遊び等を通じて、コ

ミュニケーションの取り方を身に着けてい

きます。 

－ 課 題 － 

 見守り活動や防犯パトロールでは、毎回

同じ人が参加をしていて、子どもたちを見

守る活動の輪に広がりがありません。 

 自分の子どもが大人になると他人の子ど

もには関心を示さないという傾向がありま

す。 

 子どもたちを見守る活動については、

学校と連携しながら、住民による登下

校時の見守り活動やパトロールなどを

継続することで、子どもたちを見守る

だけでなく、子どもと交わす会話を通

してマナー等の生活指導を行っていき

ます。 

 見守る目を増やすため、パトロールの

時間や場所等の情報を提供すること

で、自分の空いた時間にパトロールを

するなど、気軽に参加できる雰囲気づ

くりに努め、より多くの方が参加でき

るようにしていきます。 
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【めざす姿】 

 心身ともに健康な子どもを地域で育てよう 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

地域の企業が、グラウンドや食堂の地域

開放をして、子どもの育成活動を支援して

います。 

－ 課 題 － 

子どもの心の健康が心配です。また、子

育てに関する窓口が多すぎて、情報が混乱

してしまうことがあります。 

 核家族化が進み、身近な人に子育て相談

をし難い環境になっています。 

「子どもの生活カレンダー久野子ども歳

時記」で、子どもの学校内外での生活や活

動の情報提供をしているが、配布対象が久

野小学校の児童家庭のみであるため、久野

地区全戸へ届いていません。 

 一般開放をしているミクニ工業の施設

を利用して、地域活動を充実していき

ます。また、より多くの方が利用でき

るよう、「利用方法」「手続き」などを

整備し、周知していきます。 

 ものづくりや果物狩を行うぞうさんの

会の活動やクリスマス会でのとん汁づ

くりなどの子育てを支援する活動を継

続して、心身ともに健康な子どもを育

てていきます。 

 あいさつは、人と人とのつながりの基

本であると考えて、見守り活動におい

て、子どもへのあいさつを励行し、子

どもの心の健康を守っていきます。ま

た、ゲームから子どもを遠ざける時間

を持ったり、絵本やお話を聴く機会を

設け、心に働きかけていきます。 

 子育て支援事業に、多くの人が参加し

てくれるように、自治会の回覧だけで

なく全戸配布を検討したり、学校と協

力して児童家庭に配布するなど、自分

に直接関係ない行事等についても関心

を持ってもらうような取組みを検討し

ていきます。 

 ぞうさんの会など、母親同士で子育て

に関する悩みを相談できる機会を設け

ることなど、子育て中の親を地域で支

える環境づくりに努めます。 

 

【めざす姿】 

 自然環境と文化・歴史の中で子どもが健やかに成長するまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

山や川などの豊かな自然を有し、また行

政機能が集積する地区にも隣接しており、

 地域コミュニティの原点でもある各種

祭典や区民体育祭など、魅力あるイベ

ントを継続するとともに若年世代が参
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誇れること・困ったこと できることから始めよう 

生活環境が優れています。 

 神社の祭典、夏祭りや秋祭り、区民体育

祭などの地域行事が盛んに行われ、また参

加者も多く、地域の絆が築かれています。 

 観音堂や太子神社、久野古墳群、北条幻

庵屋敷跡、山車など歴史遺産が数多くあり

ます。 

伝統芸能の小田原囃子を中久野お囃子保

存会が、神社の祭礼や道祖神祭りなどで披

露するなど、伝統芸能の保存継承に努めて

います。 

－ 課 題 － 

 子どもが独立して、親だけの家族構成が

増えています。 

 地域活動やお祭りへの参加者が減少して

きており、地域の活気が失われてくるおそ

れがあります。 

 各行事の担い手不足が問題になっていま

す。 

久野地域は、古墳時代から中世、戦国時

代などの豊かな歴史遺産に恵まれています

が、住民への普及、啓発が行われていませ

ん。 

地域の歴史・文化を学ぶ機会が乏しいの

で、小学校等と連携して住民が地域の歴

史・文化と接する機会を増やしていきたい

と思います。 

加しやすい内容の工夫やイベントを企

画するなど、地域活動の活性化を図り、

地域の絆を守っていきます。 

 中学生から３０代くらいの方が楽しめ

るようなイベントを企画し、また、そ

の企画のアイデアを中学生に出しても

らう等の仕組みを学校と協力して検討

していきます。 

 住民がイベントに参加したくなるよう

な需要に合わせた事業を検討していき

ます。 

 豊かな自然や歴史遺産、伝統芸能を大

切にし、次世代を担う子どもが、こう

した環境の中で健やかに成長していく

とともに、大人になっても住みたいと

思う地域となるようなまちづくりをし

ていきます。 

 歴史遺産についての事業が少ないの

で、小学校と協働で行える事業を検討

していきます。 

 世代間交流の中で歴史遺跡めぐりなど

のウォーキング事業の実施を検討して

いきます。 

 久野中宿地区にある北条幻庵屋敷跡

は、戦国時代末期の小田原を象徴する

史跡です。現在、市の指定遺跡への追

加申請を行っています。 

 

３ 健やかで安心して暮らせるまちづくり 

【めざす姿】 

 健康で長生きできるお年寄りが多いまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 自然が豊かで空気も良く、小田原フラワ

ーガーデンや県立おだわら諏訪の原公園の

みならず、里山ハイキングコース、天子台

遊歩道などもあり、心身共に健康に良い環

 健康増進に向け、社会福祉協議会によ

る筋力アップ教室や健康づくり教室、

健康おだわら普及員によるヨガ教室、

老人クラブのミニハイキングやバス旅

行などを行っています。こうした活動
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誇れること・困ったこと できることから始めよう 

境が整っています。 

 ラジオ体操や健康教室、グラウンドゴル

フ大会など、健康づくりのための活動が盛

んに行われています。 

－ 課 題 － 

 健康づくり活動には、いつも同じ人が参

加しており、活動の輪がなかなか地域全体

には広がっていきません。 

を継続することで、健康で長生きをす

る高齢者を増やしていきます。 

 老人クラブに加入していない人も気軽

に参加することができる仕組みを検討

し、多くの人に活動内容を知ってもら

えるように加入促進パンフレットなど

を利用し、老人クラブの加入者の輪を

広げていきます。 

・ 筋力アップ教室は、年齢条件の撤廃や

年齢に合わせたトレーニング内容への

変更などで、より多くの高齢者に参加

してもらうよう活動内容の見直しを検

討していきます。また、参加者が固定

化しないように広く呼びかけていきま

す。 

 

【めざす姿】 

 地域内の連携でこれからの生き方を話し合おう 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 高齢者ミニハイキングや高齢者のための

交通安全教室をはじめ、一人暮らしの高齢

者への食事の配達や寝たきりの方への見守

りをするなど、地域の社会福祉協議会や民

生委員児童委員協議会、ボランティア会、

老人クラブの活動が盛んで、日頃から高齢

者や障害者とのふれあいや支えがあり、高

齢者や障害者に対する優しさに溢れていま

す。 

 福祉バザーを開催し、各種活動を支援し

ています。また、さくら会による芋煮会や

料理の講習など、地域で障害者を支える活

動を行っています。福祉活動については、

社協便りを年３回発行し、回覧することで、

広く地域に情報提供をしています。 

ささえあい久野ひまわりの会が地域の支

え、高齢者や障がい者のサポートを目的に、

 在宅介護見守り活動や独居老人配食活

動など、高齢者を支える活動だけでな

く、お茶飲み会や敬老会、世代間交流

事業などを通じ、高齢者同士、あるい

は高齢者とのふれあいの機会を確保し

ていきます。また、高齢者が増えてい

ることから、各活動の開催回数等を検

討し、実情に合わせて変更していきま

す。 

 社協便りは、全戸配布や紙面を読みや

すくする工夫をするなど、多くの人が

読み、活動への理解を深めることがで

きるように工夫していきます。また、

社協便りなどを通じて、各世帯の高齢

者が積極的に老人クラブの活動に参加

できるように、若い人が老人クラブの

活動への理解を深めることができるよ

うに進めていきます。 
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誇れること・困ったこと できることから始めよう 

生活応援隊として活動しています。 

－ 課 題 － 

 高齢化が進み、高齢者単身や高齢者世帯

などが増加しており、地域の支えを必要と

する人が増えてきています。 

 家族間の連携ができず、老人クラブに参

加できない場合があります。 

 

 老人クラブ加入者の活動は活発ですが

未加入者が多いのが現状です。高齢者

が集い、参加して楽しかったと肌で感

じてもらい、それを広く伝えていくこ

とや、会員以外の高齢者も参加できる

ような仕組みづくりなどを検討するこ

とで、老人クラブの加入者数の増加に

努め、高齢者のふれあいを推進すると

ともに、老人クラブの活性化を図って

いきます。 

 

４ 美しく、伝統ある久野を次代に繋ぐまちづくり 

 【めざす姿】 

 今ある自然を守り、訪れる人が感動できるまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 久野は、森林などの緑地が多く、自然豊

かで、空気が良い地域です。また、久野古

墳群や北条幻庵屋敷跡をはじめとした歴史

的環境にも恵まれています。 

 山王川・久野川清掃をはじめ、久野小学

校ふれあい清掃活動など、地域の環境美化

活動が盛んに行われています。また、山王

川、久野川清掃で出た草などは堆肥化を行

いゴミの減量に努めています。 

年に１回、ごみの分別講習会で段ボール

コンポスト普及活動を行い、リサイクル意

識の向上にも努めています。 

－ 課 題 － 

 久野小学校に設置された郷土資料室が活

用されていません。また、地域の歴史的資

産が広く知られていません。 

 自治会によっては年１回、地域清掃を実

施してくれていますが、全体の活動として

統一できていません。 

 住民の協力のもと、山王川・久野川の

清掃やＰＴＡによる美化作業、親子ふ

れあい清掃、久野地区環境パトロール

などの活動を継続し、訪れる人が美し

いと思うことができる久野の自然環境

にしていきます。 

 久野小学校にある郷土資料室をＰＲす

るとともに、子どもや地域の人に気軽

に利用してもらえるような仕組みを検

討し、郷土の歴史を伝えていきます。 

 公民館では、久野の史跡を巡る会を開

催し、郷土の歴史に詳しい人とともに、

久野の歴史的資産を歩いて巡る事業を

行っています。今後も回数を増やすな

どで、より多くの人々に、地域にある

歴史的資産を知ってもらい、久野への

誇りと愛着を育てていきます。 

 年１回以上、各自治会で地域清掃を実

施してもらえるように呼びかけ、久野

地区全体の活動にしていきます。 
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【めざす姿】 

 美しい久野をつくるため、自然や里地里山を守り育てるまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 久野が有する山林地は、人との関わりの

深い森林として里地里山づくりを進めてい

ます。そこで、美しい久野里地里山協議会

を結成し、里地里山づくりの活動として、

明神ケ岳に続く登山道の整備をはじめとし

た幅広い活動を展開しています。 

 久野は、農地と住宅地が共存していて、

農との共生をしている地域です。 

 荒廃農地を減らすために、そばを植えて、

育て、そばづくり体験教室などを行ってい

ます。 

明神ケ岳に続く登山道が、平成２８年４

月に県西地域ウォーキングガイドに登録さ

れました。 

平成２３年度から毎年、里山親子そばづ

くり体験塾を開催し、地域の絆づくりに努

めています。 

－ 課 題 － 

農業後継者が減少し、農地や山林の荒廃が

進んでいます。 

 山林への不法投棄が増えているととも

に、自治会が管理しているごみステーショ

ンへのごみの出し方のルールが守られてい

ません。また、飼い犬の糞の放置が目立っ

てきています。 

 久野の自然環境を生かしたハイキング

や散策などの事業を検討し、地域の活

性化に向けた里地里山づくりを続けて

いくため、美しい久野里地里山協議会

を中心に、多くの人の活動への参加を

促していきます。 

 明神ケ岳に続く登山道は、平成２８年

４月に県西地域ウォーキングガイドに

登録され、登山者の増加が見込まれる

ので、ハイキングコースに適した里山

づくりを行っていくとともに、久野川

沿いに桜並木があった歴史的な環境も

考慮して、散策コースの整備や桜並木

の植栽、森林を育てるために、広葉樹

を増やし、広葉樹の販売ルートの確保

など、久野の自然を活かした取組みを

検討していきます。 

 県西地域ウォーキングガイドに掲載さ

れたコースを活かしてウォーキング事

業を行うなどの検討をしていきます。 

 学校や地域住民が提供してくれている

未使用の農地を活用して、子どもに農

業体験授業をするなど、子どもの頃か

ら農業に接する機会と環境づくりを図

っていきます。 

 地域の清掃活動のみならず、里地里山

づくりを推進しながら、自然環境と人

と関わりのある森林を守り育て、地域

力を発揮して美しい久野をつくってい

きます。 
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 【めざす姿】 

 お祭り、囃子太鼓など、地域文化を絶やさず継続できるまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

 地域の伝統行事として、神山神社等の祭

典が開催され、地域の活気とコミュニティ

の醸成に寄与しています。また、神輿保存

会や囃子太鼓保存会、中久野お囃子保存会

があり、こうした活動が、お祭りの開催と

伝統芸能継承の支えとなっています。 

－ 課 題 － 

 お囃子を指導するための後継者育成が課

題となっています。 

 

 

 子どもだけが参加しているお囃子に、

子どもの保護者も参加できるようにす

るなどの取組みによって、参加者を増

やすことで多くの人に地域の文化や伝

統芸能の大切さを伝え、その中から後

継者を育成しながら、これからも地域

固有の文化や伝統芸能を絶やさず次代

に引き継いでいきます。 

 久野区民会館などの場所を活かし、地

域の子ども団体などにも練習の場を提

供していきます。 

 また、久野小学校ＰＴＡの「ふれあい

まつり」や社協の「世代間交流事業」

の中でお囃子体験コーナーなどの企画

を検討するなど各種イベントでお囃子

に触れる機会を増やしていきます。 

 

５ 地域のきずなを活かしたまちづくり 

【めざす姿】 

 人の心のあり方やつながりを大切にするまち 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 特 色 － 

自治会活動が盛んに行われており、地域

のコミュニケーションが図られています。 

地区ごとにおいても、清掃や防犯パトロ

ールなどをはじめとするボランティア活動

が盛んに行われており、ボランティアに対

する意識を高く持っています。 

１０月に行われる、神社の大祭、大人み

こし、子ども神輿の渡御を行い、地域の親

睦を深めています。 

－ 課 題 － 

地域の人間関係が希薄化しつつありま

す。 

 季節ごとの行事や自治会活動を通して

住民のつながりを広げていきます。 

 各種団体代表者会が相互に連携し、各

団体間や住民の横の連携を図り、ネッ

トワークづくりを進め地域福祉や地域

コミュニティの絆を深めていきます。 
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【めざす姿】 

 久野地区全世帯を対象とした地域づくりをめざす 

 (1) 自治会加入への取組み 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 課 題 － 

 自治会に加入することの必要性や自治会

費の使途への理解が不足しているなどの理

由から、自治会に加入するという意識が低

下してきており、年々自治会未加入者が増

えてきています。 

 自治会への意識と未加入者の実情を把

握しつつ、住民が自治会に加入するよ

うに自治会紹介パンフレット等を作成

し広報とＰＲを行っていきます。 

 会計の透明化や諸活動の必要性の説明

など、自治会に加入することへの利点

がわかるような自治会運営を引き続き

図ってまいります。 

 会員自らが自治会加入への声かけをし

ていくよう、回覧などにより意識向上

を図るとともに、地域内や隣近所での

コミュニケーションを形成し、声かけ

をしながら加入を促していきます。ま

た、加入を断った人にも、機会を捉え

て声かけをしていきます。 

 自治会未加入世帯の人を各種イベント

に招待するほか、新規転入者に対する

歓迎会などを開催し、地域に溶け込み

やすい環境づくりに努めていきます。 

 一人暮らしの高齢者世帯などに対する

自治会加入条件の見直しを検討し、加

入促進に努めていきます。 

 (2) 役員の負担軽減と担い手育成 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 課 題 － 

自治会長や各種団体長が担う仕事が多い

などの理由から、自治会等の役員の負担が

重いと感じられており、役員の担い手がお

らず、同じ人が役員を受けています。 

 役員数が多いことも担い手が少なくな

る原因であり、また、一人に複数の業

務が重なることも負担増となる原因で

す。自治会長などを補佐する立場の役

員を複数人として、役を分散させたり、

事務作業を分担するなど、もう一度役

職のあり方を検討していきます。また、

今後は担い手として団塊世代及び、そ

の下の世代の取り組みも視野に入れて

いきます。 
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 (3) 地域活動の参加者を増やす取組み 

誇れること・困ったこと できることから始めよう 

－ 課 題 － 

自治会などが行う地域活動には、自治会

長や組長などの役員が参加することが多

く、一般住民の新たな参加者が増えません。 

自治会の行事と他の団体の行事が重なっ

ていることがあります。 

 

 小学生までは、親などとともに地域活

動に参加することが多いですが、中学

生以上になると参加しなくなってしま

います。中学生になっても、地域との

つながりが続くような仕組みを検討し

ていきます。 

 子ども会の役員を保護者に限らず有志

が行うことを検討するとともに、子ど

も会から青年部、自治会へと人の輪を

つなげていきます。 

 地域活動は、新規転入者にとって久野

地域を知るチャンスなので、その良さ

を伝えるイベントを検討していきま

す。また６５歳以上の人を地域活動に

参加してもらうための仕組みづくりを

検討していきます。 

 各種団体代表者会議などを通して参加

者を募ったり、情報交換をすることで

行事の重なりを防いでいきます。 

 

資 料 
 

 

月 会議数 内      容 

5月 第1回 
・地域別計画の見直しについて説明 

・久野地区の現状を把握するためのアンケートを各委員に配布 

7月 第2回 ・アンケートの回収 

8月～9月  

・アンケートの回答を集計し、その意見を基に地域別計画の加除

修正を行い、地域別計画の見直し結果（案）を作成 

・見直し結果（案）を基に各分科会長と地域政策課で打ち合わせ 

10月 第3回 
・地域別計画の見直し結果（案）の提示 

・各分科会で話し合い（内容の加除修正等） 

11月～2月  
・各分科会で話し合った内容を基に加除修正 

・地域別計画（平成28年度改定）を作成 

3月 第4回 ・地域別計画（平成28年度改定）の承認 

   ※5月～12 月は平成 28年で、1～3月は平成 29年です。 

検討経過 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（久野地区） 
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※平成２８年１１月時点 

久野地区各種団体代表者会 

【総務分科会】 
駿河  寛  
(久野地区自治会連合会会長・留場自治会会長) 
廣川  登 (和留沢自治会会長) 
磯﨑 繁幸 (欠ノ上自治会会長) 
一寸木利則 (民生委員児童委員協議会会長) 
小林 範彦 (公民館久野ブロックブロック長 ) 

【防災・防犯分科会】 
斉藤 利男 (久野坂下自治会会長) 
大竹  久 (京福台自治会会長) 
門松 武則 (中久野自治会会長) 
水野 和彦 (防災リーダー会代表) 
浜野 正美 (交通安全協会久野支部支部長) 
小宅トシ子 (交通安全母の会会長) 
遠藤 富雄 (防犯指導員) 
大嶋 正行 (消防団第１１分団分団長) 

【環境・地域振興分科会】 
早泉 淳三  
(久野地区自治会連合会副会長・星山自治会会長) 
石井 啓二 (諏訪原自治会会長) 
西山 康隆 (小田原サニータウン自治会会長 ) 
佐藤 敏夫 (坊所自治会会長) 
星野 清治 (美しい久野里地里山協議会会長) 
石綿  誠 (神山神社責任役員) 
濱野 昌平 (久野区民会館友の会会長) 

会長 

駿河 寛 (久野地区自治会連合会会長・留場自治会会長) 

副会長 

早泉 淳三 (同副会長・星山自治会会長) 
皆木 孝常 (同副会長・下宿自治会会長) 
 

 

【健康・福祉分科会】 
皆木 孝常  
(久野地区自治会連合副会会長・下宿自治会会長 ) 
大沼 静男 (三国自治会会長) 
初瀬川健次 (久野中宿自治会会長) 
古市  功 (体育振興会会長) 
北村 時夫 (老人クラブ連合会会長) 
石川 広恵 (ボランティア会会長) 
大嶋 弘子 (日赤奉仕団久野分団分団長) 
久保寺征一 (ささえあい久野ひまわりの会会長) 
山本 久乃 (健康おだわら普及員代表) 

【文化・教育分科会】 
湯川 増夫 
(久野地区自治会連合会会計・宮本自治会会長 ) 
藤田 幸雄 (北久保自治会会長) 
一寸木誠一 (舟原自治会会長) 
岡部 和明 (久野小学校校長) 
石川  慶 (久野小学校 PTA 会長) 
石原  稔 (白山中学校 PTA 代表) 
原田 高雄 (少年補導員) 
永井 勝治 (青少年育成協議会会長) 
安藤  恵 (青少年育成推進員代表) 
一寸木沙紀 (子ども会連絡協議会会長) 
武田 英二 (こどあそサポート会長) 

平成２９年３月作成 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 東富水地区 ～ 

絆ふかめたい東富水 

最後に検討します。キーワード（アンケートより） 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 

青い空 水と花 みんながあつまるまち 東富水 
 

 

１ 健康・福祉    

地域は皆ひとつ！誰でもできるふれあいのまち 

  素晴らしい環境を活かした健康なまち 

みんなで支え合うやさしいまち 

 

２ 防災・防犯・教育   

みんなが参加しやすい空気づくり 

「ながらパトロール」みんなの連携で地域を守る 

  地域で子どもを育てる 

 

３ 生活環境・地域振興 

  きれいな川の流れと恵まれた自然環境を活かして、 

訪れる人の心安らぐまちづくり 

地域の団体が手を携え、人と人との絆をつくるまちづくり 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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１ 健康・福祉 

【めざす姿】 

地域は皆ひとつ！誰でもできるふれあいのまち 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

東富水小学校では日常

的なスクールボランティ

ア等の活動が行われてい

ます。 

登下校時の見守り活動

の際に、声掛けを行って

おり、「さよなら」「た

だいま」と言ってくれる

子 ど も が 増 えて きま し

た。 

子 育 て 支 援 の た め の

「地域子育て広場」を開

催しています。 

子どものため、孫のた

めに何か役に立ちたいと

いう気持ちのある地域の

人々が子育てを支援し、

子 ど も を 中 心と して 家

庭、地域がつながってい

ます。 

・青少年は子どもの時から交流のある大人とは

コミュニケーションがとりやすく、高齢者は

若い人と交流するとパワーがもらえる、そう

した世代を超えたつながりのある地域にして

いきます。 

・あいさつ運動や登下校時の見守り活動を通し

て、地域の人々の顔がつながれば、不審者が

地域に入りづらいなど、防犯効果も得られま

す。老人会や、ＰＴＡ等の協力を促し、活動

を広げていきます。 

・地域の公民館が、子育て支援や高齢者等のふ

れあいの拠点になるようにしていきます。ま

た、併せて、誰でも気軽に集まれるように内

容や開催時間等を検討していきます。 

・スクールボランティアの回数を増やすと供

に、大人の多数の参加を促します。 

 

【めざす姿】 

素晴らしい環境を活かした健康なまち 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

酒 匂 川 の 流 れ 、 富 士

山、箱根外輪山、丹沢山

塊の眺望、心和む田園風

景が広がる素晴らしい環

境が残されています。 

美しい環境もまだ十分

に活用されておらず、手

・この素晴らしい環境を活かし、ウォーキング

やラジオ体操など、誰でも参加できるような

活動を行い、健康的な生活を維持し、病気に

なりにくい体づくりを継続的に実施できるま

ちにします。また、併せて、より多くの方が

参加したくなるような事業を検討していきま

す。 
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を加えないと雑草とごみ

が多くなりがちです。 

・休憩して会話のできるベンチがあれば、人の

交流にもつながるので、整備に向けて検討し

ていきます。 

・まずは自分の家の周りを自分できれいにし、

清掃をしている人を見かけたら積極的にねぎ

らいの声をかけましょう。またこのような取

組を自治会の広報紙等で広く伝え、気持ち良

く清掃できる雰囲気をつくることで、歩きた

くなる、走りたくなるような環境づくりをし

ていきます 

 

【めざす姿】 

みんなで支え合うやさしいまち 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地域の中には、一人で

は解決できない問題を抱

えている人がいます。こ

うした課題は地域全体の

課題ととらえ、みんなで

支え合う必要がありま

す。 

東富水地区では、日常

生活における困りごとを

解決する生活応援隊とし

て、ささえあいセンター

東富水を小田原市で最初

に立ち上げました。 

・世代を越えた交流を通し、優しさ、いたわり

の気持ちを持ちモラルのある人間形成ができ

るまちを目指します。 

・区民祭なども、高齢者も参加しやすい種目を

多く取り入れるなど、内容を見直し、みんな

で楽しめる行事の開催を検討します。また、

開催時には回覧等で広く周知します。 

・見守りの中で、日常生活の困りごとに声掛け

を行い、ささえあいセンター東富水につなげ

る活動を行います。また、社協広報紙等で再

度ＰＲを行います。 

障がい者に対して、地

域の人々が理解し、暮ら

しを支援する体制を整え

る必要があります。 

障がい者の自立を支援

する施設である梅香園で

は、東富水地区ボランテ

ィア会や、ささえあいセ

ンター東富水が活動して

います。 

・梅香園では、福祉の現場の日々の様子を小冊

子にして発行しています。また、パソコンや

絵画、折り紙、バドミントン等の趣味を活か

し、梅香園での教室の講師を行う等、それら

を通して、まずは知ること、知り合うことか

ら障がい者への理解を深めていきます。 
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2 防災・防犯・教育 

【めざす姿】 

みんなが参加しやすい空気づくり 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

700 人規模の大きな防災

訓練が実施されています。 

防災訓練の参加者は高齢

者が多くなる傾向にあり、

自治会への加入率の低下な

ど、災害時の際に地域内で

助け合えるか不安です。 

・現在の防災訓練の規模を維持し、多くの人が

参加することで、住民の意識を向上するとと

もに、災害時に必要となる技術を高めていき

ます。 

・夏祭りの時に発電機を使用する、公民館の枝

切りにチェーンソーを使用するなど、何かの

イベントの際に防災機材を使用し、訓練を兼

ねるなど、訓練の機会を増やすよう工夫する

とともに、こうした工夫を団体間で情報交換

できるような場をつくります。また、併せ

て、住民に対しても、防災器具用具の周知に

努めます。 

・学校と協力して、災害時に大きな力となる中

高生の参加者を増やす仕組みや、訓練内容を

検討します。 

・中学生になってから急に地域活動に参加する

といっても難しいので、小さな頃から地域と

の関わりが持てるよう、公民館の「文化祭」

や「お正月飾り作り」、青少年育成会の「ナ

イトウォーク」等、子どもが参加して楽しい

と思えるイベントを引き続き開催するととも

に、「納涼サマーフェスタ」等のように、行

事を開催する際に中学生にボランティア活動

をお願いしていきます。 

・イベントに多くの子どもが参加する環境を整

え、地域とのつながりをつくるとともに、参

加した子どもに責任ある役割を与え、リーダ

ーになれる子どもを地域で育てていきます。 

・新たに地域に入ってきた人を地域の人に紹介

するなど、地域に受け入れる体制づくりをし

ていきます。 
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ひとり暮らし高齢者等の

災害弱者に関する情報交換

は、民生委員を中心とした

きずなチームで行っていま

すが、地域全体で共有でき

ていません。 

また、自然災害により、

避難できずに大惨事にいた

った災害が起きています。

そのため、災害弱者に対す

る避難時の応動体制確立が

急務です。 

・災害弱者の人から了解を得て、民生委員以外

にも情報を渡せるような体制を検討していき

ます。 

・組長を中心に隣近所であいさつをするなど、

地域との関わりを大切にしていきます。 

・災害弱者への避難情報の周知方法の確立に努

めます。 

消防団や防災リーダーで

活躍されている人が勤め人

であるなど、平日昼間の防

災体制に不安があります。 

・現行の防災訓練とは別に初心者向けのメニュ

ーをつくり、ひとり暮らし高齢者の安否確認

など、できることから始め、いずれは在宅者

消防団の設立や、民生委員を中心とした、き

ずなチームと協力して行う等を検討します。 

 

【めざす姿】 

「ながらパトロール」みんなの連携で地域を守る 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地域の各種団体がパトロ

ールなどを実施し、地域の

安全を守っています。 

しかし、組織間の連携が

十分でないため、情報を共

有できず、効果的な活動が

出来ていません。 

・自治会、青少年育成会、防犯部、防犯指導

員、学校、ＰＴＡによるパトロールを今後

も継続し、安全に関心がある地域だと印象

付け、犯罪の抑止力を高めていきます。 

・パトロールの方法や場所など、情報交換を

行い、より効果的に活動が展開できるよ

う、関係団体による会議を開催します。 

・地域内で事件などがあった場合は、近隣住

民に情報提供を行うなど、地域の犯罪に関

する意識を高めていきます。 

・多くの人が特別にパトロールを行うのは負担

になり、継続が困難になりがちなので、散歩

や買い物に行く時に腕章などをつけて歩く

「ながらパトロール」を広げ、気づいた点や

ＰＴＡからの児童、生徒の状況などの情報を

団体に吸い上げる仕組みをつくり、更に地域

全体で情報共有を進めていきます。 
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【めざす姿】 

地域で子どもを育てる 
 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

スクールボランティアに

多数の人が協力し、学校教

育への関心が高い地域で

す。また、参加者がスクー

ルボランティアを通して、

児童生徒の名前を覚え、下

校時やパトロール中に声掛

けをする等、見守り活動に

も繋がっています。 

しかし、「教育なんて出

来ません」と敷居を高く構

えてしまい参加されない人

もいます。 

・スクールボランティアや猫の手ボランティア

をはじめ、わらじづくりや稲作など、体験学

習を通じて、地域の人の知識や技能を子ども

に伝えるとともに、子どもから子どもへと伝 

え、地域内で教えあう事ができる関係をつく

っていきます。 

・各団体が開催する多世代に渡る交流活動を通

じ、地域の人と子どもだけでなく、親も含め

て交流を図り、子育てに関する課題について

共に考え、地域全体で子育てが出来る教育力

の高い地域を目指します。 

 

３ 生活環境・地域振興 

【めざす姿】 

きれいな川の流れと恵まれた自然環境を活かして、 

訪れる人の心安らぐまちづくり 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

母なる酒匂川に隣接

し、水が豊かで、自然

に恵まれ、子どもから

お年寄りまでのびのび

と憩える環境となって

います。 

酒匂川に二つの橋が

か か り 、 利 便 性 も 良

く、小田原アリーナや

小田原テニスガーデン

などの公共施設もある

ため、スポーツ選手な

どが訪れます。 

しかし、公共施設の

利用者などによるごみ

・富士の眺めに、河津桜をはじめ、彼岸花やれん

げ草、菜の花など、四季折々の花が咲き誇る環

境づくりに努めます。 

・この環境を活かし、訪れる人との交流を図るた

め、桜の咲く時期にイベントの開催を検討しま

す。 
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のポイ捨てが多く見受

けられます。さらに、

犬のフンを片付けない

ことやごみの分別のル

ールを守らないなど、

マナー違反が見られま

す。 

・苗を植え、草刈りをし、ごみを捨てにくい環境

を作るなど、地域の力で東富水の豊かな自然環

境を整え、子や孫に伝えていきます。 

・行政の出前講座などを活用しながら、ごみのポ

イ捨てや分別などに関するマナーやルールを学

び、地域の環境美化に対する啓発活動を行うと

ともに、公共施設の美化活動を行政と地域で役

割を分けて行います。また、散歩の時にはごみ

拾いを行うなど、地道な活動を続け、再び訪れ

たくなるまちにしていきます。 

 美化活動については、豊岡公園をモデルとして

始め、頻繁に清掃活動を行っていき、各地区へ

活動を広げていきます。 

 

【めざす姿】 

地域の団体が手を携え、人と人との絆をつくるまちづくり 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

各地域の特色を活か

し 、 も ち つ き 、 竹 細

工、正月飾りづくり、

昔遊び等、多くの活動

を通じ、子どもからお

年寄りまで多くの人々

が集いにぎわっていま

す。また、東富水納涼

サマーフェスタは、各

種団体が力をあわせて

毎年盛大に開催され、

地域内のつながりや交

流が生まれています。

しかし、自治会や老人

会、子ども会の加入率

が低下しているととも

に、役員の担い手不足

に悩んでいます。 

・広報紙「いってみよう絆ふかめよう」のよう

に、各種団体の活動を広報し、活動内容や意義

を知っていただき、自治会をはじめ、各種団体

の加入率向上を図ります。 

 また、勧誘活動を積極的に行うプロジェクトチ

ームを作り、加入率向上の方策を探っていきま

す。 

・自治会単位の三世代交流事業や、東富水納涼サ

マーフェスタ等、子どもからお年寄りまで集ま

れるイベントを引き続き開催し、このイベント

を通じて交流を深め、地域との関わりを強めて

いくとともに、各種団体間が力をあわせて一つ

のイベントを成功させることで、団体間の連携

も深めていきます。 

また、併せて、各イベントを継続していくため

にも、既存の行事の内容の見直しも行っていき

ます。 

・こうした活動を通じ、誰でも気軽にあいさつが

できる、人と人とのつながりを大切にするまち
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づくりをしていきます。 

・子ども会の活動や役員の担い手について、地域

住民がサポートしながら、円滑な運営を行うと

共に、地域文化の担い手を作るという、子ども

会の目的を地域で共有し、関心を持つ人を増や

し、子ども会の加入率の向上と活性化を図って

いきます。 

また、勧誘活動を積極的に行うプロジェクトチ

ームを作り、加入率向上の方策を探っていきま

す。 
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月 会議 内容 

６月 総会 
・地域別計画の見直しについて説明。 

 

８月 役員会 

・地域別計画の見直し方法について決定。 

 ※絆ふかめたい東富水委員以外に、役員会で必要と

思われる人物を 5 人抽出し、見直しメンバーに追

加。(民生委員児童委員協議会からは、3 役と主任

児童委員 2 人を代表として選出。） 

 

９月 社協理事会後 

・社協理事会出席者に対して、全体会と見直し記入用

紙の説明、及び記入用紙の配布。(出席者以外は郵

送) 

 

１０月 役員会 

①記入用紙の回収 

②役員と地域政策課が回答を集約し、現状に修正した

もの【見直し結果（案）】を作成。 

 

１１月 全体会 

①3 分野（健康福祉・生活環境地域振興・防災防犯教

育）で分科会を立ち上げ、【見直し結果（案）】を

基に現状を話し合い、修正変更。 

②分科会長から結果を発表。 

⇒全体承認（軽微な変更は地域政策課及び役員に一

任） 

 

１２月 役員会 

・全体会の結果を確認。 

⇒見直し終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（東富水地区） 
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絆ふかめたい東富水（平成２８年１１月現在） 

全体総括 

吉葉 茂樹（絆ふかめたい東富水・蓮正寺住宅自治会） 

金子 穗積（東富水地区自治会連合会・中曽根自治会） 

岩崎 良春（社会福祉協議会・堀之内自治会） 

 

 

健康・福祉分科会 

国原 邦夫 （蓮正寺第 5 自治会）         

長尾 戴治（民生委員児童委員協議会） 

宮下 由香 （蛍田駅前自治会） 

栗田 哲夫（霞ノ瀬自治会） 

廣重 知子 （蛍生会自治会） 

石坂 照子 （ボランティア協議会） 

 

 

防災・防犯・教育分科会 

 永田 秀夫（蓮正寺第 4 自治会） 

内田 晋一 （東富水小学校ＰＴＡ） 

田村 克夫 （蓮正寺第 3 自治会） 

夏井 信策 （よし田自治会） 

中島 哲夫 （蛍田中央自治会） 

永森 修司 （交通安全部会） 

竹縄 博幸（防犯部会） 

田中 誠 （東富水小学校） 

 

 

生活環境・地域振興分科会 

 酒口 松男 （民生委員児童委員協議会） 

和田 正樹 （青少年育成会） 

立木 一成 （飯田岡東自治会） 

菅原 鋭進 （蓮正寺第 1 自治会） 

土屋 晧 （蓮正寺第 2 自治会） 

林  一男 （狩川自治会） 

平井 光代 （交通安全母の会） 

 

 

 

※見直しメンバーとして参画。 

石井 政道 （泉中学校） 

諏訪部高広（泉中学校ＰＴＡ） 

村上 浩一 （蓮正寺駐在所） 

加藤 裕之 （県立小田原養護学校） 

原島 幸子 （民生委員児童委員協議会） 

田中 哲也 （消防団第 12 分団※） 

伊藤 俊文 （中曽根自治会※） 

 

山中 鈴恵 （健康おだわら普及員会） 

山下 良男 （社会福祉法人よるべ会梅香園） 

杉山 次郎 （公民館連絡協議会※） 

磯﨑 伸子 （民生委員児童委員協議会） 

奥津 美恵 （第三地区地域包括支援センター） 

保田 浩子 （民生委員児童委員協議会） 

 

下澤 禮二（蓮正寺第 1 自治会※） 

本間 豊 （老人クラブ連合会） 

鈴木 稔 （体育振興会） 

石井 啓隆（東富水連合子ども会連絡協議会） 

中村 義博（中曽根自治会※） 

岩崎 吉成（堀之内自治会※） 

 

平成 28 年 11 月作成 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 
～ 富水地区 ～ 
富水地区まちづくり委員会 

最後に検討します。キーワード（アンケートより） 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 
 

 

 

 
１ 地域振興   

・人と人のつながりが強いまち 

   ・歴史と文化の活用により健康づくりができるまち 

２ 環境美化   
・豊かな自然環境（水と緑）に恵まれた心なごむまち 

３ 健康・福祉   
・元気で長生き、人生楽しく！ 

・お年寄り、子ども、障がい者にやさしいまち 

・住み良いまちづくりの土台を築く 

４ 交通安全   
・地域の人々の、地域の人々による、地域の人々のための交通安全活動を

パワーアップして、みんなが安心して住めるまち 

・地域の子どもやお年寄りが交通事故などの災害に巻き込まれないよう地

域が一丸となって見守ることのできるまち 

・交通マナーが守られて事故のない安全安心なまち 

５ 防災         
・共助・自助で地域を守る 

・有事の際に防災機材を誰でも安全確実に使用でき、助け合えるまち 

６ 防犯         
・明るいまちづくり 

・犯罪を未然に防ぐまちづくり 

・犯罪のない地域を目指す 

７ 文化・教育         
・情報の共有と豊かなふれあい活動を通して地域教育の向上を目指す 

・幼・保・小・中・養護学校・家庭・地域との一体教育の推進により児童

生徒の健全な育成を目指す 

８ 広報 
・情報の発信力（団結力）が強いまち 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

 

水と緑 みんながふれあうまち 富水 

161



１ 地域振興 

【めざす姿】 

人と人のつながりが強いまち 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

自治会をはじめ地域住

民の団結心が強く、様々

な 活 動 に 積 極的 に参 加

し、協調性もあるので、

安心して生活できる地域

です。 

しかし、近所付き合い

が昔に比べ希薄になって

きており、自治会の未加

入者や担い手不足などの

問題も出てきています。 

また、住みやすい地域

であるが、お年寄りの憩

いの場や子どもが遊べる

環境が不足しています。 

 

 

・自治会や富水地区まちづくり委員会の役割や

必要性を明確にして、安心で安全な地域づく

りを進めていきます。 

・地域住民が交流を深めるために、富水地区ま

ちづくりワイワイフェスタの開催や、自治会

を通じてバス旅行などのレクリエーションを

実施し、連携や結束を強めていきます。 

・地域のお年寄りが交流を深めたり、子どもが

広場でのびのびと遊んだりする環境の整備を

目指します。 

 

【めざす姿】 

歴史と文化の活用により健康づくりができるまち 
 

誇れるもの できることから始めよう 

多くの文化財があり、

お祭りなど地域の文化や

伝統が継承されていま

す。 

また、貴重な文化財を

めぐる富水ウォーキング

マップがあります。 

・お祭りなどの伝統行事を大切にし、後世に伝

えていきます。 

・自然環境と触れ合うことができる富水ウォー

キングマップを作ります。 

なお、富水ウォーキングマップは、小学生や

お年寄りなど歩く人の体力に合わせたコース

により、多くの人に親しまれるものにしてい

きます。 

・富水地区まちづくり講演会を通して、富水地

区の歴史と文化を広く地域住民に伝えていき

ます。 
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２ 環境美化 

【めざす姿】 

豊かな自然環境（水と緑）に恵まれた心なごむまち 
 

困ったこと できることから始めよう 

富水には川や田園など

水や緑が沢山あります。 

川の土手には犬などの

ペットのフンが落ちてい

たり、ごみのポイ捨てや

不法投棄などが見られ、

富水の自然環境の保全に

影響を与えています。 

・富水の豊かな水や緑を守るため、地域内の水

路清掃、狩川クリーン作戦、せせらぎのこみ

ち・めだかの公園周辺清掃など多くの環境美

化活動を継続していきます。 

・環境美化活動などにより富水の環境の素晴ら

しさを認識し、自然環境を守っていくことの

大切さ、きれいにすることの気持ちよさを伝

えていきます。 

・狩川、仙了川等の護岸にアジサイ等を植栽

し、より緑豊かな地域にしていきます。 

・ごみステーションにごみ分別を啓発するポス

ターを掲示したり、点検や管理を徹底し、日

ごろから環境に対する意識を育てていきま

す。 

・各地区へ段ボールコンポストの普及活動をす

ることで、家庭から出るごみの減量化を図り

ます。 

・富水地区まちづくり委員会と各地区の環境美

化推進委員が連携を図っていきます。 

３ 健康・福祉 

【めざす姿】 

元気で長生き、人生楽しく！ 
 

困ったこと できることから始めよう 

地域住民一人ひとりが

いつまでも健康を保ち、

幸せな生活を送れるよう

にするため、健康づくり

の場が必要になっていま

す。 

・ストレッチやおだわら百彩（市民体操）など

を行う教室の開催をはじめ、レクリエーショ

ン、ウォーキング、ラジオ体操など年齢を問

わず参加できる健康づくり活動を充実し、健

康寿命を延ばす環境を整えていきます。 

・さらに、アンケートなどでニーズを把握し、

ヨガや歌謡など新しいことを取り入れるなど

楽しく続けられるよう工夫していきます。 
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・メタボ予防などの相談ができる「はつらつ健

康相談」、健民祭の時に体脂肪や血圧を測定

する「ミニミニ健康デー」などで健康に関す

る悩みを相談できる体制を整え、日ごろから

健康に対する意識を引き続き高めていきま

す。 

 

【めざす姿】 

お年寄り、子ども、障がい者にやさしいまち 
 

困ったこと できることから始めよう 

お年寄りが生きがいを

持って暮らせるよう、地

域で支えていかなければ

いけません。 

・敬老会をはじめ、一人暮らし老人昼食会、お

茶会、誕生会、独居老人慰問、寝たきりの人

達のお見舞いなど、子どもと一緒に歌を歌っ

たり、体操や手遊びをしたり、お年寄りと触

れ合う活動を継続していきます。 

・また、毎年多くの方に参加していただけるよ

うに、敬老会の内容を見直したり、単位自治

会ごとに敬老会を行うなど実施方法を工夫し

ていきます。 

・他地域の先進事例を参考に運営方法を見直

し、活動の充実を図っていきます。 

・個人情報の保護について正しく理解し、案内

状を配布するための名簿の整備を行っていき

ます。 

・行事案内を直接届け、まず行事を知っていた

だき、参加者が増えるような環境づくりを進

めていきます。 

・民生委員や在宅福祉サービスチームが訪問

し、案内状を配布することで一人暮らしのお

年寄りの安否確認をする回数が増えるという

効果も期待できます。 

核家族化によって家庭

での子育てをする環境が

変化し、育児に不安や悩

みを抱えている保護者が

増えています。 

・ミッキーの会など、子ども同士の交流による

遊び・体験活動や、子を持つ保護者の悩みを

聞いたり、保護者同士の交流を図るための子

育て支援活動を継続していきます。 

・参加者が増えているので、行政と協力しなが

ら場所の確保に努めていきます。 

障がい者が社会的に自

立していく環境を整える

ため、地域が理解し、支

える体制を整えなければ

・小田原養護学校や竹の子学園の文化祭、バザ

ー、夏祭りなど、ともしび会などのボランテ

ィア団体による障がい者支援活動を継続して

いきます。 
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なりません。 

 

・富水小学校と小田原養護学校で学校間交流を

行い、教育の一環としてお互いの理解を引き

続き深めます。 

・小田原養護学校に地域住民が学校見学に行く

など地域との交流を図り、障がい者に対する

理解を深め、地域で支える体制を整えていき

ます。 

 

【めざす姿】 

住み良いまちづくりの土台を築く 
 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

社会福祉協議会をはじ

め 、 様 々 な 団 体 が活 動

し 、 地 域 の 交 流 が生 ま

れ、地域福祉を支えてい

ます。 

し か し 、 高 齢 化 が 進

み、社会福祉協議会をは

じめ、団体の役員の担い

手不足や若い人の行事の

参加が減少するなど、地

域福祉を支える基盤が弱

体化しています。 

・社会福祉協議会をはじめ、様々な団体が連携を

図り、各種福祉サービス、相談活動、ボランテ

ィアや市民活動の支援、共同募金運動への協力

などを行い、地域福祉を充実していきます。 

・社会福祉協議会と富水地区まちづくり委員会が

共催で行う富水地区まちづくりワイワイフェス

タや、各地区公民館における趣味の活動、自治

会による大晦日の甘酒の振る舞いなど、多世代

に渡った交流を継続していきます。 

・こうした活動を積極的に広報し、活動に対する

理解を深め、担い手を増やしていきます。 

  また、担い手同士の情報交換や相談できる場

を設けるなど、担い手の負担軽減も図っていき

ます。 

・地域住民に分かりやすい広報づくりを心がけ、

多くの人に親しみを持っていただくよう工夫し

ていきます。 

・タウンセンターいずみ、各地区公民館、地域包

括支援センターなどの健康や福祉に関する施設

を十分に活用し、地域の方が住み慣れたまちで

安心して生活することができる福祉のまちづく

りを目指します。 
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４ 交通安全 

【めざす姿】 

地域の人々の、地域の人々による、地域の人々のための交通 
安全活動をパワーアップして、みんなが安心して住めるまち 
 

困ったこと できることから始めよう 

充実した交通安全の

組織を継続していくた

めの担い手が少なく、

存続が難しくなってい

ます。 

・自治会の交通安全部で実施する年始の交通安全

祈願に毎年多くの参加者が集まるなど、交通安

全に対する意識の高い、まとまりのある組織が

できており、こうした組織を中心に交通安全教

室、交通安全運動、夜間ホタル作戦（※）、地

域行事での交通誘導など、地域の交通安全を守

る活動を継続していきます。 

・学習参観時に交通安全教室を実施してもらうよ

う、引き続き学校へ働きかけるとともに、親子

で参加できる内容を企画します。また、子ども

会や老人会をはじめとした各種団体と連携する

ことにより、泉中、富水地区内の駅や健民祭等

で行う交通安全キャンペーン等の交通安全活動

を継続することで、その必要性を理解してもら

い、担い手の発掘と育成を進めます。 

※夏、秋、年末に夜間交差点において行う事故防止の啓発活動。 

 

【めざす姿】 

地域の子どもやお年寄りが交通事故などの災害に巻き込まれ 

ないよう地域が一丸となって見守ることのできるまち 
 

困ったこと できることから始めよう 

車社会の中で、子ど

も達やお年寄りを交通

事故から守らなければ

なりません。 

・自治会の交通安全部、ＰＴＡ、交通安全母の

会、富水小学区や報徳小学区のボランティアの

方々による小学生の登下校時の交通指導を継続

し、子ども達の安全を守ります。 

  また、一部の地区で交通指導を行うボランテ

ィア等が不足しているので、富水地区まちづく

り委員会や防犯推進協議会等の各種団体で連携

し、ボランティアの募集等に努めます。 
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・交通安全母の会が民生委員と協力し、お年寄り

の世帯の方を訪問し、交通安全のチラシを渡し

ながらマナーを伝えたり、ともしび会に協力を

もらいながら昼食会に参加しているお年寄りの

方に、交通安全の啓発品を渡してもらうなど、

啓発活動を通じて交通安全に対する意識を高め

ていきます。 

・富水小学校や報徳小学校では、ボランティアの

方を招いて、子ども達のお礼の言葉をつづった

色紙を渡し、感謝の意を伝えています。子ども

達からの温かい言葉は、ボランティアの方の活

動の力になっており、今後も継続していきま

す。 

 

【めざす姿】 

交通マナーが守られて事故のない安全安心なまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

交通マナーは比較的

良いものの、一部では

自転車の乗り方のルー

ルが守られていませ

ん。 

・富水地区まちづくり委員会、交通安全指導員や

交通安全母の会が小学校や幼稚園と協力し、新

入生への啓発物を配布したり、市と協力して交

通安全教室を開くなど、交通ルールの普及・啓

発活動を継続し、交通事故防止の徹底を図りま

す。 

・学科による知識の会得や自転車の乗り方などの

実地訓練を取り入れたり、学校の夏休みや冬休

みの前に交通安全教室を実施するなど実施時期

を検討し、より効果的に行えるよう工夫し、富

水地区は自転車運転の事故ゼロを目指していき

ます。 

・富水地区まちづくり委員会が中心となり、各地

区で開催されているお茶会、敬老行事や老人ク

ラブ等の集まりを通して、警察、市や関係団体

の協力を得ながらお年寄り向けの交通安全教室

を開催していきます。 

連合境と学区境が一

致していないため、報

徳小学校への交通安全

教室開催に向けた働き

かけが弱かった。 

・交通安全母の会が中心となり、学校、報徳学区

の３自治会連合会（富水・東富水・桜井）と連

携し、報徳小学校での交通安全教室を開催して

おり、今後も引き続き実施していきます。 
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５ 防災 

【めざす姿】 

共助・自助で地域を守る 
 
誇れること・困ったこと できることから始めよう 

阪神・淡路大震災の際 

に救助された人の 90％

は 、 自 力 で 脱 出 又 は 家

族、近隣の人々によって

救助されました。災害が

発生した場合、行政だけ

では対応できないので、

地域の各種防災組織が必

要です。 

・災害による被害を防ぎ、軽減していくため

に、消防団、防災リーダー会、自主防災組織

（単位自治会）、地域防災の会などの組織・

活動を充実し、地域住民同士支え合っていき

ます。 

また、富水地区まちづくり委員会が各自主防

災組織や防災リーダー会に対して、防災訓練

方法、日頃の備えや組織のあり方等を企画立

案し、連携しながらより多くの地域住民が自

主防災組織（単位自治会）の一員であること

を認識できるよう、更なる組織の充実を図っ

ていきます。 

・消防団員募集のポスターを掲示するなど、各

種防災組織で担い手を発掘し、充実した組織

を維持していきます。 

災害時における一時避

難場所での安否確認を早

急に行うことができるよ

う、世帯ごとの「災害時

緊急連絡シート」と、組

ごとの「安否確認名簿」

を全自主防災組織（全単

位自治会）で作成してい

ます。この組ごとの「安

否確認名簿」を基に、災

害時に、安否確認がいち

早 く 適 切 に 行 わ れ る よ

う、日頃から十分に訓練

し て お く こ と が 重 要 で

す。 

・富水地区まちづくり委員会で安否確認を取り

入れた防災訓練を企画し、各地区へ呼びかけ

実施していきます。 

・安否確認を含めた、初動対応の大切さを防災

訓練や防災チラシ等を通じて地域住民に周知

徹底し、災害時に備えます。 
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【めざす姿】 

有事の際に防災機材を誰でも安全確実に使用でき、助け合え

るまち 
 

困ったこと できることから始めよう 

いつ災害が発生するか

わかりません。しかしな

がら地域住民の備えが万

全とは言えません。 

・自主防災組織（単位自治会）ごとに防災機材

の点検や操作方法の訓練を行い、災害時に自

ら防災機材を使用し、救助活動できるよう日

ごろから備えていきます。 

・各種防災組織での訓練（水防訓練、操法訓

練、防災訓練）、県・市で実施する大規模の

防災訓練、自治会連合会で実施する中規模の

防災訓練、単位自治会で実施する身近な訓

練、各家庭における「防災点検の日」の実施

により、組織としての防災力と個人としての

防災力を向上させ、防災意識を高めるととも

に、近隣の人とコミュニケーションを深めら

れます。 

・火災予防のポスター掲示や小学生を対象とし

た消防の話などを通じて、地域住民の防災に

対する意識の向上を図ります。 

６ 防犯 

【めざす姿】 

明るいまちづくり 
 

困ったこと できることから始めよう 

全国的に多発する犯罪

に対し、地域住民の生活

が守られるのかという不

安があります。 

・地域の安全は地域で守るとの観点から、防犯

組織を充実し、警察などと連携しながら、

様々な活動を通じて、犯罪の発生しにくい環

境づくりを進めていきます。 
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防犯組織の高齢化が進

み、担い手不足が進行し

ています。 

・様々な機会を通じて、保護者や地域の人、退

職した人などに幅広く声掛けをするなど、日

ごろから各組織で人材発掘を進めるととも

に、講演会や研修会などを通じて、人材育成

に取り組みます。 

 

【めざす姿】 

犯罪を未然に防ぐまちづくり 
 

困ったこと できることから始めよう 

地域のことについて無

関心な地域は犯罪が多発

し、地域住民の生活を脅

かすので、自分達の力で

地域を守る意識を高める

必要があります。 

・各家庭に玄関灯をつけるよう呼びかけたり、

地域の危険箇所に防犯灯を増設したり、防犯

灯の整備不良箇所がないか点検を継続してい

きます。 

・放置自転車、ごみのポイ捨て、建物や壁の落

書きをなくすなど、犯罪者に対し、地域の目

が行き届いていることを示し、犯罪が起こり

にくい環境づくりを進めていきます。 

・富水地区まちづくり委員会による防犯教室な

どを通じ、地域住民の防犯に対する意識を高

めます。 

 
 

【めざす姿】 

犯罪のない地域を目指す 
 

困ったこと できることから始めよう 

お年寄りや子ども達な

どの安全が脅かされてい

るので、地域が一丸とな

り見守る必要があ りま

す。 

・企業や個人の協力を仰ぎ、いつでも子ども達

がかけこむことができる「ＳＯＳこども１１

０番かけこみ所」を充実し、子ども達を犯罪

から守ります。 

・児童の登下校パトロール、地域の夜間パトロ

ール、学校行事の際の周辺パトロールなど、

地域の見守る目があるということを示し、お

年寄りや子ども達など地域住民が犯罪に巻き

込まれない環境づくりを進めます。 
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７ 文化・教育 

【めざす姿】 

情報の共有と豊かなふれあい活動を通して地域教育の向上
を目指す 

困ったこと できることから始めよう 

ＰＴＡ、自治会、ボラ

ンティア、地域の方が学

校教育に非常に協力的で

あるが、学校活動に関す

る情報や地域の方がどの

ような技能をもっている

のかという情報が共有さ

れていません。 

 

・各団体の年間計画など、いずみふれあい通信の

作成・配布を通し、情報共有の場が持てていま

す。今後も地域の協力体制の強化をしていきま

す。 

・地域にどのような技能を持った人がいるのか、

知るための情報共有の場を作り、学校間だけで

はなく、地域での人材の活用、技能を持った人

の活躍の場を作っていきます。地域とＰＴＡ、

学校が一体となって活動を行えることで、より

豊かな教育活動が推進できます。 

子どもの規範意識が低

下しています。地域の方

と子どもとのふれあいが

少なく、子ども達に声を

かける機会があまりあり

ません。 

 

・０歳児から幼少期における保護者への支援を行

っていきます。（おだわらっ子の約束の浸透） 

・学校単独での清掃活動を実施したり、自治会単

独で清掃活動を実施するなど、それぞれが環境

美化活動を行っています。「狩川クリーン作

戦」や「クリーンさかわ」を通して、小中学生

と地域の方との交流も行っています。自分達の

まちの清掃活動を地域の方と一緒に取り組むこ

とによって、地域の環境に目を向けると共に、

地域の方にほめられたり、諭されたりする中か

ら豊かで温かな関係を生み出すことができま

す。 
 

【めざす姿】 

幼・保・小・中・養護学校・家庭・地域との一体教育の推
進により児童生徒の健全な育成を目指す 
 

困ったこと できることから始めよう 

不登校やいじめ、家庭

における基本的学習習慣

が身につかない子がいる

など今日的な課題が発生

しています。 

 

・「これまでの育ち・学び」と「これからの育ち・

学び」について共有し、子どもの背景にあるもの

を理解しながら指導にあたり、不登校を早期発見

し、対応することで、子どもの健全な育成に努め

ます。 
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 ・各学校で地域の民生委員児童委員と連携を図り、

子どもの背景にあるものを理解しながら指導にあ

たっています。また、不登校の早期発見や学校が

抱えている課題について、子どもに関わる団体を

集めた情報交換の場を作り、引き続き共に考えて

いく体制を整え、子どもの健全な育成に努めてい

ます。 

・いじめをなくし思いやりの心を育てるため、学校

だけでなく、ＰＴＡや地域と連携して、あいさつ

運動や登下校時のあいさつを通した交流の拡大を

行っていきます。また、青少年育成会が主催する

ミニ集会へＰＴＡや子ども会の役員を行っている

親以外の方も積極的に参加していただけるような

環境づくり、ラジオ体操などを通した多世代が交

流できる場づくりを学校、ＰＴＡ、地域が連携し

て行います。 

・富水地区では、子どもがいきいきと輝く学校教育

の実現をめざして、学年×１０分間家庭学習とい

った取り組みを実施しています。今後もこのよう

な小中一貫した学習環境の整備を進めていきま

す。 

８ 広報 

【めざす姿】 

情報の発信力（団結力）が強いまち  

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

富水地区まちづくり
「ふれあいだより」を定
期的に発行しています。
地域の細かな活動を発信
することが増え、紙面に
興味をもってもらえるこ
とが増えてきました。 

ただ、紙面に取り上げ
る多くの行事が恒例化し
ています。 

また、どれくらいの人
が見てくれているのか分
からず、「ふれあいだよ
り」に対する反応・評価
が把握できていません。 

まちづくり委員会の存
在・活動への 
理解・認知度を高める必
要があります。 

・全戸配布の回数を増やし、家族皆さんで地域の情

報を知っていただけるようにします。 

・今後、「ふれあいだより」に対する反応・評価を

図っていくことを検討します。 

・紙面を通じて地域の方との意識交流の場及び、広

くコミュニティを作っていきます。 

・地域で活躍・貢献されている方々を取り上げてい

きます。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

①4/29（総会）で地域別計画の見直しについて説明。 

②7 分科会（交通安全・防災・防犯・健康福祉・地域振興環境美化・文化教育・広報）別に複

数回（各分科会合計 2～3 回）、現状を話し合い加除修正。地域別計画に記載のなかった

広報は、分科会が立ち上がっていることから、計画を新たに作成。 

③地域政策課で修正案を提示しながら確認し、分科会案を作成。 

④12/8（役員会）で承認。 

 

 

 

富水地区まちづくり委員会における検討経過 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（富水地区） 
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 ①４月２９日（総会）で地域別計画の見直しについて説明。 

 ②７分科会（交通安全・防災・防犯・健康福祉・地域振興環境美化・文化教育・

広報）ごとに複数回（各分科会合計２～３回）、現状を話し合い加除修正。

地域別計画に記載のなかった広報は、分科会が立ち上がっていることから、

計画を新たに作成。 

 ③１２月８日（役員会）で承認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過 
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富水地区まちづくり委員会（平成２８年１１月現在） 
 

委員長   木村 秀昭 （富水地区自治会連合会・上清水自治会） 
副委員長 寺澤 晃 

       撫井 清  （仲沢自治会）【防災分科会兼務】 
       金指 隆夫 【防災分科会兼務】 
       市川 博明 【防災分科会兼務】 

高橋 曻  （北ノ窪自治会） 
間中 俊雄 （社会福祉協議会）【健康・福祉分科会兼務】 

会計   中野 武  （池田自治会） 
監事   井上 勝美 

   平野 嗣和 
理事   市川 昭維子（民生委員児童委員協議会） 

       木村 陽子 （ともしび会）【防災分科会兼務】 
         鈴木 孝次 【防災分科会兼務】 
交通安全分科会 

三宅 哲夫 （防犯ボランティア） 
稲子 和子 （交通安全母の会） 
菅井 悦人 （交通部会） 
竹中 勇人 （交通部会） 
長谷川加奈絵（交通安全母の会） 
椎野 智子 （交通安全母の会） 
香川 敬明 （防犯指導員） 
内藤 英夫 
高田 義夫 （下清水自治会） 
廣川 明  （穴部新田自治会） 
稲子 順正 （府川自治会） 

防災分科会 
中之内 憲詔（防災リーダー） 
平岡 靖裕 （防災リーダー） 
里見 徹  （防災リーダー） 
椎野 政信 （消防団第 13 分団）  
川崎 功一 （穴部自治会） 
石川 弘美 
大友 さとみ 

防犯分科会 
本木 忠一 （防犯推進協議会・ 

飯田岡若宮自治会） 
林  真也 （飯田岡駐在所） 
加藤 智子 （保護司） 
椎野 輝夫 （久所自治会） 
府川 悟志 （青少年育成会）  
山本 春雄 （飯田岡飯中自治会） 
浦  公男 （飯田岡楠自治会） 
早川 恭子 （防犯推進協議会） 

  

  

  

  

 

健康福祉分科会 
柳井 由美子（主任児童委員） 

 吉澤 博美 
 押田 勲 

山本 くみ子（健康おだわら普及員） 
高橋 しのぶ（民生委員児童委員協議会） 
鶴井 美恵子（民生委員児童委員協議会） 
矢ヶ村 直廣（とみず向日葵会） 
内海 テル子（とみず向日葵会） 
中之内 千景 
香川 輝夫 （飯田岡本村自治会） 
奥津 美恵 （第３地区地域包括支援センター） 

文化・教育分科会 
 立山 和也 （青少年育成会） 
 佐々木 恵生（主任児童委員） 

下田 夏樹 （富水小学校） 
山室 麻乃 （富水小学校ＰＴＡ） 
加藤 裕之 （報徳小学校） 
田中 靖  （泉中学校） 
齋藤 友紀貴（泉中学校ＰＴＡ） 
中村 尚見 （小田原養護学校） 
杉﨑 郁夫 （小田原養護学校） 
山田 菊乃 （富水学区連合子ども会） 
鈴木 あつ子（富水学区連合子ども会） 
滝田 朝美 （報徳学区連合子ども会） 
川田 義雄 （久所自治会） 

地域振興・環境美化分科会 
尾崎 壽一 
高塩 英芳 
篠崎 たけ子（富水婦人部連合会） 
福澤 裕 
和田 真幸 （体育振興会） 
熊坂 太郎 （老人クラブ連合会） 
菅原 知栄子 
和田 恵子 
配島 勇   
鈴木 敏  （新屋自治会）              

広報分科会 
小林 誠一 （柳新田自治会） 
内海 勇  （小台自治会） 
篠原 弘 
金子 勝光 
小関 美智子 
佐藤 宏子 

 

 
平成 28 年 12 月作成 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 桜井地区 ～ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

桜井地区各団体連絡協議会 
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尊徳の教えが生きているまち 
 

 

 地域の地理状況 

  市の北部に位置し、地形上は平坦で、西は南足柄市、北は開成町、東は大井町と接してお

り、地域の中央には仙了川が、東には酒匂川が流れ、美しい田園風景が今も随所に残ってお

り、また、地域の中央には、小田急線が通り、栢山駅を中心に賑わっています。 

 

 

 

地域のキャッチフレーズ 

地域の今（現況） ～わたしたちの地域はこんな地域～ 

栢山出張所 
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※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（桜井地区） 

人口と世帯数の推移

桜井地区人口・世帯数 （単位：人）

全
男
女

65歳以上
20歳～64歳
20歳未満

☆ 人口微減・世帯数微増　⇒　世帯当たり人口減　(単身世帯の増）
☆ 65歳以上　2割増、64歳以下　1割弱減　⇒　少子高齢化
※2010年と2015年の世帯数や人口を比較したところ、人口は減少しているが、世帯数が増加している。

高齢化の比較

※％
世帯数 5,349 5,339 5,743 5,502 5,563 5,563 1.040

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

13,239 0.978
6,536 6,539 6,515 6,479 6,447 6,388 0.977

13,534 13,539 13,479 13,457 13,404

6,957 6,851 0.979

年齢構成
2,973 2,973 3,064 3,244 3,413 3,533

人　口
6,998 7,000 6,964 6,978

1.188

地域交流で不幸をなくす。

7,368 0.923
0.9072,579 2,581 2,505 2,496 2,423 2,338

7,982 7,985 7,910 7,717 7,568
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　地域別計画は「地域のことは地域で解決」をスローガンに、２００９
年度に小田原市全地区で策定されました。
  初版発行から５年が過ぎ社会環境の変化・全地区で地域コミュニティ
組織が活動開始したことで今年度（２０１６年度）改定することになり、
桜井地区各団体連絡協議会へ改定依頼があり、今回のこの活動となりま
した。

1)   今回の改定を実施するにあたり、初版（平成２２年発行）作成時
の参画団体、他地区の参画団体などを参考に改定を実施する団体を
決めさせていただきました。

2)   今回掲げた「めざす姿」は、ほんの１例にすぎません。数多くの
「めざす姿」にむけて関係諸団体の方々が日夜活動していることは、
多くの地域住民の方は、ご理解していると思います。

3)   課題解決の第一歩として、地域の皆様に各団体の活動内容をより
理解していただくため、必要に応じて「わかりやすい活動紹介資料」
を作ることにしました。

4)   今回（今年度）の改定作業は、５テーマの予定でしたが３テーマ
に絞り実施いたしました。
５テーマとは、

A:健康・福祉、B:防犯、C:文化・教育、D:防災、E:生活・環境
D:防災は防災連絡会
E:生活・環境は環境美化連絡会を中心に進める予定です。

5)   今後とも継続的に本計画の改定（課題の解決）を実施し、「めざす
姿」により近づけてゆきましょう。
桜井地区の関係諸団体・住民の皆様が一丸となって活動することにより
「小田原市の中で最高の地区の一つ」にできることを確信しております。

6)   今回の改定で注意したことは、「より具体的に」「期限を付ける」
の２点です。これはスムースに活動を進めたい。との思いからです。  

 

地域別計画改定について 
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体
育
振
興
会

西
栢
山
自
治
会

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
他

地
区

で
行

っ
て

い
る

支
援

活
動

を
調

査
す

る
。

1
)
ケ

ア
タ

ウ
ン

お
だ

わ
ら

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
公

聴
2
0
1
7
/
1
/
2
8
済

2
)
他

地
区

の
現

状
を

調
査

す
る

。
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
支

援
活

動
調

査
結

果
を

整
理

す
る

。

1
）
実

施
で

き
る

項
目

を
決

定
す

る
。

2
)
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

含
め

た
活

動
チ

ー
ム

を
編

成
す

る
。

3
実

施
準

備

4
試

行

5
見

直
し

、
不

具
合

の
改

善

6
改

善
策

の
実

施

日
常

生
活

の
支

援
体

制
を

つ
く

り
た

い
。

A
 
:
 
健

康
・

福
祉

め
ざ

す
姿

2
0
1
7
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度

具
体

的
な

進
め

方

年
度

幹
事

団
体
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青
少
年
育
成
会

道
下
自
治
会

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
防

犯
力

強
化

の
た

め
の

設
備

を
充

実
す

る
。

1
)
危
険
箇
所
に
防
犯
灯
の
増
設
を
す
る
。

・
設
置
箇
所
の
見
直
し
調
査
を
行
い
、
新
設
箇
所
の
検
討
を
す
る
。

・
行
政
機
関
に
対
し
、
新
設
の
要
請
を
す
る
。

2
)
公
共
施
設
、
公
共
広
場
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

・
新
設
箇
所
の
検
討
を
す
る
。

1
地

域
内

で
犯

罪
が

起
こ

ら
な

い
・

起
こ

さ
な

い
た

め
の

環
境

を
つ

く
る

。

1
)
地
域
犯
罪
を
防
ぎ
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
施
策
を
継
続
す
る
。

・
地
域
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
と
一
部
見
直
し

2
)
犯
罪
が
起
こ
ら
な
い
た
め
の
地
域
内
の
見
守
り
活
動
を
実
施
す
る
。

・
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
の
箇
所
の
検
討
・
仕
組
み
の
構
築
を
す
る

・
重
点
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

1
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

作
り

、
防

犯
情

報
を

共
有

化
す

る
。

1
)
参
加
団
体
を
交
え
て
の
情
報
交
換
会
を
行
う
。

・
警
察
情
報
も
含
む
。

2
0
1
8
年
度

め
ざ

す
姿

2
0
1
9
年
度

2
0
2
0
年
度

幹
事

団
体

具
体

的
な

進
め

方

B
 
:
 
防

犯

犯
罪

が
起

き
な

い
街

作
り

を
し

た
い

。

防
犯

情
報

を
共

有
し

た
い

。

年
度

2
0
1
7
年
度

地
域

の
防

犯
力

を
強

化
し

た
い

。
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青
少

年
育

成
会

道
下

自
治

会

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

2
防

犯
情

報
の

回
覧

す
る

仕
組

み
の

検
討

を
す

る
。

1
)
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
討
す
る
。

2
)
回

覧
方
法
を
検
討
す
る
。

3
)
地

域
内
回
覧
を
実
施
す
る
。

2
0
2
0
年
度

幹
事

団
体

め
ざ

す
姿

具
体

的
な

進
め

方

B
 
:
 
防

犯

年
度

2
0
1
7
年
度

2
0
1
8
年
度

2
0
1
9
年
度
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連
合

こ
ど

も
会

中
の

町
自

治
会

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
尊

徳
思

想
へ

の
学

校
教

育
を

フ
ォ

ロ
ー

す
る

。

1
)
小
田
原
市
で
の
尊
徳
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
調
査
す
る
。

2
尊

徳
思

想
へ

の
桜

井
独

自
の

行
事

に
参

画
し

、
地

域
全

体
に

啓
蒙

す
る

。

1
)
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
の
継
続
と
拡
大
を
図
る
。

　
ま
た
、
各
行
事
に
小
学
生
の
参
加
が
で
き
る
場
づ
く
り
を
す
る
。

例
）

金
次

郎
桜

井
ま

つ
り

（
８

月
）

例
）

尊
徳

祭
、

尊
徳

先
生

を
偲

ぶ
集

い
（

１
０

月
）

な
ど

3
尊

徳
関

連
行

事
へ

の
住

民
参

加
を

推
進

す
る

。

1
)
各
行
事
内
容
を
調
査
と
検
証
を
行
い
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
配
付
す
る
。

1
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

作
り

、
地

域
の

連
携

を
強

化
す

る
。

1
)
意
見
交
換
会
の
参
加
団
体
を
拡
大
す
る
。

参
加

者
例

）
　

各
学

校
長

、
幼

稚
園

長
、

駐
在

所
、

行
政

、
自

治
会

長
他

2
世

代
間

交
流

の
場

を
設

定
し

、
交

流
を

図
る

。

1
)
自
治
会
行
事
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
行
事
を
企
画
し
、
交
流
を
広
げ
る
。

例
）

お
祭

り
、

ど
ん

ど
焼

き
（

団
子

焼
き

）
　

な
ど

2
)
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
を
検
証
し
、
諸
団
体
の
連
携
を
図
る
。

C
 
:
 
文

化
・

教
育

め
ざ

す
姿

年
度

2
0
1
7
年
度

2
0
1
8
年
度

2
0
2
0
年
度

幹
事

団
体

具
体

的
な

進
め

方

尊
徳

先
生

の
教

え
を

地
域

全
域

に
発

信
し

た
い

。

学
校

と
地

域
の

つ
な

が
り

を
強

化
し

た
い

。

2
0
1
9
年
度
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連
合

こ
ど

も
会

中
の

町
自

治
会

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

3
登

下
校

時
の

見
守

り
活

動
状

況
を

調
査

す
る

。

1
)
通
学
路
の
危
険
個
所
の
見
直
し
調
査
を
す
る
。
(
防
犯
部
会
と
協
働
作
業
)

2
)
危
険
個
所
マ
ッ
プ
の
作
成
と
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。

2
0
1
9
年
度

2
0
2
0
年
度

幹
事

団
体

C
 
:
 
文

化
・

教
育

め
ざ

す
姿

具
体

的
な

進
め

方

年
度

2
0
1
7
年
度

2
0
1
8
年
度
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桜井地区各団体連絡協議会における活動の経過 
 

２０１６年　９月２６日 32名 第一回目 「地域別計画改定」についての説明会

２０１６年１１月　５日 25名 第二回目 各テーマのグループ分け

ブレーンストーミングを実施

２００項目以上の課題が提示された。

２０１６年１２月～１月 各グループで、課題選定・課題解決策の立案作業

２０１７年　２月　４日 26名 第三回目 課題解決策発表会の開催

２０１７年　２月１８日 25名 第四回目 共通課題の課題解決策の審議・決定

改定作業に参画した団体 （２０１６年度） 
 
部会

A 健康・福祉
桜井地区体育振興会★ 西栢山自治会★

民生・児童委員協議会 東栢山学校前自治会

健康おだわら普及員 高河原自治会

桜井地区創友クラブ連合会 西之庭自治会

B 防犯
桜井地区青少年育成推進員★ 東栢山道下自治会★

桜井地区防犯指導員 寺下自治会

桜井地区少年補導員 弥生自治会

浅原自治会

清流荘自治会

C 文化・教育
桜井学区連合こども会★ 東栢山中の町自治会★

城北中ＰＴＡ 東栢山城北自治会

桜井小ＰＴＡ 河原庭自治会

報徳小ＰＴＡ 柳町自治会

民生・児童委員協議会 新屋敷自治会

注： 団体名の「★」は、２０１７年度の幹事団体です。
幹事団体は、各部会の会議招集などを主な役割としています。

事務局
桜井地区各団体連絡協議会

桜井地区自治会連合会 (東栢山道上自治会）

桜井地区社会福祉協議会

桜井地区青少年育成会
2017年2月　第一回改定

2010年1月　　　　作成
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地域別計画 

（平成28年度改定） 

～酒匂・小八幡地区～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
酒匂・小八幡地区まちづくり委員会 
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住んでいることに誇りがもて 
住みたくなるまち、酒匂・小八幡 

 

 

１ 福祉・健康 

（１）福祉・健康 

健康で元気に生き生き暮らせるまち 

よりよい生活環境を図るための高齢者の活動を通し、世代間の 

交流をめざすまち 

地域のみなさんが子育てに協力するまち 

（２）生活支援 

ささえあう輪が広がるまち 

２ 防犯・交通安全 

  犯罪の無い安全で安心なまちづくり 

交通事故のない安全なまち 

３ 生活・環境・美化 

エコにつながる環境づくり 

きらめくまち酒匂・小八幡地区 

４ 文化・教育 

地域の交流が生む机の上では学べない体験学習 

地域の文化・歴史を次世代へ継承していけるまちづくり 

あいさつから始まる、マナー向上を目指すまちづくり 

５ 防災 

災害に対する備えと被災後の対応をスムーズにしてあるまち 

６ 広報 

まちづくりを支える広報活動 
 

地域のキャッチフレーズ   

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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１ 福祉・健康 

（１）福祉・健康 

【めざす姿】 

健康で元気に生き生き暮らせるまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地区各種団体が協力して開催してい

る健康に関わる教室は人気もあり参加

者が多く、特に自治会が開催する体育

祭でのミニミニ健康は好評です。酒匂

川河川敷は富士山が眺められる景勝地

で、ウォーキングコースに適していま

す。 

健康管理のために、体を動かす高齢

者が増えていますが、一方で高齢者夫

婦、高齢者独居の世帯は孤立しがちな

ため、生活習慣を変えることが難しい

と思われます。 

気心の知れた近所の方からの暖かい

声掛けは、高齢者の大きな支えと安心

につながっています。 

 

・各種団体等で行っている体操教室や

健康チェック、バランスの良い食事

を紹介する料理教室などの健康に関

わる教室や認知症予防に関する取組

は、地区住民の健康促進に、今後も

必要な活動なので、参加者が減少し

ないよう、また色々な方が参加しや

すいよう、活動内容や情報発信を工

夫しながら、それぞれの活動の継続

と充実に努めます。 
・地区の歴史・自然資産を楽しめ、分

かりやすく、参加しやすいウォーキ

ングマップの活用とその改訂を図り

ます。また、地区内だけでなく、市

内の歴史・自然遺産を知るため、健

康ウォークを開催し、多くの人が参

加できるように努めます。 
・健康促進のため、地区で行われてい

るイベントなどの中で、地区を歩く

ことや軽い体操を継続実施し、情報

発信や誰でも散歩できるようなウォ

ーキングタウンを目指します。 

 

 

健康ウォーク 
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【めざす姿】  

よりよい生活環境を図るための高齢者の活動を通し、 

世代間の交流をめざすまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

独居高齢者や高齢者だけの世帯への

見守り活動は各種団体の方々が行って

いますが、地区内にこれらの世帯や認

知症の高齢者が増えてきて、全体に目

が行き届いているか心配な状況のた

め、地区全体で見守る必要性が出てき

ています。 

老人会が行っている神社や旧跡の清

掃活動などが地区貢献しています。 

様々な団体で講座やイベントなどを

開催し、高齢者の健康管理につなげて

います。 

 

 

・地区活動のやりがいを高齢者の方々

に理解してもらい、地区活動へ参加

する喜びをもち、引きこもりがちな

高齢者が外に出て活動する環境づく

りに努め、高齢者の方々の顔を皆さ

んが分かるような地区を目指しま

す。 

・見守り活動についての理解を広め、

家族と地域住民の協力を得ながら見

守る地区を目指します。 

・各自治会や酒匂・小八幡地区まちづ

くり委員会で開催するサロン活動の

充実に努めます。 

 

【めざす姿】 

地域のみなさんが子育てに協力するまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地区で開催している、子育て支援の

ためのアップルパイなどは好評で参加

者も多く、地区のお母さん方の子育て

にとても役に立っています。 
また、子どもからお年寄りまで参加

する世代間交流の行事も盛んです。 
子ども会活動について、自治会単位

での活動が困難になり休会していると

ころも出てきています。 
 

・アップルパイのような子育て広場へ

の参加者を増やし、地区で子育てを

する意識が芽生えるように努めま

す。 

・子ども会の増員に向けた取組を進め

ていきます。 

・世代間交流（子育て世代や子どもが

お年寄りと接する機会）の行事は各

種団体などで継続して開催し、参加

者の増加に向け工夫をし、子育てに

対する助言などの情報を共有できる

ようにします。 

・また、各団体と学校との連携・協力

体制の推進を図ります。 
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（２）生活支援 

【めざす姿】 

ささえあう輪が広がるまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

生活上のちょっとした困りごとにつ

いてアンケートをとったところ、お手

伝をお願いしたい方が 89 名、お手伝い

ができる方が 479 名となりました。そ

のうち、サポーターを受けてくださっ

た方が 120名あまりいます。 

・地域社会の福祉の向上を目指し、生

活支援サービスを取り組みます。 

・サポーターの知識向上・相互情報交

換と交流の機会の創出を目的とし、

サポーター勉強会を開催します。 

・活動のＰＲを行います。 

・福祉の担い手を掘り起こして育成を

していきます。 

・介護予防・日常生活支援総合事業で

の住民主体訪問型サービスを進めま

す。 

 

２ 防犯・交通安全 

【めざす姿】 

犯罪の無い安全で安心なまちづくり 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地区の防犯のため自治会を始め、青

少年健全育成協議会やＰＴＡなど、地

区活動をしている多くの人が防犯パト

ロールを実施しています。 

地区内や近隣の地区で、犯罪が増え

被害者も増えています。 

酒匂・小八幡地区自治会連合会から

犯罪情報の提供はあるが、交番に警察

官が常駐していないため、地区の犯罪

発生の抑止力や、団体の防犯活動との

情報共有が低下しているので不安な一

面もあります。 

地区防犯のため多くの団体が防犯パ

トロールを実施していますが、各種団

体の実施場所や方法、時間帯などの情

報の共有が行われていません。 

子ども 110 番のシールが通学路など

に貼られていますが劣化していて、外

してしまう家庭も多いです。 

・地区内や近隣地区で発生している犯

罪の注意を促す回覧を行うなどの情

報共有を拡大し、地区の防犯意識の

向上を目指し、犯罪を防ぐように努

めていきます。 

・団体が情報を共有し、協力してパト

ロールを実施することで、もっと効

果的な活動になる可能性が高いと思

われるので、実施団体の代表者が調

整を行い、単位または、複数の自治

会でパトロールを実施するなど、効

果的なパトロールの手法を検討しま

す。 

・劣化している子ども 110番シールを

新しく貼り換え、子どもを見守る目

を強調していきます。 

・警察などから提供される犯罪などの

データや情報をリアルタイムで発信

できるようなシステムを検討してい

きます。 

・地区内の交番の警察官にも会議に参

加してもらい、地域の防犯や交通安

全についての情報共有や検討をして

いきます。 
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【めざす姿】 

交通事故のない安全なまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

南には幹線道路で交通量が多い国道

１号が東西に走り、酒匂中学校と酒匂

小学校、富士見小学校の生徒と児童が

通学路として利用していますが、重大

事故が少ないのは地区各種団体の登下

校時の見守り活動などが寄与していま

す。 
交通事故で一番多いのは高齢者なの

で高齢者の安全確保も視野に入れた交

通安全教室を行っています。 

交通マナーの低下により地区内に自

転車の二人乗りや中学生が登下校時の

際に狭い道路に拡がって歩いており、

危険です。 
歩道が確保できない視界の悪い交差

点や車がスピードを出して通過する通

学路など、まだ危険なところがあるこ

とが予想されます。 

・現在、行っている小学校の登下校時

の見守り活動を継続するとともに、

各種団体が行っている交通安全活動

の情報共有を行い、交通安全活動の

連携と充実に努めます。 
・蛍光色がついたものを身に着けるこ

とは、夜間の歩行者の安全確保に大

きく寄与するので、蛍光色のグッズ

の携帯を促すとともに交通安全教室

などでの配布も検討していきます。 

・地区で行っている交通安全教室を継

続して行っていくとともに高齢者を

中心に参加者を増やすための工夫を

していきます。 

・地区の交通危険箇所の洗い出しや再

調査を行い交通事故のさらなる減少

に向けた検討をしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

防犯パトロール 

交通安全教室 
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３ 生活・環境・美化 

【めざす姿】 
エコにつながる環境づくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

ごみ分別について学校、各種団体な

どで啓発を行っていて、関心のある方

は増えてきていますが、燃せるごみ、

燃せないごみ、資源ごみなどに分別を

しないでごみステーションに出すマナ

ーの悪い人がいます。 
また、地区外の人が車で分別できて

いないごみを持ち込んで、ごみステー

ションに置いて行く人がいます。 
ペットボトルやトレーの袋は、風で

飛ばされやすいため、ごみの出し方に

工夫が必要です。 

・生ごみの水切りやごみの分別の徹底

など、ごみ出しのルールの遵守徹底

や地区住民にごみ出しの啓発活動を

行うように努めます。 
・段ボールコンポストを広めていくこ

とで、燃せるごみの中に生ごみの混

入を減らしていきます。 

・地区の諸団体が開催する会議でごみ

出しのルールや出し方の工夫を説明

することや、発行している諸たより

にごみ出しのルールや出し方の工夫

を載せる、自治会未加入世帯に協力

を求める、ごみステーションにごみ

分別啓発掲示をするなど、ごみ出し

の啓発活動に努めます。 
・地区外の人のごみの持ち込みについ

ては、ごみステーションの監視が必

要なため地区が協力して、ごみステ

ーションのパトロールなどを行いま

す。 

・ごみ出しの支援が必要な方へのサポ

ートについて検討していきます。 

 

 

ごみ分別啓発表示板 段ボールコンポスト説明会 
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【めざす姿】 

きらめくまち酒匂・小八幡地区 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

酒匂・小八幡地区は南が相模湾に面

し、西は酒匂川に面し、地区内に小八幡

川、下菊川が流れています。 
酒匂川の河口は数多くの野鳥が生息

し、飛来する自然豊かな場所で、また晴

れた日には富士山を眺めることができる

景勝地でもあります。 
地区の南側を東西に横断する国道１号

は、正月の恒例行事である東京箱根間往

復大学駅伝の走路になっています。 

・酒匂川の豊かな自然を守るため、現在

地区の各種団体が実施している清掃活

動のほかに、河川敷の草木が枯れてご

みが見付けやすい 11 月下旬頃の清掃
活動の実施について検討します。 

・公園などに花を植えて、地域の美化運

動を進めていきます。 

・現在行っている小八幡川・下菊川の清

掃を継続していきます。 

・東京箱根間往復大学駅伝を見据えて毎

年 12 月下旬に国道１号の美化活動の

実施を検討します。 
 

４ 文化・教育 

【めざす姿】 

地域の交流が生む机の上では学べない体験学習 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

団体の組織や隣人関係を大切にして

いて、自治会・各種団体による酒匂小

学校の米づくり体験、小学校美化活

動、スクールボランティア・ＰＴＡ主

催のふれあい市場や富士見フェスタ、

酒匂小学校・富士見小学校・酒匂中学

校３校合同でのイベントなど地区共同

での学校づくりが盛んです。 

・地区共同の学校づくりの活動は活発

に行っていますが、意外と知られて

いない状況もありますので「さか

わ・こやわタウン通信」や「学校便

り」を利用し地区にＰＲをしていき

ます。 

・米作り体験は指導される方がいなく

なると継続してできないので、後継

者探しや代替案の検討をしていきま

す。 

・スクールボランティアは技術や知恵

をもった高齢者の方も多いので自治

会や老人会に声掛けし、参加の輪を

広げて活動の充実に努めます。 

・隣人関係が昔に比べ希薄になる傾向

にあるので、つながりを大事にする

意識の向上に努めます。 

 

【めざす姿】 

地域の文化・歴史を次世代へ継承していけるまちづくり 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

祭礼などの伝統行事が盛んで、寺院

などの歴史的資産も豊富なわりに、皆

さんが起源や歴史についての言い伝え

・寺院や地区の歴史に詳しい人の協力

を得て、言い伝えや背景の情報収集

を行い、地区の歴史をみんなで共有
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や背景について知りません。 

地域の文化や歴史を次世代に継承す

ることを目的とした、郷土史出前講座

を中学校や老人福祉施設などで行って

います。 

できる方法を今後も検討していきま

す。 

・学校だけでなく、地域の施設を利用

して、郷土史出前講座などを行い、

地域の歴史をより多くの方に伝えて

いきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

どんど焼

春祭り 

郷土史出前講座 
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【めざす姿】  

あいさつから始まる、マナー向上を目指すまちづくり 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

最近の人々は「江戸仕草」という言

葉忘れています。 
道を譲られても「ありがとう」も言

わないし、「お互いに譲り合う」とい

う心を忘れています。 
地区の子どもの中には挨拶しても返

事のない子や、登下校時に道路に何人

かで横並びになって拡がって歩いてい

る子がいます。 
昔は、マナー違反を注意するなど、

人の子を叱れるおじさんがいました

が、地区内に注意する人がいなくなり

ました。 

・生活の中のマナー向上の基本は地区

内での挨拶や声掛けなので、現在行

っている「あいさつ運動」や「声か

け運動」を今後も継続し、小中学校

とも協力し、地区内にお互いに譲り

合う心が芽生えるように心がけま

す。 

 

５ 防災 

【めざす姿】 

災害に対する備えと被災後の対応を 

スムーズにしてあるまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

炊き出し訓練や防災器具の使い方を

行っている防災訓練への参加者が高齢

化し減少していることから地区の防災

意識が高いとは思えないので、防災訓

練の検討が必要です。また、各家庭が

防災備品の準備や家具転倒処置などの

防災のための対処をきちんと行ってい

るか心配なので、防災訓練の際に防災

関連器具の紹介などを行っています。 

さらに、大地震が発生した場合は、

広域避難所が酒匂小学校と富士見小学

校に分散しているため、震災直後は行

政の協力を得ることは難しいので、避

難場所の運営が円滑に行えるか心配で

す。 

一部の自治会や酒匂・小八幡地区ま

ちづくり委員会では行事を通して世代

間の交流が図られているため、いざ災

害が発生した時に共助の体制がスムー

ズに取ることができます。 

・一部の自治会では防災のための準備

や処置方法などをまとめた、防災マ

ニュアルや防災手引きを作成し配布

していますが、必要に応じて更新し

ていきます。また、未整備自治会は

作成・配布を引き続き検討していき

ます。各自治会での防災備品が不十

分な場合は、防災備品を充実させて

いきます。 

・各団体でも、災害時に必要な備えを

していきます。 

・「危険箇所マップ」の作成や「防災

チラシ」を作成・配布し、住民の防

災意識の高揚が図れました。今後は

今まで作成してきた物の活用や、酒

匂・小八幡地区の自治会別にＡＥＤ

や井戸、一時避難所などの場所がわ

かる「防災マップ」の作成をして各

家庭に配布することを検討し、各家

庭の防災に対する意識向上へ働きか

けていきます。 

・津波の心配があるので、地域の方に

地形の高さを認識してもらうため、
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回覧などで周知していきます。 

・防災訓練の内容を更に工夫するとと

もに、単位自治会での実施を検討

し、小学生や子ども会、老人会にも

参加を呼びかけ防災訓練への参加者

を増やし、また災害や防災意識につ

いて学ぶ機会を提供することで、地

区ぐるみで防災活動に取り組むよう

に努めていきます。 

・いざという時にどのように動くこと

が必要か各家庭へ検討を促します。 

・一部の自治会では災害時の広域避難

所の運営を円滑に行うため広域避難

所ごとに具体的な作業と担当者の名

前を記載した設置運営マニュアルの

作成を行いました。今後は、担当者

の役割を周知し、また、未整備の自

治会には作成を促します。また、

様々な災害を想定した毎年の訓練実

施を引き続き工夫し検討していきま

す。 

・園児の降園後や児童・生徒の下校

後、園舎・校舎の崩壊時、津波到来

時の対応や、災害時への子どもへの

ケアなどを検討していきます。 

・地区全体に世代間交流が図られる様

に引き続き進め、若い人も住みよい

環境につなげていきます。 

 
 
防災訓練 
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 ６ 広報 

【めざす姿】 

まちづくりを支える広報活動 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

酒匂・小八幡地区まちづくり委員会

の広報誌「さかわ・こやわタウン通

信」は、平成 23 年 11 月に創刊し、平

成 28年度まで 12 号が発行されまし

た。平成 28 年度には、広報の担当メン

バーが選任され、より地域に密着した

情報の提供をめざすことになりまし

た。一方、「さかわ・こやわタウン通

信」等の情報紙については、地域のみ

なさんの認知度を高めていくことが当

面の課題になっています。 

・当委員会における業務や活動を地域

のみなさんに広く知らせ、信頼関

係、協力関係をつくり出す情報の提

供を行います。 

① 「さかわ・こやわタウン通信」を発
行し、地域のみなさんに当委員会や

各分科会の活動、今後の予定等を報

告します。また、地域の行事や出来

事なども随時取り上げていきます。 

② 広報分科会の自主的な活動として、
他の地区の分科会との交流、イベン

トの見学等を進めていきます。 

 

 

さかわ・こやわタウン通信 
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人口と世帯数の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 
 
 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（酒匂・小八幡地区） 
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会議名 日にち 内容 

第 1回役員会 
4 月 13 日（水） 

19:30～ 
地域政策課から役員へ説明 

総会 
4 月 22 日(金) 

19:00～ 

地域政策課から委員に説明 

事業計画として承認 

第 2 回役員会 
6 月 10 日（金） 

19：30～ 
地域政策課から役員へ説明 

各分科会 6 月～7 月 見直し記入用紙の配布 

 随時 
地域政策課で集約し、内容の修正・追加案を作

成 

各分科会 7 月～12 月 

内容の修正・追加をした酒匂・小八幡地区地域

別計画の確認・意見交換 

⇒意見を基に地域政策課でさらに修正・追加 

第 3 回役員会 
12 月 7 日（水） 

19：30～ 

酒匂・小八幡地区地域別計画(分科会案)の意

見交換 

⇒意見を基に修正 

各分科会 12 月～3 月 役員会案を各分科会に報告 

各分科会 3 月 31 日まで 
酒匂・小八幡地区地域別計画(見直し案)の承

認  

酒匂・小八幡地区まちづくり委員会での検討経過 
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 平成 28 年 11月現在 

委 員 会 役 職  氏  名 地 域 役 職 
委員長 太田   実 酒匂 3区自治会長 
副委員長 上田  光男 酒匂 11区自治会長 
副委員長 譲原  春夫 小八幡 1区自治会長 
会計 大塚   洋 小八幡 9区自治会長 
監事 大木   徹 酒匂 8自治会長 

福祉・健康 
分科会 

 

リーダー 大木   徹 酒匂 8区自治会長 
サブリーダー 和田 智恵子 民生委員・児童委員協議会副会長 
委員 椎野  二郎 酒匂 7区自治会長 
委員 深田  脩敬 酒匂 12区自治会長 
委員 大塚   洋 小八幡 9区自治会長 
委員 塩海  幸信 社会福祉協議会会計 
委員 徳光  えり 民生委員児童委員協議会 
委員 磯崎  一子 民生委員児童委員協議会 
委員 金森  優子 民生委員児童委員協議会 
委員 西村  由美 民生委員児童委員協議会 
委員 島津 三喜子 民生委員児童委員協議会 
委員 髙 美智子 民生委員児童委員協議会 
委員 西山  和美 前ボランティア会長 
委員 松本 ひろ子 元健康普及員代表 
委員 山室  妙子 日赤奉仕団酒匂分団 
委員 小松田 智子 第四地区地域包括支援センター 管理者 
委員 白川  恵子 婦人会地区委員 

防犯・交通安全 
分科会 

リーダー 上田  光男 酒匂 11区自治会長 

サブリーダー 今屋  健一 青少年健全育成協議会代表 
ケンケン市民パトロール隊長 

委員 小野寺  稔 酒匂 4区自治会長 
委員 深澤  淳一 酒匂 15区自治会長 
委員 長崎  源市 小八幡 2区自治会長 
委員 斉藤  和幸 小八幡 6区自治会長 
委員 小澤  理嘉 酒匂小学校教頭 
委員 湯原  直子 富士見学区連合子ども会長 
委員 丹治  律子 酒匂学区連合子ども会副会長 
委員 金子  敏道 体育協会副会長 
委員 譲原     弘 防犯指導員 
委員 譲原 百合子 交通安全母の会長 
委員 青山  浩正 酒匂中学校 PTA副会長 

生活・環境・美化 
分科会 

リーダー 塩海  一男 小八幡 4区自治会長 
サブリーダー 山室  妙子 日赤奉仕団団長 
委員 太田   実 酒匂 3区自治会長 
委員 山崎  文夫 酒匂 5区自治会長 
委員 富永  正昭 酒匂 13区自治会長 
委員 菊田  一成 酒匂 16区自治会長 
委員 大木  義則 小八幡 3区自治会長 
委員 天野   聡 小八幡 10区自治会長 

 酒匂・小八幡地区まちづくり委員会 
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委員 鈴木  一彦 富士見小学校教頭 
委員 鴛海  幸司 富士見小学校 PTA会長 
委員 小野  正枝 元ボランティア会長 

文化・教育 
分科会 

リーダー 須藤  光雄 酒匂 1区自治会長 
サブリーダー 大川  憲治 酒匂 6区自治会長 
委員 大木   実 酒匂 2区自治会長 
委員 田中  好宏 酒匂 9区自治会長 
委員 安藤   和 酒匂 10区自治会長 
委員 澤井  俊夫 酒匂 14区自治会長 
委員 原田  憲彦 酒匂 17区自治会長 
委員 須藤  和也 青少年育成推進員班長 
委員 松本  俊代 前青少年育成推進員班長 
委員 稲毛  真弓 酒匂中学校教頭 
委員 板井 亜紀子 酒匂中学校地域連携部長 
委員 三廻部洋次郎 前酒匂 8区自治会長 

防災分科会 

リーダー 譲原  春夫 小八幡 1区自治会長 
サブリーダー 下川  春雄 防災リーダー代表 
委員 古見  隆照 防災リーダー 
委員 安藤 ひかり 防災リーダー 
委員 譲原  克明 小八幡 5区自治会長 
委員 松嶋  健一 小八幡 8区自治会長 
委員 石井   宏 消防 17分団団長 
委員 谷川  宗治 消防 17分団 
委員 鈴木  修一 民生委員児童委員協議会長 
委員 栗林  辰彦 前小八幡 5区自治会長 
委員 鈴木  晶子 酒匂幼稚園 
委員 及川  章子 酒匂小学校 PTA会長 

エスケイひだまり 

リーダー 中津   滋 地域福祉コーディネーター 
会計 本多  孝子 地域福祉コーディネーター 
委員 内田  理佐 地域福祉コーディネーター 
委員 二見  裕美 地域福祉コーディネーター 
委員 二見   昭 地域福祉コーディネーター 
委員 五十嵐 尚美 地域福祉コーディネーター 
委員 大木   徹 地域福祉コーディネーター 
委員 譲原   弘 地域福祉コーディネーター 
委員 川瀬 貴美子 地域福祉コーディネーター 
委員 栗原  稔育 地域福祉コーディネーター 
委員 太田   実 地域福祉コーディネーター 
委員 和田 智恵子 地域福祉コーディネーター 
委員 譲原 八恵子 オブザーバー（ボランティア会長） 

事 務 局 委員 椎野 憲一郎   

広報（分科会） 
※次年度設立予定 

リーダー 三廻部洋次郎  
委員 鈴木  修一  
委員 須藤  康男  
委員 徳光  えり  
委員 吉田    霧枝  
委員 西山  貞二    

平成 29 年 2 月 作成 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 下府中地区 ～ 

下府中まちづくり委員会 

 

小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑” 
 
 
小田原の中核として発展し、 
 

みんな仲良く生き生きと暮らせる町、下府中 
 

 

 

住民のコミュニケーションが強いまち 

安全で安心して暮らせるまち 

ごみのない清潔なまち 

犯罪を予防するまち 

災害時に住民が協力できるまち 

お年寄りが安心して住み・お年寄りにやさしいまち 

交通事故のない安全なまち 

地域活動により、人と人との繋がるまち 

生活マナーを守りきれいなまち 
 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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【めざす姿】住民のコミュニケーションが強いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

新幹線発祥の地をメインにイベ

ントを通じてコミュニケーション 

新幹線が開業する２年前の昭和 37

年、新幹線の試験コースが鴨宮～綾瀬

間に設置され、試験車両が鴨宮車庫基

地から出発しました。 

下府中では新幹線発祥の地を川東

地区の活性化と捉え、平成３年から

「川東ひかり祭り」と銘打って地域の

活性化、文化事業の促進、青少年の健

全育成及び安心・安全のまちづくりを

スローガンにスタートし、平成 28年

10 月には第 26回目を開催しました。 

下府中商工連合会と自治会連合会

が中心となり組織する「川東ひかりま

つり実行委員会」が主催し、小田原

市・小田原箱根商工会議所・小田原市

観光協会・小田原市商店街連合会の各

団体から後援と支援をいただいてお

ります。 

 また、巡礼サマーフェスタも平成

28 年に第 22 回目を開催しており、地

域の大きなイベントがコミュニケー

ションの場の一つとなっています。 

・新幹線発祥の地であることに端を発したまちおこし

の「川東ひかり祭り」や、巡礼街道周辺で開催して

いる「巡礼サマーフェスタ」を、地域の商工会の皆

様や地域住民で更に盛り上げ、地域のコミュニケー

ションの強化を図ります。 

 

・イベントの開催経費や人的負担、開催場所の確保な

ど主催者の負担は年々増加していますが、世代交代

や運営内容の見直しを検討しながら、引き続き地域

のご理解とご協力を得ながら開催していきます。 

 

 

 

【めざす姿】安全で安心して暮らせるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

見守り活動 

下府中は県市道が縦横に交差し、住

民は道路網の良さを誇りにしていま

すが、反面、昼夜を問わず交通量が多

く、特に児童生徒の登下校時は交通ル

ールを守らない車等で子どもたちは

・地域の活動は活発ですが（自治会、ボランティア組

織、老人会等）、自発的に参加を希望される方が少

ないのが実情です。自治会で行事等の参加者募集が

あった場合には、積極的に地域活動に参加するよう

に住民の意識向上に努めます。 
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危険にさらされています。 

そこで、自治会を中心に地区パトロ

ール隊を組織したり、自治会役員が当

番制で担当したり、地区ごとに横断歩

道や危険な箇所に立ち、子どもたちを

交通事故や不審者から守っています。 

鴨宮中学校地域連絡協議会も、登下

校時の安全・防犯活動などに取り組ん

でいるほかに、あいさつ活動を通じ

て、地域の児童・生徒の健全育成も含

めた活動を実施しています。 

また、住宅地が多い地区では、警察

の目の届かない場所や不審者情報な

どを基に夜間の通勤通学者の帰宅時

や居住者の安全を守るため、定期的に

防犯パトロールを実施し、地域の安

全・安心を守っています。 

・地域活動に参加しやすい体制作りとして特定の人に

負担が大きくなることを避けて、みんなで分け合う

ことを考慮していきます。 

 

・いざという時に力を合わせる共助の組織が今後必要

となってきますので、地域活動への参加意識の向上

や、特に若年世帯が地域活動に参加しやすい環境づ

くりを図っていきます。 

 

・隣り近所の挨拶に始まり、情報交換、コミュニケー

ションを深めると同時に、自己防衛の意識を持つこ

とを徹底していきます。 

 

 

 

【めざす姿】ごみのない清潔なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

清掃活動及び環境美化キャンペー

ン 

「あいさつ、防犯活動を兼ねた清掃

活動」を、毎月第４木曜日の原則 15

時から下府中地区の 11自治会が一斉

に行っています。 

矢作地区は、「小田原をきれいなま

ちにしよう」を合言葉に、昭和 50年

から月２回の神社境内や児童公園の

清掃と毎年５月、８月には河川の草刈

りなど美化清掃に取り組んでいます。

こうした長年の地域ぐるみの活動が

評価され、平成 19年度・地域環境美

化功績者として「環境大臣賞」を受賞

しています。 

 

・市外や地域外から大型商業施設等の来訪者が多く、

車からのたばこのポイ捨て等により幹線道路だけ

でなく、生活道路までもごみが散乱してきているの

で、「ポイ捨てを無くすよう」声かけ等を行い、啓

発活動を進めていきます。 

 

・公共施設や道路等の定期的な清掃活動は各地区で実

施していますが、特定な住民に限ることなく呼び掛

けを強めていきます。 

 

・小・中学校と連携しながら清掃活動ができる取り組

みを考えていきます。 

 

・河川の清掃は上流地域との連携も必要であるので、

清掃日の統一を図るように努めます。 
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【めざす姿】犯罪を予防するまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

平成 28 年２月にマロニエの一角に

「鴨宮川東交番」が設置され、地域の

防犯力は大幅に向上しています。 

中里地区と前川（国府津）地区には、

大型商業施設と映画館等の文化・娯楽

機能を併設した施設や大型文化・娯楽

施設などがあり、特に県西地域唯一の

映画館は、複数のスクリーンを保有す

る施設が２館あります。したがって、

地域外の多くの方も深夜まで映画鑑

賞等に訪れ、また、付近には深夜営業

店舗も多く、引ったくりや自転車の盗

難などの被害が増加傾向にあります。 

 

・現在実施している防犯パトロールや見守り活動を充

実します。 

 

・犯罪を予防するため自治会連合会が中心となって、

定期的に交番との情報交換を行い、警察などと連携

を図っていきます。 

 

・防犯パトロールは、住民の積極的な協力なくしては

継続的な活動は出来ませんので、隣り近所の声か

け、回覧等により担い手不足を解消するように努め

ます。 

 

・防犯教室の開催や防犯情報を回覧するなど、個人個

人の防犯意識を向上させます。 

 

幹線道路や商業施設などは夜間で

も明るく、人通りや車の通行も多く安

心できますが、生活道路に入ると防犯

灯が少なく、暗さが目立ち不安を感じ

る場所があります。 

・暗くて不安や危険な場所については、自治会で調査

し、行政と協力しながら防犯灯や防犯カメラの設置

を推進し犯罪を抑制することに努めます。 

 

 

 

 

【めざす姿】災害時に住民が協力できるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

神奈川県西部地震が懸念されてい

ます。下府中でも自治会単位で自主防

災組織が結成され、防災資機材の備蓄

や防災訓練等を実施し、住民には一時

避難場所や広域避難所の確認と避難

路の徹底を図っています。 

昨今の震災を教訓に、自分の身は自

分で守るという意識が向上していま

す。 

しかし、大型商業施設等に流入する

・自治会自主防災組織は、活動を具体的に住民に伝え、

災害時に戸惑うことのないように、先ず自分の身は

自分で守ることの徹底を図ります。 

 

・災害時に自宅や家族の安全が確認された場合には、

地域の防災活動に参加する共助の精神を醸成して

いきます。 

 

・下府中小学校広域避難所の運営には大型商業施設管

理者も含まれていることから合同訓練等も検討し
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人口は一日５万人といわれており、災

害発生時に施設内や付近を通行する

人々により混乱に拍車がかかる恐れ

があります。 

下府中 11自主防災組織が避難する

広域避難所は２箇所です。 

鴨宮２区・３区・５区・矢作及び下

堀地区が矢作小学校です。また、鴨宮

４区－１・２、中里１区－１・２、中

里２区及び大道地区が下府中小学校

となります。 

 

て行きます。 

 

・それぞれの広域避難所において地区の実情に即した

訓練を実施しています。 

 

・普通救命講習会などを開催し、基礎知識、ＡＥＤの

操作を学び、災害時に多くの人が対応できるように

努めていきます。 

  

・中学校と協力して、生徒が防災訓練に参加するよう

に呼びかけ、地域の防災力が高められるよう検討し

ていきます。 

 

 

 

【めざす姿】お年寄りが安心して住み・お年寄りにやさしいまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

民生委員と地域の各種団体などが

協力して見守りを進めています。 

少子高齢化の進む中で、介護の負担

増に苦しむ家庭が多くなります。 

特に、一人暮らしの高齢者の受け入

れ先の心配や高齢者だけの世帯では

高齢者が高齢者を介護しなければな

らない世帯が増えています。 

・一人暮らしの高齢者や介護が必要な高齢者の見守り

を行います。 

 

・昼食会やサロン活動などを開催して、地域全体で高

齢者との関わりがもてるようにしていきます。 

 

・高齢者の見守りにはプライバシーの問題もあり、家

庭の状況に応じた対応が必要ですが、民生委員やボ

ランティア会、自治会などが協力し、情報を共有し

ながら対応方法について検討していきます。 

 

神奈川県西部地震が懸念されてお

り、災害時に地域の支援が必要な一人

暮らしの高齢者や高齢者世帯及び、障

がい者を持つ家庭が増えています。 

・自主防災組織の活動の一環として小田原市災害弱者

名簿を基に災害弱者の把握に努めます。 

 

・災害弱者の把握や支援は、プライバシーにかかわる

問題があり個々の状況に応じた対応が必要となり

ますので、民生委員や自治会役員等と協力し対応策

を検討していきます。 
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【めざす姿】交通事故のない安全なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

小学校の登校下校時に合わせた見

守りやパトロールを実施しています。 

道路交通網が良く大型商業施設等

が点在していることから交通量が多

く、登下校時の児童生徒が危険にさら

されています。 

また、鴨宮中学校地域連絡協議会で

は、中学校区の児童・生徒の登下校時

の安全活動を年５回実施しています。 

 

・地区ボランティアや自治会役員等が、子どもたちの

登下校時に合わせた安全確保のための見回り活動

を続けていますが、活動の更なる充実を図るため後

継者の発掘と育成に努めます。 

 

・ＰＴＡ活動の一環として、会員やその家族で安全確

保のための見回り活動を進めていきます。 

 

・自治会、ＰＴＡ、学校などと交通安全や危険箇所に

関する情報を共有しあい、交通事故のない安全なま

ちに努めます。 

 

車道の渋滞が激しいため、自転車が

歩行者の間を縫って歩道を走るなど、

マナーの悪い運転が目立ちます。特に

休日の巡礼街道の歩道は買い物客の

自転車などの通行が多く歩道も狭い

ため危険です。 

・地域の小中学校や子ども会が児童生徒に対して安全

な自転車の乗り方等を指導する交通安全教室を実

施していきます。 

 

・自治会や老人会を通じて、交通安全教室の開催や回

覧などをして地域の交通マナーの向上や交通安全

を呼びかけていきます。 

 

・交通安全協会などと協力して、現場での交通ルール

の指導をすることを検討していきます。 

 

 

 

 

【めざす姿】地域活動により、人と人との繋がるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

少子高齢化が進むと若い人が少な

くなり、将来的には、地域活動に支障

が出てきます。 

お互いに無関心な住民が増えてく

ると防犯や環境美化など、誇りとする

居住環境の悪化に繋がります。 

・学校行事や地域行事の中でボランティアの募集を行

い、地区のボランティア活動の担い手の発掘・育成

に努めていきます。 

 

・地区の運動会や防災訓練など老若男女が集まる機会

を通じて、若い人達に地区のボランティア活動の重
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要性を理解してもらえるよう情報提供に努めてい

きます。 

 

・住民一人ひとりが地域のために自分の時間等を割く

努力をしてもらえるように呼びかけていきます。 

 

・地域活動に関心が薄い人が多いので、「誰かがやっ

てくれるでしょう」でなく「自分になにかできない

か」と言う気持ちの醸成を図ります。 

 

 

 

【めざす姿】生活マナーを守りきれいなまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

「あいさつ、防犯活動を兼ねた清掃

活動」によりたばこや空き缶のポイ捨

ては、改善されています。 

ごみの収集日は、年間カレンダーが

配布され、ごみ分別等のルールを各自

で承知しているはずですが、出す日を

間違えたり、出勤途中などで他地区の

ごみ集積場所に不分別のごみを放置

していく不心得な人が目立ちます。 

犬の糞の始末をせず、散歩をしてい

る人を見かけます。マナーを守ること

が飼い主の責任です。 

・「あいさつ、防犯活動を兼ねた清掃活動」を地域全

体に広げていきます。 

 

・地域活動の一環として環境美化マナーの徹底を呼び

掛けます。 

 

・自分の家の前だけでも掃除を行うように呼び掛けま

す。 

 

・回覧、掲示物などで自己責任のルールの徹底を呼び

掛けます。 

 

・学校や各種団体の活動と連携しながら清掃活動を行

います。 
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人口と世帯数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

※平成 24 年以前は南鴨宮１～３丁目を除いて算出 

参考資料（下府中地区） 
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平成 28 年 4 月 15 日  地域別計画の見直しの方法について説明 

平成 28 年 7 月 12 日  各委員に見直し用記入用紙を配布 

平成 28 年 9 月 16 日  各委員より見直し用記入用紙を回収 

平成 29 年 1 月 30 日  三役で地域別計画見直し（案）作成 

平成 29 年 2 月 7 日  役員会及び全体会で地域別計画見直し（案）の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下府中まちづく委員会における検討経過 

委員長 

劔持 寿重 （下府中地区自治会連合会会長・鴨宮 3区自治会会長） 

副委員長 

星﨑 政光 （前下府中地区自治会連合会会長） 

吉田 好男 （下府中地区民生委員児童委員協議会会長） 

鈴木 晴夫 （元下府中地区自治会連合会会長・下府中地区社会福祉協議会会長） 

会計 

 秋山 榮太郎（下府中地区自治会連合会副会長・中里 1区-2自治会会長） 

幹事 

 楮木 美行 （下堀自治会会長） 

 原  照夫 （中里 1区-1自治会会長） 

 神部 敏男 （下府中地区自治会連合会会計・中里 2区自治会会長） 

 天野 忠敬 （矢作自治会会長） 

 髙橋 和之 （鴨宮 2区自治会会長） 

 相沢 廣悦 （鴨宮 4区-1自治会会長） 

 府川 貴晴 （鴨宮 4区-2自治会会長） 

 内田 静一 （下府中地区自治会連合会副会長・鴨宮 5区自治会会長） 

 青木 清二 （大道自治会会長） 

監事 

 佐宗 俊久 （小田原市立下府中小学校校長） 

 加藤 始  （小田原市立矢作小学校校長） 

委員 

西澤 浩之 （小田原市立鴨宮中学校校長） 

杉本 英子 （下府中ボランティア会会長） 

志村 善治 （下府中老人クラブ連合会会長） 

金井 保江 （下府中婦人会会長・防犯指導員小田原支部防犯指導員） 

小川 敏昭 （下府中青少年育成推進委員会会長） 

林  富士夫（下府中体育振興会会長） 

柳川 辰男 （交通安全協会下府中支部支部長） 

神谷 賢治 （小田原地区保護司会保護司） 

田代 康夫 （下府中少年補導員） 

松村 俊哉 （下府中少年補導員・矢作小学校ＰＴＡ会長） 

杉山 美起也（小田原市消防団第 16分団分団長・下府中小学校ＰＴＡ会長） 

植田 敏光 （下府中地区公民館長代表・白銀公民館館長） 

森重 宏明 （下府中コミュニティＳｈｉｎ2会長・鴨宮中学校ＰＴＡ副会長） 

平成２９年２月作成 

下府中まちづくり委員会（見直し検討会）※平成 28年 9月現在の名称 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 富士見地区 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見地区各種団体連絡協議会 

平成２８年４月３日 新明神社例大祭  
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最後に検討します。キーワード（アンケートより） 

ずうっと住みたい自然豊かなまち 
 

 

 

1 地域振興    ・住民のコミュニケーションが強いまち 

          ・地域活動により、人と人との繋がるまち 

2 防犯・交通安全  安全で安心して暮らせるまち 

3 環境       ごみのない清潔なまち 

4 防災       災害時に住民が協力できるまち 

5 健康・福祉    お年寄りが安心して住める・やさしいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

地域のキャッチフレーズ 
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１ 地域振興 

【めざす姿】 

・住民のコミュニケーションが強いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

南鴨宮、富士見地区としてのイベント 

  年１回、南鴨宮各種団体連絡協

議会を開催し、各団体が年間事業

を報告、協議する場となっていま

す。 

  神明神社の大祭によるお神輿、

新田公園の夏祭り、南鴨宮文化財

保存会の山車曳き、長寿会が中心

となり、各種団体の連携による菊

川鯉のぼり等多くのイベントを地

域が一体となって協力し合ってい

ます。 

  小田原市鴨宮ケアセンターの地

域交流会が平成２８年から行わ

れ、介護等の相談に利用してほし

いとの提案があります。 

 

新幹線発祥の地としてのイベント 

  新幹線開業２年前の昭和３７年

（１９６２年）、新幹線の試験コ

ースが鴨宮～綾瀬間に設置され、

試験車両が鴨宮車庫基地から出発

しました。 

 

・富士見地区の行事（４月の神明神社によ

る例大祭、５月の菊川鯉のぼり、８月の

南鴨宮夏祭り、９月の敬老会、１０月の

富士見地区民体育祭、１１月の神明神社

による七五三や新嘗祭、公民館による文

化祭、１２月の三世代交流の餅つき、１

月の初詣、賀詞交換会、道祖神祭りでの

山車曳き、どんど焼き、２月の豆まき、

初午祭、祈願祭、観梅会）を年間通して

地域住民に周知し、地域文化の継承と地

域の交流を図っていきます。 

・地域がひとつになる大祭をはじめ、地域

のイベントを盛り上げるため、若年層を

中心に声掛け勧誘を行い、文化交流を通

じて地域の共存を図るために文化祭の機

会を捉えて、情報を発信していきます。 

・小田原市鴨宮ケアセンターの地域交流会

が行われ、積極的に活用していきます。 

・新幹線発祥の地であることに端を発した

まちおこしの「川東ひかり祭り」を、地

域の商工会の皆様や地域住民で更に盛り

上げ、地域のコミュニケーションの強化

を図ります。 
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  新幹線発祥の地を川東地区の活

性化の起爆剤と捉え、平成３年に

は「川東ひかり祭り」が、地域の

活性化や青少年の健全育成等を目

指して、毎年１０月の第３土・日

曜日に実施されるようになりまし

た。 

 

 

 

 

【めざす姿】 

・地域活動により、人と人との繋がるまち 

 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  運動会や防災訓練に若い人が近

年は積極的に参加しています。 

  地域の方の憩いの場として、富

士見ふれあいサロンが毎月第３火

曜日に定着しています。地域の出

来事等情報交換し合い、この様な

活動の必要性を意識していただい

ています。（平均４０名） 

  少子高齢化が進み、若い人が少

なくなり、また、自治会加入者が

微減しており、将来的には、地域

活動に支障が出るおそれがありま

す。 

  最近の傾向として、地域活動に

無関心な住民が増えており、防犯

や環境美化等、誇りとする居住環

境の悪化につながりかねません。 

 

・地区の運動会や防災訓練等、各種団体が

行う行事を通じて、地域の繋がりを強化

し老若男女が集まる機会をつくり、若い

人たちに地区のボランティア活動の重要

性を理解してもらえるよう行動計画等の

情報提供に努めていきます。 

・花見会に園児、芋煮会には児童を招待し

て、老人の背中を見せていくことを継続

していきます。 

・地域活動の一環である、保存会事業、福

祉事業への協力参加、小中学校事業のボ

ランティア活動を実施していきます。 

・住民一人ひとりが地域のために自分の時

間等を割く努力をしてもらえるように各

種団体の役員は積極的に声を掛けること

が第一歩ですが、さらなる呼び掛けを行

っていきます。 
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2 防犯・交通安全 

【めざす姿】 

安全で安心して暮らせるまち 

 

  子ども会の関心が希薄になって

いますが、社会現象では済まされ

ない出来事です。行政、教育委員

会等がリーダーシップをとり、自

治会・連合子ども会等と情報共有

しながら、改善策を練ることが急

務です。 

・地域活動に関心が薄い人が多いので、

「誰かがやってくれるでしょう」でなく

「自分になにかできないか」と言う気持

ちの醸成を図るため、自治会へ働き掛

け、地域内河川の美化活動のように地域

全体の活動になるように取り組んでいき

ます。 

・社会教育の場として楽しく教養を深める

ことを目的とした講演会や、地域の活性

化及び地域住民の融和を図ることを目的

として南鴨宮夏祭り等を継続していきま

す。 

 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 見守り活動 

富士見地区は区画整理が行われた

ため住宅街の道も広く、住民は道路

網の良さを誇りにしています。反

面、昼間は交通量が多く、特に児童

生徒の登下校時には注意が必要で

す。 

そこで、富士見小学校登下校見守

りをボランティアにより実施し、子

ども達を交通事故や不審者から守り

ながら、あいさつを行い、子ども達

の健全育成に役立っています。 

なお、役員、活動に参加するメン

バーは固定しており、人員不足や制

服等の課題があります。 

 

・地域の活動は活発ですが、自発的に参加

を希望される方が少ないのが現状です。

いざという時に力を合わせる共助の組織

が必要になりますので、積極的に地域活

動に参加するよう住民の意識向上に努め

ます。 

・特定の人に負担が大きくなることを避け

られるように運営ルールを整理して、若

年世帯や女性が地域活動に参加しやすい

環境をつくり、現役世代でも運営可能な

自治会等を目指します。 
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地域活動への参加が減っているた

め顔見知りが減っています。そのた

め、互助、防犯の面から問題が生ま

れる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７５歳になられた方へ救急要請カ

ードを配布し、個別援助表を作成し

て確認しています。 

 

 

  幹線道路は夜間でも明るく、人通

りや車の通行も多く安心できます。

一方、生活道路に不安を感じる場所

があります。防犯灯は市で設置する

ことになり、新しく設置する数が限

られています。 

  子ども会では、毎年、新入生歓迎

会と合わせて、市の交通安全指導員

の指導のもと交通安全教室を行って

います。 

  地元の自動車学校で交通教室を行

っています。 

 

・役員は顔見知りになっていますが、役員

以外の人が顔見知りを増やす方法を検討

します。 

 

・子どもにあいさつをしたり、交通ルール

を守る等大人が子どもに見本を示しま

す。 

・見守り活動において、ＰＴＡとの連携を

検討していきます。 

・朝のあいさつ運動等の見守り活動は、一

部の役員のみでは限界があり、住民の積

極的な協力なくしては継続的な活動はで

きませんので、隣近所の声掛け等により

担い手不足を解消するよう努めます。 

・個人でできる防犯対策をＰＲする等、地

域における自主防犯活動を啓発していき

ます。 

・不審者情報等を掲示板や回覧等で速やか

に流す等、防犯意識の向上に努めます。 

・一人暮らしの高齢者を訪問した際、振込

詐欺等の注意情報や交通事故予防につい

てのお知らせをします。 

・自治会としての防犯灯の整備は終わりま

したが、今後も危険箇所における防犯灯

の整備を検討し、市に対して設置するよ

う要望します。 

・門灯をつける運動を地域内に広げていき

ます。 

 

 

 

 

・各種団体や長寿会を通じて、地域の交通

マナーの向上や交通安全の呼び掛けを継

続していきます。 
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3 環境 

【めざす姿】 

ごみのない清潔なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  南鴨宮第１・第２・第３長寿会

では、昭和５３年ごろから地区の

美化と緑化のためＪＲ鴨宮駅前花

壇の植付けや「酒匂きらり広場」

等の清掃に取り組んでいる活動が

評価されています。 

  富士見地区自治会連合会では、

酒匂川の除草・清掃ボランティア

活動を継続的に行っていることが

評価されています。 

 

 

 

 

 

 

  自治会連合会では、毎年４月・

７月・１０月・１月の第３木曜日

にポイ捨て防止キャンペーンを実

施していますが、地元住民は、タ

バコや缶、ペットボトル等のポイ

捨てをほとんどしていないため、

通行者のモラルアップ対策が課題

となっています。 

  ごみの収集日は、年間カレンダ

ーが配布され、ごみ分別等のルー

ルを各自で承知しているはずです

が、出す日を間違えたり、他地区

からごみ出しルールを無視し、ご

みを放置していく不心得な人が目

立ちます。 

 

・今後も各種団体が行っているポイ捨てを

なくすための啓発活動を継続し、特定の

住民に限ることなく呼び掛けを強化し

て、一人ひとりの美化意識の向上に努

め、住民と連携し、富士見地区の環境を

きれいに保っていきます。 

・１１月の全市一斉美化清掃、長寿会等の

団体による公園の清掃が行われています

が、みんなが使う公園や道路、川の散乱

物等は気付いた人が片付け、周囲の人に

協力をいただく等、クリーンなイメージ

づくりをする意識を一人ひとりが持つこ

とが大切です。 

・地域活動の一環として、自治会が率先し

て、環境美化マナー徹底の呼び掛けを教

宣し、継続して行います。 
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  犬の糞の始末をせず、散歩をし

ている人を見かけます。マナーを

守ることが飼い主の責任です。 

  年８回のきらり広場の清掃や神

明神社及び神社跡地、公園の清

掃、下菊川沿いや駅前ロータリー

花壇の植栽と除草、酒匂川左岸小

田原大橋上・下流の花壇の除草作

業を行っていますが、こうした美

化及び清掃活動の参加者が一定の

方に固定化する傾向にあります。 

  一部の区域では、月に２回のペ

ースで自治会役員ボランティアに

よるごみ拾いを行っています。 

  街路樹の落ち葉掃き等を住民が進

んでしてくれていることにより、町

自体はきれいに感じます。しかし、

一部の人に負担が掛かりすぎている

のも事実です。 

 

・各種団体が連携し、各活動に合わせて清

掃活動を行います。 

・ポイ捨て防止キャンペーンを実施してい

ますが、ポイ捨てをする側にポイ捨てを

やめさせるような啓発活動を検討しま

す。 

・周辺住民に負担が偏らないよう行政と連

携して、より良い方向を検討します。 

 

 

4 防災 

【めざす姿】 

災害時に住民が協力できるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  富士見地区では、毎年１０月に

富士見小学校区として防災訓練を

実施しており、実施の都度、災害

時の対応を詳細に説明して、啓発

活動を行っています。特に津波に

対する危機意識を強く打ち出しま

す。 

 

・日頃から災害時を想定した話を各家庭や

各種団体で行うことで、災害時の自助・

共助の精神を醸成していきます。 

・自治会の自主防災組織としての活動とと

もに広域避難所に関しての情報を住民に

伝え、災害時に戸惑うことのないよう

に、先ず自分の身は自分で守ることの徹

底を図ります。 
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  各自治会の自主防災はよく実施

していると思いますが、富士見小

学校学区広域避難所運営に関して

は、課題があります。 

  水害、地震等大きな災害が長年

発生していないため、住民がどう

いう行動を取るか不安が残りま

す。 

  大きな地震の発生が懸念されて

いる中、災害時に地域の支援が必

要な一人暮らしの高齢者や高齢者

世帯及び、障がい者のいる家庭が

増えており、課題になっていま

す。 

  自治会としては、防災関係資機

材を年１回点検し、また、一部の

地域では、各世帯にヘルメットを

１個、計画的に支給しています。 

  地震災害時に、近所のどこに手伝

いに行けば良いのか、どのような形

でどこに行って参加するのか分かり

ません。 

 

・自宅や家族の安全の確認が第一です。 

・富士見小学校学区における広域避難所の

運営方法の改善を目指します。 

・高齢化が進んでいるので、日常生活の中

での共助の意識を高めていきたいと思い

ます。 

・津波の危険性のある地区なので、津波に

対する啓発を行います。 

・地震のメカニズムや市の防災行政無線の

仕組みを理解し、地域住民に周知してい

きます。具体的には、津波の場合はサイ

レン放送、津波のおそれのない場合はチ

ャイム放送だという違いを理解し、東日

本大震災での教訓である、“津波てんで

んこ”により、津波避難ビルなのか、一

時避難場所への避難なのか、各自で避難

先の判断ができるようにします。 

・災害が起きた時に、近所同士でお互いに

声を掛け合ったり、黄色いハンカチのよ

うなもので、地域住民の安否を確認でき

るような仕組みを検討していきます。 

 

5 健康・福祉 

【めざす姿】 

お年寄りが安心して住める・やさしいまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

  少子高齢化の進む中で、介護の負

担増に苦しむ家庭が多くなります。

特に、一人暮らしの高齢者の受け入

れ先の心配や高齢者だけの世帯では

高齢者が高齢者を介護しなければな

らない世帯が増えています。 

 

・長寿会行事の声掛けをする等、一人暮

らしの高齢者や介護が必要な高齢者の

見守りを行います。 
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  地区民生委員児童委員協議会と

地区社会福祉協議会が協力しなが

ら見守り活動を進めています。訪

問時には心配ごとや相談を聞いて

います。 

  地区民生委員児童委員協議会と

ボランティア会が合同で開催して

いる年２回、一人暮らし高齢者へ

のお弁当作りと配布、絵手紙を作

成して、ふれあい活動を通して安

心感を持ってもらえるように活動

しています。 

  子ども会が長寿会並びに自治会

と一緒に餅つきを行い、三世代交

流を図っています。 

  富士見地区には、潤生園や虹の

会ありんこ、なぎさ作業所等の介

護・福祉に関する施設が数多くあ

り、高齢者や障がい者に優しい地

域になっています。 

 

・高齢者の見守りにはプライバシーの問題

もあり、家庭の状況に応じた対応が必要

ですが、民生委員やボランティア会等が

協力し、訪問時は心配事を聞く等して、

情報を共有しながら対応方法について検

討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自治会や各種団体が協力して、介護・福

祉施設との接点を持ち、高齢者や障がい

者を近くで見守れる地域にしていきま

す。 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

参考資料（富士見地区） 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

※平成 24 年以前は、南鴨宮１～３丁目で抽出 
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平成 28 年 6 月  8 日  地域別計画の見直し方法について、自治会長と協議 

平成 28 年 6 月 26 日  地域別計画の見直しについて各種団体連絡協議会で依頼 

・各種団体に複数の記入用紙を配布 

平成 28 年 7 月 31 日  地域別計画の提出 

平成 28 年 9 月  7 日  地域別計画の見直し（案）の協議方法について、自治会長と協議 

平成 28 年 9 月 21 日  第１回見直し検討会 

・3 グループに分かれて 9 分野を協議（9 分野を 6 分野に整理） 

平成 28 年 10 月 25 日  第２回見直し検討会 

・3 グループに分かれて 6 分野を協議（再度確認） 

・キャッチフレーズ候補出し 

平成 28 年 11 月 15 日  第３回見直し検討会 

・全体協議（9 分野を 6 分野に整理） 

・キャッチフレーズの決定（3 案から絞り込み） 

平成 28 年 12 月 20 日  第４回見直し検討会 

・最終原稿及び写真の確認 

富士見地区各種団体連絡協議会（見直し検討会） 

委員長 

 関野 次男  （富士見地区自治会連合会会長・南鴨宮第 2 区自治会会長） 

 

副委員長 

 小河 卓二  （南鴨宮第 4 区自治会会長） 

 菅野 和明  （富士見地区社会福祉協議会会長） 

 

委員 

 露木 史郎  （南鴨宮第 1 区自治会会長） 

 渋川 一衛  （南鴨宮第 3 区自治会会長） 

 瀬戸 成男  （南鴨宮第 5 区自治会会長） 

 植田 正   （富士見体育振興会会長） 

 香坂 功喜  （富士見地区民生委員児童委員協議会会長） 

 山口 なほみ （南鴨宮ボランティア会会長） 

 加賀 方雄  （富士見地区南鴨宮連合長寿会会長兼第三長寿会会長） 

 湯川 菊雄  （新田公民館館長） 

 和田 博   （新田子ども会会長） 

平成２８年１２月作成 

富士見地区各種団体連絡協議会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 
～ 豊川地区 ～ 

豊川地域コミュニティ運営協議会 
 

 
友愛のまち 豊川     ～相倚り相扶け～ 

 
 
１ 健康・福祉  

・健康で交流とコミュニティのあふれる活気のあるまちに 

・寄りそい、支えあい、優しさのあるまちに 
 

２ 生活・環境 
・自然と景観を守るクリーンなまちに 

 

３ 防災 
・地域ぐるみで対策を考え、安心して住めるまちに 

 

４ 防犯 
・犯罪や事件のない、安全なまちに 

 

５ 交通安全 
・交通ルールを守り、事故のないまちに 

 

６ 文化・歴史・地域振興 
・気軽に訪ね、みんなで集える、とよかわ文化・歴史のまちに 

 

７ 教育 
・地域で支える、守る、育む、とよかわ教育のまちに 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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１ 健康・福祉 

【めざす姿】 

健康で交流とコミュニティのあふれる活気のあるまちに 

誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

 ラジオ体操や各種交流  

事業の参加者が固定化

し、新規参加者が増えな

い【※１】 

・知名度が低い 
 
・各種団体をまきこめてい

ない 
 
・学校から参加への呼びか

けはあるようだが、地域

と連携した取組にはなっ

ていない 

・周知方法・内容を工夫 
 
・子ども会・老人クラブ等のメ

ンバーへ勧誘 
 
・学校と連携した取組を企画 

 

・第２回体操会の実施を検討 

 ラジオ体操の指導者が不

足している 
 

 

・指導者の養成意識が希薄

している 
 
・目的が変更され、技術的

指導の必要はない 

・第２回体操会の実施を検討 
 
・指導者養成より、住民同士の

コミュニケーションツールを

主眼とする 

【めざす姿】 

寄りそい、支えあい、優しさのあるまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

○連合全体のサロン会を

開催(平成 28年度～) 

・独居高齢者の孤独化防止 

・地域住民が触れ合う機会

の増加 

 

・参加者向上にむけて周知 

 

・バラエティ溢れる内容に工夫 

⇒囲碁将棋や手作り体験型の取

り入れ 

○地区単位でのサロン会

の開催を検討中 
 

・近くの方が参加しやすい 

・各地区に場所がない 

・既に清寿会で実施中だ

が、加入者は年々減少 

・連合全体のサロン会を継続 

 

・事業が安定した後、各地区で

のベストな展開方法を検討 

(既存のサロン会の拡充また

は別途開催など) 

 敬老者は増加傾向だが、

敬老会への出席者は減少

している 

・1 か所では遠くて参加でき

ない 

・全市的にアンケートを実

施したので、今後のあり

方を検討する必要がある 

・アンケート結果と 28 年度の

事業結果【※２】を基に、今後

の運営方法を検討 

 

・敬老者が喜び・集まりやすい

事業内容/スポーツ等の検討 

➢…課題   ○誇れること・近年の豊川地区の動き 
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 介護保険制度や現状を理

解していないため、必要

な方が制度を十分に活用

できていない 

 

・情報収集や理解は個人任

せ 

・内容理解までの支援策は

とっていない 

・民生委員や包括支援セン

ターに依頼し、個別対応

している 

・現状の個別対応に付け加え、

健康な方も対象にした説明会

を開催 

 

【※１】 

ラジオ体操は、平成 26 年度より、住民一人ひとりが健康を意識し、介護予防に努めると共に、誰も

が気軽に始められる取組として各地区で実施。（参考資料（豊川地区）介護認定率の推移参照） 

【※２】 

28 年度の豊川地区敬老会は連合全体から単位自治会自治会ごとの開催へ変更し、実施された。 

 

２ 生活・環境 

【めざす姿】 

自然と景観を守るクリーンなまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

 ゴミ捨てのマナー違反者

が後を絶たない 

(分別・他のステーショ

ンに捨てるなど) 

・住民が増加傾向にあり、

ルールが十分に伝わって

いない 

 

・各地区で試行をこらして

いるが地域外からのマナ

ー違反者も多い 

・分譲開発の不動産業者と連携

し、ゴミ出しルール冊子の配

布依頼を検討 

 

・各地区で、以下の取組を検

討・強化していく 

 

 

 

 

 クリーンさかわは参加者

が定着化している一方

で、マンネリ化も懸念さ

れている 

・参加者は増加傾向にある

が、ゴミは少なくなって

きている 

 

・参加者へ実施の意義が再

認識されていない 

 

・クリーンさかわの意義を再認

識させ、参加者の意識向上を

図る 

 

・クリーンさかわと他の事業と

コラボを検討し、豊川地区な

りの要素を追加する 

・ミニ茶会 

・サロン会 

・風水害を想定した  

危険箇所の把握 

 

 

 

・注意喚起(看板の整備) 

・防犯パトロール中に監視 

・監視と通報の呼びかけ 

・防犯カメラ設置の検討 

・マナー違反の記録・管理 

（日時・場所など） 
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３ 防災 

【めざす姿】 

地域ぐるみで対策を考え、安心して住めるまちに 
 誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

自
主
防
災
組
織
（
各
地
区
） 

 自主防災組織による自

助・共助の意識啓発活動

は、住民へ十分に伝わっ

ているのか不明 

 

 

・自治会だけでは限度が

ある 

 

・各家庭にどこまで立ち

入って良いのか分から

ない 

 

・防災訓練の場でアンケート

をとり、各家庭がどこまで

指導を求めているのか確認

する 

 

・各種団体や行政に協力を仰

ぎながら活動する 

(出前講座などを利用) 

 

・ＡＥＤマップ作成を機に、

自助・共助の啓発活動を進

めていく 

 自主防災組織の役割分担

はあるが、具体的な活動

方法は決まっておらず、

実際に機能するか分から

ない 
 

・自主防災組織の機能に

ついて十分に理解し、

共有化できていない 

 

・自主防災組織内の役割

分担や一時避難場所に

ついて検討する場が持

てていない 

 

・毎年の防災訓練で実施

している内容は一部

（救急救護など）に限

られる 

・地震が起きた際の流れや自

主防災組織の機能について

再確認し、意識統一を図る 

 

・大地震発生時の自主防災組

織の動きを想定しながら、

各班の役割分担や一時避難

場所について再検討し、整

理する（マニュアル化） 

 

・防災訓練を通して各班で実

践し、検証繰り返す 

 

・定期的に自主防災組織間で

情報共有を行う 
（豊川地域コミュニティ運営協

議会など） 

 災害時における要配慮者

の具体的な避難誘導方法

が確立されていない 

・日頃の対策【※１】から

優先的に行ってきたた

め、災害時の対応策は

未実施 

 

・個人情報やプライバシ

ー対する知識がなく、

自治会と民児協で意思

統一がされていない 
 

 

 

・日頃から見守りをしている

組長をはじめとした近隣住

民へ、緊急時も同様に対応

してもらうよう、働きかけ

る 

 

・自治会長と民生委員間で、

緊急時に要配慮者への対応

ができるよう、共有化を図

る 
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誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

広
域
避
難
所
運
営 

 実際に避難所運営ができ

るか不安である 

 

 

 

・自主防災組織同様、広

域避難所運営における

各班の役割について、

具体的な取組が班員に

理解されていない 

 

・災害を経験したことも

なく、どのようなこと

が予想され、何から備

えていけば良いのか分

からない 

・広域避難所運営について学

び・知識の共有化を図る 

 

・HUG（避難所運営ゲーム）の

実施【※２】 

 

・過去の避難所運営の事例等

を参考に、豊川小学校の避

難所運営方法を協議し、最

低限のルールを決める 
（配置や教室の取り決め） 

 

・広域避難所開設訓練で、実

践し、検証する 

風
水
害
対
策 

 風水害に対する住民の意

識向上が必要である 

【※３】 
 

 

 

・市が発行している洪水

ハザードマップが十分

に認知されていない 

 

・最大雨量が 100 年に１

回の想定のため、地震

より認識は低い 

・行政と協力し、洪水ハザー

ドマップを活用し、学ぶ機

会を設ける 
（クリーンさかわ等、酒匂川に

関連する行事とコラボなど） 

 

災
害
対
応 

 役員全員が連合全体の地

理を把握はしておらず、

災害時に迅速かつ正確な

情報が共有できるか疑問

である 

・情報共有するための経

験がなかったため、会

社や橋などを目標物と

しても十分に認識でき

ていない 

・対応がしやすいように、予

め防災マップに記号を付け

るなどして目標物を落とし

込み、各地区で共有し合う 

【※１】 

高齢者単身世帯や災害時要配慮者を対象に各戸訪問するセーフティアドバイス事業や、世帯人数状況の

把握などを実施 

【※２】 

避難所運営のイメージを持つことを目的に開発された訓練ゲーム 
【※３】 

本地区は酒匂川を有しており、台風等による風水害対策も求められている 
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４ 防犯 

【めざす姿】 

犯罪や事件のない、安全なまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

○防犯の未然予防・青少

年の非行防止・子ども

の連れ去り 防止の た

め、各地区で見守り活

動が発足・継続されて

いる 

 

 地域や各種団体が連携

し、効率的な防犯対策が

必要とされている 

【※１】 
 

 
 

・平成 26 年度に防犯推進協

議会が廃止 

 

・パトロールのメンバー不

足や・高齢化により、回

数が増やせない 

 

・パトロールの効率化を図り、

定期的に活動を行っている団

体とパトロール箇所・時間を

情報共有する 

 

・振り込み詐欺防止対策とし

て、敬老会やセーフティアド

バイス事業などの機会を通し

て、注意喚起に努める 

 

・青少年の非行防止対策とし

て、中学校を通じて川東地区

内での連携を高めていく 

(情報提供・注意喚起) 

 

・誰もが参加しやすい未然防止

策を検討し、協力者を募る 

（散歩しながら見守り活動の展

開など） 

 犯罪情報は逐一、周知し

ているが十分に住民へ伝

わっていない 

・各地区で情報提供はされ

ているが、情報を伝達す

る場が定例会の場など、

限られる 

 

・犯罪情報はプライバシー

や捜査上の問題もあり、

タイムリーに公開できな

い背景もある 

・駐在や学校・自治会・関連機

関との連絡網(電話・メール)

の整備を検討 

【※１】 平成 27年度豊川地域コミュニティ分科会調査より 

豊川地区の犯罪発生率は、全市の中で平均レベル。その内、7割を占めるのが窃盗。また、振り込み

詐欺も依然として多い状況である 
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５ 交通安全 

【めざす姿】 

交通ルールを守り、事故のないまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

○交通安全協会や PTA、母   

の会、老人 クラブ な

ど、様々な団体やボラ

ンティアが登下校時や

各種行事の際に、交通

安全活動を実施してい

る 

 

 どこの団体がいつ、どの

場所で活動しているか分

からない（登下校時） 

【※１】 
 
 

・各種団体の活動をとりま

とめる機能がない 

 

・人数不足の声があがって

いるが、総体的に見守り

活動のメンバーが足りて

いるか検証はしていない 

 

・各自の活動を通して危険

箇所の発見に繋がるた

め、広範囲かつ漏れのな

い見守り体制づくりが必

要である 

・各種団体に見守り箇所を地図

で確認をとり、とりまとめる 

 

・学校の通学路マップと見守り

箇所を照らし合わせて検証す

る 

 登校時より下校時に見守

るメンバーが少ない 

・活動メンバーが昼間は仕

事を持つ者などが多く、

登校時より人数が限られ

る 

・上記の活動状況を把握し、下

校時に重点的に見守る箇所を

選出する 

 

・近隣住民にも協力を仰ぎ、無

理のない程度に見守り活動が

できる体制を整える 
 

○各種団体が連携し、 

総合的な交通安全対策

が行われている【※２】 

 

 

 ・引き続き、各種団体が連携し

て活動を実施していく 

 

・日頃から住民一人ひとりが交

通安全標識や注意喚起の看板

の状態を確認することで、地

域全体でメンテナンスする 

 

・活動が日々見守っている児童

や地域住民へより広く周知さ

れ、子ども達や転入者が地域

の大切さを感じ、自然と地域

活動に従事していくよう努め

ていく 

【※１】 平成 27年度豊川地域コミュニティ分科会調査より 
・豊川地区は、全市的にも交通事故発生件数が高い。（国道 255 号をはじめ、小田原大井線、穴部国

府津線、小田原厚木道路のインターチェンジもある交通の結節点であり、交通量が多く、安全対策
が必要） 

【※２】 
・毎年、豊川小学校の交通安全対策協議会で見守りメンバーの声を元に、危険箇所の洗い出しを実施 
・危険箇所の対応は、学校または自治会を通じて、道路標識やカーブミラー、注意喚起の看板などを

整備するよう、随時、行政へ働きかけている 
・交通安全協会や各種団体が、交通安全の注意喚起看板を設置するほか、注意喚起の回覧を出してい

る。 
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６ 文化・歴史・地域振興 

【めざす姿】 

気軽に訪ね、みんなで集える、とよかわ文化・歴史のまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

○豊川地区は各地区で地

区の歴史的な遺産や特

色を生かした活動や、

継承活動が行われ始め

ている【※１】が、今後、

どの歴史的財産を優先

的に残し、継承してい

くべきかルールが決ま

っていない 

 

 

・豊川地区は桑原、成田、

飯泉の３地区で構成され

ており、各地区において

特色や歴史背景も異なる

ことから、地域全体で考

える機会がなかった 

 

・歴史継承に、資料を有効

活用する必要がある 

・３地区ごとに残していくべき

遺産を整理して、保存方法を

豊川連合として検討する 

 

・歴史を継承する上で、受け手

となる若い世代（子ども会・

子育て世代）にも話合いに入

ってもらうよう、働きかける 

 

・活動を通して、解明できない

点が出てきた場合は、連合育

成会で作成した資料を参考に

するほか、市の職員や有識者

に協力を仰ぎ、勉強会を設け

る 

 

・歴史的遺産の継承活動は児童

の地域学習にも繋がるため、

将来的に、学校教育との連携

も視野に入れていく 

 お祭りをはじめとした伝

統行事は、伝統や慣習を

伝える良い機会となって

いるため、より多くの子

ども達や子育て世代に参

加してほしい 

 

・豊川地区の転入者は増加

傾向にあるため、お祭り

の参加者は増加傾向にあ

るが、同時に豊川地区の

歴史や行事を知らない人

も増えてきている 

 

・対象者が自治会の加入者

で、行事に従事してくれ

る方に限られている 

 

・自治会活動や行事の魅力

的な情報が十分に転入者

に伝わっていない 

 

・役員の負担が多いことを

危惧して自治会に加入さ

れない背景がある 

・行事の事前周知だけでなく、

結果報告も行うことで、地域

行事を知ってもらう機会を増

やす 

 

・地域のささいな変化もお知ら

せしていく（道路拡張や出店

情報など） 

 

・自治会加入未加入問わず、皆

が行事に参加しやすい環境づ

くりを検討していく 

（行事のお手伝い従事者枠の募

集・お神輿のルート変更の提

案など） 

 

・世代を問合わず、交流が生ま

れやすいよう、工夫を検討す

る（運営スタッフ全員に名札

を着用するなど） 

【※１】・神社主催の神社めぐりや、自治会で昔の写真を募り、年表にまとめる活動が行われている 

・豊川連合育成会のもと、豊川地区の遺跡等を地図に落とした資料「（仮称）豊川文化・歴史

散策ガイドマップ」が作成された 
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７ 教育 

【めざす姿】 

地域で支える、守る、育む、とよかわ教育のまちに 
誇れるもの/課題 きっかけ/原因 これからの活動方針/解決策 

 自然豊かな豊川地区の特

色や地域人材を生かした

学習は、教育課程の位置

づけが明確となり、豊か

に取り組んでいる。しか

し、ボランティアが高齢

化などにより、人材発掘

登用が課題である 

 

 学校で個別にコーディネ

ートはしてきているが、

十分に地域と相談する場

はあまりなかった。 

【※１】 

・学校教育方針の事業課程

に合わせて行うため、コ

ーディネートするまでに

手間や課題が多くあり、

地域の方の発掘が難しい 

 

 

 

 

・学校のボランティアコー

ディネーター１名で活動

しており、協力者がいな

い 

 

・学校の教育方針で地域の協力

を要する事業があった場合、

学校運営協議会や豊川地域コ

ミュニティ運営協議会の中で

情報共有していく 

 

 

 

 

・学校のボランティアコーディ

ネーターの役割を理解し、各

種団体が協力できる体制を検

討し、構築していく 

 

（中学生） 

 地域の各種伝統行事は、

子ども達が地域を知り、

住民同士が交流する場だ

が、近年、子どもの減少

に伴い、特に中・高生の

参加が低迷傾向にある 

 

○各自治会や団体から学

校を通して依頼し、中

学生にボランティアと

して行事に携わってい

ただいている 

 

（小学生） 

 子ども会を通して地域行

事場で交流しているが、

子ども会の加入率の低下

や休会している地区もあ

る 

 

・子どもの人口の減少や他

のコミュ二ティの増加に

より、地域活動に参加し

にくい状況になってきて

いる（部活・スポーツク

ラブなど） 

 

・中高生と地域住民が意見

交換をする機会がなく、

具体的にどのように接点

を作っていけば良いか分

からない 

 

 

・役員の負担が多いことを

危惧して子ども会に加入

されない背景がある 

 

 

 

（中学生） 

・各種団体の事業やクリーンさ

かわ・健民祭など、既存の行

事に中学生へお手伝いの依頼

を働きかけていく 

 

 

 

（小学生） 

・各地区で子ども会活動につい

て協議し、役員の負担軽減や

地区に合った子ども会の運営

方法について検討する 

 

 

【※１】 近年の豊川地区における状況 

・平成 28 年度から豊川小学校にてコミュニティスクール（学校運営協議会）が開始され、今後、学

校と地域との距離はより近くなりつつある 

・小中学校で総合学習の中で地域学習が行われている 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 
 

 

 

 

 

平成 28年 5月 25 日 第１回(総会)     地域別計画について説明 

平成 21 年 7 月 27日 第 2回定例会   ヒアリングシートの配布 

平成 2年  9月 24日 第 3回定例会     ヒアリングシートの取りまとめ 

11 月 30日 第 4回定例会    計画書のまとめに向けた検討 

平成 29 年 1 月 28日 第 5回定例会    計画書のまとめに向けた検討 

月   日 第 6回定例会    (計画書のまとめに向けた検討) 

月   日             代表者による計画書のまとめ 

平成 21 年 3 月   日 第 7回定例会    （地域別計画の承認） 

 

 

 

 

豊川地域コミュニティ運営協議会における検討経過 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（豊川地区） 
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介護認定率（要介護認定者数）の推移 

（介護認定データから住所が飯泉・成田・桑原の者を抽出） 
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平成 28 年 5 月 25 日 総 会 地域別計画の見直しについて地域政策課から説明 

平成 28 年 7 月 27 日 定例会 各委員へヒアリングシートの配布 

平成 28 年 9 月 24 日 定例会 ヒアリングシートの集約 

平成 28年 11 月 30 日 定例会 ヒアリング結果を基に作成した改定案について 

協議（１） 

平成 29 年 1 月 28 日 定例会 改定案について協議（２） 

平成 29 年 3 月 1 日 役員会 役員内で改定の最終調整 

平成 29 年 3 月 9 日 定例会 改定案の最終調整・承認 

 

 

委員長  澤地 光春（桑原自治会） 

副委員長 頼田 勗 （飯泉１区自治会） 

      和田 道明（飯泉２区自治会） 

      大木 隆 （飯泉３区自治会） 

委員     

福祉健康/環境 

大木 隆    （飯泉３区自治会） 

細羽 英昭  （富士見自治会） 

鈴木 立子  （豊川地区ボランティア会） 

坂田 由美  （豊川地区健康おだわら普及員）  

水野 宏    （清寿会） 

 

防災・防犯・交通安全 

頼田 勗     (飯泉１区自治会) 

村山 武    （小田原市消防団第 15分団） 

松岡 こずえ (豊川交通安全母の会) 

鈴木 増一  （豊川地区防災リーダー主任） 

上原 正人  （飯泉２区自治会 防災リーダー）  

村山 淳一  （西成田自治会 防災リーダー）  

奥津 治平  （桑原自治会 防災リーダー） 

 

文化・歴史・地域振興・教育 

和田 道明 （飯泉２区自治会） 

澤地 光春 （桑原自治会） 

門松 裕彰 （飯泉育成会） 

奥津 絋平 （桑原育成会） 

桒畑 寿一朗（千代中学校） 

佐野 智子 （豊川保育園） 

大川 晋作 （豊川小学校 PTA） 

 

 

 

 

 

 

 

梅野 明啓  （成和自治会） 

吉田 トシ子（豊川地区社会福祉協議会） 

加藤 和子  （前民生委員児童委員協議会）  

八森 綾子  （民生委員児童委員協議会） 

山下 則子   （協力：小田原市第五地区包括支援センター） 

 

 

植村 久夫   (東成田自治会) 

吉田 正明  （小田原交通安全協会豊川支部） 

鈴木 マサ子（ＪＡかながわ西湘女性部豊川支部）  

渡邊 康弘   (飯泉１区自治会 防災リーダー） 

和田 定幸 （飯泉３区自治会 防災リーダー） 

杉浦 巌   （成和自治会 防災リーダー） 

内田 博  （富士見自治会 防災リーダー） 

 

 

椎野 隆司 （西成田自治会） 

土田 寛仁 （豊川連合青少年育成協議会） 

栢沼 茂治 （豊川体育協会・成田育成会） 

柳川 ひとみ（豊川小学校） 

西澤 浩之 （鴨宮中学校） 

久昌 陽子 （豊川連合子ども会育成会） 

 

平成 29年 3月作成 

豊川地域コミュニティ運営協議会における検討経過 

豊川地域コミュニティ運営協議会 

※平成 28 年度メンバー 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 上府中地区 ～ 

上府中地区まちづくり委員会 

 
上府中 みんなで起こそう 地域の和 

 

 

 

１ 文化・教育      ①文化の継承と発展が図れるまちづくり 

②地域のつながりを広げるまちづくり 

           

２ 生活環境・地域振興    ①明るく安全な町並みづくり 

②安全で安心な元気なまちづくり 

③ごみのないまちづくり 

④人の気持ちを奮い立たせるまちづくり 

 

３ 健康・福祉      ①世代間交流で生きがいづくりができるまち 

②健康づくり活動が盛んなまち 

③高齢者、生活弱者とのふれあうまちづくり 

④子育てが楽しいまちづくり 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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１ 文化・教育 

【めざす姿】  

①文化の継承と発展が図れるまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 

地域に継承されているお祭りや祭

囃子をはじめ、有形、無形の文化財や

遺跡が多く、また、公民館行事として

文化展などが開催されています。 

しかし、地域の大切な文化が、地域

に新たに入ってきた人や若い人に知

られていない、祭囃子の指導者・後継

者が不足しているなど、文化の継承が

危うくなっています。 

まちづくり委員会では「郷土の遺

跡・史跡ガイドマップ」を作成し、「子

ども達の郷土愛醸成」「世代間交流」

「健康増進」のため、各種行事を計画

しています。 

・敬老会や健民祭、納涼祭、学校の行事などに祭囃

子の発表をできる機会を作ることで、祭囃子への

関心を高めていきます。指導者・後継者の育成、

技術の向上については、仕組作りなどを含め検討

していきます。 

・各公民館で行っている文化展を継続し、それぞれ

の開催日や内容の案内、共通の事業を検討するな

ど交流の促進を図っていきます。上府中地区全体

での文化展については、各地区での開催日が異な

るなど地区特有の事情があり、解決すべき課題が

多く、引き続き検討していきます。また、神輿・

山車曳行事などの文化行事についても同様であ

り、合同開催についてはどういう形態で可能か引

き続き検討することにしています。 

・「郷土の遺跡・史跡ガイドマップ」を活用した各

種行事を継続実施し、地域の文化財に対する理解

を深め、次世代に継承していきます。また、子ど

も達の歴史遊びなど、スクールコミュニティ事業

の活性化も図ります。 

 

【めざす姿】  

②地域のつながりを広げるまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

健民祭や史跡巡り、歴史遊びなど多

くのイベントを開催しており、各種団

体、小中学校などとの連携を強化する

ことによって、参加者増加へ向けての

仕組作りをしています。将来的には各

自治会単独では開催困難になるイベ

ントを上府中地区全体でできるよう、

検討していく必要があります。 

子どもの人数が増えているにも関

わらず、子ども会の加入率が低下して

・健民祭をはじめ、スポーツを中心とした活動が地

域に根付いています。また、史跡巡りや歴史遊び

を介した地域、世代間交流を継続実施し、幅広く

参加してもらえるようにし、更なる地域活性化を

図っていきます。 

・各種団体イベントの参加募集を自治会の回覧だけ

でなく、子ども会の回覧や学校との連携を図り、

参加者を増やす工夫や努力をしていきます。 

・運動会、ほたる田まつり、ふれあい給食などの学

校行事に参加し、交流を深めていきます。小中学
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おり、子どもと地域との関わりが少な

くなってきています。また、宅地開発

が進んだことで、風車の騒音や長いポ

ールが強風で倒れた場合の危険性か

ら、子どもの日に鯉のぼりがなかなか

見られません。 

校と定期的に情報交換を行い、地域の人が参加し

やすい環境作りを推進します。 

・まちづくり委員会を介した各種団体との情報交換

を継続していきます。 

・使われていない鯉のぼりを回収し、行政、小学校

の PTA、おやじの会などと連携して酒匂堰に鯉の

ぼりを揚げることを検討します。 

・当面は現在計画している案件を最優先し、将来的

な運営方法を検討していきます。 

 

２ 生活環境・地域振興 

【めざす姿】  

①明るく安全な町並みづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

防災訓練は、毎年大勢の人が参加

し、継続して行われています。また、

防災訓練時だけではなく、納涼祭、祭

典などでのテントの設置、発電機、投

光器の使用を通し、有事の際に対応で

きるよう訓練しています。 

煙検知器の設置については「高齢者

の見守り」をベースに、隣近所で注意

喚起の呼びかけをしています。 

・防災訓練がさらに充実したものになるよう、行政

や消防団第 19分団と連携し、今後も多くの人が興

味を湧く工夫をしていきます。 

・年に１回の防災訓練以外での資機材使用の訓練を

継続するとともに、資機材の定期点検などを行っ

ていきます。 

・煙検知器の設置から 10年が経過し、交換時期が来

た家庭への交換促進をしていきます。 

・消火器事故の注意については、回覧、安全教室を

開催するなどして改善していきます。 

まちづくり委員会で「安心安全マッ

プ」を作成し、地域内の危険箇所など

を周知しています。 

しかし、防犯灯が少ない場所や防犯

灯の球切れなどによる危険な道もあ

り、住民の安全確保のために検討を進

めていきます。 

・学校、PTAなどとの定期的な交流を通して防犯灯

必要箇所を洗い出し、市に要望を出していきます。 

・各種団体などとの連携による定期的な防犯パトロ

ールの実施と「安心安全マップ」を活用した駐在

所の警察官による巡回を継続していきます。また、

パトロールで見つけた危険箇所を「安心安全マッ

プ」に反映させ、周知していきます。 

・「高齢者の見守り」をベースにした隣近所のコミ

ュニケーションの充実と見慣れない人のチェック

を継続し、不審者情報の共有ができるように検討

していきます。 
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【めざす姿】  

②安全で安心な元気なまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地区全体で、自主的なボランティア

による登校時の見守り活動を行って

います。また、見守り活動のメンバー

には腕章やベストを貸与しています。

メールを活用し、事件事故・風水害な

どの情報を迅速に伝達できています。 

交通安全教室の開催、通学路の点検

を実施し、事故をなくすことに努めて

いますが、道路の整備状況が悪く、子

ども達の通学時の安全が確保されて

いません。また、横断歩道で車が停止

しない、子どもが飛び出すなど交通マ

ナーが守られていないケースがあり、

交通事故が減らないのが現状です。 

・登校時の見守り活動は、定着してきているので、

各団体などへ呼びかけてメンバーの拡大を図りま

す。 

・見守り活動とあいさつ運動による隣近所のコミュ

ニケーションの充実強化、交流の活発化を継続実

施していきます。 

・高齢者が見守り活動に参加することで、高齢者と

子どもの交流を図るとともに、外に出ることで高

齢者の健康を維持する効果も得られます。また、

サロン活動を介して高齢者に呼びかけ、見守り活

動・あいさつ運動に参加してもらい、子ども達と

のふれあいの場を持てるようにしていきます。 

・PTA地区懇談会、交通安全対策協議会などを介し

て危険箇所の除去のための要望書の提出、「安心

安全マップ」の充実強化を図っており、今後、看

板の設置などはまちづくり委員会の分科会で検討

をしていきます。 

・各地区での交通安全教室の開催、通学路の点検は

継続実施し、上府中地区全体としての交通安全教

室の開催を検討していきます。また、学校と連携

して、下校時の見守り活動も実施検討します。 

 

【めざす姿】  

③ごみのないまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

田畑が多く、自然環境に恵まれてお

り、住宅も密集感がなく、住環境が良

い地域です。 

 各地区で年 1～2回の環境整備活動

を実施し、不法投棄物の回収などを行

い、住環境の保全に努めており、ルー

ル順守などの看板も設置しています。

また、中学生作成の環境美化のポスタ

ー掲示を行い、意識の向上に努めてい

・各地区で行われている環境整備活動と、消防団第

19分団と連携した月 1回の巡視を継続して行うこ

とで、まちをきれいにし、ごみを捨てにくい環境

づくりを行い、良好な住環境を守っていきます。 

・環境パトロールが実施しやすくなるよう、腕章や

スタッフジャンパーなどの支援を検討します。 

・上府中地域のごみの分別結果や「環境衛生マップ」

などを回覧することでルールの周知徹底を行い、
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ます。 

しかし、川や道路、農地などへのご

みのポイ捨てやごみ置き場のルール

を守らないなどのマナーが守られて

いないケースも発生しています。 
森戸川でごみの不法投棄があり、ま

た河床には草が繁殖して、大雨時に氾

濫する可能性があります。関口川も汚

れが目立ち、浄化をする必要がありま

す。 

個人の意識向上を図るとともに、一人ひとりがご

みの減量について考えるように促します。 

・森戸川、関口川の環境整備はプロジェクトを立ち

上げ、行政・学校・地域の方々と連携して定期的

に環境整備を行います。また、河川へ魚の放流を

することで浄化を検討し、合わせて小学校高学年

の環境教育に結び付けていきます。 

 

【めざす姿】  

④人の気持ちを奮い立たせるまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地域の祭りやスポーツを通じた行

事などが盛んで、住民同士の交流が図

られています。 

しかし、ライフスタイルの変化や地

域活動への意識の変化により、行事を

主催する団体役員になりたがらない

人が増え、担い手不足が大きな課題と

なっています。また、行事への参加者

が固定化する一方、行事に無関心な人

が増えています。 

・各種団体のイベントをチラシなどで案内すること

で、より多くの人に参加していただけるよう PR

し、地域の行事を通じて住民の交流を図っていき

ます。 

・団体の役員の業務の負担と責任の分散化ができる

ような仕組作りを検討し、役員候補者の掘り起こ

しをしていきます。 

・新たな事業を行うときには何かを廃止するなど、

時代に合った事業展開ができるよう検討を進め、

担い手が運営しやすく、より多くの人が参加しや

すい持続可能な地域活動にしていきます。 

・新規転入者に対して、各種イベントのチラシなど

により参加の勧奨をし、地域に溶け込んでもらう

など、地域のつながりを強いものにするよう工夫

していきます。 

・見守り活動、あいさつ運動、サロン活動による住

民同士のコミュニケーションを図り、気軽に声を

かけ合い、助け合えるまちづくりを進め、地域活

動の活性化を図ります。 
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３ 健康・福祉 

【めざす姿】  

①世代間交流で生きがいづくりができるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

健民祭や敬老会をはじめ、地域のお

祭りなど、世代間交流が盛んに行わ

れ、また、昼食会などを通じて高齢者

や障がい者との交流を行っています。 

しかし、子どもや若い人との交流が

まだ少ないようです。 

・健民祭や敬老会,防災訓練などの行事を通じて、子

どもから高齢者までの交流を増やし、高齢者や障

がい者などを支える環境を整えて行きます。中学

生の敬老会への参加者を増やし、高齢者とのふれ

あいの場を増やしていきます。 

・史跡巡りハイキングを複数コ－スで行い、付加価

値としてふれあい美化活動を定期的に行い、郷土

愛を深めるとともに幅広く参加者を募り、世代間

交流を推進していきます。 

・世代間交流ハイキングなどを通じて、健康維持・

増進を図っていきます。また、子ども会への参加

を推進していきます。地区のお祭りでは子ども

会・自治会・老人会・民生委員などが連携して交

流を推進していきます。 

・各自治会で交流を重ね、地域で支え合う環境を作

っていきます。 

 

【めざす姿】  

②健康づくり活動が盛んなまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

体育協会の活動をはじめ、グラウン

ドゴルフや体操教室など多くの健康

づくり活動が行われています。 

しかし、地域でどのようなサ－クル

活動が行われているか知られていな

い面もあります。 

・体育協会の活動をはじめ、任意のグラウンドゴル

フなどを応援します。また、年齢に関係なく各地

でラジオ体操を行います。 

・地域でどのような活動が行われているか、各種サ

－クル活動を回覧などで周知し、活動を広げてい

きます。 

・健康おだわら普及員・地域包括支援センタ－・行

政と連携して各種健康教室への参加を呼びかけ、

健康づくりに取り組んでいきます。また、各種団

体が連携して健康維持活動を取りまとめて案内を

し、幅広く参加してもらうとともにメニュ－の追

加を検討してもらいます。 

・健康おだわら普及員からのお知らせなどを継続し、
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身近な健康について気軽に相談できる体制を作っ

ていきます。 

 

【めざす姿】  

③高齢者、生活弱者とのふれあうまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

障がい者との昼食会、一人暮らし高

齢者との昼食会、配食などを行ってお

り喜ばれています。 

しかし、要支援の人に対する支援活

動がまだ不十分です。一人暮らしの人

への支援活動はさらに必要となって

います。 

老人会に加入している方はもちろ

んのこと、一人暮らし高齢者にサロン

活動への参加の声掛けをし、隣近所と

の交流を図っています。 

・老人会では、寝たきりの会員に対しては友愛訪問

を実施し、米寿のお祝いを市老連、上府中老連、

単位クラブなどで実施しています。今後も継続し

て実施していきます。 

・誰でも気楽に立ち寄れるサロン活動を行います。 

・民生委員やボランティアクラブが連携し、一人暮

らし高齢者や寝たきりの方を訪問し、交流を図る

とともに安否確認を行います。また、防災袋の中

身の期限切れを確認し、見守り体制を構築してい

きます。 

・一人暮らし高齢者、障がい者が孤独にならないよ

うに支えていき、隣近所で声をかけ合えるような

地域にしていきます。 

・将来的には生活弱者（買い物、ごみ出しなどの日

常生活で困っている人）の手助けを有料で代行す

る体制を構築していきます。現状では対応できな

い事柄について体制構築を図っていきます。 

 

【めざす姿】  

④子育てが楽しいまちづくり 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

核家族化が進み、育児世代が悩んで

しまうケ－スが増えています。 

社協だよりなどを通じて子育て支

援事業を応援しています。 

・民生委員が子育て広場（アイアイ）と高齢者との

ふれあい広場を開催し、子どもの遊ばせ方の指導

や子どもの健康状態の確認を行うとともに保護者

同士や地域の方が情報交換できる活動を年間通し

て行っていきます。 

・地域で気軽に子育ての悩みを相談できる人がいる

ことや、子育て支援の活動を多くの人に知ってい

ただくため、開催日時、場所などの回覧、掲示を

継続実施するとともに、子育てしている親に幅広

く知ってもらう方法を推進していきます。 
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人口と世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（上府中地区） 
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平成 28 年 4 月 27 日  地域別計画の見直しについて説明 

 

平成 28 年    5 月 27 日  地域別計画の個人見直しシート、各分科会まとめシートを配布 

 

平成 28 年    9 月 29 日  たたき台として、委員長が全分野に対する意見を記入した見直しシート

を会議の場で全委員へ配布 

各分科会で協議 

 

10 月 27 日  各分科会で協議 

 

11 月 25 日  各分科会で協議 

         

12 月 15 日 各分科会長から見直し計画（案）を発表してもらい承認、見直し作業終了 

 
 

 

 

上府中地区まちづくり委員会における検討経過 
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平成２８年１２月作成 

 
 
 
 
顧問 
大友 昭夫（小田原市老人クラブ連合会） 

 
委員長 
沖山 明（上府中地区自治会連合会会長・高田別堀西自治会会長） 

 
文化・教育分科会 

安楽 順之（上千代自治会理事）       白木 章（民生委員児童委員協議会 ～11/30） 

高橋 和夫（下千代自治会会長）       長谷川 住子（主任児童委員 ～11/30） 

粟飯島 美津久（高田別堀南自治会会長）   関田 智彦（青少年育成協議会会長） 

伊藤 立（上原自治会会長）         山崎 かおり（連合子ども会副会長） 

小林 勲（永塚自治会）           磯崎 衛（老人クラブ連合会会計） 

古宮 研三（西大友自治会会長）       桒畑 寿一朗（千代中学校校長） 

 

生活環境・地域振興分科会 

  杉崎 一博（ボランティアクラブ会長）    吉田 和枝（体育協会副会長） 

  二見 武夫（高田別堀東自治会会長）     川口 トヨ子（日赤奉仕団団長） 

  小池 規雄（上千代自治会会長）      樋渡 美智子（交通安全母の会会長） 

  小宮 邦雄（永塚自治会会長）       宮川 晃（千代小学校校長） 

  吉本 順（東大友自治会会長）        田邊 周一（消防団第 19分団分団長） 

  内藤 勝吉（民生委員児童委員協議会）    竹村 秀晃（上府中駐在所） 

  山崎 敏博（少年補導員） 

  

健康・福祉分科会 

山下 皓久（地区社会福祉協議会会長）    磯川 昌子（ボランティアクラブ副会長） 

高野 昭芳（民生委員児童委員協議会会長）  高橋 亮子（ボランティアクラブ会計） 

生沼 豊（延清自治会会長）                鈴木 勝（遺族会支部長） 

長谷川 トキ子（地区社会福祉協議会副会長）松田 純子（健康おだわら普及員代表） 

松嶋 克夫（民生委員児童委員協議会監事 ～11/30）   小泉 郁夫（老人クラブ連合会会長） 

木村 絹代（民生委員児童委員協議会副会長 ～11/30）  伊東 修吉（老人クラブ連合会副会長） 

小塩 千惠（民生委員児童委員協議会会計）  石綿 理枝（第五地区地域包括支援センター） 

上府中地区まちづくり委員会 
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最後に検討します。キーワード（アン 

 
 

 

Ⅰ 安心・安全なまちづくり 
１ 災害への備え 

日頃の備えで災害に強いまち 

２ 「互助」の仕組みづくり 

「自助」「互助」の精神が根付き、地域防災力の高いまち        
３ 犯罪を防ぐ「見守る目」  
お隣同士の良い関係、つくって守る安全・安心なまち 

４ 交通安全への取組み 

「高齢者や子どもを交通事故から守る」意識の高いまち 

Ⅱ 健やかで安心して暮らせるまちづくり 
１ 支え合いの取組み 

福祉の活動を伝え、地域が支えあえるまち 

２ 健康づくりへの取組み  
体力づくりと仲間づくりで健康な人々が住むまち 

３ 高齢者への見守りとふれあいの取組み  
高齢者への支えと見守りの厚いまち 

Ⅲ 良き資産を次代に繋ぐまちづくり 
 １ 美しいまちを守る取組み 

曽我の美しい自然環境を守り伝えるまち 

 ２ わがまちの誇りを伝える取組み  
伝統行事を通じ、地域世代間の交流が活発なまち 

 ３ 特色を活かした取組み 
地域を知り地域の特色を活かし地場産業の活性化を図るまち 

 ４ 地域のきずなを活かした取組み     
子どもから高齢者まで顔が見える繋がりのあるまち 

Ⅳ 生きがいのあるまちづくり 

学びあいとふれあいが充実しているまち 

Ⅴ 継続性のある地域別計画の推進 

皆で作った地域の計画を、皆で推進させよう 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  

 

緑と歴史遺産を誇り、富士を仰ぐ長寿の里“曽我” 

 

地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 曽我地区 ～ 
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Ⅰ 安心・安全なまちづくり 

 １ 災害への備え 

 【めざす姿】 日頃の備えで災害に強いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 曽我地区防災訓練には、多く

の人が参加し、防災に対する

意識を高く持っています。ま

た、地元企業の協力もあり、

水害の訓練も行っています。 

 災害時に備えて、各自主防災

組織ごとに独自に各世帯状況

等の情報の把握を行っていま

す。 

 曽我地区の一部では、自治会

を中心に拍子木を使った火災

予防活動を行っています。 
【課題】 
 曽我山や酒匂川があり、地震

や風水害、山火事などへの備

えが必要となります。特に、

地震発生時の建物や大谷石の

塀の倒壊、液状化現象、酒匂

川氾濫による土石流などの水

害への対応策、崖崩れの危険

箇所の把握、災害時の中河原

配水池の安全性、山火事発生

時の防災対策などが求められ

ています。 
 年々高齢者や単身世帯が増加

しており、災害発生時の対応

で、動けない人をどうしたら

よいのかなど、心配なことが

多くあります。 
 新たに「土砂災害警戒区域」

や「特別警戒区域」が設けら

＊ 災害による被害を少なくするため、引き続

き、曽我地区防災訓練の実施や防災用具の

整備を行うとともに、自主防災組織の更な

る充実を図っていきます。また、防災訓練

を通して、誰もができる初期消火や消火器

の使い方を学び、火災などの災害に備えて

いきます。 
＊ より多くの地域住民が曽我地区防災訓練に

参加するように引き続き呼びかけるととも

に、当日参加できなかった方に対して、「誰

もが出来る初期消火や消火器の使い方」な

どの情報提供の方法や、防災意識の共有化

の方法を検討します。 

＊ 避難体制の変化や、昨今危険度の高まって

いる地震に対しての対応を含め、防災訓練

の内容や、回数、自主防災組織ごとの防災

訓練の実施などを検討します。 

＊ 災害時の安否確認の方法や、動けない人へ

の対応などを検討します。 

＊ 災害時に本当に必要なことは何かを住民た

ちで話し合い、毎年の防災訓練に反映して

いきます。その中で、より実用性のあるタ

オルなどを使用した応急救護の訓練の実施

を検討します。 

＊ 防災に関する日頃の備えについて、住民へ

の啓発活動を充実させます。 

＊ 発災時における被害の軽減と世帯状況の把

握などのため、平常時においては、個人情

報保護の必要性も意識しながらも、各世帯

状況等の情報の提供についての理解を求め

ていきます。また、収集した情報について

の更新について、検討します。 

◆…特色 ➢…課題 ＊…取り組むこと 
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れ、災害時の避難体制が変化

しており、また、酒匂川流域

を中心とした水害も含め、そ

れらに対応した対策や避難訓

練の実施が求められていま

す。 

 地域全体として行っている防

災訓練には、多くの人が参加

しますが、毎年決まった方が

参加する傾向にあり、地域全

体で防災意識の共有化がされ

ていません。 

 災害時想定の道路用水路が多

く、新道も出来、道普請の作

業負担も増しているため、管

理等の見直しが必要です。 

＊ 災害時に備えて、各自主防災組織で各世帯

状況などの情報の把握を行っていますが、

曽我地区全体での情報共有を検討します。 

＊ 引き続き、定期的に草刈や枝下ろしなど、

山道の清掃や、道普請を行います。また、

所有者や地権者にも日ごろの管理をお願い

し、山火事発生時や台風等に、迅速に対応

できるように管理をしていきます。 

＊ 市と情報交換を行いながら、消火器設置場

所の周知を行い、火災発生時に初期消火に

よる被害拡大防止に努めます。 

＊ 防災班の再確認と共に、放送スピーカーの

不良のチェックを行っていきます。 

＊ 防災知識の啓発活動を続けていきます。ま

た、他県の実体験等を取り入れ、防災知識

の充実を図ります。 

＊ 自治会連合会では、毎年地域の要望を市や

県へお願いし、協議を行っています。その

最重要項目の砂防工事について、早期着工

を目指していきます。 

 

 

２ 「互助」の仕組みづくり 

 【めざす姿】 「自助」「互助」の精神が根付き、地域防災力の高いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 山火事などの災害に対応する

自治消防があり、加入が義務

付けられています。 
【課題】 
 自主防災組織や消防団の必要

性に対する地域住民の意識が

低くなっています。 
 消防団員の確保が難しくなっ

ています。また、地域外に勤

務する団員が多く、昼間時に

災害が起きたときの体制が心

配です。 

＊ 災害時における「互助」の考えから、自主

防災組織や消防団の必要性や重要性を地域

の人に引き続き周知するとともに、中高生

にも協力を求められるように、学校や保護

者と連携しながら生徒の意識を向上させて

いきます。しかし、二次災害を防止する意

味から動員については慎重に検討していき

ます。また、自治会と消防団の連携を密に

しながら、性別や年齢要件の緩和などを検

討し、団員の確保に努めていきます。 
＊ これらの行動指標を地域住民に周知すると

ともに、次年度に確実に引き継いでいきま

す。 
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 自主防災組織が高齢化してお

り、災害発生時に機能するか

不安です。 

＊ 災害時に的確な指示を出せることができる

地域のリーダーを育成していきます。また、

自主防災任務分担に基づく業務マニュアル

の作成や、定期的な訓練を行っていきます。 

 
 

３ 犯罪を防ぐ「見守る目」 

 【めざす姿】 お隣同士の良い関係、つくって守る安全・安心なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 青少年健全育成協議会のパ

トロールは、地区社会福祉協

議会の会議で、見廻り箇所の

協議をするなど、地域の連携

を図りながら実施していま

す。 
 ミニ集会で高い塀を抑制す

るための協議や各家庭への

注意・啓発などの防犯への取

組みを行っています。 
 犯罪発生状況など、社会福祉

協議会の会議で、構成員であ

る曽我駐在所から当地区及

び市内他の犯罪や事故の報

告があり、情報を共有して防

止に努めています。 

 青少年健全育成協議会主催

で社会を明るくする運動、ミ

ニ集会や、テーマに合った講

師を依頼し講演会を実施し、

子どもへの見守り活動の啓

発を行っています。 

【課題】 
 空き巣等の犯罪が発生し、地

域住民の安心・安全な生活が

脅かされています。地域の繋

がりが弱くなることで、子ど

もへの見守りの目が薄くな

＊ 青少年健全育成協議会パトロールや防犯パ

トロールを継続しながら、地域の安全確保に

努めるとともに、各家庭に空き巣等への注意

と防犯対策の周知を行い、住民の意識啓発を

図っていきます。また、防犯対策として、パ

トロールの時間帯やコースを検討し、その効

果を検証していきます。 

＊ 引き続き回覧を活用して、犯罪発生情報など

を適時に伝えていきます。特に盗難や空き巣

等の犯罪があった場合は、直ちに回覧を作成

して各家庭に周知を図り、再発防止に努めま

す。また、併せて、迅速な情報伝達のため、

携帯・スマートフォン等の利用を推進してい

きます。 

＊ 地域の絆を強めることが、防犯への第一歩と

考え、声かけやあいさつ運動の励行により、

隣近所の協力体制を整え、地域の見守りによ

って、子どもの安全も確保していきます。ま

た、防犯セミナーの実施等により防犯意識を

高めていきます。 

＊ 防犯灯は市に管理移管（ＬＥＤ照明化）され、

自治会の負担が軽減されました。それに伴い

防犯灯設置に対する市の補助金は廃止され

ました。自治会と市で話し合って防犯灯の設

置をしていきます。また、防犯カメラの設置

250



ることが心配です。 
 夜道が暗く、安心して歩くこ 

とができません。また、通学

路は交通量の少ない道路を選

んでいるので、防犯面では不

安なところがあります。 

について、今後検討等していきます。 

 

 

 

4 交通安全への取組み 

 【めざす姿】 「高齢者や子どもを交通事故から守る」意識の高いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 通学路の安全確保のために、

スクールゾーン対策協議会を

設置し、通学路にある障害物

の撤去などを依頼する活動を

行っています。 
【課題】 
 幅員が狭く歩道のない道路の

交通量が多く、子どもが安心

して学校に通うことができま

せん。 
 個人宅の生垣が道にはみだし

ているところがあって危険で

す。 

＊ 新入学児童・園児を交通事故から守る活動

や登下校時の見守り活動をはじめ、通学路

の調査や点検を行って、行政や住民に対し

て危険箇所の改善や障害物の撤去などの働

きかけを行っています。こうした活動を継

続しながら、見守りの目によって子どもの

安全を確保していきます。 
＊ 回覧の発行や交通安全教室、警察署で作成

しているポスターの掲示などを通して、交

通ルールの遵守と自らできる交通事故防止

策を身に付けてもらうとともに、交通安全

に対する意識を引き続き醸成していきま

す。 
＊ 教育の基本は家庭であることに鑑み、家庭

教育の徹底を行うことで、子どもも交通ル

ールを学び、守ることを教えていきます。 
＊ 交通安全の向上のため、各種団体の役員等

が行う下校時防犯パトロールの配置、時間

等を検討していきます。 
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Ⅱ 健やかで安心して暮らせるまちづくり 

１ 支え合いの取組み 

 【めざす姿】 福祉の活動を伝え、地域が支えあえるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 自治会をはじめとした地域

の主だった団体が社会福祉

協議会の構成員となってお

り、毎月の会議が課題解決や

情報共有、各種活動の調整な

どの場となっております。ま

た、曽我地区みまもり委員会

が発足され、一層の連携取組

が進んでいます。 

【課題】 
 高齢化が進み、これからは高

齢者同士が支え合いをして

いかなくてはなりません。 
 民生委員や健康おだわら普及

員、ボランティアクラブなど

の地域福祉を支えるための担

い手の数が不足しています。 

＊ 曽我の連携強化のため、曽我地区社会福祉

協議会の会議は、今後も継続していきま

す。また、本協議会の役員交代時には、十

分な事務引き継ぎをし、事業の継続性、問

題点の改善等、会運営の更なる充実を図り

ます。 

＊ 民生委員とボランティアクラブの連携を

密にするなど、地域福祉の更なる充実に取

り組むとともに、高齢者が高齢者を支える

時代を迎える前に、行政が直接担う福祉へ

の働きかけも視野に入れながら、地域福祉

のあり方や具体策について引き続き検討

します。 
＊ 子育て支援スタッフや民生委員、主任児童

委員は、子育て支援の活動をしています

が、活動に対する認知度が低いので、引き

続き回覧などにより活動の周知をしなが

ら理解と協力を求めていきます。 

 

 

２ 健康づくりへの取組み 
 【めざす姿】 体力づくりと仲間づくりで健康な人々が住むまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 曽我地区体育祭やペタンク活

動、グラウンドゴルフ、体操

教室、ヨガ教室、健康絆ウォ

ークなどの体を動かす活動だ

けでなく、はつらつ健康相談

やミニミニ健康デー、栄養教

室などの「食」を含めた健康

管理面の活動もあり、地域の

輪と健康づくりのための活動

＊ 各種スポーツをはじめとする健康づくりの

活動は、人々のふれあいと健やかで生き生

きとした暮らしを支えるために、体育振興

会や健康おだわら普及員を中心に今後も継

続していきます。 
＊ 体操教室やミニミニ健康デーなどの健康活

動については、遠くまで歩くことができな

い高齢者への対応や参加者を増やし、きめ

細やかな対応をしていくため、保健師の助

言と協力を得ながら、身近な自治会単位で
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が行われています。特に曽我 
地区体育祭は多くの人が参加

する曽我の代表的な行事の一

つです。また、グラウンドゴ

ルフクラブの運営など、運動

とふれあいのできる場があり

ます。 

【課題】 
 日常生活における交通手段に

自動車を利用している人が多

く、運動不足は否めませんが、

地域で気軽に参加できるサー

クルがないなど、時間に余裕

のない人が運動をする機会が

ありません。また、農業従事

者は、農作業で身体を動かし

ているため、さらに健康づく

りを行うという意識が低くな

っています。 
 曽我地区体育祭は、参加者が

高齢化し、また役員が出てい

ることが多く、参加者が増え

ず、種目を行うことも難しく

なってきています。特に若い

世代の人の参加者が少なくな

っています。また、参加しな

い人の中には、家に引きこも

っている人もおり、こうした

人たちに参加を促していくか

が課題となっています。 

の活動を検討していきます。 
＊ また、これらの活動を通じて、健康で長生

きをするための効果を説明しながら、自ら

の健康は自らで維持していくということ

と、散歩、ラジオ体操などの気軽にできる

ことから、日常的に運動を行うような意識

付けを図っていきます。 
＊ 曽我地区体育祭は、高齢者も楽しめるような

レクリエーション的な種目や子どもが参加

できるような種目を増やすことを検討し、参

加者数の増加に引き続き努めます。また、回

覧だけでなく、各活動団体で声かけをしてい

きます。 
＊ 家に閉じこもってしまっている人には、ま

ず仲間づくりが第一歩と考え、あいさつを

中心に隣近所で声かけをし、地域との繋が

りを深めていきながら、引き続き地域活動

への参加を促していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

３ 高齢者への見守りとふれあいの取組み 

 【めざす姿】 高齢者への支えと見守りの厚いまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 一人暮らしの高齢者のために、

安否確認などの見守り訪問を

はじめ、配食サービスや昼食会

＊ 高齢者とのふれあい、あるいは支えあいを

していくために、高齢者への見守り活動を

継続するとともに、気軽に参加できる体制
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（クリスマス会・梅見会）など

の活動を行っています。また、

高齢者同士が集まる旅行やサ

ークル活動が盛んに行われて

います。 
 曽我地区みまもり委員会が発

足され、更に各地区自治会単位

に「みまもり隊」が編成され、

高齢者の見守り体制が強化さ

れました。 

【課題】 
  高齢者同士が支え合うために、 
   高齢者が集える場が大切とな

ってきますが、老人会の加入率

が地区ごとに格差が広がり、役

員の担い手も少ない状況とな

っています。そのため、入会の

実年齢が上がってきています。

また、老人会だけではなく、自

治会等の組織の中に、老若男女

が一緒に楽しめる、趣味や学習

会等を組織し、生涯学習を含

め、高齢者の生きがいと健康増

進を図る必要があります。 
 高齢者を支えるための各種活

動を行っていますが、担い手も

減り、また、対象となる人の中

でも訪問等を嫌がる人もあっ

て、サービス提供が難しくなっ

ています。 
 若い世代が減少し、高齢化が進

行しており、一人暮らし高齢者

や高齢者だけの世帯も増えて

います。特に市営住宅における

単身高齢者世帯の増加は顕著

となっています。 
 曽我は、病院や商業施設が少な

いので、年齢と共に足腰が弱く

づくりをめざすことで更なる充実を図って

いきます。 
＊ 地域で高齢者を支えていくため、地域全体

で老人会などをバックアップするととも

に、誰もが老人会に楽しく参加できるよう

な体制づくりを検討していきます。また、

各公民館の開放など、日頃から高齢者が集

える場所の確保を考えていきます。 
＊ 高齢者の日常生活支援のために、地域によ

る送迎ボランティア活動の実施を検討して

いきます。その際は、支援や有償化、事故

の補償などの考慮も必要です。また、併せ

て、民間やシルバー人材センター、行政な

どのサービスを理解し、その活用方法を周

知していきます。 
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なってきている状況で、通院な

どにおける付き添いなどの問

題もあり、このまま暮らしてい

くことができるのか心配です。 
 

 

Ⅲ 良き資産を次代に繋ぐまちづくり 

 １ 美しいまちを守る取組み 

 【めざす姿】 曽我の美しい自然環境を守り伝えるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 曽我山や酒匂川を有し、地域

全域で富士山が見え、多くの

生き物や草花に囲まれ、空気

は澄み、人家が少なく清々と

して、落ち着いた佇まいがあ

る小田原一良いところです。

また、中小の清流にも恵まれ

ております。 
 曽我山の一部が「里地里山等

保全区域」に指定され、曽我

山の自然環境や景観の保護が

行われています。 

【課題】 
 曽我山や農道などに家電製

品、タイヤ、他の生活道具な

どの不法投棄があります。 
 鳥獣による農作物や人的被害

が心配されます。 
 

＊ 春夏の美化清掃や下水掃除・公園草取りな

ど、地区内清掃をはじめ、六地蔵や宝徳松、

熊野神社など、公共施設や自然環境だけで

なく、歴史遺産の清掃を行っています。こ

うした活動を継続し、曽我の豊かな自然環

境や歴史遺産を美しく保って次世代に引き

継いでいきます。また、次世代の理解を深

めるために、子ども会等と協力し、小中学

生の参加も検討していきます。 
＊ 不法投棄対策のため、引き続き美化推進委

員によるパトロールなどを行っていきま

す。また、歩いている時にごみが落ちてい

れば回収するなど、地域住民一人ひとりの

意識を向上させ、清掃活動の更なる充実を

図り、まちをきれいにすることによって、

ごみを捨て難い環境をつくっていきます。

また、併せて、監視カメラや看板などの設

置も検討していきます。 
＊ 小田原市鳥獣被害防止対策協議会と連携

し、侵入防止柵や電気柵の設置等を行うと

ともに、狩猟免許取得者を増加させ、直接、

有害鳥獣を捕獲するなど、鳥獣被害を受け

ない環境作りを検討します。 
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２ わがまちの誇りを伝える取組み 

 【めざす姿】 伝統行事を通じ、地域世代間の交流が活発なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 宝徳松や益田信世別荘跡をは

じめ、白山神社、熊野神社や

須賀神社など、曽我には伝統 

のある歴史遺産があり、また、 

それぞれの神社では祭典が行

われて多くの人が集い、曽我

の誇る地域コミュニティの原

点となっています。 
 鬼柳自治会の夏祭りや中河原

自治会の盆踊りには、多くの

人が参加し盛大に行われてお

ります。一方、夏祭りを止め

てしまう地区もあります。 
 
 
 

＊ 三嶋神社祈念祭や宗我神社祭礼、導き地蔵祭

典、どんど焼きをはじめ、納涼大会や夏祭り

などの伝統文化行事は、現在曽我に住んでい

る人だけでなく、この地で生まれ育った人た

ちにとっても大切なものであり、また人と人

とを繋ぐ交流の場として守っていきます。 
＊ 祭り囃子は、「祭囃し保存会」が自治会の支

援や役員、指導者の努力により、技術の向上、

発表の場の拡大等、ますます活発な活動をし

ており、自治会や地元民間施設の夏祭り、梅

まつりなどでも活躍しています。今後も引き

続き、参加者の意識を醸成し、地域の活性化

に繋げていきます。 
＊ 曽我梅まつりを利用して、曽我の文化遺産・

歴史資産を広報していきます。また、今後も

開催していくために、地元負担の少ない運営

方法の工夫や、内容の検討をしていきます。 

 

 

３ 特色を活かした取組み 

【めざす姿】 地域を知り地域の特色を活かし地場産業の活性化を図るまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 米、梅、みかん、柿、梨など

が栽培される農業中心の地域

です。 
 曽我梅まつりは、多くの人で

賑わい、地域に活力を与えて

います。 
 地域内のどこからでも富士山

が見え、景観の優れた地域で

す。また、康岳寺や熊野神社

などの歴史遺産や酒匂堰と鬼

柳堰による豊かな穀倉地帯で

す。 

＊ 地産地消を活用し、高齢者や身体の不自由

な人のために、ミニショップなどを開いて

地域の特産物を販売する取り組みを引き続

き検討していきます。こうした活動には、

ＪＡや市との連携を図りながら、農業振興

策との併用を考えていきます。 
＊ 十郎梅ブランド向上委員会のように地域と

市が連携して、曽我ブランドを生み、育て

ていき、魅力ある農業とするとともに、荒

廃農地の解消や農業後継者の育成に取り組

んでいきます。 
＊ 農地の宅地化などによる土地の利活用は難

しいので、まずは曽我の特色である「農」
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【課題】 
 市街化を抑制する区域として

宅地ができず、新たな世帯が

増えません。 
 農地等の荒廃・農業の後継者

不足で山が荒れ、耕作放棄地

に繋がっています。また、農

業従事者が高齢化していま

す。 
 商店がなく、高齢者化が進む

と日常生活に支障をきたすの

ではないか心配です。 

を活かしたまちづくりなどによる地域振興

策を検討していきます。 
＊ 田植え・稲刈り体験やみかん・梅もぎ、花

見などによって、曽我を体験し、食べて、

遊んで満喫するという、「る
・

（体験する）る
・

（食べる）ぶ
・

（遊ぶ）」を起こし、地域の活

性化に繋げていきます。そのために、まず

は「地域を知ろう」と題し、寺や史蹟めぐ

りなどのマップづくりをしていきます。 
＊ 多くの参加があるウォークラリー大会や、

健康絆ウォークを今後も開催し、地域の史

跡などの資産を巡り、住んでいる人に曽我

の自然や歴史を知ってもらいます。 
 

 

４ 地域のきずなを活かした取組み 

 【めざす姿】 子どもから高齢者まで顔が見える繋がりのあるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 隣近所の協力体制が整ってい

て、地域のコミュニケーショ

ンも密になっています。 
 住民の出入りが少なく、顔な

じみの人たちが多く住んでい

るので、安心して暮らすこと

ができる静かで緑に包まれた

環境です。 
【課題】 
 各自治会の高齢化が進んでい

ますが、加入をしていない集

落の高齢化も進み、今後は地

域で連携していく必要性があ

ります。 
 若い世代が増えず、小学校入

学児童が減少しています。 

＊曽我地区自治会連合会や曽我地区社会福祉

協議会が連携し、市の協力も得ながら、自治

会連合会への未加入者との対話を図り、今後

の方向性を模索していきます。 
＊子どもがスポーツなどの地域行事に参加す

ることで、人々と顔見知りになり、地域の見

守りの中で、健全育成を図っていきます。そ

の中でも、曽我地区体育振興会が中心となっ

て開催している体育祭や、親子で楽しめるス

ポーツ大会などは今後も続けていきます。 
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Ⅳ 生きがいのあるまちづくり 

 【めざす姿】 学びあいとふれあいが充実しているまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 グラウンドゴルフ大会や日本

舞踊などの生涯学習活動が盛

んに行われています。また、

パークゴルフ、ペタンク、ハ

イキングなどの体育事業を推

進しています。 
 曽我小学校では、地域の文化

の拠点となるように、学習発

表会、アウトリーチをはじめ、

多くの地域の方に学校を開い

ています。 

 地域によっては、毎年ふれあ

い会を開催して、地域の人が

作成している作品を展示し

て、地域の人に見ていただき、

親睦を図っています。 

【課題】 
 各地区に公民館があって、生

涯学習への環境は整っていま

すが、生涯学習活動などへの

参加者は同じで、なかなか広

がっていきません。 

＊ 各種活動への関心を高めるため、広報活動

の活性化をするとともに、曽我地区全体の

文化的交流を図るため、曽我地区連合公民

館長会議の開催を検討していきます。 
＊ 公民館活動を広く広報することで、参加者

を増やしていきます。また、併せて、生涯

学習のノウハウの蓄積や、ニーズの把握を

行っていきます。 

 
 
Ⅴ 継続性のある地域別計画の推進 

 【めざす姿】 皆で作った地域の計画を、皆で推進させよう 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

【特色】 
 曽我地区に係る地域別計画の

策定は、曽我地区社会福祉協

議会の構成員を中心とした

「曽我地区まちづくり検討委

員会」により作成されました。 
【課題】 
 曽我地区社会福祉協議会の役

＊ 曽我地区みまもり委員会を中心にできるこ

とから計画の推進を図っていきます。また、

各団体の総会等で次年度への引継ぎを行

い、計画の継続性を促していきます。 
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員、構成員の大部分が1～2年

と短期間で交代するため、地

域の取り組むべき課題が次年

度の役員、会員に継続しにく

い状態です。取り組むべき内

容が社会福祉協議会構成団体

の権限を越えているため、実

現が困難な課題が多いと思わ

れます。 
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人口と世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（曽我地区） 
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会議 日程 内容 

社協定例会 7月 31日 
・地域政策課が地域別計画の見直し作業の説明 
・見直しシートを各委員に配布 
 ⇒各委員は持ち帰って、回答を作成 

社協定例会 8月 28日 
・地域政策課が見直しシートを回収 
 ⇒後日、地域政策課が回答を集約し、【見直し結

果（案）】を作成 

代表者打合せ 10月 11日 
・代表者が【見直し結果（案）】を確認 
 （代表者：自治会 3 役、社協 3 役、みまもり委

員会 3役） 

社協定例会 10月 30日 
・【見直し結果（案）】を各委員に配布 
 ⇒各委員は持ち帰って、内容を確認 

社協定例会 11月 27日 
・全体で【見直し結果（案）】の内容を基に、協議 
 ⇒全体承認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

曽我地区社会福祉協議会（平成２８年１１月現在見直しメンバー） 

会長  前場 利己 （曽我大沢自治会会長） 
副会長 渡辺 勉  （下大井自治会会長） 
副会長 長田 康子 （民生児童委員協議会会長） 
会計  柳川 貢  （上曽我自治会会長） 
 
理事 
新鹿 勲  （花里住宅自治会会長・自治会連合会会長）  水野 和美   （民生委員） 
柏木 茂高 （中河原自治会会長・自治会連合会副会長）  市川 美江   （民生委員） 
杉崎 光由 （鬼柳自治会会長・自治会連合会会計）   長谷川 美津子 (民生委員） 
秋本 武男 （籠場住宅自治会会長）     前場 典子   （民生委員主任児童委員） 
柿澤 広明 （春木住宅自治会会長）     小野間 伊都子 (民生委員主任児童委員） 
山元 重治 （民生委員）          浜松 光子    （ボランティアクラブ代表） 
星野 千恵子（民生委員） 

 
評議員 
柏木 圭介 （中河原自治会副自治会長）   高橋 美佐子 （健康おだわら普及員） 
鳥居 和郎 （上曽我自治会副自治会長）    山崎 敦子  （健康おだわら普及員） 

 関野 栄  （曽我大沢自治会副自治会長）  三橋 雅幸  （曽我小学校校長） 
小泉 清一 （下大井自治会副自治会長）    枝野 充宏  （曽我小学校 PTA会長） 

 小野間 正洋（鬼柳自治会副自治会長）     鳥居 明男  （老人クラブ連合会会長） 
平田 和子 （籠場住宅自治会副自治会長）  高橋 幸男  （体育振興会会長） 
萩原 恵美子（籠場住宅自治会副自治会長）  渋谷 守道  （消防団第 21分団分団長） 
今野 文男 （春木住宅自治会副自治会長）  柏木 良子  （青少年健全育成協議会会長） 
金阿弥 一男（花里住宅自治会副自治会長）  杉田 久夫  （交通安全協会曽我支部支部長） 
柏木 郁夫 （地区代表【連絡員】）       根本 千穂  （連合子ども会会長） 
柏木 一彦 （地区代表【連絡員】） 

 
オブザーバー 
水口 隆義 （曽我駐在【警察官】） 
波多野 俊雄（小田原警察署防犯指導員） 
菊地 進  （小田原警察署少年補導員） 

平成２８年１１月作成 

曽我地区社会福祉協議会における検討経過 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 下曽我地区 ～ 

下曽我地区団体運営協議会 

 

梅かほる歴史の郷 下曽我 

 

 

１ 安全なまちづくり【児童の健全育成・防犯・防災】  

・助け合う心が身を守る 

 

２ 曽我の里づくり【地域振興・文化・環境美化】 

・下曽我が誇る、豊かな自然、史跡、祭りなどの地域資源を 

活かして、ふれあいや交流のあるまちづくり 

・曽我の里の風土を多くの人とともに伝えていく 

 

３ 下曽我ケアタウンづくり【福祉・健康づくり】 

  ・ふれあう人の輪、元気な下曽我 

 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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Ⅰ 安全なまちづくり【児童の健全育成・防犯・防災】 

【めざす姿】 

 助け合う心が身を守る 
１ 児童の健全育成（挨拶運動・交通安全） 

 

 

２ 防犯 

活動状況 これからの課題・活動計画 

・自治会長会議へ駐在所が出席して情報

交換を行っている 

 

・防犯ベストの着用拡大等で地域内への

ＰＲを図り、抑止力を強化している 

 

・ＰＴＡでは、子どもほっとステーショ

ンの取組を実施している（80世帯） 

・連絡網を作成し、スムーズな情報の共

有化を図る 

 

・放送設備の活用を検討する 

 

・健全育成協議会を中心にした、地域全

体のパトロールの体系化を図る 

 

・少年補導員、防犯指導員、健全育成会

など、同種の組織団体間の連携の明

確化を図る 

 

 

活動状況 これからの課題・活動計画 

・交通安全と挨拶運動は同時的なものと

して児童の見守りを実践している 

 

・小学校と交通安全母の会が箇所、人

数、時間を調整し組織編制して実施し

ている 

 

・各種団体のイベント時には、極力大人

の方から実行することを呼びかけてい

る 

 

・小学校では、生徒へ挨拶の励行を指導

している 

・各種団体の会議等における慫慂、回

覧、学校広報等で、さらに活動メン

バーの拡大を図る 

・「児童の健全育成」を「交通安全」

「挨拶運動」にとどめず幅広く解釈

し、小学校が主催する校外学習への

協力など、地域と学校の連携教育を

図る 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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３ 防災 

活動状況 これからの課題・活動計画 

・全地区での安否確認訓練の実施など、

訓練に工夫を重ねている 

 

・一部の地区では、小中学生を巻き込ん

だ訓練が実施されている 

・小中学生の活用等、訓練内容の充実化 

を図る 

 

・消防団・防災リーダーとの連携を強化

し、防災訓練の充実化を図る 

・自主防災組織を活用し、地区の現状に

見合った資機材整備、意識向上を図っ

ている 

 

・災害をシミュレーションし、自主防災

組織の再点検ならびに自主防災組織間

の連携方法を検討する 

 

・自主防災組織の資機材の点検と補填を

行う 

・広域避難所運営委員会では、班別に話

し合いを行いながら下曽我小学校にお

ける避難所運営方法を検討している 

 

・広域避難所資機材の定期点検を行う 

 

・広域避難所の運営方法の検討及び事例

研究を行う 

 

 

Ⅱ 曽我の里づくり【地域振興・文化・環境美化】 

【めざす姿】 

下曽我が誇る、豊かな自然、史跡、祭りなどの地域資源を活かして、
ふれあいや交流のあるまちづくり   

曽我の里の風土を多くの人とともに伝えていく 

１ 地域振興（各種行事・地域活性化）・文化（地域資産の継承） 

活動状況 これからの課題・活動計画 

・宗我神社の祭礼は、歴史的に事実上

自治会主導で整然と無理なく実施さ

れている 

・伝統、文化活動の参加者の固定化打開

のため、転入者や若い世代へ参加を呼

びかける 

・梅まつりは、梅まつり実行委員会が

中心となり、市の観光課、観光協会

とタイアップしての流鏑馬神事な

ど、恒例行事が実施されている 

・地域の梅まつりとして発展していくよ

う、各地区のまつり体制の体系化を図

る 
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活動状況 これからの課題・活動計画 

・曽我兄弟遺跡保存会では、日頃から

他地域との交流を図りながら遺跡保

存に関する研究をしている 

 

・主に「傘焼き祭り」の開催や、「小

学校探検ウォーク」への支援を通し

て、歴史継承活動をしている 

・各種団体が連携し合い、歴史継承や遺

跡保存活動を地域全体で強化していく 

・小学校の課外授業である「探検ウォ

ーク」等を通して、各種団体と小学

校との連携が強化されてきている 

 

・歴史だけに限らず、下曽我地区の農業

や産業も子ども達へ伝えていけるよ

う、取組を拡大していく 

 

 

 

２ 環境美化 

活動状況 これからの課題・活動方針 

・下曽我応援団ぷらむによる竹林伐採が

継続している 

 

 

 

・土地改良区、梅の郷環境保全会、自治

会による定期的な環境保全、美化活動

を展開している 

 

・六本松等景勝地の管理方法を検討する 

 

・ぷらむ等による休耕地などの地域活性

化プロジェクトに対する協力を行う 

 

・ぷらむの自然観察会に対して協力する 

 

・環境美化推進員を有効活用し、地域全

体での環境保全の活動を明確化させる 

 

・梅の郷環境保全会は農地保全が主体で

あるが、住宅地への付帯的な活動とし

ての展開を検討する 
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Ⅲ 下曽我ケアタウンづくり【福祉・健康づくり】 

【めざす姿】 

ふれあう人の輪、元気な下曽我 

１ 福祉 

活動状況 これからの課題・活動方針 

・社協のあり方を福祉に特化すること

への見直しをはかるため、組織、規

約等の見直しを進め、戦略的な体制

ができつつある 

 

・社協事務局の一員として「地域福祉

コーディネーター会  憩」を結成

し、企画立案、管理などを行うこと

になった 

 

・サロン活動は「ふらっと下曽我」

「ふれあいお茶飲み会」「子育てサ

ロン」など活発に活動している 

 

・在宅福祉サービスを充実化させ、要支

援者に対する見守り活動や支援を定着

化させる 

 

 

・世代間交流事業を社協の活動として拡

大する 

 

 

・より地域住民同士のふれあいが持てる

よう、地域在住の専門職の方々へ協力

を仰ぎ、サロン活動の充実化を図る 

 

 

２ 健康 

活動状況 これからの課題・活動方針 

・健民祭は恒例行事として体協主管で

滞りなく行われている 

 

 

 

・老人クラブも含めて、各種スポーツ

大会が盛んに行われている 

 

 

・健康おだわら普及員も、定められた

活動について旺盛に活動している

が、若干、地域住民の認知が不足し

ている点が惜しまれる 

・健民祭のみならず、他の事業を充実化

させ、スポーツを通した健康増進活動

を更に展開させる 

 

・健康おだわら普及員の活動の可視化及

び活性化を図るため、地域全体で支援

体制を構築する 

 

・常時開催されている料理教室や栄養教

室について、既存のサロン活動とのタ

イアップを検討する 
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下曽我地区における世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下曽我地区における高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 
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平成 28 年 6 月 15 日 
 

8 月末まで 

 
 

10 月 5・19・25 日  
 

平成 29 年 

3 月 8・15・22 日  

各委員へ見直しの趣旨を周知、ヒヤリングシートの配布 
 

シートの回収・意見のとりまとめ 

3 分科会にて該当分野における地域活動の整理 
 

より良い地域づくりのための新たな課題設定を協議 
 

 

地域別計画改定（案）の承認・次年度事業計画に向けた協議 

下曽我地区団体運営協議会における検討経過 

下曽我地区団体運営協議会 

事務局長 

 曽我 祐行（下曽我地区自治会連合会 会長／曽我原自治会長） 
 

事務局（自治会連合会） 

 神保 雅亘（下曽我地区自治会連合会 副会長／曽我谷津自治会長） 

 柏木 政弘（曽我岸自治会長） 

 坂本 規一（曽我別所自治会長） 

 佐宗 教安（曽我神戸自治会長） 

 香川 幸一（曽我山岸自治会長） 
 

委員 

○第１分科会 児童の健全育成・防犯・防災 

奥村 真佐美（下曽我小学校） 

神保 邦子（下曽我地区交通安全母の会） 

浅海 健（防災リーダー） 

横田 拓未（千代中学校ＰＴＡ） 

長谷川 博一（青少年健全育成協議会） 

市川 倫之（消防団第20分団） 

大髙 雅子（下曽我小学校ＰＴＡ） 

 

 

○第２分科会 地域振興・文化・環境美化 

鳥居 敬（宗我神社崇敬会） 

鳥越 睦夫（曽我兄弟遺跡保存会） 

川久保 和美（下曽我応援団 ぷらむ） 

長谷川 英明（下曽我土地改良区） 

穂坂 信雄（曽我梅まつり実行委員会） 

 

○第３分科会 福祉・健康づくり 

竹下 啓子（下曽我地区社会福祉協議会）  

内山 健治（下曽我体育協会） 

佐宗 修二（民生委員児童委員協議会）  

植田 芳司（前 民生委員児童委員協議会）  

 

 

 

 

 

平成２９年３月作成 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 国府津地区 ～ 

国府津地区まちづくり推進委員会 

 

人と海と山の織りなす小田原の東玄関 国府津 

 

１ 健康・福祉   

隣近所が気軽にあいさつするまち 

元気なお年寄りが多いまち   

親が一人で悩まないまち 

みんなが心も体も健康で元気なまち 

 

２ 地域振興   

国府津地区住民が一つにまとまっているまち 

地域の資源・資産を生かして活力のあるまち 

 

３ 防災・防犯 

ふれあいと安心のまち 

地域ぐるみで災害に強いまち 

みんなが見ているまち 

     

４ 生活・環境 

みんなの顔が見え、人々の絆が強く、温かさのあるまち 

地域内がいつもきれいで、ポイ捨てさせないまち 

緑あふれる、自然豊かな国府津地区 

やすらぎと愛着がある川をめざして 
隣近所が声を掛け合うまち 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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１ 健康・福祉 

【めざす姿】 

隣近所が気軽にあいさつするまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

地区内に一人暮らしの高齢者と高齢者世帯が増

えていますが、まちづくり推進委員会、民生委員児

童委員や老人会など、地区の各種団体によって活発

な見守り活動が行われています。 

しかし、個人情報保護法の施行後、私生活に踏み

込まない風潮もあり、一部では助けを求めたがらな

い人もいます。 

･現在行っている見守り活動などを継続し 
ながら、組長を活用した取組を検討する

など、地域全体で高齢者や要介護者を支

えるという意識の向上に努めます。また、

見守り活動の充実を図るため、まちづく

り推進委員会やきずなチームの活動を拡

大し、担い手を増やしていきます。 
･民生委員児童委員が中心となり、今後も 
訪問活動を継続し、地域住民が一体とな 
った取組を充実させていきます。 

･なかなか面会していただけない方もいま 
すが、粘り強い訪問活動を行い、自分自 
身の安否確認を行うことの必要性につい 
て理解を得られるよう努めていきます。 

 

【めざす姿】 

元気なお年寄りが多いまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

高齢者を対象としたサロン活動が活発に行われ、

特に 75 歳以上を対象に行われている「ふれんどり

ぃ」は好評で、国府津地区を 6 地区に分け、開催し

ています。また、平成 28 年度からはまちづくり推

進委員会による「サロンこうづ」もスタートしまし

た。「サロンこうづ」では「おでかけサロン」とし

て、現在までに法秀寺（南地区）、蓮台寺（北地区）、

田島公民館（田島地区）で開催しており、年齢・性

別・地区を問わず、出欠も取らないため、気軽に参

加できます。サロンは介護予防を目的とし、行政・

･自治会、民生委員児童委員、まちづくり 
推進委員会、交通安全協会などの協力を 
得ながら、空き店舗や空き家の活用を検

討し、「ふれんどりぃ」や「サロンこうづ」

の活動回数、開催場所を拡大していきま

す。 

･地域別に利用できる拠点が少しずつ広が 
っていますが、さらに増えるように検討

していきます。 
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警察・地域包括支援センターなどの情報を受け取る

場としても役立っています。 

 しかし、高齢者は長い距離を歩くことができない

ので、会場まで距離のある人は参加したくても参加

できません。 
また、地区内の学校や保育園を利用するにも、各

行事などによりに昼間使用していることから、利用

することは難しい状況です。 
田島では、農協女性部が中心となって、年 1 回、

80 歳以上の高齢者を対象に「ミニデイサービス」

を行っています。この行事は、公民館にお招きし、

ゲームや音楽鑑賞などを通じて楽しんでもらいま

す。 

･サロンなどに参加できない高齢者の実態 
を調べ、参加を望む人に車を手配して参

加を促すことができるか検討していきま

す。 

･ふれあい品お届けや「ミニデイサービス」 
では、対象となる高齢者一人ひとりを訪 
問しながらお手紙を手渡しています。こ 
れにより、声掛けによる安否確認ができ

るほか、高齢者同士や地域とのつながり

を持つことができます。 

 

【めざす姿】 

親が一人で悩まないまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

保育園、幼稚園の入園前の子どもを持つ親を対象

に子育てについて、主任児童委員や子育て支援スタ

ッフを中心に相談に当たっています。 
月 2 回国府津学習館で「のびっ子」を開催してお

り、広報誌や口コミで参加者が増えている一方、会

場が手狭になってきている面もあります。会場には

購入したウレタンマットを敷くことで、幼児も安心

してハイハイできています。 

･国府津学習館以外の会場の検討を行って 
いきます。ウレタンマットを敷くことで 
小学校の空き教室を活用できるのではな 
いかと考えます。 

 

【めざす姿】 

みんなが心も体も健康で元気なまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

自分の体力を正しく把握して、生活のなかに適切

な運動を取り入れることが健康づくりの第一歩で

あると考え、健康おだわら普及員、地域福祉コーデ

ィネーターなどで高齢者向けの体力作りを行って

いますが、地域全体に浸透していません。有志では

八幡神社、さがみ信用金庫などで自主的に行ってい

ます。 
 

･ラジオ体操などの軽い運動をサロン活動 
といった各地域のお年寄りの集まりの中 
で実施し、健康の維持増進に努めていき 
ます。 
･「サロンこうづ」では「スリーA 方式」 
（脳を活性化させ、認知症の発症や進行 
を遅らせることを目指す取組）を地域福 
祉コーディネーターがリーダーとなっ 
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地区住民の健康増進を目的に健康おだわら普及

員や各団体がウォーキング、体育振興会がトリムを

年 2 回開催しています。特にトリムは子どもから大

人まで参加者が多く、世代間交流としても好評で

す。 

て毎回行っていて、大変好評なので、継 
続していきます。 
･健康おだわら普及員や各団体のウォーキ 
ング、体育振興会のトリムを継続してい

きます。 

 

２ 地域振興 

【めざす姿】 

国府津地区住民が一つにまとまっているまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

国府津地区では健民祭、夏祭り、どんど焼きなど

様々な行事が各団体や住民の協力で実施されてお

り、お互いが顔見知りになる絶好の機会であると同

時に情報交換の場にもなっています。また、菅原神

社の例大祭や八幡神社、津島神社の例大祭には、山

車や神輿がまちの中を練り歩き、地域が一体となり

ます。 
しかし、10 年、20 年後の国府津地区を担うであ

ろう中学生が参加できる活動が少ないので、小学校

を卒業すると地区の活動から離れてしまいます。 

･地域の行事は、住民同士のふれあいや情 
報交換の場として大切なので、参加者が

増えるような工夫をしながら、その維持

に努めていきます。 
･平日では参加が難しい方のために、高齢 
者を対象にした「ふれんどりぃ」「ミニデ 
イサービス」「サロンこうづ」や未就園児 
を対象にした「のびっ子」の土日休日の 
開催を検討していきます。 
･子ども会の負担を少なくし、自治会と協 
力して、子ども達が自由に参加できるよ

うな活動が必要と考えます。学校側にも

協力を得ていくことを検討します。 
･地域に根ざした祭りなどは、住民同士の 
コミュニケーションを促し、地域のつな 
がりを深くする行事として、引き続き実 
施していきます。 
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【めざす姿】 

地域の資源・資産を生かして活力のあるまち  
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

国府津地区の特産品としてみかんや梅、柿があり

ます。かつては多くのみかん農家がありましたが、

今は後継者不足に悩んでいます。そのため中には荒

廃地になってしまっている土地もあります。対策と

して、みかんの木のオーナー制度を行っています

が、担い手不足のために登録者が増えていません。 
また、荒廃地の増加に伴い、近年、鳥獣被害（カ

ラス・イノシシ）が多発しており、庭先にまで出没

しているため、人的被害が危惧されています。 
現在、国府津商工振興会が「みかんの花咲く丘フ

ァミリーコンサート」というイベントを定期的に開

催しています。また、田島では「桜まつり」を開催

しています。 

･「みかんの花咲く丘ファミリーコンサー

ト」というイベントを引き続き開催し、

みかんの PR に努めていきます。今後も

ボランティアを募り、イベント開催に必

要な人員を確保します。 
･「桜まつり」を今後も継続して開催して

いくため、近隣の農業者や生活している

住民への影響などを考慮しながら、主催

する田島桜の会に協力するとともに、地

場農産物の PR などを通して、地区の活

性化に努めていきます。 

 

３ 防災・防犯 

【めざす姿】 

ふれあいと安心のまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

各種団体が協力して、登下校時に交通安全のため

の見守り活動を行っていることは住民には心強く、

誇りに思います。顔見知りになり、子ども達から話

しかけられることもあります。しかし、まだ危険な

箇所があり、さらなる充実が求められています。ま

た、見守る側は毎日のことなので各個人への負担が

大きくなっているのも実情です。 

･見守り活動は、子どもを交通事故や犯罪 
から守るのと同時に子どもと大人があい

さつを交わす、貴重なふれあいの機会に

なっています。今後も継続するとともに、

人材確保のための呼びかけをしていきま

す。 
･見守り活動や交通安全教室を通して児童 
に交通安全教育を行い、危険箇所を教え

ながら注意を促していきます。 
･下校時の見守り活動については、活動時 
間が長いので個人の負担にならないよ 
う実施方法について検討していきます。 
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【めざす姿】 

地域ぐるみで災害に強いまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

消防団や防災リーダーの日頃の活動が充実して

いて、住民の安全・安心な暮らしを守っていますが、

地区外または市外に仕事を持っている人が多く、昼

間にいないため、大きな災害が起きた際に対応をす

ることができません。 

民生委員児童委員が要援護者になる可能性の高

い方の個人情報などの登録をお願いし、台帳を作

成、定期的に情報の更新をして防災に活用していま

す。 

 また、一時避難場所は回覧などでお知らせしてい

ますが、中には一時避難場所を知らない人もいま

す。 

･地区の消防団と防災リーダーが今までの 

活動を継続するとともに、交流の場をつ 

くり、防災上の課題や情報を共有し、連

絡網を見直すなど、さらなる安心安全の

ための活動の充実に努めていきます。 

･災害時に頼りになる若い世代（小学生・ 

中学生）と地域住民との防災訓練や、防

災に関する講習を継続実施していきま

す。 

・広域避難所での要援護者への支援体制を 

含め、広域避難所開設マニュアルの見直 

しを行い、広く住民に周知し、防災に対

する意識の向上を図っていきます。 

･地域住民への一時避難場所の周知徹底、 

案内看板の設置確認を徹底していきま

す。 

 

【めざす姿】 

みんなが見ているまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

 防犯活動協議会を中心に日常的なパトロール、月

2 回の地域内パトロールを行っていますが、高齢化

が進み、担い手不足が深刻です。  
地域内で犯罪が起きた際の情報共有はできてい

ますが、防犯活動をされている方々だけでなく、地

区内の犯罪を予防するためには地区全体で防犯意

識を持つ必要性があります。 

・現在行っているパトロールを継続してい 
きます。また、活動に参加している方々 
への負担軽減の方法も検討し、防犯活動

に参加しやすい環境を整え、担い手を増

やすように努めていきます。 
･パトロールに消防団第 18 分団、国府津 
中学校 PTA 地区委員会、国府津小学校

PTA 校外委員会が定期的に参加し、若返

りを図っているので、今後も継続してい

きます。 
･民生委員児童委員が高齢者の見守りを行 
う際に犯罪に関する広報誌を渡したり、 
地区内で発生している犯罪の種類などの 
案内を回覧、サロンの際に小田原警察署 
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の方に防犯の話をしていただくなど各自 
で防犯意識を持ってもらえるように努め 
る活動を今後も継続していきます。 

・防犯活動協議会が行っているコンビニ店 
オーナー、店長との情報交換会開催以降、 
店先でのたむろや万引きが減少するなど

の成果が得られているので継続していき

ます。 

 

４ 生活・環境 

【めざす姿】 

みんなの顔が見え、人々の絆が強く、温かさのあるまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

各種団体の活動や行事などに参加する中堅世代

が少ないため運営が困難です。特に健民祭や防災訓

練は参加者が役員中心になるなど固定化していま

す。高齢者、単身者の増加、共働きなど、多様化す

るライフスタイルに合った意識啓発が必要です。 
また、各行事の会場は国府津学習館や国府津小学

校、国府津中学校となることが多く、3 会場とも隣

接しているため、遠い人はいつも遠くなってしまい

ます。会場から遠い場所に住んでいる人は遠いこと

を理由に参加しないこともあります。 

・防災訓練は災害時の被害軽減に寄与する 
だけでなく、自分の身を守るために必要 
となります。活動の維持・充実の方法を 
検討していきます。 

・行事などへの積極的な参加を引き続き呼 
びかけるとともに、一般の人達が参加し

やすい行事の方法を検討していきます。 

 

【めざす姿】 

地域内がいつもきれいで、ポイ捨てさせないまち 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

自治会連合会主催のポイ捨て防止キャンペーン

を年 3 回実施しているほか、各地域内でもポイ捨て

防止の活動を行っており、ごみの量が減少してい

て、地域住民の環境に対する意識が向上していま

す。また、地元企業が「国府津未来」という集まり

・ポイ捨て防止の活動への参加者を増やす 

ため、土日に活動することも検討してい 

きます。また、周知方法についても回覧

だけでなく、隣近所の声掛けを行うなど

工夫していきます。 
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をつくり協力していただいています。 

しかし、平日に実施するため、参加者が少なく、

参加者を増やす取組が課題です。 

11 区では道路沿いの花壇整備を実施し、ポイ捨

てさせないまちづくりを実施しています。 

菅原神社（毎月 5 日）、八幡神社（毎月 10 日）は

老人会が清掃活動を行なっているため、1 年を通し

てきれいになっていますが、秋の落ち葉のシーズン

などは清掃活動が大変です。 

･自治会が主体の清掃活動を行い、ごみが 

落ちていない環境作り、ポイ捨てさせな 

いまちづくりを実施します。 

･喫煙者のことも考え、駅などへの灰皿設 

置を検討していきます。 

･菅原神社、八幡神社の清掃活動は老人会 

が実施していますが、今後は地域の人を 

巻き込んだ活動を検討していきます。 

 

【めざす姿】 

緑あふれる、自然豊かな国府津地区 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

国府津の山から田島にかけての景観は四季折々

に美しく、特に秋の紅葉はきれいで山を眺めるだけ

でも癒されます。 
また、国府津山の自然環境を守るため、ツーデー

マーチの開催日の前にはコースの景観保全と環境

美化のために、地区の団体「みかんの花咲く丘」が

清掃活動を行なっています。 
国府津山のすばらしい眺めや豊かな自然などを

楽しむため、市内だけでなく、市外からも多くの観

光客が訪れていますが、反面ポイ捨てによるごみが

増え、粗大ごみの不法投棄も増えています。 

・ツーデーマーチに向けての国府津地区全 
体での草刈、ごみ拾いを継続していきま 
す。 

・田島地区にホタルが復活している箇所が 
あるので、見守り活動を継続していきま 
す。 

・八ツ沢川沿いにホタルが生息しているの 
で今後も見守っていきます。 

 

【めざす姿】 

やすらぎと愛着がある川をめざして 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

森戸川の水は汚れており、川には降りられず愛着

が感じられない状況です。また、支流は水量が少な

いためヘドロなどが溜まっているところがあり、台

風などで水量が増すと溜まったヘドロが森戸川に

流れ込んでしまいます。 
9 区・10 区は八ツ沢川の清掃、15 区では年 2 回

関口川の清掃を近隣企業と協力して行っています。 

･将来子どもが川に入り、小魚を捕まえた 
り、釣りができる川にするため、清掃活 
動を今後も継続していきます。 
･気象注意報・警報が発表された場合には、 
近隣の消防署と連携して川の水位を見守

っていきます。 
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【めざす姿】 

隣近所が声を掛け合うまち 
誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

近くに商店が少なく、時には中里の大型商業施設

まで買い物に行かなければならない中、バスの本数

が少ないので帰りにはタクシーを使うことも多く、

生活への負担が大きくなっています。特に車を運転

することができない高齢者には不便です。 
地域内の活性化を目的とし、国道 1 号沿いの民家

の駐車場を借りて、月 1 回店を出しています。 

･地域行事で使用するものはできるだけ地 
区にある商店で買い物をするようにし

て、地区内の商店が活性化するように心

がけます。東地区の民家の駐車場での出

店については回数を増やしていきます。 
 
･地域内の活性化を目的とした出店を地域 
全体に広げられるように検討します。 

･地区内のコンビニでは配達をしてくれる 
ところもありますが、今後高齢者の買い 
物難民対策は大きな問題として検討して 
いきます。 
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人口と世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（国府津地区） 
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平成 28 年 6 月 10 日 自治会長会議  委員（自治会長）へ地域別計画の見直しについ

て説明 

 
9 月 6 日 三役会 

コーディネーター会  
三役・コーディネーターへ地域別計画の見直し 

について説明、見直し用記入用紙を配布 

 

9 月 7 日 自治会長会議 委員（自治会長）へ見直し用記入用紙を配布 

 

10 月 3 日 コーディネーター会 地域別計画の見直し（協議） 

 

11 月 28 日  見直し計画（案）を作成し、委員長へ提示・調整 

 

   

平成 29 年 2 月 16 日  全委員に見直し計画（案）を配布し、意見募集 

 

3 月 16 日 全体会 地域別計画改定版（案）の承認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国府津地区まちづくり推進委員会における検討経過 
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平成２９年３月作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
委員長  川口 博三  （国府津地区自治会連合会会長・国府津第 10 区自治会会長） 
副委員長 折金 典男  （民生委員・児童委員協議会会長） 
副委員長 高橋 正則  （社会福祉協議会会長・国府津第 6 区自治会会長） 
会計   石塚  勇  （国府津第 5 区自治会会長） 
事務局  長谷川弥生  （きずなチーム代表） 
監事   松本今朝臣  （国府津第 1 区自治会会長） 
監事   岸  治恵  （民生委員・児童委員協議会副会長） 
理事   佐藤 哲男  （国府津第 7 区自治会会長） 
理事   田代美奈子  （婦人会会長・地区社会福祉協議会副会長） 
理事   韮山  信  （防犯活動協議会会長・小田原警察署協議会委員・防犯指導員） 
理事   鈴木 清治  （老人連合会会長・地区社会福祉協議会副会長） 
理事   櫛引 政司  （青少年健全育成協議会会長） 
理事   古谷  浩  （体育振興会会長） 
理事   朝倉 一彰  （商工振興会会長） 
理事   朝倉 義勝  （国府津中学校 PTA 会長、国府津第 3 区自治会会長） 
理事   井上 弘行  （国府津小学校 PTA 会長） 
委員   劔持 秀一  （遺族会会長） 
委員   小川 新治  （連合子ども会会長） 
委員   三上 雅敏  （国府津第 2 区自治会会長） 
委員   朝倉 寛二  （国府津第 4 区自治会会長） 
委員   木村 宗嗣  （国府津第 8 区自治会会長） 
委員   佐藤  清  （国府津第 9 区自治会会長） 
委員   星野 國三  （国府津第 11 区自治会会長） 
委員   野地 賢二  （国府津第 12 区自治会会長） 
委員   川口 眞弘  （国府津第 15 区自治会会長） 
委員   小林  昭  （国府津第 16 区自治会会長） 
委員   八田堀光男  （国府津第 18 区自治会会長） 
委員   小岩 幸雄  （国府津第 19 区自治会会長） 
委員   八ケ代順子  （健康おだわら普及員） 
委員   和田 博行  （消防団 18 分団分団長） 
委員   石塚 達義  （青少年健全育成協議会副会長） 
委員   高梨登志子  （婦人会副会長） 
委員   秋山 和光  （体育振興会事務局長） 
委員   松本ひとみ  （国府津中学校校長） 
委員   大木 敏正  （国府津小学校校長） 
他、地域福祉コーディネーター 8 名 

国府津地区まちづくり推進委員会 
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地域別計画 

（平成 28年度改定） 

～ 前羽地区 ～ 

前羽地区団体長等連絡会 

 

 
海と山に囲まれ、昔の風情が残る住みよいまち 前羽 

 

１ 文化・教育・福祉 

２ 生活環境・防災・防犯 

３ 地域振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のキャッチフレーズ 

はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～  
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１ 文化・教育・福祉 

 誇れるもの・ できることから始めよう 

 地域は海岸に接していているとい

った特色を生かして、キス釣り大会

を行っています。 

 参加者に対する釣り具の貸出が十

分とは言えません。 

 低学年の児童は釣竿を扱うのが困

難です。 

 学校に呼びかけてキス釣り大会へ

の参加者を募っていますが、参加者

が少ないのが実情です。 

＊ 子どもたちに自然とのふれあいを通して、自然の

大切さを学ぶ機会と捉えて、こうした活動を続け

ていきます。 

＊ 青少年健全育成協議会と体育振興会が協力して釣

り具の準備をしていきます。 

＊ 釣り以外に砂浜や海岸で自然とふれ合える行事を

検討していきます。 

＊ 学校を通して呼びかけを続け、参加者の拡大を図

っていきます。また、低学年の子どもたちも楽し

く参加できるように内容を工夫して参加者を増や

していきます。 

 「いきいき健康事業」や「世代間交

流事業」、未就園児グループ「キラ

キラ星」と一人暮らし高齢者とのふ

れあい事業など、高齢者の介護予防

に向けた事業展開をしています。 

 地域福祉への更なる貢献をするた

め、活動を活発にすることが必要で

す。 

＊ 事業への参加者を増やすことで、活動の活発化を

図り、高齢者や未就園児のための活動を支えてい

きます。 

＊ 橘南地区社会福祉協議会で行っている、高齢者の

ためのサロン活動を継続していきます。 

＊ 世代間交流などの事業は、参加者が興味を持ち参

加しやすくなるように常に事業内容を見直してい

きます。 

＊ 広報にも力をいれながら、参加者やご近所同士の

誘い合いや口コミを利用して、参加者を増やして

いきます。 

 前羽地区健民祭、球技大会など、各

種スポーツ大会を開催しています

が、参加者集めに役員の方が苦労し

ているのが実情です。 

 前羽地区健民祭には、中学生がボラ

ンティアとして参加し、準備や放送

などを担当しています。 

 前羽地区健民祭では、高齢者が参加

しやすい種目が増え、子どもから高

齢者までが盛り上がれる行事とな

っています。 

＊ 健康と交流のためにも、こうしたスポーツ大会を

続けていくため、各種団体からも呼びかけを行っ

ていきます。 

＊ 学校や地域の子どもたちにも協力を要請して参加

者募集や準備を行っていきます。 

＊ 子どもから高齢者までが参加できるように、常に

競技内容を工夫していきます。 

 

 自治会に未加入の世帯は行事に参

加できないなどの問題があります。 

＊ 自治会未加入世帯の子どもの行事参加への対応を

検討してきます。 

 困ったこと 
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 前羽小学校では「優しさ」と「学

力」・「たくましさ」を育てています。

地域の力をお借りして、安心・安全

な学校生活を送ることができてい

ます。  

＊ 学校だよりや回覧、HP等で情報公開を進め、保護

者などの地域の方と子どもが一緒に協力し合える

学校行事になるように工夫していきます。 

＊ スクボラの日などを活用して学校と地域の協力体

制を強化していきます。 

 運動会や学習発表会などで学校の

行事に地域の多くの方が参加して

くれています。 

＊ 地域の行事に多くの子どもが参加し、地域ととも

に子どもを育てていけるように、これからも学校

は協力していきます。 

 学校職員が地域の行事に参加する

ことで学校職員が地域活動の様子

を把握しています。 

＊ 学校職員は地域行事によく参加してくれていま

す。今後も地域行事への参加の声掛けを継続して

いきます。 

 前羽小学校は、児童数が少ないた

め、保護者の約半数が PTAの役員に

なっています。 

 幼稚園児、中学生、高校生の子ども

を持つ保護者が、重複して役員を受

けざるを得ない状況にあります。 

＊ 組織の縮小を検討しましたが、一人の負担が多く

なってしまうことも考えられるため、活動マニュ

アルを作成するなどをして負担軽減の工夫をして

いきます。 

 前羽小学校のプールは、夏休み期間

中に児童が利用できるように開放

されています。 

 平成 27 年度から監視業務が委託と

なり、保護者の負担も軽減したが、

委託費用が PTA の会計を圧迫して

います。 

＊ 保護者の理解を得て、プールの開放を継続してい

きます。 

＊ 児童の安全確保のためにも、保護者と業務委託の

監視業務の割合を検討していきます。 

＊ 前羽小学校などの小規模な学校にはプール開催費

用の負担が大きいので、市からの助成などを協議

して問題の解決に取り組んでいきます。 

 前羽地区は、前羽連合子ども会が休

会し、単位の子ども会が活動してい

ますが、子どもの数が減少している

ので、活動のあり方を見直す必要が

あります。 

 

＊ 子どもの数が少なくなっていく傾向は、今後も続

くと見込まれていますので、前羽地区として一つ

の子ども会を持つなど、地区の子ども会のあり方

について検討していきます。 

＊ 子ども会と各種団体が協力し、お互いに顔を知り

合える関係の構築を目指していきます。 

 子ども会が主催で、前羽地区内の 3

つの子ども会を対象にバス旅行を

実施しています。 

＊ 現在、3 つの子ども会が合同で行っているバス旅

行などの行事を活発化させて、子ども会への加入

促進を図っていきます。 

 江戸中期の頃の地図では、地区内の

沿道には、たくさんの道祖神があり

ました。 

 現在でも道祖神祭りとどんど焼き

＊ 地域に伝わる古い伝統文化は、今後も大切にし、

学校とも協力して子どもたちに継承していきま

す。 
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を行っています。  

 地蔵尊を各家に宿泊させて持ち回

る「廻り地蔵」は、5つの地区で行

われています。 

＊ 廻り地蔵を軽量化するなど、歴史的なものを現代

の地域に合わせた形で行っていきます。 

 

 地域の伝統文化に対する関心が薄

れてきています。 

 前羽の歴史に詳しい方に、歴史や文

化についての話を聞き、後世に残し

ていく必要があります。 

＊ 体育振興会と市が共同で作成しているウォーキン

グコースづくりに歴史的なものを取り入れていき

ます。 

 

 

 国道 1 号線沿いの車坂には、歴史的

な人物が前羽地区について詠んだ

歌や文章とその説明が書かれた看

板があります。 

＊ 平成 27 年度に車坂看板の補修を行い、平成 28 年

度には看板周辺の整備に取り組んでいます。 

＊ 看板周辺には花壇を設置し、今後、前羽地区の名

所として地域の方々へ PRをしていきます。 

２ 生活環境・防災・防犯 

 誇れるもの・ できることから始めよう 

 毎年 7 月の海の日に前羽海岸クリ

ーン作戦を実施し、前羽地区では恒

例行事になっています。 

 地域住民のほか、幼稚園児、小学生、

中学生及び先生が参加しています

が、今後も更に参加者を増やしてい

く必要があります。 

＊ 市内の海岸沿いにある自治会連合会が、「海の日」

に一斉に行えば、環境美化を効果的に行うことが

できます。また、PR効果も期待できるので、自治

会総連合と市への協力を働きかけていきます。 

＊ 広報おだわらに「前羽海岸クリーン作戦」が掲載

されたので、今後より多くの地域情報誌に取り上

げてもらえるよう PRを継続していきます。 

 催事のときや年末などに、子どもや

地域の安全を守るためパトロール

を実施しています。 

＊ 夏祭りと運動会では、青少年健全育成協議会によ

るパトロール、年末は消防団によるパトロールを

継続していき、今後も子どもたちの安全を守って

いきます。 

 防犯灯の整備は、おおむねできてい

ます。 

 

＊ 防犯灯の定期点検をするなど、犯罪を未然に防ぐ

ための検討をしていき、新たな場所に防犯灯設置

の必要がある場合には、市へ要請していきます。 

 JR 線路際の細道など、夜道が暗く

て、歩いていて危険を感じる箇所が

あります。 

＊ 駐在所にパトロールの依頼や、地区内の犯罪件数

の情報をもらうなどの連携をしていきます。 

 困ったこと 
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 自治会連合ごとに、年 1回防災訓練

を実施し、避難訓練や被災者に対す

る応急処置方法などの訓練をして

います。 

 橘中学校で行われる訓練へも各自

治会が積極的に参加しています。 

 災害時に活動する消防団や日赤奉

仕団などの担い手の確保が困難に

なってきています。 

 防災訓練への参加者が固定化して

います。 

＊ 災害時への関心が高まってきているので、小中学

校の防災訓練への積極的な参加や単位自治会とし

ての防災訓練などを検討していきます。 

＊ 防災訓練への参加者が固定化されており、参加者

を増やす工夫をしていきます。 

＊ 防災講座を開いて、地域住民の防災に対する関心

を高めていきます。 

 「災害時要配慮者」の把握と、災害

時の対応などの課題があります。 

 防災は、自治会における最重要課題

であり、災害時の安否確認のため、

常に世帯構成を把握しておきたい

が、最近は個人情報を出してもらう

ことが難しくなってきています。 

＊ 近所の災害時要配慮者を地域住民が把握できる体

制を検討し、発災時の対応を時間帯によってパタ

ーン化するなど、連携体制を強化していきます。 

＊ 防災訓練などで世帯構成が把握できるよう、出前

講座を利用し、個人情報の取り扱いについて、自

主防災組織で勉強します。 

 カラスに荒らされているごみステ

ーションが多く見受けられます。 

 車からのポイ捨て、海岸や堤防管理

用通路（地域では「海岸道」と言っ

ています）、農道に缶やゴミを捨て

る人がいて困っています。 

 放置自転車や不法投棄が増えて困

っています。 

 犬のフンを片付けない人など、マナ

ーの悪い人がいます。 

＊ 不法投棄や犬のフンの問題は、ごみステーション

への見回りやネットの設置、小学校と協力して手

作りポスターの作成と掲示を行うなど、ごみが荒

らされないように啓発を行っていきます。 

＊ 放置自転車や不法投棄の見回りの強化、警告看板

の設置などを検討していきます。 
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３ 地域振興 

 誇れるもの・ できることから始めよう 

 橘商工会は、毎年 4月と 11月に「橘

ファミリーフェスティバル」や地場

産まつりを開催し、地域の活性化を

図っています。 

 橘商工会青年部は平成 21 年度か

ら、「みんなの花火」を行っており、

地域行事として定着しています。 

＊ 橘商工会は、こうした活動を継続するとともに、

橘南地区自治会連合会との連携を更に深めていき

ます。 

＊ 地域住民との交流を促進するために各種活動の

PR、活動への理解を得ていくとともに、地域の活

性化を図っていきます。 

＊ 機会を捉えて、各自治会員に商工会のまちづくり

活動へ出席してもらえるよう呼びかけをしていき

ます。 

＊ 商工会のお店が協力し、買い物が楽しめるように

各種団体とともに工夫していきます。 

 現在、西湘テクノパーク内の企業 9

社が賛助会員として自治会活動に

参加しています。 

＊ 商工会が中心となり、西湘テクノパークにある企

業との連絡窓口を設けていきます。 

＊ 自治会活動だけではなく、まちづくり活動へも参

加してもらえるように、企業に呼びかけを行って

いきます。 

 農業と商工業には青年層の組織が

ありますが、近年、担い手の問題が

あります。地域産業の活性化を目指

すには制度の見直しが必要です。 

＊ 地域産の作物をつくることで前羽地区を PR して

いきます。 

＊ 担い手の減少が課題になっているので、オーナー

制度を検討するなど見直しを行っていきます。 

＊ 直売所などの拠点地で前羽地区の産物を販売して

いきます。 

 前羽地区は昔から伝わる文化や歴

史なものが数多くありますが、地区

外の方へはあまり周知されていま

せん。 

 前羽地区の歴史を地域振興に活用

する検討が必要です。 

 前羽の歴史を知っている方が少な

くなっているため、話を聞いて記録

に残しておく必要があります。 

＊ 体育振興会と市が共同で作成している、ウォーキ

ングマップを活用した事業を検討していきます。 

＊ 過去に商工会が作成した観光マップの見直しを行

い、商工会と協力して新たなものを作成していき

ます。 

＊ 新たに作成している、ウォーキングマップや観光

マップを公共施設に置かせてもらえるように交渉

していきます。 

 

 現在、地区の名称は「橘南」ですが、

昔から「前羽」の名前に親しみがあ

ります。 

＊ 各種団体へ意見を諮り、団体名称に「前羽」の名

前を使っていくことを検討していきます。 

 困ったこと 
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人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（前羽地区） 
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椎野 禎章(橘南地区自治会連合会長・向原自治会長) 

副会長 

鈴木 榮子(橘南地区社会福祉協議会長) 

遠藤 剛(町屋自治会長) 

会 計 

北村 千波(橘中学校ＰＴＡ会長) 

監事 

駒沢 昭久(羽根尾自治会長) 

川井 修(ＪＲ前川アパート自治会長) 

委 員 

小島 栄(橘南地区青少年健全育成協議会長) 

椎野 尚(橘南地区民生委員・児童委員協議会長) 

杉山 栄一(前羽長楽会長) 

石塚 和弘(前羽体育振興会長) 

細川 初恵(日赤奉仕団前羽分団長) 

小野澤 藤一(橘商工会長) 

廣澤 智一(小田原市消防団 22 分団副分団長) 

鍋倉 かつみ(前羽小学校長) 

向笠 弘子(前羽幼稚園長) 

石塚 順一(前羽小学校 PTA 会長) 

足立 志保(小学生レクリエーション大会役員) 

多田 光孝(子ども会代表) 

富瀬 一枝(前羽ボランティアグループ代表) 

大曽根 一郎(西自治会長) 

石塚 一男(中宿副自治会長) 

峯尾 博司(押切自治会長) 

椎野 純雄(前・前羽体育振興会長) 

大竹 哲三郎(前・押切自治会長) 

前羽地区団体長等連絡会 

平成 28年度作成 

【小学生レクリエーション大会】 【前羽海岸クリーン作戦】 
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地域別計画 

（平成 28 年度改定） 

～ 橘北地区 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橘北地区まちづくり委員会 
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 歴史溢れる長寿の里 たちばな北 

 
総論 

１ 生活・環境    

コミュニケーション 

    自然環境 

ごみ出しルール 

 

２ 地域振興      

農業 

商業 

 

３ 文化・教育    

伝統、伝統行事 

地域文化 

生涯学習 

 

４ 防災・防犯    

防災 

防犯 

 

５ 健康・福祉    

子育て 

高齢者 

地域のキャッチフレーズ 

 はじめの一歩（住民自ら取り組むこと） ～ できることから始めよう ～ 
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総 論 

  人口減少や少子高齢化の社会を迎える中、橘北地区が今後も発展し続けていくため

には、現在の自然環境を保ちながら、安心、安全なまちづくりを行う必要があります。

そこで、公共施設や道路の整備、交通手段の確保により、住み良い生活環境を整えつつ、

人口の増加を図って行きたいと考えています。 

 そのための働きかけを行いながら、地域としても、あいさつなどの励行により顔が見

える関係を築きつつ、ボランティア活動の推進により、地域活動への参加者同士や若い

世代とのコミュニケーションづくりを進め、「地域活動は地域への恩返しである」とい

う意識の醸成を図っていきます。 

 また、農業が盛んであるという特色を活かし、都市住民との交流をめざす観光農業に

向けた取組みを進めるなど、地域の力を最大限発揮して、自然・歴史と住環境と人の心

が調和した、住む人にとって住みよく、訪れる人にとっても暮らしたいと思える「まち

づくり」を進めていきたいと考えています。 

 

１ 生活・環境 

コミュニケーション 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 住民同士のコミュニケー

ションの促進を図るた

め、自治会、子ども会を

中心に各種団体が活動を

行っています。 

 

 高齢化や健康状態などに

より、自治会の定期清掃

や、組長を行うのは難し

いといった声が聞かれま

す。 

 

 各団体では役員の担い手

不足の課題があり、ま

た、１年で役員を交代す

る団体では、交代初期に

引継ぎの不手際などによ

る混乱などが見受けられ

ます。 

＊ 他団体と繋がりを持つようになり、情報を得ら

れるようになってきましたが、充分ではないの

で、定期的に情報交換の場を持つなどして、更

なる連携を図っていきます。 

＊ 地域活動は自治会、子ども会を中心に行ってい

ますが、高齢化やニーズが多様化し、自治会な

どへの関心が低下する中では、既存の組織だけ

では対応し切れません。若い世代や退職後のシ

ニア世代の参加を促す、組長を通じての次世代

の担い手発掘などしていくことで、地域の中

で、地域活動の担い手を育て、組織化したり、

手助けをしたりしていく仕組みづくりを引き続

き進めていきます。 

＊ それぞれが無理のない範囲で清掃活動を取り組

むなど、工夫を進めていきます。また、清掃活

動が出来なくとも、出てくることによって、会

員相互のコミュニケーションが取れますので、

顔を出してもらうことがとても大切です。その

ため、高齢者などは参加して世間話だけでも良

いという考えを浸透させていき、気軽に参加し

やすい雰囲気づくりを行っていきます。 

 

 

★…特色 ➢…課題 ＊…取り組むこと 
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 中学生まではあいさつが

良く出来ますが、大きく

なるにつれ、道ですれ違

ってあいさつをするとい

う意識が希薄になってい

ます。また、あいさつを

励行するために「あいさ

つ運動」を行っており、

日常でもあいさつが少し

ずつ交わされるようにな

ってきていますが、まだ

まだ充分ではありませ

ん。 

＊ あいさつは、顔が見える関係を築くなどコミュ

ニケーションだけでなく、防犯上・防災上も効

果がありますので、地域にあいさつの輪を広げ

ていきます。その際、防犯帽子や防犯ベスト等

を着用していると、相手方もあいさつを返しや

すいので、防犯グッズを身につける習慣を広め

ていきます。 

 各種団体では地域活動が

盛んですが、年々担い手

が減ってきており、活動

継続のための方法を考え

る必要があります。 

＊ 中学生や定年退職後の人など、地域活動をした

ことがない人にも、知恵や経験を生かせるよ

う、参加しやすいきっかけを作るよう検討して

いきます。 

＊ 担い手減少の一因である、事業の必要性や仕組

みづくり、負担感等について見直していきま

す。 

＊ 各種団体間同士での情報共有、連携をし、活動

を広くアピールしていきます。 

 独楽回しなどの昔遊びを

行ったり、竹とんぼや草

鞋づくりなどを行うバザ

ーや折り紙遊びなどを行

う下中小学校の「うっし

っしー祭」、早朝マラソ

ン大会など、高齢者と子

どものコミュニケーショ

ンがとれる機会が多くあ

ります。 

＊ 学校を通じて地域コミュニティを醸成するた

め、スクールボランティアなどをして学校に入

ってきてもらい、子どもと触れ合うことで、地

域の子どもは地域で育てる意識が芽生え、子ど

もの地域への愛着や、地域の大人と子どものつ

ながりを強めていけるような環境づくりを更に

進めていきます。 

＊ 大人にとっても、学校で子どもの声を聞くこと

が健康に良い影響を与え、また、学校で子ども

と遊ぶことで、子どもからあいさつをしてくれ

るなどの効果もありますので、積極的に学校へ

入っていく意識を持っていきます。また高齢者

は距離があると意欲があっても参加しづらいこ

ともあるので、交通手段などの検討をします。 

 

  

 

294



自然環境 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

＊ 以前に比べると住宅が増

えていますが、まだまだ

田舎の良いところが残っ

ています。 

 地域の自然を伝えていくことで、自然に対し親

しみ地域に誇りを持たせていきます。 

 橘北は、里山や棚田が残

っており、また、ホタル

の生息地があるなど、美

しい自然が残されていま

す。 

 美しい里山が残っていま

すが、近年、荒廃農地が

増えてきて、里山が荒れ

始めています。 

＊ 「沼代桜の馬場」は、道

路の両脇に 70 本のソメ

イヨシノが咲き誇る、隠

れた名所です。 

 犬の糞や尿が多く、困っ

ています。 

＊ ホタルの生息地を守るため、河川をなるべくコ

ンクリートにせず、また、強い農薬を使わない

ように働きかけます。また現在ボランティア

で、巻貝・カワニナの繁殖に力をいれています

ので、このような活動を続け、引き続きホタル

が住める環境を維持していきます。 

＊ 中村川については、管理内容や管理体制も考え

た上で桜などを植栽することで、通学路やウォ

ーキングコースなどに活用することを検討して

いきます。 

＊ 地域を歩いて地域の良さを実感できるマップ作

りを検討していきます。 

＊ 沼代の棚田については、日本野鳥の会等ととも

に棚田の保全を行っていますので、活動を継続

していきます。 

＊ 侵入竹林などを伐採し、他団体との連携を上手

く取りながら、里山再生の方法を検討していき

ます。 

＊ ツーデーマーチなどで地域外から来る方を気持

ちよくお迎えするため、ポイ捨てや草刈未整備

の目立つ道路を中心に清掃活動を行っていきま

す。 

＊ 「沼代桜の馬場」での桜の植樹や、開花時期の

更なる活性化策について検討していきます。 

＊ 家の周囲の清掃をすることで、犬の糞や尿を防

いでいきます。 

  

ごみ出しルール 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 ごみ出しのルールはかな

り守られてきています

が、一部の人が守ってい

ません。 

＊ 小田原市で行っているごみの環境調査の結果や

ゴミ出しのルールなどを引き続き広く住民に周

知・徹底して、ごみ出しルールの啓発に努めて

いきます。また、市の出前講座を利用して、ご

みの分別への理解を深めていきます。 
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２ 地域振興 

農 業 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

＊ 昔に比べ、開発が進んで

農地が少なくなっていま

すが、橘北はまだまだ農

業が盛んな地域です。 

＊ 「下中たまねぎ」は、オーナー制度によって多

くの人が、定植から収穫まで楽しめる仕組みが

あり、耕作面積が年々増えていますので、さら

にオーナーが増えるように、農協や市などと協

力を密にし、ＰＲ活動をしていきます。 

＊ 地域の方々へ「下中たまねぎ」や「下中落花

生」の苗植えから収穫までの体験やおいしさな

どを伝えていきます。 

＊ 定植祭と収穫祭では、地域の方々にも手伝って

もらっていますが、更に盛り上げ、集客力を向

上させるため、調理方法の PR やホームページの

活用など、より良い方策を検討していきます。 

 橘北は、農業がさかんで

すが、農作物の価格が不

安定などの理由により、

自活が難しいことがある

ため、農業の後継者が育

ちにくい状況です。 

＊ 世界的な観光地としての箱根に近く、小田原厚

木道路のインターの隣接地となっており、交通

の利便性を利用した観光農業を振興するため、

インターネットを活用した情報発信や空き家を

利用した週末滞在型農業などにより、地域の農

（酪農）業の活性化を図る方策を研究していき

ます。 

＊ 農 業 の 後 継 者 不 足 の た

め、荒廃農地が目立って

きています。 

＊ 荒廃農地対策の一つとして、菜の花を植え、収

穫した菜種を食用油として利用し、さらにその

廃油を市がリサイクルする仕組みづくりに取り

組んでいます。自然に優しい環境づくりにむけ

て、今後も継続していきます。 

＊ 荒廃農地対策の一つとして、油の取れる菜の花

やひまわりで迷路などの遊び場ができないか、

検討していきます。 

 

商 業 

誇れるもの・困ったこと できることから始めよう 

＊ 橘商工会は、毎年４月と

11 月に「橘ファミリーフ

ェスティバル」や地場産

まつりを開催したり、

「橘出張商店街」を月 2

回行ったりして、地域の

活性化を図っています 

＊ また、橘商工会青年部が

平成 21 年度から「みん

なの花火」を羽根尾の駐

車場で行っています。 

＊ ほかにも、「ふれあい事

＊ 橘商工会は、こうした活動を継続するととも

に、自治会などとの連携を更に深めていきま

す。 

＊ 地域住民との交流を促進し、各種活動のＰＲ、

活動への理解を得ていくとともに、地域の活性

化に協力していきます。 

＊ 機会を捉えて、各自治会長への商工会のまちづ

くり活動への参加をしていただくようお願いを

していきます。 

＊ 商工会と橘北地区まちづくり委員会との連携を

図っていきます。 
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業」により、地域の青少

年の方々とのふれあいの

場を設けています。 

＊ 橘北地区には、農業と

商工業に青年層の組織

があります。今後は、

商工青年と農業青年と

の連携を深め、地域産

業の活性化を進めてい

きたいです。 

 古くからみかん栽培が行

われてきましたが、担い

手の減少が課題となって

います。 

 商工青年と若手農業者とが交流を持ち始めてお

り、今後はこれを発展させ、商工・農業の連携

を深めながら、地域産業の活性化を図っていき

ます。 

 担い手が不足するみかん栽培では、高齢者の協

力について検討していきます。 

 バスの利用者減少によっ

て、不採算地域となり、

路線バスの再編が行われ

ました。 

＊ バスの利用について地域としても積極的に働

きかけをしていきます。また、「コミュニテ

ィバス」の導入について、検討・働きかけを

していきます。 

 

３ 文化・教育 

伝統、伝統行事 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

＊ どんど焼きは、地域コミ

ュニティを支える行事と

して、自治会や子ども会

などが中心となって多く

の地域で行われていま

す。地域の人々が集まっ

て主催するところもあり

ます。 

 役員の高齢化もあり、ど

んど焼きを行うことが困

難になってきています。 

＊ どんど焼きでは、トン汁を作ったり、餅つきを

行ったり、団子を大人と子どもが一緒に作った

りするほか、最後に焚き火を消すときに水消火

器を使用して、消火訓練を同時に行うなどの工

夫をし、また、回覧やホームページなどで行事

を周知することで、さらなる参加者の増加に努

めていきます。 

＊ 役員 1 人１人の負担を減らせる方法を検討し、

行事を続けていけられるよう、工夫していきま

す。 

＊ 神奈川県無形文化財及び

国の重要無形民俗文化財

に指定されている「相模

人形芝居 下中座」や市

指定無形民俗文化財の

「白髭神社の奉射祭」な

ど、伝統を受け継いでい

る地域であります。 

＊ 子どもがういろう売り口

上を行っています。 

＊ 「相模人形芝居 下中座」のような伝統を小中

学生の生徒に教え、次代に伝えていく努力をし

ます。また、地域の伝統行事を次代に伝えよう

としている人たちと連携し、地域として協力し

ていけるような体制づくりをしていきます。 

＊ 地域活性化の一つとして、ういろう売り口上を

小学生などに教え、各種行事に参加するなど、

今後その啓発に努めていきます。 
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地域文化 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 中学校では地域を知るた

めの授業が有り、シルバ

ー大学歴史観光コースを

卒業した方が、スクール

ボランティアとしてガイ

ドを行っています。 

＊ 地域の史跡を子どもへ教えることは大変重要で

すので、こうした活動を継続し、住民にも、こ

の地域の史跡を知る機会を増やしていきます。 

 小中学校は地域のために

体育館を解放しており、

住民が利用しています。 

＊ ボランティアのために空き教室を開放するなど

地域に開かれた学校が実現できていますので、

今後は、図書室なども開放し、さらに多くの住

民が学校へ訪れるよう、学校と話し合っていき

ます。 

 子どもたちのために地域

の方々が協力をし、教科

学習、クラブ活動、校庭

の樹木剪定など様々な場

面でスクールボランティ

アを行っています。 

＊ 開かれた学校と、安全・安心の確保の両立は難

しいですが、学校を中心とした地域づくりを行

い、気軽に地域の人が来校し、ボランティアが

行いやすい環境を整えるなどしていくことで、

地域と学校の連携を更に強め、スクールコミュ

ニティを形成していきます。 

 

生涯学習 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 身近で学んだり体験した

り機会が十分とはいえま

せん。 

＊ 講演、講座、講習などを開き、地域の方々の学

びたい意欲を支援していきます。特に子ども達

への体験の場を提供したいと思います。 

 

４ 防災・防犯 

防 災 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 災害時の対応は、自助・

共助・公助ですが、共助

の体制を保つのに若い人

が不足しています。 

 災害時の連絡体制や器具

の準備が不足していま

す。また、個々人への啓

蒙も不足しています。 

 学校での防災訓練や育成

会による災害時救助訓練

を実施していますが、地

域防災訓練への参加に繋

がっていません。また、

自主防災組織による防災

＊ 若い人に頼っていても、昼間に発災したときな

どは地域に若い人がいないことが想定されます

ので、日頃の防災訓練でも若い人がいないこと

を想定して行い、また、消防団や防災リーダー

ＯＢの活用、安否確認名簿・災害時に生かせる

能力（職業等）のリスト整備など、地域で災害

に対応できる仕組みづくりを検討していきま

す。 

＊ 普段地域にいる、小学校高学年や中学生の協力

を得られれば、心強いですので、普段から防災

訓練に参加してもらえるように学校と協力しな

がら進めていきます。 

＊ 地区内の事業者の協力を得て、避難行動マニュ

アル等を配備するなどし、昼間の発災時に若い
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訓練が実施されていない

地区もあります。 

人を動員できるような協力体制を整えていくこ

とを検討していきます。 

＊ 自主防災組織による防災訓練が行われる地区を

増やしていけるよう、働きかけていきます。 

＊ 広域避難所を訓練として実際に開設し体育館に

一泊してみるなど、より現実的な訓練を検討し

ていきます。 

＊ 地域の方々を対象に救命・救護講習を開催する

などし、災害に強いまちづくりを進めていきま

す。 

 

防 犯 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 小田原厚木道路の二宮イ

ンターが近くにあり、地

域以外の車輌の往来がと

ても多いという事情のた

め、防犯・交通安全に対

する意識が高く、小田原

市内で初めて認定された

青パト（青色回転灯装備

車）を使用した「橘ブル

ーアイズ」が結成され、

パトロールに取り組んで

います。 

 橘ブルーアイズが地域の

防犯活動に大きく貢献し

ており、また、自治会・

各種団体などと連携を深

め、より防犯効果の高

い、細やかな見回り活動

をしています。 

 学校の周りでは、ＰＴＡ

と民生委員児童委員とボ

ランティアが毎日 10 人以

上で協力をして、見回り

活動を行っています。 

 「下校時見守り隊」を結

成し、小学生の登下校時

に見守り活動を行ってい

ます。 

＊ 橘ブルーアイズは、より高い防犯効果を生むた

め、自治会・各種団体などと連絡を密にし、見

回り回数を増やしていきます。 

＊ 防犯の目が光っているというアピールも大事で

すので、地域で防犯の目が光っていることを周

りから見て分かるように、パトロール以外のウ

ォーキング、散歩などのちょっとした外出時で

も防犯帽子や防犯ジャケットを着用することを

意識していきます。 

＊ 地域住民の顔が見える関係も防犯に役立ちます

ので、普段からの路上でのあいさつや登下校時

の子ども達への声かけなど、コミュニケーショ

ンを心がけていきます。 

＊ 多世代の地域の方々で子どもを見守る仕組みづ

くりをしていくため、地域活動に参加しやすい

環境をつくっていきます。 

＊ 各団体をまとめる体制を作っていくため、自治

会において防犯専門の部会、あるいは組織が立

ち上げられないか、検討を行います。 

＊ 健康づくりのために散歩をする住民が増えてい

るので、歩きながらでも見守りができるような

意識の向上を図っていきます。 
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５ 健康・福祉 

子育て 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 こゆるぎの完成により、

幼児とその保護者が利用

する子育てサークルの活

動の幅が広がり、親子が

一緒に参加することがで

きるものが多くなってい

ます。 

 小学生の子ども同士が集

まって遊んだり、上級生

が下級生の面倒をみるな

どの子ども同士の関係が

希薄になってきました。 

 子ども会に入会する家庭

が減少し、子ども会の存

続が難しくなり休会とな

る 地 区 も 出 て き て い ま

す。そのため、地域行事

へ参加する子どもが少な

くなってきています。 

★ 下中幼稚園の園庭が芝生

化されています。 

＊ 子育てボランティアの活動を推進し、地域にお

ける子育て支援を充実していきます. 

＊ 子どもが安心して遊べる場所・環境を地域でつ

くっていきます。 

＊ 放課後の学校を利用して、子どもの居場所づく

りのため、放課後児童クラブが開設されていま

すが、勉強やスポーツ、文化芸術活動、地域の

方々との交流等の機会を提供し、子どもたちを

心豊かで健やかに育むことを目的とした「放課

後子ども教室」の設置に向けて、取組を進めて

いきます。 

＊ お祭りや子ども会の活動などを通じて子ども同

士の絆を強めていくとともに、子ども自身が企

画運営するような行事など、上級生が下級生の

面倒を見ていくような関係づくりのための地域

行事の実施を検討していきます。 

＊ 各団体が連携し、より良い解決策や、子ども達

の行事参加方法などを検討していきます。 

＊ 地域が下中幼稚園の園庭を活用し、世代間交流

につなげていくなど検討していきます。 

 

高齢者 

誇れること・困ったこと 出来ることから始めよう 

 これから地域内に高齢者が

増加することが予想されま

すが、高齢者の持っている

知恵と経験を地域のために

発揮できる機会が少なく、

また交通手段の問題があり

ます。 

 「趣味の作品展」や「早朝

歩こう会」、カラオケ教

室、サロン活動など、高齢

者の参加しやすい行事が行

われています。 

 一人暮らしの高齢者が増え

ており、地域での見守りを

厚くする必要があります。 

 休憩場所やベンチが少ない

ため、高齢者などが散歩す

るときに休憩する場所があ

りません。 

＊ 地域活動のＰＲと声かけ、交通手段の確保によ

って、活動の楽しみを見出し、高齢者自らが地

域活動に参加するためのきっかけをつくってい

きます。 

＊ 地域活動は、地域への恩返しであるという意識

の醸成や、自己実現、生きがいといった観点か

ら、参加者同士のコミュニケーションづくりを

更に図っていきます。 

＊ ベンチ等を設置するスペースを探し、設置につ

いて検討していきます。 
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高齢化の比較（平成２３年度と平成２８年度） 

 
 

 

 

 

※住民基本台帳による 4 月 1 日の推計人口を基に算出 

参考資料（橘北地区） 
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会議名 日にち 内容 

総会 3 月 19 日（土） 

地域別計画の見直しについて、橘

北地区まちづくり委員会で見直し

ていくこととなった。 

役員会 4 月 23 日（土） 
地域政策課から役員に地域別計画

の見直しについて説明 

三役会 6 月 18 日（土）  
地域政策課から 3 役に説明 

⇒見直しの詳細について承認 

三役会 7 月 9 日（土）  

地域政策課から 3 役に説明 

⇒委員に記入用紙を郵送し、返信

していただくことが決定 

 8 月 6 日（土） 
委員等に記入用紙を配布 

⇒各委員が記入（9 月 10 日締切） 

役員会・子どもに関する意

見交換会 
8 月 25 日（金） 

地域別計画の見直しについて、質

疑応答 

三役会 9 月 10 日（土） 
今後のまとめ方、進め方について

承認 

 
8 月～10 月 

記入用紙の回収 

⇒地域政策課で集約 

全体会 

11 月 6 日（日） 

内容の修正・追加をした橘北地区

地域別計画を委員へ配布 

委員からの意見を基に再度修正案

を作成し、役員会で承認されれ

ば、見直し作業終了となる旨説明

⇒承認 

 
11 月 14 日（月） 

橘北地区地域別計画への意見募集

締め切り 

三役会 

12 月 10 日（土） 

役員会資料の橘北地区地域別計画

（全体会案）を三役が事前に確

認・意見交換 

役員会 
12 月 17 日（土） 

橘北地区地域別計画（全体会案）

を役員が確認・意見交換→承認へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橘北地区まちづくり委員会での検討経過 
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平成 28 年 11 月現在 

役 職 団体名 職 名 氏 名 

委員長 橘北地区自治会連合会 

湘南橘台住宅自治会 

会長 

会長 

田中 正俊 

副委員長 橘北地区自治会連合会 

さつきが丘自治会 

副会長 

会長 

相田 裕二 

副委員長 橘北地区自治会連合会 

中村原第 6 区自治会 

副会長 

会長 

中垣  勉 

会計 橘北地区自治会連合会 

若葉台自治会 

会計 

会長 

大場 道博 

監事 中村原第 7 区自治会 会長 重田 雅彦 

監事 中村原住宅自治会 会長 鈴木  武 

常任理事 橘北地区社会福祉協議会 会長 山下 隆士 

常任理事 青少年健全育成協議会 会長 清水 玲子 

常任理事 民生委員児童委員協議会 会長 高橋 治彦 

石塚 ミドリ 

（12/1～） 

常任理事 橘北体育振興会 会長 添田 充正 

常任理事 小田原市消防団第 22 分団 分団長 高橋 忠順 

常任理事  小田原市議会議員 加藤 仁司 

理事 橘北地区ボランティアクラブ 会長 阿部 眞澄 

理事 下中学区連合こども会育成会 会長 猪股 将治 

理事 交通安全協会橘北支部 支部長 深澤 延弘 

理事 下中老人クラブ連合会 会長 津田 政宏 

理事 下中小学校ＰＴＡ 会長 脇  純一 

理事 橘中学校ＰＴＡ 副会長 佐々木 有紀 

理事 下中小学校 校長 鈴木 一也 

理事 橘中学校 校長 岩崎 由美子 

理事 下中幼稚園 園長 山田 加居 

理事  橘地区保護司 廣本 まさ子 

理事 下中駐在所  片瀬 重信 

委員 中村原第 1 区自治会 会長 篠田 守義 

委員 中村原第 2 区自治会 会長 多田 文男 

委員 中村原第 3 区自治会 会長 峯尾 俊一 

委員 小船第 1 区自治会 会長 船津 宣夫 

委員 小船第 2 区自治会 会長 石塚 八郎 

委員 上町自治会 会長 早野 耕右 

委員 山西自治会 会長 田中 伸義 

委員 沼代自治会 会長 江川  到 

委員 小竹打越自治会 会長 岸  広久 

委員 小竹坂呂自治会 会長 栗山 光信 

委員 小竹下 自治会 会長 野地  諭 

委員 明沢自治会 会長 秋沢 武雄 

委員 小竹脇自治会 会長 岸  文雄 

委員 橘団地一般住宅自治会 会長 土井 浩義  
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